
b
a

k
u

r
y

o
u

t
e

n

ＦＦＧ調査月報
M O N T H LY  R E P O R T

11
2021.NOV
VOL.141

FFG
調
査
月
報
 2021年

11月
号
 VO
L.141

　
2021年

11月
12日

　
発
行
／
㈱
FFG

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
　
福
岡
市
中
央
区
天
神
2丁
目
13番

1号
　
TEL 092（

723）2244　
制
作・印

刷
／
久
野
印
刷
㈱

狩
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探
雪
／
三
幅
対
／
制
作
年
不
詳

２
０
２
１
年

秋

季

恒

例

企

画

十
八
親
和
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

鑑
賞
無
料

　
十
八
親
和
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、11
月

６
日
よ
り
秋
季
恒
例
企
画「
曝
涼
展
〜
掛
軸

の
世
界
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
当
館
で
は
、２
０
１
６
年
度
よ
り
年
に
一
度
、

曝
涼
展
と
題
し
て
主
に
掛
軸
の
虫
干
し
を
兼

ね
た
一
般
公
開
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。本
年
も

季
節
展
示
室
と
絵
画
展
示
室
１
を
中
心
に
、

安
土
桃
山
時
代
の
書
簡
、江
戸
初
期
の
狩
野

派
の
山
水
画
、黄
檗
宗
の
禅
書
や
京
都
四
条

派
の
花
鳥
画
な
ど
、掛
軸
45
幅
を
公
開
い
た

し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、近
代
洋
画
、日
本
画
、陶
磁
器
、

ロ
シ
ア
イ
コ
ン
な
ど
約
１
４
０
点
の
常
設
展

示
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※
会
期
中
に
一
部
、掛
け
替
え
を
行
い
ま
す

狩
野
探
雪（
か
の
う
・
た
ん
せ
つ
）：
１
６
５
５
〜
１
７

１
４
。江
戸
時
代
中
期
の
狩
野
派
の
画
家
。狩
野
永
徳

の
再
来
と
も
称
さ
れ
た
狩
野
探
幽
の
次
男
。画
法
を
父

に
学
び
、あ
っ
さ
り
し
た
上
品
な
画
風
は
探
幽
の
画
風

を
忠
実
に
引
継
い
だ
と
評
さ
れ
る
。本
作
は
、中
幅
に
寿

老
人
、そ
の
左
右
に
山
水
を
配
し
て
い
る
。

掛
軸
の
世
界

長
崎
県
佐
世
保
市
島
瀬
町
４
|

24 

十
八
親
和
銀
行
島
瀬
ビ
ル
１
Ｆ

電
話 

０
９
５
６
|

２
３
|

４
８
５
６

西
肥
バ
ス
島
瀬
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
３
分

J
Ｒ
佐
世
保
駅
か
ら
徒
歩
約
20
分

【
開
館
時
間
】午
前
1０
時
〜
午
後
４
時（
入
館
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

【
休 

館 

日
】日・月・祝
日
、年
末
年
始（
12
月
31
日
〜
１
月
３
日
）

　
　
　
　
　
　
※
土
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
館

夏
や
秋
の
天
気
の
よ
い
乾
燥
し
た
日

に
行
う
衣
類
、書
籍
、掛
軸
な
ど
の

虫
干
し
の
こ
と
で
、寺
社
な
ど
で
の

取
り
組
み
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ばくりょう
曝  涼 11

月
６
日（
土
）〜

12
月
４
日（
土
）



懐
か
し
い

情
景
を

探
し
て

Looking for a nostalgic scene

　
福
岡
と
大
分
と
の
県
境
、星
野
村
は
玉
露
の
名
産
地
で

あ
る
。ミ
ネ
ラ
ル
分
を
多
く
含
ん
だ
土
壌
と
星
野
川
の
朝

霧
の
潤
い
が
茶
畑
を
育
ん
で
い
る
。

　「
星
の
文
化
館
」や「
茶
の
文
化
館
」で
有
名
な
星
の
ふ

る
さ
と
公
園
に
は
、神
秘
の
湖「
麻
生
池
」が
あ
る
。こ
の

池
が
山
の
中
腹
に
あ
る
こ
と
か
ら「
池
の
山
」と
呼
ば
れ
、

キ
ャ
ン
プ
場
も
併
設
さ
れ
て
い
る
。一
周
７
０
０ｍ
の
歩
道

沿
い
に
コ
テ
ー
ジ
が
点
在
し
、水
面
に
せ
り
出
し
た
木
道
、

麻
生
神
社
や
中
島
弁
財
天
社
の
や
し
ろ社
が
程
よ
い
ア
ク
セ
ン
ト

に
な
っ
て
い
る
。池
は
昔
か
ら

か
ん
ば
つ

旱
魃
で
も
枯
れ
た
こ
と
が
な

く
、５
月
頃
か
ら
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
る
オ
グ
ラ
コ
ウ
ホ
ネ

（
ス
イ
レ
ン
科
）の
自
生
地
で
も
あ
る
。

　
水
面
に
映
る
景
色
は
空
の
色
を
吸
い
込
み
な
が
ら
刻
々

と
変
化
し
、眺
め
て
い
る
だ
け
で
も
心
を
穏
や
か
に
し
て
く

れ
る
。

（
文・阿
井
川 

圭
）

▲星野村麻生池

神
秘
の
湖

▲オグラコウホネ

◉星のふるさと公園

住所：
福岡県八女市
星野村10816-5

C O N T E N T S

26

4 6 16

「FFG調査月報」のバックナンバーは、ふくおかフィナンシャルグループのホームページにてご覧いただけます。

今月の表紙

　表紙の写真は、八女市の特産品「お茶」に関する学びや体験などができる
「茶の文化館」です。館内では、八女伝統本玉露を異なる温度のお湯で4回
煎じ、最後に茶葉を酢醤油でいただく、星野村で考案された「しずく茶」が
楽しめます。
　平成6年度に福岡県建築住宅文化賞大賞を受賞。高台に立地する館内の
大きな窓からは、星野村の四季の山並みと棚田の景色が一望できます。

茶の文化館（福岡県八女市星野村）

20

4032 42 48

バックナンバー
の お 知 ら せ

26 START UP Company
カプセルジャパン 株式会社

24 FFG BMS
日本乾溜工業 株式会社
渡辺鉄工 株式会社
崎永海運 株式会社

16 地域とつながるFFG連携プロジェクト
長崎県佐世保市・九十九島動植物園60周年記念
地元の高校生が制作した絵本
「森きららのそらとぶペンギン」刊行の取り組み

12 SDGsを考える、行動する
「フェムテック＝Femtech」で
日々 の女性の健康をサポート

2 平助筆復古堂ビル
三日月屋 春吉店
QUON RIVER TERRACE

48 長崎だより
ちいさなまち、ちわたから

44 地銀9行連携レポート　七十七銀行
地方創生テレワーク推進への取り組み
-空き家を活用した暮らしと働き方のローカルシフト-

36 香港駐在員報告
コロナ禍の香港における“日本”の変化

42 九州の星
第68回NHK杯全国高校放送コンテスト全国大会
ラジオドキュメント部門優勝
大分県立宇佐高等学校 放送部　岩野 大河・森 久羅理

長崎県 「長崎県の近未来像
～NAGASAKI Revolution4.0～」について

32懐かしい情景を探して
神秘の湖

41 釣り道　離島・黎明編

40 母校の逸品　佐賀県立 佐賀商業高等学校  極星カレー

38 九州まち歩き　熊本県  山都町

今号の「トップに聞く！」のコーナーは、新型コロナウイルスの影響により掲載をお休みいたします。

NEW!NEW!



懐
か
し
い

情
景
を

探
し
て

Looking for a nostalgic scene

　
福
岡
と
大
分
と
の
県
境
、星
野
村
は
玉
露
の
名
産
地
で

あ
る
。ミ
ネ
ラ
ル
分
を
多
く
含
ん
だ
土
壌
と
星
野
川
の
朝

霧
の
潤
い
が
茶
畑
を
育
ん
で
い
る
。

　「
星
の
文
化
館
」や「
茶
の
文
化
館
」で
有
名
な
星
の
ふ

る
さ
と
公
園
に
は
、神
秘
の
湖「
麻
生
池
」が
あ
る
。こ
の

池
が
山
の
中
腹
に
あ
る
こ
と
か
ら「
池
の
山
」と
呼
ば
れ
、

キ
ャ
ン
プ
場
も
併
設
さ
れ
て
い
る
。一
周
７
０
０ｍ
の
歩
道

沿
い
に
コ
テ
ー
ジ
が
点
在
し
、水
面
に
せ
り
出
し
た
木
道
、

麻
生
神
社
や
中
島
弁
財
天
社
の

や
し
ろ社
が
程
よ
い
ア
ク
セ
ン
ト

に
な
っ
て
い
る
。池
は
昔
か
ら

か
ん
ば
つ

旱
魃
で
も
枯
れ
た
こ
と
が
な

く
、５
月
頃
か
ら
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
る
オ
グ
ラ
コ
ウ
ホ
ネ

（
ス
イ
レ
ン
科
）の
自
生
地
で
も
あ
る
。

　
水
面
に
映
る
景
色
は
空
の
色
を
吸
い
込
み
な
が
ら
刻
々

と
変
化
し
、眺
め
て
い
る
だ
け
で
も
心
を
穏
や
か
に
し
て
く

れ
る
。

（
文・阿
井
川 

圭
）

▲星野村麻生池

神
秘
の
湖

▲オグラコウホネ

◉星のふるさと公園

住所：
福岡県八女市
星野村10816-5

C O N T E N T S

26

4 6 16

「FFG調査月報」のバックナンバーは、ふくおかフィナンシャルグループのホームページにてご覧いただけます。

今月の表紙

　表紙の写真は、八女市の特産品「お茶」に関する学びや体験などができる
「茶の文化館」です。館内では、八女伝統本玉露を異なる温度のお湯で4回
煎じ、最後に茶葉を酢醤油でいただく、星野村で考案された「しずく茶」が
楽しめます。
　平成6年度に福岡県建築住宅文化賞大賞を受賞。高台に立地する館内の
大きな窓からは、星野村の四季の山並みと棚田の景色が一望できます。

茶の文化館（福岡県八女市星野村）

20

4032 42 48

バックナンバー
の お 知 ら せ

26 START UP Company
カプセルジャパン 株式会社

24 FFG BMS
日本乾溜工業 株式会社
渡辺鉄工 株式会社
崎永海運 株式会社

16 地域とつながるFFG連携プロジェクト
長崎県佐世保市・九十九島動植物園60周年記念
地元の高校生が制作した絵本
「森きららのそらとぶペンギン」刊行の取り組み

12 SDGsを考える、行動する
「フェムテック＝Femtech」で
日々 の女性の健康をサポート

2 平助筆復古堂ビル
三日月屋 春吉店
QUON RIVER TERRACE

48 長崎だより
ちいさなまち、ちわたから

44 地銀9行連携レポート　七十七銀行
地方創生テレワーク推進への取り組み
-空き家を活用した暮らしと働き方のローカルシフト-

36 香港駐在員報告
コロナ禍の香港における“日本”の変化

42 九州の星
第68回NHK杯全国高校放送コンテスト全国大会
ラジオドキュメント部門優勝
大分県立宇佐高等学校 放送部　岩野 大河・森 久羅理

長崎県 「長崎県の近未来像
～NAGASAKI Revolution4.0～」について

32懐かしい情景を探して
神秘の湖

41 釣り道　離島・黎明編

40 母校の逸品　佐賀県立 佐賀商業高等学校  極星カレー

38 九州まち歩き　熊本県  山都町

今号の「トップに聞く！」のコーナーは、新型コロナウイルスの影響により掲載をお休みいたします。

NEW!NEW!

1 FFG MONTHLY SURVEY Vol.141



　
弊
誌
２
０
２
１
年
７
月
号
で
特
集
し
ま
し

た
福
岡
市
中
央
区
春
吉
の
平
助
筆
復
古
堂

ビ
ル
。眼
前
で
は
、本
年
度
中
に
完
成
予
定
の

春
吉
橋
架
替
工
事
が
進
ん
で
お
り
、現
在
迂

回
路
橋
と
な
っ
て
い
る
部
分
は
賑
わ
い
空
間

と
し
て
そ
の
ま
ま
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ア
ク
セ
ス
と
眺
望
の
良
好
な
立
地
を
活
用

し
、さ
っ
そ
く
Ｆ
Ｆ
Ｇ
の
お
取
引
先
２
社
様
が

１・２
階
の
テ
ナ
ン
ト
部
分
に
入
居
さ
れ
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
１
階
部
分
は
三
日
月
屋（
有
限
会
社

ａ
．ｃｒｅｓｃｅｎ
ｔ
、本
社
：
北
九
州
市
若
松

区
）。建
築
中
の
平
助
筆
復
古
堂
ビ
ル
の
１
階

部
分
と
し
て
相
応
し
い
店
舗
は
ど
こ
が
い
い

か
と
考
え
、担
当
者
が
取
引
銀
行
を
通
じ
て

博
多
と
天
神
を
結
び
︑集
う
︑新
た
な
広
場
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

平
助
筆
復
古
堂
ビ
ル

へ
い 

す
け 

ふ
で 

ふ
っ
　
こ  

ど
う

み
　
か  

づ
き  

や

入
居
を
打
診
す
る
と
、ト
ン
ト
ン
拍
子
で
話

は
進
み
、６
／
16
に
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
２
階
部
分
は
Ｑ
Ｕ
Ｏ
Ｎ 

Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ 

Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ（
峰
観
光
開

発
株
式
会
社
、本
社
：
福
岡
市
博
多
区
）。

建
設
中
の
ビ
ル
に
テ
ナ
ン
ト
募
集
の
表
示
を

掲
げ
て
い
た
と
こ
ろ
、峰
観
光
開
発
様
か
ら

お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
、こ
ち
ら
も
同
社

で
初
と
な
る
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
専
門
店
を

９
／
16
に
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
し
た
。

リ 

バ 

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ 

ラ 
ス

ク 

オ 

ン

株式会社 FFG
ビジネスコンサルティング 
不動産ソリューション部

平助筆復古堂ビル

株式会社 平助筆復古堂
TEL.092-761-5122　復古堂ビル4階に店舗兼事務所
書道教室等にも利用できる貸し教室もあります。
ご相談は大森店長まで。

地上6階建て

不動産鑑定士や一級建築士等の
資格を保有し、豊富な経験を持つ
スタッフが、貴社が抱える様々な
ニーズにご対応します。

福岡市中央区天神2丁目13番1号
福岡銀行本店ビル
TEL.092-723-2372

福岡市中央区春吉3-3-9

不動産ソリューション部 畑江マネージャー

不動産に関するご相談・お問い合わせ

テナント入居お申込み・お問い合わせ

福岡商事 株式会社
担当：佐伯部長　TEL.092-715-6292

２０２１年７月号の記事はこちら
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観
光
開

発
株
式
会
社
、本
社
：
福
岡
市
博
多
区
）。

建
設
中
の
ビ
ル
に
テ
ナ
ン
ト
募
集
の
表
示
を

掲
げ
て
い
た
と
こ
ろ
、峰
観
光
開
発
様
か
ら

お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
、こ
ち
ら
も
同
社

で
初
と
な
る
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
専
門
店
を

９
／
16
に
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
し
た
。

リ 

バ 

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ 

ラ 

ス

ク 

オ 

ン

株式会社 FFG
ビジネスコンサルティング 
不動産ソリューション部

平助筆復古堂ビル

株式会社 平助筆復古堂
TEL.092-761-5122　復古堂ビル4階に店舗兼事務所
書道教室等にも利用できる貸し教室もあります。
ご相談は大森店長まで。

地上6階建て

不動産鑑定士や一級建築士等の
資格を保有し、豊富な経験を持つ
スタッフが、貴社が抱える様々な
ニーズにご対応します。

福岡市中央区天神2丁目13番1号
福岡銀行本店ビル
TEL.092-723-2372

福岡市中央区春吉3-3-9

不動産ソリューション部 畑江マネージャー

不動産に関するご相談・お問い合わせ

テナント入居お申込み・お問い合わせ

福岡商事 株式会社
担当：佐伯部長　TEL.092-715-6292

２０２１年７月号の記事はこちら
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1.商品が見易く配置された店内
2.三日月屋の代名詞 クロワッサン
3.ボリュームたっぷりのカツサンドとクロワッサンサンド
4.テイクアウトやギフトにも最適

1

3 2

4

First Floor

三
日
月
屋  

春
吉
店

三日月屋  春吉店

取
材
時
に
は
ご
夫
婦
が
贈
答
用
の
ク
ロ

ワ
ッ
サ
ン
を
購
入
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、マ
ダ

ム
た
ち
が
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
購
入
さ
れ

て
店
内
で
味
わ
っ
て
い
か
れ
る
な
ど
、ひ
っ

き
り
な
し
に
お
客
様
が
ご
来
店
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
近
く
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
も
多
く
、

宿
泊
客
が
夜
食
と
し
て
購
入
さ
れ
る
ほ

か
、歓
楽
街
中
洲
で
飲
食
を
楽
し
ま
れ
た

後
の
、ご
家
庭
へ
の
お
土
産
と
し
て
購
入

さ
れ
る
方
も
多
い
そ
う
で
す
。

　
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
や
カ
ツ
サ
ン
ド
で
有
名
な

三
日
月
屋
さ
ん
。福
岡
空
港
や
Ｊ
Ｒ
博
多

駅・小
倉
駅
な
ど
、交
通
の
要
所
で
よ
く
お

見
掛
け
す
る
お
店
で
す
。

　
そ
の
三
日
月
屋
さ
ん
は
北
九
州
市
で

創
業
さ
れ
て
以
降
、16
年
も
の
間
、天
然

酵
母
と
原
材
料
に
こ
だ
わ
っ
た
ク
ロ
ワ
ッ
サ

ン
を
焼
き
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。北

九
州
の
本
社
工
場
で
毎
日
一
昼
夜
を
か
け

て
厳
選
し
た
材
料
を
仕
込
み
、成
形
ま
で

お
こ
な
っ
て
か
ら
各
店
舗
へ
配
送
し
、各
店

舗
で
焼
き
あ
げ
る
こ
と
で
、焼
き
た
て
の

ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
を
お
客
様
に
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
三
日
月
屋
さ
ん
が
春
吉
店
と
し
て

復
古
堂
ビ
ル
１
階
に
ご
入
居
、オ
ー
プ
ン

さ
れ
ま
し
た
。営
業
時
間
は
朝
10
時
か
ら

夜
22
時
ま
で
。

　
こ
こ
春
吉
店
は
イ
ー
ト
イ
ン
も
可
能
で
、

店長の金子さん。元気な笑顔でお迎えしていただきました

福岡市中央区春吉3-3-9 平助筆復古堂ビル1階　TEL.092-406-5525
営業時間／10：00～22：00
定 休 日／年中無休
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3.ボリュームたっぷりのカツサンドとクロワッサンサンド
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Second Floor

1.2.
ホテルのような調度品と太陽光の差し込む明るい店内
3.プレミアムコース2名様分
4.夜間はネオンきらめく景色も楽しめる

良
く
、Ｂ
Ｇ
Ｍ
も
相
ま
っ
て
ど
こ
か
ゆ
っ
く

り
と
し
た
時
間
を
楽
し
め
ま
し
た
。

　
素
材
に
も
こ
だ
わ
っ
た
お
料
理
や
デ

ザ
ー
ト
は
一
口
サ
イ
ズ
で
か
し
こ
ま
っ
て

食
べ
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。２
時
間
制

で
メ
イ
ン
の
コ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー
は
２
種
類

あ
り
、お
ひ
と
り
３
，５
０
０
円
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
コ
ー
ス
、５
，０
０
０
円
の
プ
レ
ミ

ア
ム
コ
ー
ス
か
ら
選
べ
ま
す
。自
分
へ
の
ご

褒
美
、ま
た
は
お
友
だ
ち
と
の
優
雅
な
プ

チ
贅
沢
を
楽
し
む
に
は
う
っ
て
つ
け
の
お

店
で
す
。

　
那
珂
川
沿
い
の
立
地
を
大
い
に
活
か

さ
れ
て
い
る
の
が
２
階
に
オ
ー
プ
ン
し
た

Ｑ
Ｕ
Ｏ
Ｎ 

Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ 
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ

さ
ん
で
す
。峰
観
光
開
発
様
は
中
洲
な
ど

で
バ
ー
、レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
飲
食
店
の
経
営

を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー

専
門
店
と
し
て
は
峰
観
光
開
発
様
で
も

初
の
出
店
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
取
材
班
は
ホ
テ
ル
以
外
の
専

門
店
を
見
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、い
ざ
入
店
し
ま
す
と
内
装
は
ま
る
で

ホ
テ
ル
の
よ
う
な
調
度
類
で
構
成
さ
れ
、

昼
は
燦
燦
と
降
り
注
ぐ
陽
光
の
も
と
、そ

し
て
夜
は
煌
め
く
キ
ャ
ナ
ル
シ
テ
ィ
の
夜

景
を
見
な
が
ら
大
切
な
方
と
の
時
間
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
落
ち
着
い
た
空
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
は

イ
ギ
リ
ス
発
祥
の
文
化
で
す
が
、和
の
テ

イ
ス
ト
を
取
り
入
れ
た
店
内
で
居
心
地
も

1

3 2

4

Ｑ
Ｕ
Ｏ
Ｎ 

Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ 

Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ

福岡市中央区春吉3-3-9 平助筆復古堂ビル2階　TEL.092-753-6637
営業時間／11：00～22：00（当面の間は時短営業となります）
定 休 日／月曜日（月曜日が祝日の場合は火曜日）

店長の杉原さん。素敵な笑顔と振る舞いで料理を提供していただきました

QUON RIVER TERR ACE （クオンリバーテラス）
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QUON RIVER TERR ACE （クオンリバーテラス）
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2021年11月15日取扱い開始予定

約200の評価項目 

　2
0
2
1
年
10
月
5
日
、法
人
の
お
客
さ
ま
向

け
S
D
Gs
の
取
組
み
で
あ
る
S
D
Gs
ス
コ
ア
リ

ン
グ
モ
デ
ル
サ
ー
ビ
ス｢Sustainable

Scale 

Index｣

の
取
扱
開
始
に
お
け
る
記
者
会
見
を
実
施

し
ま
し
た
。当
日
は
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ス
ケ
ー
ル
」取

締
役
を
務
め
る
九
州
大
学
馬
奈
木
俊
介
主
幹
教
授

に
同
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　会
見
で
は
、ま
ず
五
島
取
締
役
執
行
役
員
か
ら

F
F
G
が
S
D
Gs
に
取
組
む
意
義
を
大
き
く
3
点

説
明
し
ま
し
た
。1
つ
目
は
、F
F
G
に
お
け
る
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
考
え
方
で
す
。F
F
G
で
は「
地
域

経
済
発
展
へ
の
貢
献
」「
F
F
G
の
企
業
価
値
向

上
」の
好
循
環
サ
イ
ク
ル
創
出
を「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
方
針
」と
し
て
掲
げ
て
お
り
、各
企
業
の
本
業

を
強
く
成
長
さ
せ
る
こ
と
で
、結
果
、社
会
課
題
解

決
に
繋
が
る
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
。2
つ
目

は
、S
D
G
s
ス
コ
ア
リ
ン
グ
モ
デ
ル
サ
ー
ビ
ス

｢Sustainable Scale Index｣

（
以
下
、本
サ
ー

ビ
ス
）の
位
置
付
け
で
す
。S
D
Gs
は「
ど
こ
か
ら

手
を
つ
け
て
い
い
か
分
か
ら
な
い・
自
社
の
事
業
活

動
が
S
D
Gs
と
ど
う
結
び
つ
く
か
分
か
ら
な
い
」

と
い
っ
た
具
体
的
課
題
を
抱
え
て
い
る
企
業
が
多

く
、導
入
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
い
た
だ
く
本
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
に
至
り
ま
し
た
。3
つ
目
は
、課
題

解
決
と
し
て
の
本
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
で
す
。単
に
評

価
ス
コ
ア
を
出
す
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、評
価
実
施

の
先
に
あ
る
①
評
価
結
果
に
よ
る
銀
行
と
の
対
話

②
お
客
様
の
S
D
Gs
の
取
組
み
支
援
③
目
標
設

定
と
経
営
計
画
へ
の
導
入
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、

を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　本
サ
ー
ビ
ス
を
起
点
と
し
、お
取
引
先
と
の
対
話

を
増
や
し
、よ
り
深
い
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
理
解
を
行
う

こ
と
で
、S
D
Gs
に
向
け
た
取
組
、本
業
支
援
に

繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　次
に
、藤
善
社
長（
兼
福
岡
銀
行
執
行
役
員
）か

ら「
S
D
Gs
の
新
し
い
モ
ノ
サ
シ
」と
な
る
第
一
弾

の
取
組｢Sustainable Scale Index｣

の
概
要

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。具
体
的
に
は
、本
サ
ー
ビ

ス
の
評
価
書
は
①
S
D
Gs・E
S
G
に
関
す
る
質

問
事
項
で
組
成
②
他
社
と
の
相
対
的
な
比
較
が
可

能
③
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
活
動
に
関
す
る
業
界
動
向

や
事
例
を
提
供
、以
上
３
つ
の
特
徴
を
持
つ
こ
と
を

説
明
し
ま
し
た
。そ
の
上
で
、銀
行
の
法
人
担
当
者

が
決
算
書
と
一
緒
に｢Sustainable

Scale 

Index｣

を
持
って
営
業
活
動
で
き
る
よ
う
な
体
制
を

目
指
し
て
い
く
と
お
伝
え
し
ま
し
た
。本
サ
ー
ビ
ス
を

長
期
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、F
F
G
は
企
業
の

持
続
可
能
な
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Topics of the month

FFGの法人分野における
SDGｓの取組み
～「Sustainable Scale Index」
　記者会見開催～ 2021年10月の

記事はこちら

❶九州大学とFFGという違う立場の2社が共同開発し
た点。
❷ESG指標は世の中に多くあるが、外部機関による診断
が大半であるのに対し、自社内で取組を確認して、回答
する新しい仕組みである点。
❸企業が地域にどう関わっているかという視点を取入れ
たSDGsスコアを設けている点。
❹企業の財務情報では表われない非財務情報を見える
化する｢Sustainable Scale Index｣を活用し、非財務
指標を向上させる取組を行うことで、財務指標の長期
的な向上に繋げられる点。

「サステナブルスケール」馬奈木主幹教授
～ Sustainable Scale Index についてのポイント～

　SDGs／ESGスコアリングサービス“Sustainable Scale 
Index”は、九州大学と共同開発した約200項目の評価データ
に基づき、企業の相対的なSDGs／ESGに関連する取り組みを
「SDGsの17ゴール」と「ESGの10カテゴリー」に沿って指標化
します。
　ベンチマークとする業界トップ企業や中央値とのスコア比較
を通じ、企業のSDGs／ESG取組みにおける客観的な強み・
弱みの把握を可能とするとともに、評価項目を個別に深堀りす
ることで、今後の取組みのヒント（示唆）を得ることができます。

“Sustainable Scale Index”について

左から馬奈木主幹教授、藤善社長、五島
取締役執行役員

FFGのSDGsの取組について説明を
行う五島取締役執行役員

九州大学馬奈木主幹教授
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2021年11月15日取扱い開始予定

約200の評価項目 

　2
0
2
1
年
10
月
5
日
、法
人
の
お
客
さ
ま
向

け
S
D
Gs
の
取
組
み
で
あ
る
S
D
Gs
ス
コ
ア
リ

ン
グ
モ
デ
ル
サ
ー
ビ
ス｢Sustainable

Scale 

Index｣

の
取
扱
開
始
に
お
け
る
記
者
会
見
を
実
施

し
ま
し
た
。当
日
は
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ス
ケ
ー
ル
」取

締
役
を
務
め
る
九
州
大
学
馬
奈
木
俊
介
主
幹
教
授

に
同
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　会
見
で
は
、ま
ず
五
島
取
締
役
執
行
役
員
か
ら

F
F
G
が
S
D
Gs
に
取
組
む
意
義
を
大
き
く
3
点

説
明
し
ま
し
た
。1
つ
目
は
、F
F
G
に
お
け
る
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
考
え
方
で
す
。F
F
G
で
は「
地
域

経
済
発
展
へ
の
貢
献
」「
F
F
G
の
企
業
価
値
向

上
」の
好
循
環
サ
イ
ク
ル
創
出
を「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
方
針
」と
し
て
掲
げ
て
お
り
、各
企
業
の
本
業

を
強
く
成
長
さ
せ
る
こ
と
で
、結
果
、社
会
課
題
解

決
に
繋
が
る
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
。2
つ
目

は
、S
D
G
s
ス
コ
ア
リ
ン
グ
モ
デ
ル
サ
ー
ビ
ス

｢Sustainable Scale Index｣

（
以
下
、本
サ
ー

ビ
ス
）の
位
置
付
け
で
す
。S
D
Gs
は「
ど
こ
か
ら

手
を
つ
け
て
い
い
か
分
か
ら
な
い・
自
社
の
事
業
活

動
が
S
D
Gs
と
ど
う
結
び
つ
く
か
分
か
ら
な
い
」

と
い
っ
た
具
体
的
課
題
を
抱
え
て
い
る
企
業
が
多

く
、導
入
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
い
た
だ
く
本
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
に
至
り
ま
し
た
。3
つ
目
は
、課
題

解
決
と
し
て
の
本
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
で
す
。単
に
評

価
ス
コ
ア
を
出
す
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、評
価
実
施

の
先
に
あ
る
①
評
価
結
果
に
よ
る
銀
行
と
の
対
話

②
お
客
様
の
S
D
Gs
の
取
組
み
支
援
③
目
標
設

定
と
経
営
計
画
へ
の
導
入
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、

を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
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サ
ー
ビ
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点
と
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ジ
ネ
ス
へ
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理
解
を
行
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D
Gs
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向
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た
取
組
、本
業
支
援
に

繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
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介
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サ
ー
ビ
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D
Gs・E
S
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関
す
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②
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相
対
的
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比
較
が
可

能
③
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
活
動
に
関
す
る
業
界
動
向

や
事
例
を
提
供
、以
上
３
つ
の
特
徴
を
持
つ
こ
と
を

説
明
し
ま
し
た
。そ
の
上
で
、銀
行
の
法
人
担
当
者

が
決
算
書
と
一
緒
に｢Sustainable
Scale 

Index｣

を
持
って
営
業
活
動
で
き
る
よ
う
な
体
制
を

目
指
し
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く
と
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え
し
ま
し
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企
業
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持
続
可
能
な
成
長
を
サ
ポ
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Topics of the month

FFGの法人分野における
SDGｓの取組み
～「Sustainable Scale Index」
　記者会見開催～ 2021年10月の

記事はこちら

❶九州大学とFFGという違う立場の2社が共同開発し
た点。
❷ESG指標は世の中に多くあるが、外部機関による診断
が大半であるのに対し、自社内で取組を確認して、回答
する新しい仕組みである点。
❸企業が地域にどう関わっているかという視点を取入れ
たSDGsスコアを設けている点。
❹企業の財務情報では表われない非財務情報を見える
化する｢Sustainable Scale Index｣を活用し、非財務
指標を向上させる取組を行うことで、財務指標の長期
的な向上に繋げられる点。

「サステナブルスケール」馬奈木主幹教授
～ Sustainable Scale Index についてのポイント～

　SDGs／ESGスコアリングサービス“Sustainable Scale 
Index”は、九州大学と共同開発した約200項目の評価データ
に基づき、企業の相対的なSDGs／ESGに関連する取り組みを
「SDGsの17ゴール」と「ESGの10カテゴリー」に沿って指標化
します。
　ベンチマークとする業界トップ企業や中央値とのスコア比較
を通じ、企業のSDGs／ESG取組みにおける客観的な強み・
弱みの把握を可能とするとともに、評価項目を個別に深堀りす
ることで、今後の取組みのヒント（示唆）を得ることができます。

“Sustainable Scale Index”について

左から馬奈木主幹教授、藤善社長、五島
取締役執行役員

FFGのSDGsの取組について説明を
行う五島取締役執行役員

九州大学馬奈木主幹教授
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SDGs取組みの評価・分析を通じて、サステナビリティ活動をサポート

『持続可能な開発目標』（Sustainable Development Goals）の略称で、2015年
9月に国連で採択された国際目標です。17の目標と、その目標を具体的にした
169のターゲットからなり、国連に加盟する全ての国が、2030年までに、貧困や
飢餓、エネルギー、気候変動、平和社会など、幅広い課題の解決を目指しています。

■SDGsとは

2021年11月15日取扱い開始予定

まずはSDGsについて、必要性を認識し、
理解することが重要です

Sustainable Scale Indexについて
Sustainable Scale Indexは、約200の評価項目に回答することで、回答した企業の
SDGsに関連する取組みを指標化します。類似同業者との相対評価で、回答した企業の
立ち位置を把握することができます。

企業理念や自社
事業をSDGs起点
でマッピングし、
自社の強み・弱み
を把握。優先課題
を設定！

SDGs取組みの
本格始動

対して非上場企業のESG/SDGsの取組み
を指標化したデータは少ない

世の中には、上場企業のESG/SDGs
の取組みを指標化したデータは多い

地域企業と幅広くお取引いただくFFGが本モデルを構築し、多くの地域企業が活用
することで、企業のESG/SDGsの活動を指標化し、地域のESG/SDGsの取組みに貢献
できる

FFGが本サービスに取組む意義

地域のみなさまに活用いただける指標の提供POINT 1

九州大学との協業による独自の評価システムの構築POINT 2

約200の評価項目（九州大学と協業）

SDGs

環境(E) 社会(S) 企業統治(G)

FFG がお手伝いします！

理解するといっても
何をしたら良いかわからない

2021年4月1日にFFGが設立した
SDGs支援子会社「㈱サステナブル
スケール」は、国連の「新国富報告書」
の代表を務める九州大学主幹教授
の馬奈木俊介氏を取締役に迎え、
SDGs評価における新しい“ものさ
し”を創り、SDGsの取組みを適切に
評価・発信し、地域社会の健全な成
長に貢献することを目指します。

既存事業のブラッ
シュアップや新規
事業への取組み
を検討する。

受け取った評価書
を基に、自社の事
業をSDGs目線で
棚卸し。
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一
般
財
団
法
人
ウ
ェ
ル
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
L
a
b︵
以

下
：
ウ
ェ
ル
サ
ポ
︶は
︑当
時
利
用
者
で
あ
っ
た
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
精
神
旺
盛
な
��
代
の
ご
婦
人
が﹁
健
や
か
な

未
来
を
次
世
代
に
﹂と
い
う
想
い
か
ら
︑�
�
�
�
年

�
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
︒設
立
当
初
よ
り
健
や
か

な
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て﹁
か
か
り
つ
け
ナ
ー
ス

︵
フ
レ
ン
ド
ナ
ー
ス
︶制
度
﹂の
普
及
と
共
に
活
動
を
進

め
て
き
ま
し
た
︒フ
レ
ン
ド
ナ
ー
ス
と
い
う
考
え
方
は
︑

私
自
身
��
歳
の
頃
に
突
然
受
け
た
父
親
の
余
命
宣
告

か
ら
始
ま
っ
た
闘
病
生
活
の
体
験
よ
り
生
ま
れ
ま
し

た
︒約
��
年
続
い
た
闘
病
生
活
の
間
に
︑私
は
就
職
︑出

産
︑子
育
て
を
経
験
し
ま
す
が
︑そ
の
間
二
人
の
妹
が

ナ
ー
ス
と
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
な
り
︑母
と
私
の
フ
レ

ン
ド
ナ
ー
ス
と
な
っ
て
︑父
と
私
た
ち
二
人
が
健
や
か

な
暮
ら
し
を
継
続
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

た
こ
と
︑ま
た
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
︑母
も
私
も﹁
自
分

ら
し
く
働
き
続
け
る
﹂こ
と
が
で
き
た
体
験
が
原
点
と

な
っ
て
い
ま
す
︒

私
の
原
体
験
の
み
な
ら
ず
︑こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
た

方
々
は
︑﹁
最
高
の
友
人
﹂で
あ
り﹁
最
強
の
サ
ポ
ー

タ
ー
﹂で
あ
る
フ
レ
ン
ド
ナ
ー
ス
に
様
々
な
魅
力
を
感

じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
︒

 

現
在
の
日
本
で
は
︑国
家
予
算
の
�/�
を
高
齢
者︵
��

歳
以
上
︶の
医
療
介
護
費
が
占
め
て
い
る
状
態
で
︑今

後﹁
少
子
高
齢
化
﹂が
加
速
し
て
い
く
中
で
︑﹁
全
て
の

人
が
健
康
と
福
祉
﹂を
簡
単
に
享
受
で
き
る
こ
と
が
困

難
な
時
代
に
突
入
す
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

加
え
て
︑ス
ト
レ
ス
社
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
︑働

き
世
代
の
負
担
は
多
く
︑高
齢
者
以
上
に
生
涯
現
役

ラ
イ
フ
を
全
う
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
状
況
に

あ
る
よ
う
で
す
︒

だ
か
ら
こ
そ
︑ウ
ェ
ル
サ
ポ
は﹁
健
や
か
な
未
来
を

次
世
代
に
﹂繋
ぐ
た
め
に
︑こ
れ
ま
で
ど
こ
か
他
人
事

だ
っ
た﹁
自
身
と
大
切
な
家
族
︑従
業
員
の
健
康
﹂に

責
任
と
自
覚
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
発
信
し
て
い
ま
す
︒

ウ
ェ
ル
サ
ポ
が﹁
健
や
か
な
未
来
を
次
世
代
に
繋

ぐ
﹂た
め
に
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
︑﹁
疾
病
﹂に
至

る
前
の
長
期
に
わ
た
る﹁
不
安
不
調
期︵
予
防
未
病

期
︶﹂の
過
ご
し
方
で
す
︒

地方創生SDGs官民連携プラットフォーム会員 株式会社ジーエー・タップ／+TAP

SDGsの実現には、認知、理解、参加、行動をどんどん促していく必要があります。

身近にはすでに行動している人、

SDGsを掲げなくともすでに社会課題へ向けて動き始めている人がいます。

そんな人々と企業が、手を組むことで社会への影響力は高まり、

一人一人の意識を変えていくことができます。

SDGsに少しでも関心がある企業のみなさまへ向けて、ビジネスのため、社会のために

行動を起こす�歩となるための情報「Action for SDGs」を

株式会社ジーエー・タップが連載でお届けします。

第一回目は、「すべての人に健康と福祉を」をテーマに

「一般財団法人ウェルネスサポートLab」代表理事の笠さんにお話を伺いました。
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て﹁
か
か
り
つ
け
ナ
ー
ス

︵
フ
レ
ン
ド
ナ
ー
ス
︶制
度
﹂の
普
及
と
共
に
活
動
を
進

め
て
き
ま
し
た
︒フ
レ
ン
ド
ナ
ー
ス
と
い
う
考
え
方
は
︑

私
自
身
��
歳
の
頃
に
突
然
受
け
た
父
親
の
余
命
宣
告

か
ら
始
ま
っ
た
闘
病
生
活
の
体
験
よ
り
生
ま
れ
ま
し

た
︒約
��
年
続
い
た
闘
病
生
活
の
間
に
︑私
は
就
職
︑出

産
︑子
育
て
を
経
験
し
ま
す
が
︑そ
の
間
二
人
の
妹
が

ナ
ー
ス
と
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
な
り
︑母
と
私
の
フ
レ

ン
ド
ナ
ー
ス
と
な
っ
て
︑父
と
私
た
ち
二
人
が
健
や
か

な
暮
ら
し
を
継
続
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

た
こ
と
︑ま
た
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
︑母
も
私
も﹁
自
分

ら
し
く
働
き
続
け
る
﹂こ
と
が
で
き
た
体
験
が
原
点
と

な
っ
て
い
ま
す
︒

私
の
原
体
験
の
み
な
ら
ず
︑こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
た

方
々
は
︑﹁
最
高
の
友
人
﹂で
あ
り﹁
最
強
の
サ
ポ
ー

タ
ー
﹂で
あ
る
フ
レ
ン
ド
ナ
ー
ス
に
様
々
な
魅
力
を
感

じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
︒

 

現
在
の
日
本
で
は
︑国
家
予
算
の
�/�
を
高
齢
者︵
��

歳
以
上
︶の
医
療
介
護
費
が
占
め
て
い
る
状
態
で
︑今

後﹁
少
子
高
齢
化
﹂が
加
速
し
て
い
く
中
で
︑﹁
全
て
の

人
が
健
康
と
福
祉
﹂を
簡
単
に
享
受
で
き
る
こ
と
が
困

難
な
時
代
に
突
入
す
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

加
え
て
︑ス
ト
レ
ス
社
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
︑働

き
世
代
の
負
担
は
多
く
︑高
齢
者
以
上
に
生
涯
現
役

ラ
イ
フ
を
全
う
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
状
況
に

あ
る
よ
う
で
す
︒

だ
か
ら
こ
そ
︑ウ
ェ
ル
サ
ポ
は﹁
健
や
か
な
未
来
を

次
世
代
に
﹂繋
ぐ
た
め
に
︑こ
れ
ま
で
ど
こ
か
他
人
事

だ
っ
た﹁
自
身
と
大
切
な
家
族
︑従
業
員
の
健
康
﹂に

責
任
と
自
覚
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
発
信
し
て
い
ま
す
︒

ウ
ェ
ル
サ
ポ
が﹁
健
や
か
な
未
来
を
次
世
代
に
繋

ぐ
﹂た
め
に
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
︑﹁
疾
病
﹂に
至

る
前
の
長
期
に
わ
た
る﹁
不
安
不
調
期︵
予
防
未
病

期
︶﹂の
過
ご
し
方
で
す
︒

地方創生SDGs官民連携プラットフォーム会員 株式会社ジーエー・タップ／+TAP

SDGsの実現には、認知、理解、参加、行動をどんどん促していく必要があります。

身近にはすでに行動している人、

SDGsを掲げなくともすでに社会課題へ向けて動き始めている人がいます。

そんな人々と企業が、手を組むことで社会への影響力は高まり、

一人一人の意識を変えていくことができます。

SDGsに少しでも関心がある企業のみなさまへ向けて、ビジネスのため、社会のために

行動を起こす�歩となるための情報「Action for SDGs」を

株式会社ジーエー・タップが連載でお届けします。

第一回目は、「すべての人に健康と福祉を」をテーマに

「一般財団法人ウェルネスサポートLab」代表理事の笠さんにお話を伺いました。
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〈お問合せ先〉
一般財団法人ウェルネスサポートLab

担当者：笠 淑美（Yoshimi Ryu）
tel：���-���-����

e-mail：info@wellsuppo.or.jp

〈LINE〉

特
に
女
性
に
お
い
て
は
︑初
潮
が
始
ま
る
��
歳
頃

に﹁
不
安
不
調
期
﹂に
突
入
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
︑

﹁
不
安
不
調
の
柔
和
や
改
善
﹂が
な
さ
れ
な
い
ま

ま
︑思
春
期
︑社
会
人
期
を
迎
え
︑加
え
て
出
産
・

子
育
て
︑時
に
は
疾
病
や
看
護
介
護
と
ラ
イ
フ
イ
ベ

ン
ト
や
家
族
ケ
ア
︑年
齢
と
共
に
不
安
定
に
な
る
女

性
ホ
ル
モ
ン
と
の
お
付
き
合
い
な
ど
で﹁
不
安
不
調

が
増
長
﹂し
や
す
い
状
況
に
あ
り
ま
す
︒

私
自
身
も
長
い
社
会
人
生
活
の
中
で
︑一
番
大
き

な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
出
産
・
子
育
て
期
︑父
の
病

気
療
養
期
は
不
安
不
調
の
連
続
で
し
た
︒当
時
よ
り

は
る
か
に
情
報
ツ
ー
ル
や
相
談
窓
口
は
豊
富
に
あ
る

印
象
を
受
け
ま
す
が
︑こ
れ
ま
で
出
逢
っ
て
き
た
千
人

以
上
の
働
く
女
性
た
ち
の﹁
悩
み
﹂は
当
時
の
私
と
同

様
と
言
い
ま
す
か
︑核
家
族
化
と
多
様
化
に
よ
り
︑一

層
深
刻
に
な
っ
て
い
る
印
象
を
も
ち
ま
す
︒

ウ
ェ
ル
サ
ポ
で
は
臨
床
経
験
豊
富
な
フ
レ
ン
ド
ナ
ー

ス
が﹁
食
べ
る
﹂﹁
動
か
す
﹂﹁
整
え
る
﹂﹁
働
く
﹂を﹁
不

安
不
調
期
﹂か
ら﹁
病
気
療
養
期
﹂ま
で
ご
家
族
ご
と

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

フ
レ
ン
ド
ナ
ー
ス
の
い
る
心
地
よ
い
暮
ら
し
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
︑多
く
の
役
割
と
責
任
︑身
心
ス
ト
レ

ス
と
い
う
肩
の
荷
か
ら
少
し
で
も
解
放
さ
れ
る
こ
と
︑

ま
た
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
︑女
性
の
み
な
ら
ず
誰

し
も
が
ど
ん
な
時
で
も
自
分
ら
し
く
健
や
か
に
︑安

心
し
て
︑社
会
参
画
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
︒

そ
し
て
︑健
や
か
な
未
来
が
子
世
代
へ
︑ま
た
孫
世

代
へ
︑ひ
孫
世
代
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
お
り
ま
す
︒
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〈お問合せ先〉
一般財団法人ウェルネスサポートLab

担当者：笠 淑美（Yoshimi Ryu）
tel：���-���-����

e-mail：info@wellsuppo.or.jp

〈LINE〉

特
に
女
性
に
お
い
て
は
︑初
潮
が
始
ま
る
��
歳
頃

に﹁
不
安
不
調
期
﹂に
突
入
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
︑

﹁
不
安
不
調
の
柔
和
や
改
善
﹂が
な
さ
れ
な
い
ま

ま
︑思
春
期
︑社
会
人
期
を
迎
え
︑加
え
て
出
産
・

子
育
て
︑時
に
は
疾
病
や
看
護
介
護
と
ラ
イ
フ
イ
ベ

ン
ト
や
家
族
ケ
ア
︑年
齢
と
共
に
不
安
定
に
な
る
女

性
ホ
ル
モ
ン
と
の
お
付
き
合
い
な
ど
で﹁
不
安
不
調

が
増
長
﹂し
や
す
い
状
況
に
あ
り
ま
す
︒

私
自
身
も
長
い
社
会
人
生
活
の
中
で
︑一
番
大
き

な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
出
産
・
子
育
て
期
︑父
の
病

気
療
養
期
は
不
安
不
調
の
連
続
で
し
た
︒当
時
よ
り

は
る
か
に
情
報
ツ
ー
ル
や
相
談
窓
口
は
豊
富
に
あ
る

印
象
を
受
け
ま
す
が
︑こ
れ
ま
で
出
逢
っ
て
き
た
千
人

以
上
の
働
く
女
性
た
ち
の﹁
悩
み
﹂は
当
時
の
私
と
同

様
と
言
い
ま
す
か
︑核
家
族
化
と
多
様
化
に
よ
り
︑一

層
深
刻
に
な
っ
て
い
る
印
象
を
も
ち
ま
す
︒

ウ
ェ
ル
サ
ポ
で
は
臨
床
経
験
豊
富
な
フ
レ
ン
ド
ナ
ー

ス
が﹁
食
べ
る
﹂﹁
動
か
す
﹂﹁
整
え
る
﹂﹁
働
く
﹂を﹁
不

安
不
調
期
﹂か
ら﹁
病
気
療
養
期
﹂ま
で
ご
家
族
ご
と

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

フ
レ
ン
ド
ナ
ー
ス
の
い
る
心
地
よ
い
暮
ら
し
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
︑多
く
の
役
割
と
責
任
︑身
心
ス
ト
レ

ス
と
い
う
肩
の
荷
か
ら
少
し
で
も
解
放
さ
れ
る
こ
と
︑

ま
た
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
︑女
性
の
み
な
ら
ず
誰

し
も
が
ど
ん
な
時
で
も
自
分
ら
し
く
健
や
か
に
︑安

心
し
て
︑社
会
参
画
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
︒

そ
し
て
︑健
や
か
な
未
来
が
子
世
代
へ
︑ま
た
孫
世

代
へ
︑ひ
孫
世
代
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
お
り
ま
す
︒
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開発事業部兼動植物園事業部　河添部長（十八親和銀行から出向）

ストーリーでつながる、銀行系地方創生メディア
ストーリーでつながる、銀行系地方創生メディア

長崎県佐世保市・九十九島動植物園60周年記念
地元の高校生が制作した絵本「森きららのそらとぶペンギン」刊行の取り組み

地域とつながるFFG連携プロジェクト

FFGの幅広いネットワークを活かした地方創生の具体的な実例をご紹介いたします。

地域とつながるFFG連携プロジェクトFu

kuoka Financial Group　
FukuokaFinancia

lG
ro

up

十八親和銀行　地域振興部
兼iBankマーケティング　長尾
【お問い合わせ】TEL（095）827-8609

　
私
た
ち
F
F
G
は
、「
地
域
と
共
に

未
来
を
創
っ
て
い
く
こ
と
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、観
光·

農
業·

雇
用·

産
業·

健
康·

教
育
な
ど
様
々
な
分
野
で
の
地
方
創
生

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
回
は
、自
治

体
や
民
間
事
業
者
、高
校
と
連
携
し
た

取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、2
0
2
0
年

11
月
、私
（
十
八
親
和
銀
行
地
域
振
興

部
：
長
尾
）が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
訪
れ

た「
九
十
九
島
動
植
物
園 

森
き
ら
ら
」

で
の
今
井
大
貴
さ
ん（
現
長
崎
県
立

佐
世
保
西
高
校
３
年
生
）と
の
奇
跡
の

出
会
い
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。 

　
今
井
さ
ん
は
、2
0
2
0
年
７
月
か

ら
地
方
創
生
を
テ
ー
マ
に
し
た
授
業
の

一
環
で
、幼
い
こ
ろ
か
ら
よ
く
足
を
運

ん
で
い
た
同
園
の
絵
本
の
制
作
を
し
よ

う
と
決
め
、週
末
は
園
内
の
動
物
た
ち

の
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。こ
の
日
も
い
つ
も
の
よ
う
に
、フ
ン
ボ

ル
ト
ペ
ン
ギ
ン「
さ
く
ら
」の
ス
ケ
ッ
チ

や
、ペ
ン
ギ
ン
飼
育
担
当
の
比
嘉
さ
ん
に

同
園
の
取
材
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
い
て
い
た
と
こ
ろ
を
こ
ち
ら
か
ら

声
を
お
か
け
し
ま
し
た
。話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、「
森
き
ら
ら
の

ペ
ン
ギ
ン
」を
テ
ー
マ
と
し
た
絵
本
を
描

い
て
い
る
と
の
こ
と
。さ
っ
そ
く
、絵
本

を
拝
見
し
た
と
こ
ろ
、ペ
ン
ギ
ン
さ
く
ら

と
飼
育
員
さ
ん
が
心
を
通
わ
せ
て
い

く
、あ
た
た
か
い
ス
ト
ー
リ
ー
と
感
動

あ
ふ
れ
る
絵
。

　「
こ
の
絵
本
は
売
れ
る
し
、同
園
の 

P
R
に
つ
な
が
る
！
」と
思
い
、急
遽
、

同
園
の
企
画
担
当
者
で
あ
る
福
田
さ
ん

と
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　「
九
十
九
島
動
植
物
園 

森
き
ら
ら
」

は
、開
園
60
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
年

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、2
0
2
1
年
4

月
19
日
に
i
B
a
n
k
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

が
運
営
す
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

「
エ
ン
ニ
チ 

FU
N
D
IN
G

」に
て
絵
本

の
販
売
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。4
月
24

日
に
は
当
初
販
売
予
定
の
1
5
0
冊

を
完
売
、50
冊
を
追
加
販
売
し
ま
し
た

が
、追
加
分
も
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売

し
ま
し
た
。 

　「
エ
ン
ニ
チ FU

N
D
IN
G

」で
の
販

売
終
了
後
は
、「
九
十
九
島
動
植
物
園

森
き
ら
ら
」や「
九
十
九
島
水
族
館
海

き
ら
ら
」で
販
売
を
継
続
し
、９
月
末

時
点
で
累
計
5
1
1
冊
を
販
売
し
ま

し
た
。 

　
ま
た
、今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

産
学
官
金
連
携
に
よ
り
、「
一
人
の
高

校
生
絵
本
作
家
の
デ
ビ
ュ
ー
」と「
森
き

ら
ら
60
周
年
事
業
の
サ
ポ
ー
ト
」を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
尚
、十
八
親
和
銀
行
で
は
、本
件
取

り
組
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
九
十
九
島

動
植
物
園
森
き
ら
ら
」や「
九
十
九
島

水
族
館
海
き
ら
ら
」等
の
佐
世
保
市

指
定
管
理
者
で
あ
る「
さ
せ
ぼ
パ
ー

ル・シ
ー
株
式
会
社
」に
出
向
者
を
派

遣
し
、来
場
者
数
増
加
や
佐
世
保
市
へ

の
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
た
地

方
創
生
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い

ま
す
。 

　
今
後
も
F
F
G
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
提
供
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
支
援
に
よ
る

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
は
も
と
よ
り
、

地
域
産
品
の
販
路
拡
大
、エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
支
援
に
よ
る
地
方
創
生
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

【SDGsとは】2015年9月の国連サミットにおいて全会一致で採択された国際目標で
す。2030年までに「誰ひとり取り残さない」社会を実現することを目指しており、下記
の17の目標（ゴール）と、更に細分化された169のターゲットから構成されています。

ストーリーでつながる、銀行系地方創生メディア
持続可能な開発目標

ＳＤＧｓ
Sustainable Development Goals =

誰ひとり取り残さない社会を目指すための

「森きらら」・「海きらら」で楽しい休日をすごしてみませんか ?！

佐世保市長表敬訪問 iPadで絵本づくり中の今井さん 絵本「森きららのそらとぶペンギン」

絵本作家としてデビューした佐世保西高校3年生今井大貴さん

ペンギンさ
くら

と絵本

ライオンの
アサヒ

対州馬によ
る

乗馬体験

ペンギン館

16FFG MONTHLY SURVEY Vol.141



開発事業部兼動植物園事業部　河添部長（十八親和銀行から出向）

ストーリーでつながる、銀行系地方創生メディア
ストーリーでつながる、銀行系地方創生メディア

長崎県佐世保市・九十九島動植物園60周年記念
地元の高校生が制作した絵本「森きららのそらとぶペンギン」刊行の取り組み

地域とつながるFFG連携プロジェクト

FFGの幅広いネットワークを活かした地方創生の具体的な実例をご紹介いたします。

地域とつながるFFG連携プロジェクトFu

kuoka Financial Group　
FukuokaFinancia

lG
ro

up

十八親和銀行　地域振興部
兼iBankマーケティング　長尾
【お問い合わせ】TEL（095）827-8609

　
私
た
ち
F
F
G
は
、「
地
域
と
共
に

未
来
を
創
っ
て
い
く
こ
と
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、観
光·

農
業·

雇
用·

産
業·

健
康·

教
育
な
ど
様
々
な
分
野
で
の
地
方
創
生

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
回
は
、自
治

体
や
民
間
事
業
者
、高
校
と
連
携
し
た

取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、2
0
2
0
年

11
月
、私
（
十
八
親
和
銀
行
地
域
振
興

部
：
長
尾
）が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
訪
れ

た「
九
十
九
島
動
植
物
園 

森
き
ら
ら
」

で
の
今
井
大
貴
さ
ん（
現
長
崎
県
立

佐
世
保
西
高
校
３
年
生
）と
の
奇
跡
の

出
会
い
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。 

　
今
井
さ
ん
は
、2
0
2
0
年
７
月
か

ら
地
方
創
生
を
テ
ー
マ
に
し
た
授
業
の

一
環
で
、幼
い
こ
ろ
か
ら
よ
く
足
を
運

ん
で
い
た
同
園
の
絵
本
の
制
作
を
し
よ

う
と
決
め
、週
末
は
園
内
の
動
物
た
ち

の
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。こ
の
日
も
い
つ
も
の
よ
う
に
、フ
ン
ボ

ル
ト
ペ
ン
ギ
ン「
さ
く
ら
」の
ス
ケ
ッ
チ

や
、ペ
ン
ギ
ン
飼
育
担
当
の
比
嘉
さ
ん
に

同
園
の
取
材
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
い
て
い
た
と
こ
ろ
を
こ
ち
ら
か
ら

声
を
お
か
け
し
ま
し
た
。話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、「
森
き
ら
ら
の

ペ
ン
ギ
ン
」を
テ
ー
マ
と
し
た
絵
本
を
描

い
て
い
る
と
の
こ
と
。さ
っ
そ
く
、絵
本

を
拝
見
し
た
と
こ
ろ
、ペ
ン
ギ
ン
さ
く
ら

と
飼
育
員
さ
ん
が
心
を
通
わ
せ
て
い

く
、あ
た
た
か
い
ス
ト
ー
リ
ー
と
感
動

あ
ふ
れ
る
絵
。

　「
こ
の
絵
本
は
売
れ
る
し
、同
園
の 

P
R
に
つ
な
が
る
！
」と
思
い
、急
遽
、

同
園
の
企
画
担
当
者
で
あ
る
福
田
さ
ん

と
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　「
九
十
九
島
動
植
物
園 

森
き
ら
ら
」

は
、開
園
60
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
年

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、2
0
2
1
年
4

月
19
日
に
i
B
a
n
k
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

が
運
営
す
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

「
エ
ン
ニ
チ 

FU
N
D
IN
G

」に
て
絵
本

の
販
売
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。4
月
24

日
に
は
当
初
販
売
予
定
の
1
5
0
冊

を
完
売
、50
冊
を
追
加
販
売
し
ま
し
た

が
、追
加
分
も
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売

し
ま
し
た
。 

　「
エ
ン
ニ
チ FU

N
D
IN
G

」で
の
販

売
終
了
後
は
、「
九
十
九
島
動
植
物
園

森
き
ら
ら
」や「
九
十
九
島
水
族
館
海

き
ら
ら
」で
販
売
を
継
続
し
、９
月
末

時
点
で
累
計
5
1
1
冊
を
販
売
し
ま

し
た
。 

　
ま
た
、今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

産
学
官
金
連
携
に
よ
り
、「
一
人
の
高

校
生
絵
本
作
家
の
デ
ビ
ュ
ー
」と「
森
き

ら
ら
60
周
年
事
業
の
サ
ポ
ー
ト
」を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
尚
、十
八
親
和
銀
行
で
は
、本
件
取

り
組
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
九
十
九
島

動
植
物
園
森
き
ら
ら
」や「
九
十
九
島

水
族
館
海
き
ら
ら
」等
の
佐
世
保
市

指
定
管
理
者
で
あ
る「
さ
せ
ぼ
パ
ー

ル・シ
ー
株
式
会
社
」に
出
向
者
を
派

遣
し
、来
場
者
数
増
加
や
佐
世
保
市
へ

の
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
た
地

方
創
生
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い

ま
す
。 

　
今
後
も
F
F
G
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
提
供
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
支
援
に
よ
る

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
は
も
と
よ
り
、

地
域
産
品
の
販
路
拡
大
、エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
支
援
に
よ
る
地
方
創
生
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

【SDGsとは】2015年9月の国連サミットにおいて全会一致で採択された国際目標で
す。2030年までに「誰ひとり取り残さない」社会を実現することを目指しており、下記
の17の目標（ゴール）と、更に細分化された169のターゲットから構成されています。

ストーリーでつながる、銀行系地方創生メディア
持続可能な開発目標

ＳＤＧｓ
Sustainable Development Goals =

誰ひとり取り残さない社会を目指すための

「森きらら」・「海きらら」で楽しい休日をすごしてみませんか ?！

佐世保市長表敬訪問 iPadで絵本づくり中の今井さん 絵本「森きららのそらとぶペンギン」

絵本作家としてデビューした佐世保西高校3年生今井大貴さん

ペンギンさ
くら

と絵本

ライオンの
アサヒ

対州馬によ
る

乗馬体験

ペンギン館
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FFG SDGs
外貨定期預金キャンペーン
2021年7月1日（木）～2022年3月31日（木）

●ＳＤＧｓとは ●本商品のスキーム図

ＳＤＧｓとは、『持続可能な開発目標』
（Sustainable Development Goals）
の略称で、２０１５年９月に国連で採択
された国際目標です。
１７の目標と、その目標を具体的にした
１６９のターゲットからなり、国連に加盟
する全ての国が、２０３０年までに、貧困や
飢餓、エネルギー、気候変動、平和社会
及び経済成長など、幅広い課題の解決を
目指しています。

SDGs
外貨定期預金

寄付

寄付先を指定

寄付先

お客さま
お預入れ時

為替手数料支払

0.5円為 替
手数料

SDGsに資する団体への寄付1

為替手数料50%優遇2

円から米ドルの
外貨定期預金へ
お預入れいただくと 1米ドルあたり

1.0円

通常

¥ ＄

●100万円（仲値が1米ドル110円の場合）を米ドル外貨定期預金にお預入れした場合の為替手数料

※外貨定期預金を支払・解約される際は、所定の為替手数料がかかります。

〈円→外貨預金〉100万円÷（110円＋1円）＝9,009.01米ドル
為替手数料 9,009.01米ドル×1円＝9,009円

〈円→外貨預金〉100万円÷（110円＋0.5円）＝9049.78米ドル
為替手数料 9049.78米ドル×0.5円＝4,524円

4,524円9,009円通常

SDGsに資する団体への寄付1 2 為替手数料50%優遇

SDGs外貨定期預金は、お預入れされたお客さまから頂く収益金を、SDGsに貢献する団体などへ寄付する商品です。
米ドル外貨定期預金へのお預入れを通して、全世界的な社会貢献が可能となります。

この金額が
寄付になります

地球上の
課題解決に
向けて

環 境

社 会

経 済

1米ドルあたり

■対象の外貨定期預金概要

対　　　　象 個人・法人のお客さま

預 金 種 類 自動継続外貨定期預金（※1）

預 入 通 貨 米ドルのみ

預 入 金 額 1千米ドル以上

金　　　　利 店頭表示金利 寄 付 先
（順不同）

独立行政法人 国際協力機構(JICA)、
特定非営利活動法人 国際連合世界食糧計画WFP協会、
公益財団法人日本財団 災害復興支援特別基金、
日本赤十字社、公益財団法人 日本ユニセフ協会、
福岡県、熊本県、長崎県預 入 期 間

1ヶ月、3ヶ月、6ヶ月、
1年、2年、3年、5年

預 入 方 法 窓口での円貨からのお預入れのみ

為替手数料 50銭優遇
（お預入れ時のみ）（※2）

満 期 日 の
取 り 扱 い

ご継続の場合は満期日の店頭表示金利にて
自動継続

本キャンペーンに関するお問い合わせは、下記までお気軽にお電話ください。

2021年10月現在

●ご検討にあたっては、「商品パンフレット」「契約締結前交付書面」などを必ずお読みください。「商品パンフレット」「契約締結前交付書面」などは各行本
支店などにご用意しています。●外貨預金には、為替変動リスクがあります。外国為替相場の動向などによっては、払戻し時の円貨額がお預入れ時の円貨
額を下回るなど、「元本割れ」が生じるリスクがあります。●TTSレート（円貨から外貨に換えるレート）とTTBレート（外貨から円貨に換えるレート）には
差（米ドルであれば通常1米ドルあたり2円）がありますので、外国為替相場に変動がない場合でも、払戻し時の円貨額がお預入れ時の円貨額を下回り、「元
本割れ」が生じるリスクがあります。●TTSレートとTTBレートの差は往復の為替手数料に相当し、相場公表通貨における差は1通貨単位あたり最大8円で
す。●外貨現金など外貨によるお預入れまたはお引出しの際には、原則、手数料（例えば、米ドルの外貨現金であれば1米ドルあたり3円）がかかります。相
場公表通貨における手数料は1通貨単位あたり最大12円（外貨現金の手数料以外の手数料は最低1,500円以上）です。詳しくは窓口までお問い合わせ
ください。●外貨預金は、預金保険の対象ではありません。

外貨定期預金に関する留意点

［受付時間］平日9：00～20：00 但し、銀行休業日は除きます。

0120-788-324
■ふくぎんダイレクトコンサルティングプラザ ■熊本銀行ダイレクトコンサルティングプラザ

0120-333-086
■十八親和銀行ダイレクトコンサルティングプラザ

0120-34-3456 携帯からも
OK！

【その他ご注意点】
■福岡銀行国際線ターミナル支店、矢部出張所、十八親和銀行佐世保市役所中央、南串山、北有馬、富江、芦辺、美津島出張所では取り扱
いしておりません。
■外貨預金には、市場動向などにより投資元本を割り込むリスクがあります。ご検討にあたっては、下記の｢外貨定期預金に関する留意点｣
および各行ホームページをご確認ください。
■外貨預金通帳のご記帳はATMではご利用いただけません。最寄りの各行本支店窓口にてお手続きください。
■取り扱い条件を満たした場合でも、不正行為、利用規約違反、その他運営上の趣旨に反していると各行が判断した場合は、取引対象外
となります。

※1:非継続型外貨定期預金、為替特約付外貨定期預金は対象外とさせていただきます。
※2:外貨定期預金を支払・解約される際は、所定の為替手数料がかかります。

ご相談メニュー 4

資産運用

FFGではサステナビリティ方針を策定し、SDGｓの取り組み方針を明文化すると共に、
優先課題として取り組むべき「SDGｓ重点項目」を設定し、社会課題や環境課題の解決に取り組んでいます。

サステナビリティ方針 SDGs重点項目

ふくおかフィナンシャルグループは、グループ経営
理念に基づく事業活動への取り組みを通じて、「地
域経済発展への貢献」と「FFG企業価値の向上」の好
循環サイクルを創出し、持続可能な地域社会の実現
に貢献してまいります。

地域経済の健全な成長  1

産業発展と金融イノベーション2

少子高齢化への対応3

環境への配慮   4

豊かな地域社会の実現5

新しい働き方の推進6

ガバナンス強化7
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●ＳＤＧｓとは ●本商品のスキーム図

ＳＤＧｓとは、『持続可能な開発目標』
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する全ての国が、２０３０年までに、貧困や
飢餓、エネルギー、気候変動、平和社会
及び経済成長など、幅広い課題の解決を
目指しています。

SDGs
外貨定期預金

寄付

寄付先を指定

寄付先

お客さま
お預入れ時

為替手数料支払

0.5円為 替
手数料

SDGsに資する団体への寄付1

為替手数料50%優遇2

円から米ドルの
外貨定期預金へ
お預入れいただくと 1米ドルあたり

1.0円

通常

¥ ＄

●100万円（仲値が1米ドル110円の場合）を米ドル外貨定期預金にお預入れした場合の為替手数料
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場公表通貨における手数料は1通貨単位あたり最大12円（外貨現金の手数料以外の手数料は最低1,500円以上）です。詳しくは窓口までお問い合わせ
ください。●外貨預金は、預金保険の対象ではありません。

外貨定期預金に関する留意点

［受付時間］平日9：00～20：00 但し、銀行休業日は除きます。

0120-788-324
■ふくぎんダイレクトコンサルティングプラザ ■熊本銀行ダイレクトコンサルティングプラザ

0120-333-086
■十八親和銀行ダイレクトコンサルティングプラザ

0120-34-3456 携帯からも
OK！

【その他ご注意点】
■福岡銀行国際線ターミナル支店、矢部出張所、十八親和銀行佐世保市役所中央、南串山、北有馬、富江、芦辺、美津島出張所では取り扱
いしておりません。
■外貨預金には、市場動向などにより投資元本を割り込むリスクがあります。ご検討にあたっては、下記の｢外貨定期預金に関する留意点｣
および各行ホームページをご確認ください。
■外貨預金通帳のご記帳はATMではご利用いただけません。最寄りの各行本支店窓口にてお手続きください。
■取り扱い条件を満たした場合でも、不正行為、利用規約違反、その他運営上の趣旨に反していると各行が判断した場合は、取引対象外
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※1:非継続型外貨定期預金、為替特約付外貨定期預金は対象外とさせていただきます。
※2:外貨定期預金を支払・解約される際は、所定の為替手数料がかかります。

ご相談メニュー 4

資産運用

FFGではサステナビリティ方針を策定し、SDGｓの取り組み方針を明文化すると共に、
優先課題として取り組むべき「SDGｓ重点項目」を設定し、社会課題や環境課題の解決に取り組んでいます。

サステナビリティ方針 SDGs重点項目

ふくおかフィナンシャルグループは、グループ経営
理念に基づく事業活動への取り組みを通じて、「地
域経済発展への貢献」と「FFG企業価値の向上」の好
循環サイクルを創出し、持続可能な地域社会の実現
に貢献してまいります。

地域経済の健全な成長  1

産業発展と金融イノベーション2

少子高齢化への対応3

環境への配慮   4

豊かな地域社会の実現5

新しい働き方の推進6

ガバナンス強化7
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熊本銀行が共同募金会から
表彰されました
2021年10月1日（金）、熊本市の下通りアーケード内にてANAグループの
協力のもと「第60回 赤い羽根 空の第一便伝達式」が行われ、伝達式に
先立って共同募金表彰式が執り行われました。

今月のトピックス

Topics of the month

FFG経営者クラブ・オンライン研修会開催のご案内

お申込み方法

お申込み後の
流れ

〒810-0001 福岡市中央区天神2丁目13番1号

※本研修に関する運営事務は、一般社団法人日本経営協会に委託しております。

FFG経営者クラブ事務局
（担当／岩谷、大坪）

お問合せ先

092-723-2241TEL

一般社団法人 日本経営協会 092-431-3365TEL

FFGビジネスコンサルティングホームページ https://www.ffgbc.com/

全日程同じ内容の研修会です。ご都合の良い1日を受講してください。（定員を超えた場合は日程を調整させていただきます。）

開 催 日

受付時間9：15～17：00
（但し、土日祝日は除く）

受付時間9：00～17：00
（但し、銀行休業日は除く）

2021年度新入社員フォローアップ研修会
本研修会では、新入社員の方々を対象に、慣れはじめた日々の仕事の中で入社後を振り返り、現状を見直し、仕事に取組む上での基本姿勢や
ビジネスマナーなどを再確認していただきます。研修は、他業種の方々とコミュニケーションを図りながらグループワークを中心に進めます。
即戦力として役立つビジネススキルの修得と仕事に対する意欲の向上を図り、ブラッシュアップを目指します。

1 2 3 4 5入社後、数ヶ月を
振り返って

会社（組織）で
働くことの再確認

仕事のプロに
なるための姿勢・意識

ビジネスマナー
実習

明日からの行動についての
決意表明やキャリアデザインプログラム

 〈申込・変更・取消などに関するお問合せ〉

セミナー開催の2営業日前までに、お申込みご担当者様に「ご招待メール」をお送りします。

招待メールが届きましたら、受講者に周知の上、セミナー当日に指定されたＵＲＬをクリックしてください。

セミナー当日は、開始の30分前から入室が可能です。お手元にテキストと筆記用具をご準備ください。

※迷惑メールとして処理されないよう「＠noma.or.jp」からのドメイン受信設定をお願いします。
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の部分が開催日です。

※定員になり次第、締め切りとさせて
　いただきますので予めご了承ください。

FFG経営者クラブ会員／1企業5人まで無料。
6人目よりお1人様3,000円（税込）
会員以外／お1人様6,000円（税込）
（請求書は後日送付いたします。）

各日程30名

2021年度の新規・中途採用者

各開催日の5営業日前の17：00まで

福岡銀行・熊本銀行・十八親和銀行・
ＦＦＧ経営者クラブ・ＦＦＧビジネスコンサルティング

一般社団法人日本経営協会講師
野村Ｏｆｆｉｃｅ主宰

【プロフィール】

野村 ひとみ 氏 　国立教育研究所の所轄機関の研究員、また大手電気メーカー、航空会社、商社、テレビ局、サービス業等の実務を経て、人財の育成研
修及び教育コンサルティング業務を中心とした野村Ｏｆｆｉｃｅを設立。人財教育のプロとして、年間約200件の研修・講演会の講師とし
て日本各地で指導する。現在は、中国における人財育成にも参画し、グローバルに活躍中。
　また、全国ビジネス実務学会正会員、日本マネジメント学会正会員、日本交流分析協会会員及び研究員、大学非常勤講師、自治戦
略・公共サービス改革委員、公益財団法人太宰府市国際交流協会副理事長として活躍中。

講師

ご留意
事項

1.受講にあたっては、事前にWeb会議システム「Zoom」のインストールが必要です。
2.受講者お１人につきパソコン又はタブレット（カメラ・マイク機能付）１台をご用意ください。
3.本セミナーは、常時ビデオをオンにしてお名前を表示して参加いただく講座です。ビデオをオフにしての参加はできません。
4.本セミナーは、グループワークがあり、受講者同士のディスカッションや講師からの質問の投げかけ等発言の機会があります。
5.同一会場から複数名が受講される場合には、ハウリング防止のためスピーカーをオフにしてマイク付イヤホン又はヘッドセットでご参加ください。
6.当日は12時45分までに接続を完了してください。
7.インターネット接続にかかる通信料は受講者の負担となります。
8.通信環境は、光回線、かつ有線で接続できるPCと環境を推奨いたします。通信環境によっては、音声・映像が途切れる等、障害が発生する可能性があります。

13：00～17：00

Zoom

時　         間

配 信 方 法

対 象 者

定　         員

主  　  催

お申込み期限

受 講 料

こちらから
アクセス

開催済 開催済
満席

お申込締切

下記のホームページにアクセスの上、「商談会・セミナー情報」よりお申込みいただくか、
『詳細』ボタンよりチラシをダウンロードいただき、裏面の参加申込書をご記入の上、
一般社団法人日本経営協会宛にFAXにてお送りください。

20FFG MONTHLY SURVEY Vol.141
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熊本銀行が共同募金会から
表彰されました
2021年10月1日（金）、熊本市の下通りアーケード内にてANAグループの
協力のもと「第60回 赤い羽根 空の第一便伝達式」が行われ、伝達式に
先立って共同募金表彰式が執り行われました。

今月のトピックス

Topics of the month

FFG経営者クラブ・オンライン研修会開催のご案内

お申込み方法

お申込み後の
流れ

〒810-0001 福岡市中央区天神2丁目13番1号

※本研修に関する運営事務は、一般社団法人日本経営協会に委託しております。

FFG経営者クラブ事務局
（担当／岩谷、大坪）

お問合せ先

092-723-2241TEL

一般社団法人 日本経営協会 092-431-3365TEL

FFGビジネスコンサルティングホームページ https://www.ffgbc.com/

全日程同じ内容の研修会です。ご都合の良い1日を受講してください。（定員を超えた場合は日程を調整させていただきます。）

開 催 日

受付時間9：15～17：00
（但し、土日祝日は除く）

受付時間9：00～17：00
（但し、銀行休業日は除く）

2021年度新入社員フォローアップ研修会
本研修会では、新入社員の方々を対象に、慣れはじめた日々の仕事の中で入社後を振り返り、現状を見直し、仕事に取組む上での基本姿勢や
ビジネスマナーなどを再確認していただきます。研修は、他業種の方々とコミュニケーションを図りながらグループワークを中心に進めます。
即戦力として役立つビジネススキルの修得と仕事に対する意欲の向上を図り、ブラッシュアップを目指します。
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会社（組織）で
働くことの再確認

仕事のプロに
なるための姿勢・意識

ビジネスマナー
実習

明日からの行動についての
決意表明やキャリアデザインプログラム

 〈申込・変更・取消などに関するお問合せ〉

セミナー開催の2営業日前までに、お申込みご担当者様に「ご招待メール」をお送りします。

招待メールが届きましたら、受講者に周知の上、セミナー当日に指定されたＵＲＬをクリックしてください。

セミナー当日は、開始の30分前から入室が可能です。お手元にテキストと筆記用具をご準備ください。

※迷惑メールとして処理されないよう「＠noma.or.jp」からのドメイン受信設定をお願いします。
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の部分が開催日です。

※定員になり次第、締め切りとさせて
　いただきますので予めご了承ください。

FFG経営者クラブ会員／1企業5人まで無料。
6人目よりお1人様3,000円（税込）
会員以外／お1人様6,000円（税込）
（請求書は後日送付いたします。）

各日程30名

2021年度の新規・中途採用者

各開催日の5営業日前の17：00まで

福岡銀行・熊本銀行・十八親和銀行・
ＦＦＧ経営者クラブ・ＦＦＧビジネスコンサルティング

一般社団法人日本経営協会講師
野村Ｏｆｆｉｃｅ主宰

【プロフィール】

野村 ひとみ 氏 　国立教育研究所の所轄機関の研究員、また大手電気メーカー、航空会社、商社、テレビ局、サービス業等の実務を経て、人財の育成研
修及び教育コンサルティング業務を中心とした野村Ｏｆｆｉｃｅを設立。人財教育のプロとして、年間約200件の研修・講演会の講師とし
て日本各地で指導する。現在は、中国における人財育成にも参画し、グローバルに活躍中。
　また、全国ビジネス実務学会正会員、日本マネジメント学会正会員、日本交流分析協会会員及び研究員、大学非常勤講師、自治戦
略・公共サービス改革委員、公益財団法人太宰府市国際交流協会副理事長として活躍中。

講師

ご留意
事項

1.受講にあたっては、事前にWeb会議システム「Zoom」のインストールが必要です。
2.受講者お１人につきパソコン又はタブレット（カメラ・マイク機能付）１台をご用意ください。
3.本セミナーは、常時ビデオをオンにしてお名前を表示して参加いただく講座です。ビデオをオフにしての参加はできません。
4.本セミナーは、グループワークがあり、受講者同士のディスカッションや講師からの質問の投げかけ等発言の機会があります。
5.同一会場から複数名が受講される場合には、ハウリング防止のためスピーカーをオフにしてマイク付イヤホン又はヘッドセットでご参加ください。
6.当日は12時45分までに接続を完了してください。
7.インターネット接続にかかる通信料は受講者の負担となります。
8.通信環境は、光回線、かつ有線で接続できるPCと環境を推奨いたします。通信環境によっては、音声・映像が途切れる等、障害が発生する可能性があります。
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『詳細』ボタンよりチラシをダウンロードいただき、裏面の参加申込書をご記入の上、
一般社団法人日本経営協会宛にFAXにてお送りください。



FFG経営者クラブ
ビジネスに直結する情報提供を通じて
会員企業さまの発展をサポートいたします。

人と人との
つながりが
ビジネスを広げる

26,000円年会費

TEL092-723-2241  FAX092-721-9258
株式会社FFGビジネスコンサルティング内
〒810-0001 福岡市中央区天神2-13-1 福岡銀行本店ビル5階

受付時間／平日9：00～17：45（但し、銀行休業日は除きます。）

FFG経営者クラブのお申込み・お問合せは

FFG経営者クラブ事務局

ビジネスに即した
様々な情報を入手！

FFG経営者クラブ
インターネット情報サービスによる情報提供

経営上の疑問・課題の解決に役立つ豊富な情報を
タイムリーに提供します。

実務情報や
経営ノウハウが直接聞ける！

セミナー・研修会の開催

FFG調査月報、小冊子のご提供

人材育成に関するテーマを中心に、経験豊富な講師
陣による各種セミナー・研修会を開催いたします。

ビジネスに役立つ！
日常業務でも使える！
ふくおかフィナンシャルグループの経済情報誌や
ハンドブックをお届けします。

社員教育・研修で大活躍！
多様なテーマでバックアップ！
新入社員、若手社員向けのビジネスマナーはもち
ろん、コンプライアンス経営、顧客満足など、経営
全般に参考となるDVD・ビデオ（総数200タイトル
以上）を無料でご利用いただけます。

FFGのネットワ－クを
利用した商談会！　
販路拡大に繋がる商談会を開催いたします。

交通至便な
福岡天神の商談スペース！

ビジネスマッチングルームのご利用

商談会の開催

TSR REPORT割引サービス

福岡銀行本店ビル5F（福岡天神）のビジネスマッチ
ングルームを無料でご利用いただけます。

新規のお取引の情報収集、
ライバル企業調査に！
東京商工リサーチの国内企業情報レポート「TSR 
REPORT」を会員割引料金でご提供いたします。

総合補償制度（団体保険）

企業活動に伴う様々なリスクを
総合補償制度で守ります！
会社経営に関する様々なリスクへ備えるために
総合補償制度を提供します。

多彩なセミナーを
インターネットで視聴できる！
豊富なラインナップから、お客さまのご希望のセミ
ナーを24時間無制限でご視聴いただけます。勉強会
（社内研修）などにもご活用いただけます。

24時間いつでもご利用いただける
インターネットセミナー

FFG経営者クラブの主なご提供サービス

社員教育用DVD・ビデオの無料貸出

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
　現在はご利用を中止させていただいております。

こ ん な 方 に 最 適 で す
 ＊掲載内容は予告なく変更する場合がございます。

一 流 の 講 師 陣 に よ る 豊 富 な セ ミ ナ ー が 満 載

■経営 ■実務家 ■労務 ■税務・経理 ■法律 ■政治・経済 ■研修・人材育成 ■著名人 ■環境・高齢化 ■健康・ライフスタイル

セミナーは受講したいけどセミナーは受講したいけど
忙しくて時間がない！

2 4 時間いつでも
ご利用いただけます。

勉強会（社内研修）などに
ご活用いただけます。

6００本以上の豊富なラインアップ
から自由に選べます。

継続的に社員研修を
行いたい！

受講したいセミナーが
開催していない！

映像と音声による本格的なセミナー！ さまざまな情報が満載！ 
●使いやすいサイトデザイン ●高画質「ハイビジョン」サイズ！ ● PC・Mac・And ro i d・ i P hone 対応

インターネットセミナーは、インターネットでセミナー映像を視聴することにより、
様々な経営情報が取得できるサービスです。

いつでも
２４時間いつでも
受講できます！

会社・自宅・出先
どこでもOK！

気になるセミナーを
自由に選べる！

どこでも 好きなだけセミナー
タイトル
６００
以上

FFG経営者クラブよりインターネットセミナーのご案内

FFG経営者クラブ会員様は
全て無料で視聴できます。

①『FFG経営者クラブ』で
検索、または右のQR
コードを読み取り
②インターネットセミナーのログイ
ンボタンを押下
③ID：経営者クラブ会員番号、パス
ワードを入力後、ログイン
④インターネットセミナーページが
開きます

※次ページにて詳細のご案内。
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FFG経営者クラブ
ビジネスに直結する情報提供を通じて
会員企業さまの発展をサポートいたします。

人と人との
つながりが
ビジネスを広げる

26,000円年会費

TEL092-723-2241  FAX092-721-9258
株式会社FFGビジネスコンサルティング内
〒810-0001 福岡市中央区天神2-13-1 福岡銀行本店ビル5階

受付時間／平日9：00～17：45（但し、銀行休業日は除きます。）

FFG経営者クラブのお申込み・お問合せは

FFG経営者クラブ事務局

ビジネスに即した
様々な情報を入手！

FFG経営者クラブ
インターネット情報サービスによる情報提供

経営上の疑問・課題の解決に役立つ豊富な情報を
タイムリーに提供します。

実務情報や
経営ノウハウが直接聞ける！

セミナー・研修会の開催

FFG調査月報、小冊子のご提供

人材育成に関するテーマを中心に、経験豊富な講師
陣による各種セミナー・研修会を開催いたします。

ビジネスに役立つ！
日常業務でも使える！
ふくおかフィナンシャルグループの経済情報誌や
ハンドブックをお届けします。

社員教育・研修で大活躍！
多様なテーマでバックアップ！
新入社員、若手社員向けのビジネスマナーはもち
ろん、コンプライアンス経営、顧客満足など、経営
全般に参考となるDVD・ビデオ（総数200タイトル
以上）を無料でご利用いただけます。

FFGのネットワ－クを
利用した商談会！　
販路拡大に繋がる商談会を開催いたします。

交通至便な
福岡天神の商談スペース！

ビジネスマッチングルームのご利用

商談会の開催

TSR REPORT割引サービス

福岡銀行本店ビル5F（福岡天神）のビジネスマッチ
ングルームを無料でご利用いただけます。

新規のお取引の情報収集、
ライバル企業調査に！
東京商工リサーチの国内企業情報レポート「TSR 
REPORT」を会員割引料金でご提供いたします。

総合補償制度（団体保険）

企業活動に伴う様々なリスクを
総合補償制度で守ります！
会社経営に関する様々なリスクへ備えるために
総合補償制度を提供します。

多彩なセミナーを
インターネットで視聴できる！
豊富なラインナップから、お客さまのご希望のセミ
ナーを24時間無制限でご視聴いただけます。勉強会
（社内研修）などにもご活用いただけます。

24時間いつでもご利用いただける
インターネットセミナー

FFG経営者クラブの主なご提供サービス

社員教育用DVD・ビデオの無料貸出

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
　現在はご利用を中止させていただいております。

こ ん な 方 に 最 適 で す
 ＊掲載内容は予告なく変更する場合がございます。

一 流 の 講 師 陣 に よ る 豊 富 な セ ミ ナ ー が 満 載

■経営 ■実務家 ■労務 ■税務・経理 ■法律 ■政治・経済 ■研修・人材育成 ■著名人 ■環境・高齢化 ■健康・ライフスタイル

セミナーは受講したいけどセミナーは受講したいけど
忙しくて時間がない！

2 4 時間いつでも
ご利用いただけます。

勉強会（社内研修）などに
ご活用いただけます。

6００本以上の豊富なラインアップ
から自由に選べます。

継続的に社員研修を
行いたい！

受講したいセミナーが
開催していない！

映像と音声による本格的なセミナー！ さまざまな情報が満載！ 
●使いやすいサイトデザイン ●高画質「ハイビジョン」サイズ！ ● PC・Mac・And ro i d・ i P hone 対応

インターネットセミナーは、インターネットでセミナー映像を視聴することにより、
様々な経営情報が取得できるサービスです。

いつでも
２４時間いつでも
受講できます！

会社・自宅・出先
どこでもOK！

気になるセミナーを
自由に選べる！

どこでも 好きなだけセミナー
タイトル
６００
以上

FFG経営者クラブよりインターネットセミナーのご案内

FFG経営者クラブ会員様は
全て無料で視聴できます。

①『FFG経営者クラブ』で
検索、または右のQR
コードを読み取り
②インターネットセミナーのログイ
ンボタンを押下
③ID：経営者クラブ会員番号、パス
ワードを入力後、ログイン
④インターネットセミナーページが
開きます

※次ページにて詳細のご案内。
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FFG BMS 登録情報のご紹介 
提供企業・商品・サービスについてのお問い合せは、近隣のお取引のある銀行窓口を通じてお願いします。 

多
発
す
る
自
然
災
害
に
、危
機
管
理
意
識
が
高
ま
る
中
、

防
災
用
品
の
販
売
・
企
業
の
B
C
P
対
策
を
お
手
伝
い
！

日
本
乾
溜
工
業
株
式
会
社

　

【所　在　地】
【業　　　種】
【紹 介 支 店】

福岡市東区馬出1丁目11番11号
防災安全事業
福岡銀行　本店営業部

　
B
C
P
の
基
本
方
針・運
用
計
画
を
は

じ
め
、災
害
対
策
商
材
の
販
売
ま
で
を

行
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、防
災
用
品・産
業
安
全
衛
生
用

品
等
の
卸
売
り
も
実
施
。

　
品
揃
え
は
、災
害
対
策
用
品
全
般
か

ら
感
染
症
対
策
用
品
ま
で
多
岐
に
渡
り
、

B
C
P
対
策
に
必
要
な
備
品
の
一
括
し

た
提
供
が
可
能
で
す
。

　
公
共
工
事
を
主
体
と
す
る「
建
設
事

業
」、防
災
用
品
を
販
売
す
る「
防
災
安

全
事
業
」、環
境
型
自
然
土
防
草
材
等
の

製
造
を
行
う「
化
学
品
事
業
」の
３
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。福
岡
県
西
方
沖
地

震
を
き
っ
か
け
に
、建
設
事
業
の
公
共
性

や
安
全
性
で
シ
ナ
ジ
ー
効
果
が
期
待
で
き

る
防
災
安
全
事
業
に
進
出
。

　
九
州
全
域
で
官
公
庁
へ
の
防
災
備
蓄

品
の
納
入
実
績
が
あ
り
ま
す
。

お
勧
め
の
ポ
イ
ン
ト

企
業
情
報

甘
み
と
酸
味
と
旨
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、実
が
ギ
ュ
ッ
と
濃
縮
さ
れ
た

た
か
し
ま
フ
ル
ー
テ
ィ
ト
マ
ト
、来
シ
ー
ズ
ン
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
募
集
。

【所　在　地】
【業　　　種】
【紹 介 支 店】

長崎市浪の平町4番11号
海運業
福岡銀行 長崎支店・十八親和銀行 本店営業部

　
栄
養
価
が
高
く
、メ
ロ
ン
並
み
の
甘
み

を
持
つ
ト
マ
ト
で
、「
フ
ァ
ー
ス
ト
」と
い
う

品
種
で
す
。水
も
肥
料
も
最
小
限
に
と
ど

め
、こ
ま
め
に
摘
果
を
し
て
、甘
く
て
濃
い

風
味
に
。美
味
し
い
だ
け
で
な
く
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ・ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル・ア
ミ
ノ
酸
等
が
、

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
収
穫
時
期
が
短
く
、収
穫
量
も
少
な
い

た
め「
離
島
の
幻
の
ト
マ
ト
」と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　
長
崎
県
の
海
を
メ
イ
ン
に
、西
日
本
有

数
の
台
船
を
稼
動
さ
せ
て
い
る
総
合
的
な

海
上
輸
送
会
社
で
す
。

　
離
島・高
島
の
産
業
と
し
て
、始
ま
っ
た

ト
マ
ト
農
場
を
、引
き
継
い
で「
ト
マ
ト
事

業
部
」を
発
足
さ
せ
、２
０
１
３
年
に
ブ

ラ
ン
ド
化
を
ス
タ
ー
ト
。

　
現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
直
売
や
、

加
工
品
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

お
勧
め
の
ポ
イ
ン
ト

企
業
情
報

ロ
ボ
ッ
ト
や
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
ラ
イ
ン
導
入
で

製
造
業
の
D
X
化
を
実
現
し
ま
せ
ん
か
？

渡
辺
鉄
工
株
式
会
社

　

【所　在　地】
【業　　　種】
【紹 介 支 店】

福岡市博多区相生町1-2-1
産業機械製造業
福岡銀行　雑餉隈支店

　
受
注
か
ら
製
作
、据
付
ま
で
一
貫
し
て

行
い
、ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
迅
速
に
対
応

い
た
し
ま
す
。

　
予
算
に
合
わ
せ
た
提
案
や
、効
果
測
定

の
た
め
の
実
証
実
験
が
可
能
で
す
。

　
ま
た
、D
X
化
に
有
効
な
内
閣
府
が
実

施
す
る「
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
創
造
プ

ロ
グ
ラ
ム
」に
沿
っ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

提
供
も
実
施
。導
入
事
例
と
し
て
、住
宅

メ
ー
カ
ー
や
食
品
メ
ー
カ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
１
８
８
６
年
創
業
。軍
需
工
場
を
ル
ー

ツ
に
持
ち
、現
在
も
防
衛
省
と
の
取
引
が

続
く
産
業
機
械
製
造
メ
ー
カ
ー
で
す
。主

力
の
自
動
車
ホ
イ
ー
ル
生
産
設
備
は
、国

内
シ
ェア
９０
％
以
上
で
、ア
メ
リ
カ
を
は
じ

め
海
外
へ
も
販
路
拡
大
を
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
培
わ
れ
た
技
術
力
を
基
に「
生

産
設
備
自
動
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
銘
打

ち
開
発
型
機
械
・
設
備
の
設
計
施
工
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

お
勧
め
の
ポ
イ
ン
ト

企
業
情
報

わ
た  

な
べ
て
っ  

こ
う

に

ほ
ん
か
ん
り
ゅ
う
こ
う
ぎ
ょ
う

崎
永
海
運
株
式
会
社

さ
き

か
い
う
ん

な
が

 FFG BMS

☎092-723-2244
【営業時間】9：00～17：00（但し、銀行休業日は除く）

FFGビジネスコンサルティング
ビジネスサポート部

　新
た
な
取
引
を
開
拓

し
た
い
と
き
、B
M
S

に
情
報
登
録
す
る
と

F
F
G
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
き
め
細
や
か
な
サ

ポ
ー
ト
で
、簡
単
か
つ
効

率
的
に
自
社
の
製
品
や

技
術
を
発
信
で
き
ま
す
。

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

実
際
に
ご
登
録
さ
れ
て

い
る
マ
ッ
チ
ン
グ
可
能

な
企
業
様
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

システムの
お問い合わせ先

FFGが提供するビジネスマッチング
ビジネス マッチング システム

FFG BMS
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FFG BMS 登録情報のご紹介 
提供企業・商品・サービスについてのお問い合せは、近隣のお取引のある銀行窓口を通じてお願いします。 

多
発
す
る
自
然
災
害
に
、危
機
管
理
意
識
が
高
ま
る
中
、

防
災
用
品
の
販
売
・
企
業
の
B
C
P
対
策
を
お
手
伝
い
！

日
本
乾
溜
工
業
株
式
会
社

　

【所　在　地】
【業　　　種】
【紹 介 支 店】

福岡市東区馬出1丁目11番11号
防災安全事業
福岡銀行　本店営業部

　
B
C
P
の
基
本
方
針・運
用
計
画
を
は

じ
め
、災
害
対
策
商
材
の
販
売
ま
で
を

行
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、防
災
用
品・産
業
安
全
衛
生
用

品
等
の
卸
売
り
も
実
施
。

　
品
揃
え
は
、災
害
対
策
用
品
全
般
か

ら
感
染
症
対
策
用
品
ま
で
多
岐
に
渡
り
、

B
C
P
対
策
に
必
要
な
備
品
の
一
括
し

た
提
供
が
可
能
で
す
。

　
公
共
工
事
を
主
体
と
す
る「
建
設
事

業
」、防
災
用
品
を
販
売
す
る「
防
災
安

全
事
業
」、環
境
型
自
然
土
防
草
材
等
の

製
造
を
行
う「
化
学
品
事
業
」の
３
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。福
岡
県
西
方
沖
地

震
を
き
っ
か
け
に
、建
設
事
業
の
公
共
性

や
安
全
性
で
シ
ナ
ジ
ー
効
果
が
期
待
で
き

る
防
災
安
全
事
業
に
進
出
。

　
九
州
全
域
で
官
公
庁
へ
の
防
災
備
蓄

品
の
納
入
実
績
が
あ
り
ま
す
。

お
勧
め
の
ポ
イ
ン
ト

企
業
情
報

甘
み
と
酸
味
と
旨
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、実
が
ギ
ュ
ッ
と
濃
縮
さ
れ
た

た
か
し
ま
フ
ル
ー
テ
ィ
ト
マ
ト
、来
シ
ー
ズ
ン
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
募
集
。

【所　在　地】
【業　　　種】
【紹 介 支 店】

長崎市浪の平町4番11号
海運業
福岡銀行 長崎支店・十八親和銀行 本店営業部

　
栄
養
価
が
高
く
、メ
ロ
ン
並
み
の
甘
み

を
持
つ
ト
マ
ト
で
、「
フ
ァ
ー
ス
ト
」と
い
う

品
種
で
す
。水
も
肥
料
も
最
小
限
に
と
ど

め
、こ
ま
め
に
摘
果
を
し
て
、甘
く
て
濃
い

風
味
に
。美
味
し
い
だ
け
で
な
く
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ・ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル・ア
ミ
ノ
酸
等
が
、

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
収
穫
時
期
が
短
く
、収
穫
量
も
少
な
い

た
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離
島
の
幻
の
ト
マ
ト
」と
呼
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て
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ま
す
。

　
長
崎
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イ
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に
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有
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台
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る
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な
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送
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。
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マ
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部
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０
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３
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ブ
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。

　
現
在
は
イ
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売
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、

加
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入
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す
。

お
勧
め
の
ポ
イ
ン
ト

企
業
情
報

ロ
ボ
ッ
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オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
ラ
イ
ン
導
入
で

製
造
業
の
D
X
化
を
実
現
し
ま
せ
ん
か
？

渡
辺
鉄
工
株
式
会
社

　

【所　在　地】
【業　　　種】
【紹 介 支 店】

福岡市博多区相生町1-2-1
産業機械製造業
福岡銀行　雑餉隈支店
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。
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ラ
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勧
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ポ
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情
報

わ
た  

な
べ
て
っ  

こ
う

に

ほ
ん
か
ん
り
ゅ
う
こ
う
ぎ
ょ
う

崎
永
海
運
株
式
会
社

さ
き

か
い
う
ん

な
が

 FFG BMS

☎092-723-2244
【営業時間】9：00～17：00（但し、銀行休業日は除く）

FFGビジネスコンサルティング
ビジネスサポート部

　新
た
な
取
引
を
開
拓

し
た
い
と
き
、B
M
S

に
情
報
登
録
す
る
と

F
F
G
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
き
め
細
や
か
な
サ

ポ
ー
ト
で
、簡
単
か
つ
効

率
的
に
自
社
の
製
品
や

技
術
を
発
信
で
き
ま
す
。

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

実
際
に
ご
登
録
さ
れ
て

い
る
マ
ッ
チ
ン
グ
可
能

な
企
業
様
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

システムの
お問い合わせ先

FFGが提供するビジネスマッチング
ビジネス マッチング システム

FFG BMS
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START UP
Company今月の注目スタートアップ

　私
た
ち
カ
プ
セ
ル
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
は
、台
北
を
拠

点
に
中
華
圏
で
活
躍
す
るY

ouT
ube

r

の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
ま
す
。事
業
と
し
て
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
け
で

は
な
く
、所
属YouTube

r

が
早
く
、堅
実
に
、強
く
成

長
で
き
る
よ
う
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
の
協
業
や
、法
務
財

務
危
機
対
策
の
サ
ポ
ー
ト
、音
楽
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
幅
広

く
手
掛
け
て
い
ま
す
。

背
景　弊

社
は
2
0
1
3
年
に
福
岡
で
創
業
、2
0
1
4

年
に
台
北
支
店
を
開
設
し
、日
本
企
業
の
台
湾
・
中
華

圏
向
け
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
お
り
ま
し
た
。当
時
ま

だ
台
湾
で
もYouT

ube
r

と
い
う
言
葉
が
一
般
的
で

は
な
い
頃
に
、Yo

uT
ub
e
r

を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、想
定
以
上
の
効
果
が

出
て
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
喜
ば
れ
ま
し
た
。そ
の
後
も

Y
o
u
T
u
b
e
r

達
と
仕
事
を
す
る
機
会
が
増
え
、

YouT
ube

r

の
多
く
が
企
業
と
の
や
り
と
り
を
苦
手

に
し
て
い
た
り
、契
約
の
重
要
性
を
理
解
せ
ず
に
当
日
ド

タ
キ
ャ
ン
し
て
し
ま
う
な
ど
、様
々
な
課
題
が
あ
る
こ
と

に
気
付
き
ま
し
た
。そ
こ
でYouT

ube
r

を
サ
ポ
ー
ト

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
必
要
性
を
感
じ
、2
0
1
7
年
に
今

の
サ
ポ
ー
ト
事
業
へ
と
ピ
ボ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

事
業
内
容

　サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、動
画
の
企
画
か
ら
、ク
ラ
イ
ア

ン
ト
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
、イ
ベ
ン
ト
や
音
楽
フ
ェ
ス
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。所
属Y

o
uT
u
b
e
r

の
中
に

は
、登
録
者
数
が
数
万
人
の
時
に
加
入
し
、今
で
は

1
0
0
万
人
を
超
え
る
方
も
出
て
き
て
い
ま
す
。台
湾
で

一
番
有
名
な
日
本
人YouTube

r

「
三
原
慧
悟
」も
そ

の
一
人
で
す
。YouT

ube
r

と
し
て
史
上
初
の
台
湾
の

紅
白
歌
合
戦
に
出
演
を
果
た
す
な
ど
、台
湾
で
ト
ッ
プ

YouTube
r

と
し
て
地
位
を
築
い
て
い
ま
す
。

　ま
た
弊
社
に
は
日
本
在
住
の
台
湾
人YouT

ube
r

も
所
属
し
て
お
り
、特
に
阿
倫（
A
L
A
N
）は
商
品
・

サ
ー
ビ
ス・
観
光
地
の
紹
介
が
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
て

人
気
を
博
し
て
お
り
、企
業
や
自
治
体
か
ら
引
っ
張
り

だ
こ
な
状
況
で
す
。

今
後
の
展
望

　今
後
はY

ouT
ub
e
r

な
ど
の
個
人
の
ブ
ラ
ン
ド
力

を
活
か
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
深
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。実
際
に
い

まY
ouT

ub
e
r

の
デ
リ
バ
リ
ー
専
門
飲
食
ブ
ラ
ン
ド

を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。事
業
の
横
展
開
と
し
て
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
に
サ
ー
ビ

ス
を
広
げ
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　弊
社
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
現
在
は
海
外
が
中
心
で
す

が
、今
回
F
F
G
グ
ル
ー
プ
か
ら
投
資
を
い
た
だ
い
た
こ

と
を
機
に
、福
岡
や
九
州
の
皆
様
と
共
に
日
本
の
良
い

商
品
・サ
ー
ビ
ス
を
、台
湾
や
東
南
ア
ジ
ア
に
一
緒
に
展

開
で
き
る
と
嬉
し
い
で
す
。

ここで紹介するスタートアップ企業は、ふくおかフィナンシャルグループの投資会社
FFGベンチャービジネスパートナーズが運営するベンチャーファンドが投資しています。

＃次世代のしたい、
なりたい、を叶えます。

所属クリエイター

阿倫（ALAN）と北九州市とのタイアップYouTube動画

三原慧悟（右から2番目）と蔡英文総統のコラボ動画終了後の記念撮影（台日美食観光特派員に任命される）

会社概要

カプセルジャパン株式会社

はに ぶち  しゅうせい

https://capsuleinc.co/
（サイト上部の　　で“JP”を選択）

埴渕 修世
東京都新宿区西新宿7-5-5
PLAZA西新宿 UCF4階

H P

代表取締役
本 社
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2021年11月30日（火）
10:00～19:00 ONLINE

地場企業 x ベンチャー企業
最新のテクノロジーを使った新規事業創出・課題解決の場

Match up 2021
X-Tech Match up 2021は九州の企業とベンチャー企業を結びつけるマッチングの場を提供します。
豊富なビジネスの経験を持つ企業と新しい技術、テクノロジー、ビジネスアイディアを持つベンチャー企業が協業することで、
企業側は新事業進出、業務効率化・改善及び社内課題の改善を目指し、ベンチャー企業は自身のビジネスの飛躍のきっかけを
つかみます。
本イベントを通じて、企業とベンチャー企業双方の力で地域の活性化につながることを願っています。

　 ※コンテンツの内容や配信時間・タイムスケジュールは、今後イベントHPにて紹介します

事前登録後は、商談ページ（https://eventbase.cloud/x-tech_gogo2021）にて、
ベンチャー企業の詳細情報確認・商談・問い合わせが可能です。

※商談の日程は基本的には11月30日ですが、それ以外の日程（10月14日～12月14日）でも商談を行うことは可能です。

　1．地場企業から、ベンチャー企業のオンラインブースを訪れ商談予約
　2．ベンチャー企業から、地場企業へ商談の申し出
　3．事務局から、地場企業にあったベンチャー企業の紹介

「地場企業」と「ベンチャー企業」とをつなぐオンライン商談会

DXの意識向上につながる基調講演・パネルセッションなどのコンテンツ配信

商談の方法

商談の参加には
イベント専用ホームページ（https://xtech-matchup.biz）から事前登録が必要です。

【主催】ふくおかフィナンシャルグループ　福岡銀行　熊本銀行　十八親和銀行　
【共催】一般財団法人 ふくおかフィナンシャルグループ企業育成財団

【お問い合わせ先】
株式会社 FFGベンチャービジネスパートナーズ　( 担当 : 大城  横溝 )
info@ffg-venture.co.jp
092－723－2139  (平日9時～17時）

参加方法

出展ベンチャー企業一覧

①商談ツールにアクセス
本イベントのオンライン商談は、外
部サービス「EventBASE」を利用し
ています。
イベント専用ページ
（https://xtech-matchup.biz）内の
「参加登録はこちら」ボタンから
EventBaseのサイトにアクセスして
ください。

②参加登録
EventBASEのページにて参加登録を
お願いします。参加登録後、業種や
課題の入力を行ってください。
※参加登録時送られてきたメールは
イベント終了まで保管してください。

③オンライン会場へ
オンライン会場では出展企業ブース
の閲覧や商談の事前予約、ベンチャー
企業からのメッセージ受信などの機能
が登録後すぐにご利用可能となります。
また、イベント当日には同会場にて
「基調講演」や「パネルセッション」
などの配信コンテンツもご視聴いた
だけます。

BPM株式会社　HMS株式会社　ファイルフォース株式会社　株式会社ものレボ　株式会社フォトラクション
株式会社LayerX　株式会社オープンロジ　株式会社ビースポーク　株式会社アクシバース　株式会社スカイディスク
株式会社LBB　ナレッジ・マーチャントワークス株式会社　CO-NECT株式会社

業務効率化

ビートラスト株式会社　株式会社HAB＆Co.　株式会社スタジアム　株式会社JSH　株式会社SmartHR
株式会社スタディスト　noco株式会社　株式会社YOLO JAPAN　PLAYLIFE株式会社

人材・労務管理（HR)

不動産・ホテル
株式会社スペースリー　株式会社SQUEEZE　株式会社AZOO　株式会社ATOMica　リーウェイズ株式会社

マーケティング
カプセルジャパン株式会社　Adlive株式会社　とどける株式会社

販路拡大・営業支援
株式会社パンフォーユー　キュレーションズ株式会社　株式会社データビークル　株式会社アペルザ
株式会社ナイトレイ　キャディ株式会社

anect株式会社　レボーン株式会社　株式会社Looop
最新サービス・テクノロジー

※出展企業は変更になる場合があります
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2021年11月30日（火）
10:00～19:00 ONLINE
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EventBaseのサイトにアクセスして
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※参加登録時送られてきたメールは
イベント終了まで保管してください。

③オンライン会場へ
オンライン会場では出展企業ブース
の閲覧や商談の事前予約、ベンチャー
企業からのメッセージ受信などの機能
が登録後すぐにご利用可能となります。
また、イベント当日には同会場にて
「基調講演」や「パネルセッション」
などの配信コンテンツもご視聴いた
だけます。
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人材・労務管理（HR)

不動産・ホテル
株式会社スペースリー　株式会社SQUEEZE　株式会社AZOO　株式会社ATOMica　リーウェイズ株式会社
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法人向け資金管理サービス

DataBiz

DataBizとは？

口座情報をいつでもどこでも確認

口座の動きを確認
入出金の年間推移グラフ
入出金明細
口座残高確認
口座連携（福岡銀行と他行）

メールでお知らせ
入金/出金/残高のメール通知
入金先に確認メール送信

どこでも確認
全機能のスマホ対応
外出先でもスマホやタブレット
から簡単に確認できます。

他行も含めた
複数口座を
まとめて確認！

DataBiz は口座情報をもっと簡単に確認したいというお客様の声から生まれたサービスです。
パソコンやスマートフォンから、福岡銀行はもちろん他行も含めた複数の口座をまとめて
確認できます。口座の入出金があった際、メールでお知らせする機能もあります。

データビズ

※当座預金口座と他行口座では一部ご利用いただけない機能がございます。

試験提供実施中

DataBizで資金管理の課題を解決!

いち早く知りたい入金や出金、下回りたくない口座残高を

設定するとメールで通知を受け取ることができます。

不測の事態をいち早く察知して「あの入金きたかな」と

ATMに記帳確認しにいく手間から解放されます。

口座の情報をWEBで確認！

PCやスマホのWEBブラウザから口座の入出金を確認

できるので外出先でもすぐに確認できます。

複数の口座をまとめて確認できるので、それぞれの

口座・通帳を確認する手間がなくなります。

ふくぎん以外の金融機関とも連携できます！
DataBizで他行の口座情報の連携ができ、会社でお使いの
当座預金口座を含む全ての口座の明細をまとめて確認いただけます。

お申込み手続きはオンラインで完結します。詳しくはHPをご覧ください。

福岡銀行 データビズ 検索

お問い合わせ
福岡銀行 ビジネス開発部　DataBiz 事務局

092-723-1859
[ 受 付 時 間 ] 平 日 9 : 0 0 ～ 1 8 : 0 0 但し、銀行休業日は除きます。

本サービスは、福岡銀行の預金口座をご利用いただいている法人または個人事業主様のみご利用可能です。 熊本銀行・十八親和銀行の口座および他行の口座
のみをご利用の法人または個人のお客様は対象外となりますので予めご了承ください。
本サービスは、実証実験期間終了後にはサービスの提供が終了する可能性がございますので予めご了承ください。
口座情報の反映には、福岡銀行の口座の場合30分～1時間程度、他行の口座の場合１日程度の時間がかかるケースがございますので予めご了承ください。

注意事項・動作環境
※
　
※
※

推奨ブラウザ
[PC] Chrome 最新版 , Edge 最新版 , Safari 最新版 , Firefox 最新版
[ スマートフォン ] iOS/Android で標準搭載されている Safari/Chrome 最新版

01メールで入出金をお知らせ！
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1
0
0
年
に
1
度
の

大
き
な
変
化
が
到
来
！

 

　
長
崎
県
は
、「
ま
ち
」の
佇
ま
い
が
大

き
く
変
わ
り
、ま
た
産
業
構
造
に
も
大

き
な
変
化
が
生
じ
て
お
り
、ま
さ
に
１
０

０
年
に
1
度
の
大
き
な
変
革
の
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。 

　
本
県
で
は
、こ
の
変
化（
チ
ェ
ン
ジ
）を

「
な
が
さ
き
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
4
・
0

（
４
度
目
の
都
市
革
命
）」と
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。 

　
そ
れ
で
は
、本
県
の
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
ま
ち
」が
変
わ
る
！

　　
ま
ず
は
、県
の
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
西
九
州
新
幹
線
で
す
。（
図
1
） 

　
長
崎
〜
武
雄
温
泉
間
は
、既
に
フ
ル

規
格
で
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、武

雄
温
泉
〜
新
鳥
栖
の
在
来
線
区
間
は
、

国
が
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
の
導
入

を
断
念
し
た
た
め
、令
和
４
年
秋
は
武

雄
温
泉
駅
で
の
対
面
乗
換
方
式
に
よ
り

開
業
し
、新
幹
線
か
ら
リ
レ
ー
特
急
に

乗
り
換
え
て
博
多
ま
で
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
ず
は
対
面
乗
換
方
式
に
よ
る
開
業
と

な
り
ま
す
が
、本
県
の
交
流
人
口
拡
大

を
は
じ
め
、地
域
振
興
に
お
け
る
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、多
く
の
お
客
様
を

お
迎
え
で
き
る
よ
う
受
入
体
制
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
ま
た
、新
幹
線
の
沿
線
で
は
、開
業

を
契
機
と
す
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が

進
ん
で
お
り
、ま
ち
の
景
色
に
も
大
き

な
変
化
が
現
れ
て
い
ま
す
。（
図
2
）長

崎
市
に
お
い
て
は
、令
和
2
年
3
月
の

長
崎
本
線
の
連
続
立
体
交
差
事
業
と

長
崎
駅
の
新
駅
舎
移
転
を
皮
切
り

に
、今
年
11
月
1
日
に
は
出
島
メ
ッ
セ

長
崎
が
開
業（
写
真
1
）、長
崎
駅
に
直

結
し
、ヒ
ル
ト
ン
長
崎
が
隣
接
す
る
な

ど
高
い
利
便
性
を
誇
り
ま
す
。新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
施
し
、

安
全
・
安
心
な
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
が
可
能

で
あ
り
、国
内
外
か
ら
多
く
の
訪
問
客

を
呼
び
込
み
、地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。  

　
ま
た
、今
後
に
つ
い
て
も
、 

●
Ｊ
Ｒ
九
州
の
新
駅
ビ
ル
の
整
備
計
画 

●
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
長
崎

が
進
め
る 「
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
図
3
）

●
松
が
枝
地
区
の
国
際
観
光
船
埠
頭

の
２
バ
ー
ス
化
と
ク
ル
ー
ズ
船
修
繕

事
業
の
拠
点
化（
写
真
2
） 

●
旧
県
庁
跡
地
に
お
け
る
歴
史
も
活
か

し
な
が
ら
、新
た
な
賑
わ
い
を
生
み
出

す
活
用
方
策
の
検
討

　
な
ど
次
々
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
し

て
い
く
予
定
で
す
。ま
た
諫
早
市
、大

村
市
に
お
い
て
も
新
幹
線
駅
整
備

（
写
真
3
）と
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

が
進
む
と
と
も
に
、県
内
各
地
で
も

様
々
な
動
き
が
出
て
き
て
い
ま
す
。 

 

　
次
に
、も
う
一
つ
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、特
定
複
合
観
光
施
設（
以
下
、

I
R
）の
誘
致
で
す
。（
図
4
・
5
）Ｉ
Ｒ

と
は
、国
際
会
議
場
施
設
、展
示
施
設
、

宿
泊
施
設
、我
が
国
の
伝
統
・
文
化
等

を
活
用
し
た
魅
力
増
進
施
設
、観
光
客

を
各
地
域
に
送
り
出
す
送
客
施
設
、エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施
設
に
カ
ジ
ノ
を

含
ん
だ
複
合
施
設
で
あ
り
、全
国
で
３

か
所
を
上
限
と
し
て
認
定
が
行
わ
れ
る

N
A
G
A
S
A
K
I P
R
E
F
E
C
T
U
R
E

長
崎
県

「
長
崎
県
の
近
未
来
像

〜N
A
G
A
SA
K
I Revolution4.0

〜
」に
つ
い
て 

写真1　出島メッセ長崎

図1　西九州新幹線　かもめ

図2　JR長崎東口駅前広場の完成イメージ

写真2　長崎港松が枝国際観光船埠頭 写真3　新JR諫早駅

図4　特定複合観光施設（IR）のイメージ
※事業者からの提案であり、今後デザイン含め変更の可能性があります。

図5　特定複合観光施設（IR）の全景イメージ
※事業者からの提案であり、今後デザイン含め変更の可能性があります。

図3　長崎スタジアムシティプロジェクト　※構想段階のため今後デザイン含め変更の可能性があります。　
提供：ジャパネットホールディングス 

（
寄
稿
：
長
崎
県
）
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1
0
0
年
に
1
度
の

大
き
な
変
化
が
到
来
！

 

　
長
崎
県
は
、「
ま
ち
」の
佇
ま
い
が
大

き
く
変
わ
り
、ま
た
産
業
構
造
に
も
大

き
な
変
化
が
生
じ
て
お
り
、ま
さ
に
１
０

０
年
に
1
度
の
大
き
な
変
革
の
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。 

　
本
県
で
は
、こ
の
変
化（
チ
ェ
ン
ジ
）を

「
な
が
さ
き
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
4
・
0

（
４
度
目
の
都
市
革
命
）」と
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。 

　
そ
れ
で
は
、本
県
の
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
ま
ち
」が
変
わ
る
！

　　
ま
ず
は
、県
の
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
西
九
州
新
幹
線
で
す
。（
図
1
） 

　
長
崎
〜
武
雄
温
泉
間
は
、既
に
フ
ル

規
格
で
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、武

雄
温
泉
〜
新
鳥
栖
の
在
来
線
区
間
は
、

国
が
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
の
導
入

を
断
念
し
た
た
め
、令
和
４
年
秋
は
武

雄
温
泉
駅
で
の
対
面
乗
換
方
式
に
よ
り

開
業
し
、新
幹
線
か
ら
リ
レ
ー
特
急
に

乗
り
換
え
て
博
多
ま
で
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
ず
は
対
面
乗
換
方
式
に
よ
る
開
業
と

な
り
ま
す
が
、本
県
の
交
流
人
口
拡
大

を
は
じ
め
、地
域
振
興
に
お
け
る
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、多
く
の
お
客
様
を

お
迎
え
で
き
る
よ
う
受
入
体
制
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
ま
た
、新
幹
線
の
沿
線
で
は
、開
業

を
契
機
と
す
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が

進
ん
で
お
り
、ま
ち
の
景
色
に
も
大
き

な
変
化
が
現
れ
て
い
ま
す
。（
図
2
）長

崎
市
に
お
い
て
は
、令
和
2
年
3
月
の

長
崎
本
線
の
連
続
立
体
交
差
事
業
と

長
崎
駅
の
新
駅
舎
移
転
を
皮
切
り

に
、今
年
11
月
1
日
に
は
出
島
メ
ッ
セ

長
崎
が
開
業（
写
真
1
）、長
崎
駅
に
直

結
し
、ヒ
ル
ト
ン
長
崎
が
隣
接
す
る
な

ど
高
い
利
便
性
を
誇
り
ま
す
。新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
施
し
、

安
全
・
安
心
な
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
が
可
能

で
あ
り
、国
内
外
か
ら
多
く
の
訪
問
客

を
呼
び
込
み
、地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。  

　
ま
た
、今
後
に
つ
い
て
も
、 

●
Ｊ
Ｒ
九
州
の
新
駅
ビ
ル
の
整
備
計
画 

●
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
長
崎

が
進
め
る 「
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
図
3
）

●
松
が
枝
地
区
の
国
際
観
光
船
埠
頭

の
２
バ
ー
ス
化
と
ク
ル
ー
ズ
船
修
繕

事
業
の
拠
点
化（
写
真
2
） 

●
旧
県
庁
跡
地
に
お
け
る
歴
史
も
活
か

し
な
が
ら
、新
た
な
賑
わ
い
を
生
み
出

す
活
用
方
策
の
検
討

　
な
ど
次
々
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
し

て
い
く
予
定
で
す
。ま
た
諫
早
市
、大

村
市
に
お
い
て
も
新
幹
線
駅
整
備

（
写
真
3
）と
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

が
進
む
と
と
も
に
、県
内
各
地
で
も

様
々
な
動
き
が
出
て
き
て
い
ま
す
。 

 

　
次
に
、も
う
一
つ
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、特
定
複
合
観
光
施
設（
以
下
、

I
R
）の
誘
致
で
す
。（
図
4
・
5
）Ｉ
Ｒ

と
は
、国
際
会
議
場
施
設
、展
示
施
設
、

宿
泊
施
設
、我
が
国
の
伝
統
・
文
化
等

を
活
用
し
た
魅
力
増
進
施
設
、観
光
客

を
各
地
域
に
送
り
出
す
送
客
施
設
、エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施
設
に
カ
ジ
ノ
を

含
ん
だ
複
合
施
設
で
あ
り
、全
国
で
３

か
所
を
上
限
と
し
て
認
定
が
行
わ
れ
る

N
A
G
A
S
A
K
I P
R
E
F
E
C
T
U
R
E

長
崎
県

「
長
崎
県
の
近
未
来
像

〜N
A
G
A
SA
K
I Revolution4.0

〜
」に
つ
い
て 

写真1　出島メッセ長崎

図1　西九州新幹線　かもめ

図2　JR長崎東口駅前広場の完成イメージ

写真2　長崎港松が枝国際観光船埠頭 写真3　新JR諫早駅

図4　特定複合観光施設（IR）のイメージ
※事業者からの提案であり、今後デザイン含め変更の可能性があります。

図5　特定複合観光施設（IR）の全景イメージ
※事業者からの提案であり、今後デザイン含め変更の可能性があります。

図3　長崎スタジアムシティプロジェクト　※構想段階のため今後デザイン含め変更の可能性があります。　
提供：ジャパネットホールディングス 

（
寄
稿
：
長
崎
県
）
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③西海市江島平島沖
  （潮流ナーサリーサイト）
  江島東側、江島北側、平島東側

①五島市椛島沖
   （浮体式洋上風力）

五島市沖

実証フィールド

②五島市久賀島沖
  （潮流）
  奈留瀬戸
  田ノ浦瀬戸

見
込
み
で
す
。Ｉ
Ｒ
は
、国
際
的
な

M
I
C
E
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
、「
国
際

競
争
力
の
高
い
魅
力
あ
る
滞
在
型
観

光
」を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

国
策
で
あ
り
、「
2
0
3
0
年
に
訪
日

外
国
人
旅
行
者
数
を
6,
0
0
0
万

人
、消
費
額
を
15
兆
円
」と
す
る
政
府

目
標
達
成
を
後
押
し
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
導
入
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

　
本
県
に
と
っ
て
も
、Ｉ
Ｒ
の
整
備
は
、

交
流
人
口
の
拡
大
等
に
よ
り
地
域
経
済

に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
、新

た
な
雇
用
創
出
、ひ
い
て
は
定
住
人
口
の

増
加
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、本
県
を

起
点
と
し
た
九
州
の
地
方
創
生
実
現
の

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
い
ま
す
。本
県
で
は
、

大
村
湾
に
面
し
た
佐
世
保
市
ハ
ウ
ス
テ

ン
ボ
ス
地
域
に
、31
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
Ｉ
Ｒ

用
地
を
確
保
し
て
お
り
、Ｉ
Ｒ
の
設
置
運

営
事
業
者
と
し
て「
カ
ジ
ノ
オ
ー
ス
ト
リ

ア
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
ャ
パ
ン
」を
公

募
に
よ
り
選
定
し
ま
し
た
。九
州
・
長
崎

Ｉ
Ｒ
な
ら
で
は
の
ア
ジ
ア
と
の
近
接
性

や
、海
に
面
し
、島
を
活
か
す
こ
と
の
で

き
る
特
長
、九
州
一
体
の
推
進
体
制
、県

内
の
合
意
形
成
な
ど
の
強
み
を
最
大
限

に
活
か
し
な
が
ら
、国
の
認
定
が
得
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
ま
た
、Ｉ
Ｒ
を
誘
致
し
て
い
る
県
北
地

域
に
お
い
て
も
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

進
ん
で
お
り
、Ｉ
Ｒ
区
域
に
近
接
す
る
浦

頭
地
区
に
お
け
る
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備（
図
6
）や
、九
十
九
島
を
望
む
俵
ヶ

浦
半
島
に
お
い
て
は
豊
か
な
自
然
や
歴

史
を
活
か
し
た
観
光
公
園
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
産
業
構
造
」が
変
わ
る
！

 

　
次
に
、産
業
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。 

　
長
崎
県
の
基
幹
産
業
の
一
つ
は
造

船
業
で
あ
り
、県
内
に
は
多
く
の
造
船

関
連
企
業
が
立
地
し
て
い
ま
す
。本
県

は
造
船
に
関
し
、我
が
国
を
リ
ー
ド
す

る
位
置
に
あ
り
、引
き
続
き
本
県
の
基

幹
産
業
と
し
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
が
、

現
在
、世
界
中
で
、ロ
ボ
ッ
ト
や
A
I
、

I
o
T
な
ど
の
先
端
技
術
を
活
用
し
た

革
新
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
が

次
々
と
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。本
県
で

も
、こ
う
し
た
時
代
の
流
れ
を
踏
ま
え
、

造
船
業
等
に
次
ぐ
新
た
な
基
幹
産
業

を
作
り
出
す
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、県
と
し
て
新
た
な
基
幹
産

業
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
分
野
を
ご

紹
介
し
ま
す
。 

　
ま
ず
は
、A
I
・
I
o
T
・ロ
ボ
ッ
ト
関

連
産
業
で
す
。県
で
は
、平
成
29
年
12
月

に
、オ
フ
ィ
ス
ビ
ル「
ク
レ
イ
ン
ハ
ー
バ
ー

長
崎
ビ
ル
」（
写
真
4
）を
整
備
し
、情
報

通
信
関
連
企
業
の
誘
致
を
強
化
し
ま
し

た
が
、近
年
の
B
C
P（
災
害
時
の
事
業

継
続
計
画
）意
識
の
高
ま
り
な
ど
に
よ

り
、日
本
を
代
表
す
る
情
報
系
企
業
の

研
究
・
開
発
拠
点
の
立
地
が
相
次
い
で

お
り
、こ
う
し
た
誘
致
企
業
と
県
内

企
業
の
連
携
強
化
に
よ
る
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
を
促
す
と
と
も
に
、新
技
術
の

導
入
促
進
や
人
材
育
成
等
を
図
っ
て
い

ま
す
。 

　
県
内
で
は
、長
崎
県
立
大
学
の
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
学
科
や
長
崎
大
学
の
情

報
デ
ー
タ
科
学
部
の
新
設
な
ど
、優
秀

な
Ｉ
Ｔ
人
材
を
供
給
で
き
る
状
況
で

あ
り
、さ
ら
な
る
企
業
集
積
と
県
内
企

業
の
育
成
に
よ
り
、新
た
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
造
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。 

　
2
つ
目
は
、航
空
機
関
連
産
業
で

す
。国
内
の
航
空
機
関
連
産
業
の
生
産

額
は
、こ
の
10
年
間
で
1
・
6
倍
の
1
兆

８
千
億
円
と
な
り
、２
０
３
０
年
に
は

３
兆
円
を
超
え
る
と
い
わ
れ
、成
長
産

業
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。そ
こ

で
本
県
が
有
す
る
造
船
業
・
プ
ラ
ン
ト

産
業
の
高
い
技
術
を
活
か
し
、航
空
機

関
連
産
業
の
新
た
な
集
積
地
と
な
る
よ

う
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
3
つ
目
は
、海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産

業
で
す
。こ
ち
ら
も
造
船
業
・
プ
ラ
ン
ト

産
業
の
高
い
技
術
を
活
か
し
、海
洋
県

長
崎
と
し
て
、全
国
に
先
駆
け
て
取
組

を
進
め
て
き
た
洋
上
風
力
発
電
を
中

心
に
、中
核
企
業
の
育
成
や
共
同
受
注

体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
図
7
・
写
真
5
）そ
の
他
、本
県
で
は

様
々
な
企
業
を
誘
致
し
、半
導
体
関
連

産
業
や
自
動
車
関
連
産
業
な
ど
、多
く

の
企
業
の
皆
様
に
立
地
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。（
写
真
6
） 

 

チ
ェ
ン
ジ
＆
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
誌
面
の
関
係
上
、主
な
も
の
だ
け
ご

紹
介
し
ま
し
た
が
、詳
細
な
内
容
や
各

地
域
に
お
け
る
そ
の
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
き
ま
し
て
は
、本
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に「
長
崎
県
の
近
未
来
像
」と
し
て

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
こ
の
本
県
の
大
き
な
変
化（
チ
ェ
ン
ジ
）

に
更
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
い
、本
県
の
地

域
活
性
化
、経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、今
後
と
も
県
内

外
の
関
係
皆
様
の
ご
支
援
・ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

図6　佐世保市浦頭地区における国際ターミナル整備

写真4　クレインハーバー長崎ビル

図7　再エネ海域利用法に基づく促進区域 

写真5　世界初のハイブリッドスパー型　
　　　　浮体式洋上風力発電

写真6　ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング　スマホ用CMOSイメージセンサー
　　　　生産拠点の増強
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③西海市江島平島沖
  （潮流ナーサリーサイト）
  江島東側、江島北側、平島東側

①五島市椛島沖
   （浮体式洋上風力）

五島市沖

実証フィールド

②五島市久賀島沖
  （潮流）
  奈留瀬戸
  田ノ浦瀬戸

見
込
み
で
す
。Ｉ
Ｒ
は
、国
際
的
な

M
I
C
E
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
、「
国
際

競
争
力
の
高
い
魅
力
あ
る
滞
在
型
観

光
」を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

国
策
で
あ
り
、「
2
0
3
0
年
に
訪
日

外
国
人
旅
行
者
数
を
6,
0
0
0
万

人
、消
費
額
を
15
兆
円
」と
す
る
政
府

目
標
達
成
を
後
押
し
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
導
入
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

　
本
県
に
と
っ
て
も
、Ｉ
Ｒ
の
整
備
は
、

交
流
人
口
の
拡
大
等
に
よ
り
地
域
経
済

に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
、新

た
な
雇
用
創
出
、ひ
い
て
は
定
住
人
口
の

増
加
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、本
県
を

起
点
と
し
た
九
州
の
地
方
創
生
実
現
の

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
い
ま
す
。本
県
で
は
、

大
村
湾
に
面
し
た
佐
世
保
市
ハ
ウ
ス
テ

ン
ボ
ス
地
域
に
、31
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
Ｉ
Ｒ

用
地
を
確
保
し
て
お
り
、Ｉ
Ｒ
の
設
置
運

営
事
業
者
と
し
て「
カ
ジ
ノ
オ
ー
ス
ト
リ

ア
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
ャ
パ
ン
」を
公

募
に
よ
り
選
定
し
ま
し
た
。九
州
・
長
崎

Ｉ
Ｒ
な
ら
で
は
の
ア
ジ
ア
と
の
近
接
性

や
、海
に
面
し
、島
を
活
か
す
こ
と
の
で

き
る
特
長
、九
州
一
体
の
推
進
体
制
、県

内
の
合
意
形
成
な
ど
の
強
み
を
最
大
限

に
活
か
し
な
が
ら
、国
の
認
定
が
得
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
ま
た
、Ｉ
Ｒ
を
誘
致
し
て
い
る
県
北
地

域
に
お
い
て
も
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

進
ん
で
お
り
、Ｉ
Ｒ
区
域
に
近
接
す
る
浦

頭
地
区
に
お
け
る
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備（
図
6
）や
、九
十
九
島
を
望
む
俵
ヶ

浦
半
島
に
お
い
て
は
豊
か
な
自
然
や
歴

史
を
活
か
し
た
観
光
公
園
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
産
業
構
造
」が
変
わ
る
！

 

　
次
に
、産
業
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。 

　
長
崎
県
の
基
幹
産
業
の
一
つ
は
造

船
業
で
あ
り
、県
内
に
は
多
く
の
造
船

関
連
企
業
が
立
地
し
て
い
ま
す
。本
県

は
造
船
に
関
し
、我
が
国
を
リ
ー
ド
す

る
位
置
に
あ
り
、引
き
続
き
本
県
の
基

幹
産
業
と
し
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
が
、

現
在
、世
界
中
で
、ロ
ボ
ッ
ト
や
A
I
、

I
o
T
な
ど
の
先
端
技
術
を
活
用
し
た

革
新
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
が

次
々
と
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。本
県
で

も
、こ
う
し
た
時
代
の
流
れ
を
踏
ま
え
、

造
船
業
等
に
次
ぐ
新
た
な
基
幹
産
業

を
作
り
出
す
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、県
と
し
て
新
た
な
基
幹
産

業
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
分
野
を
ご

紹
介
し
ま
す
。 

　
ま
ず
は
、A
I
・
I
o
T
・ロ
ボ
ッ
ト
関

連
産
業
で
す
。県
で
は
、平
成
29
年
12
月

に
、オ
フ
ィ
ス
ビ
ル「
ク
レ
イ
ン
ハ
ー
バ
ー

長
崎
ビ
ル
」（
写
真
4
）を
整
備
し
、情
報

通
信
関
連
企
業
の
誘
致
を
強
化
し
ま
し

た
が
、近
年
の
B
C
P（
災
害
時
の
事
業

継
続
計
画
）意
識
の
高
ま
り
な
ど
に
よ

り
、日
本
を
代
表
す
る
情
報
系
企
業
の

研
究
・
開
発
拠
点
の
立
地
が
相
次
い
で

お
り
、こ
う
し
た
誘
致
企
業
と
県
内

企
業
の
連
携
強
化
に
よ
る
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
を
促
す
と
と
も
に
、新
技
術
の

導
入
促
進
や
人
材
育
成
等
を
図
っ
て
い

ま
す
。 

　
県
内
で
は
、長
崎
県
立
大
学
の
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
学
科
や
長
崎
大
学
の
情

報
デ
ー
タ
科
学
部
の
新
設
な
ど
、優
秀

な
Ｉ
Ｔ
人
材
を
供
給
で
き
る
状
況
で

あ
り
、さ
ら
な
る
企
業
集
積
と
県
内
企

業
の
育
成
に
よ
り
、新
た
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
造
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。 

　
2
つ
目
は
、航
空
機
関
連
産
業
で

す
。国
内
の
航
空
機
関
連
産
業
の
生
産

額
は
、こ
の
10
年
間
で
1
・
6
倍
の
1
兆

８
千
億
円
と
な
り
、２
０
３
０
年
に
は

３
兆
円
を
超
え
る
と
い
わ
れ
、成
長
産

業
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。そ
こ

で
本
県
が
有
す
る
造
船
業
・
プ
ラ
ン
ト

産
業
の
高
い
技
術
を
活
か
し
、航
空
機

関
連
産
業
の
新
た
な
集
積
地
と
な
る
よ

う
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
3
つ
目
は
、海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産

業
で
す
。こ
ち
ら
も
造
船
業
・
プ
ラ
ン
ト

産
業
の
高
い
技
術
を
活
か
し
、海
洋
県

長
崎
と
し
て
、全
国
に
先
駆
け
て
取
組

を
進
め
て
き
た
洋
上
風
力
発
電
を
中

心
に
、中
核
企
業
の
育
成
や
共
同
受
注

体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
図
7
・
写
真
5
）そ
の
他
、本
県
で
は

様
々
な
企
業
を
誘
致
し
、半
導
体
関
連

産
業
や
自
動
車
関
連
産
業
な
ど
、多
く

の
企
業
の
皆
様
に
立
地
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。（
写
真
6
） 

 

チ
ェ
ン
ジ
＆
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
誌
面
の
関
係
上
、主
な
も
の
だ
け
ご

紹
介
し
ま
し
た
が
、詳
細
な
内
容
や
各

地
域
に
お
け
る
そ
の
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
き
ま
し
て
は
、本
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に「
長
崎
県
の
近
未
来
像
」と
し
て

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
こ
の
本
県
の
大
き
な
変
化（
チ
ェ
ン
ジ
）

に
更
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
い
、本
県
の
地

域
活
性
化
、経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、今
後
と
も
県
内

外
の
関
係
皆
様
の
ご
支
援
・ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

図6　佐世保市浦頭地区における国際ターミナル整備

写真4　クレインハーバー長崎ビル

図7　再エネ海域利用法に基づく促進区域 

写真5　世界初のハイブリッドスパー型　
　　　　浮体式洋上風力発電

写真6　ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング　スマホ用CMOSイメージセンサー
　　　　生産拠点の増強
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日
本
産
食
品

　
香
港
は
、2
0
0
5
年
か
ら
16
年

連
続
で
日
本
に
と
っ
て
最
大
の
農
林

水
産
物
・
食
品
の
輸
出
先
で
す
。し
か

し
、香
港
で
の
飲
食
店
の
営
業
規
制

等
を
背
景
に
、2
0
2
0
年
の
輸
出

品
目
の
構
成
に
は
変
化
が
見
ら
れ
ま

し
た
。「
な
ま
こ
」等
の
高
級
食
材
の
需

要
が
減
退
し
た
一
方
で
、「
鶏
卵
」等

の
日
常
食
材
や「
日
本
酒
」等
の
ア
ル

コ
ー
ル
飲
料
の
需
要
が
増
進
し
ま
し

た
。﹇
図
３
﹈

　
な
お
、2
0
1
9
年
7
月
に
香
港 

1
号
店
を
新
規
出
店
し
た「D

O
N

 

D
O
N

 

D
O
N
K
I

（
ド
ン
ド
ン
ド
ン
キ

※
2
）」﹇
図
4
﹈の
急
拡
大（
現
在
：

8
店
舗
）を
契
機
と
し
て
、小
売
店
に

よ
る
取
扱
商
品
の
差
別
化
を
図
る
動

き
が
加
速
し
、香
港
は
幅
広
い
種
類
の

日
本
産
食
品
を
更
に
購
入
し
や
す
い

環
境
に
な
っ
た
と
実
感
し
ま
す
。 

　
ま
た
、飲
食
店
に
お
い
て
も
、本
格

的
な
日
本
料
理
店
が
盛
況
、回
転
寿

司「S
U
S
H
IR
O

（
ス
シ
ロ
ー
）」の

急
拡
大
、日
本
酒
バ
ー
の
新
規
出
店

と
い
っ
た
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。

 

4
-

　お
わ
り
に

　
以
上
の
よ
う
に
、日
本
と
自
由
な

往
来
は
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

香
港
内
で
”日
本
“を
感
じ
る
機
会
は

確
か
に
増
加
し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で

変
化
す
る
現
地
ニ
ー
ズ
を
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
企
業
が
数
多
く
存

在
す
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
福
岡
銀
行
の
海
外
駐
在
員
事
務
所

で
は
、市
場
調
査
、現
地
進
出
、ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
ご
相
談
を
承
っ
て

い
ま
す
。現
地
事
情
を
お
知
り
に
な
り

た
い
方
は
、ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

グ
ル
ー
プ
各
行（
福
岡
銀
行
、熊
本
銀

行
、十
八
親
和
銀
行
）の
最
寄
り
の
支

店
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
1
：
”F
ly”

と
”V
a
c
a
t
i
o
n”

か
ら
派
生
し
た

造
語
で
、「
フ
ラ
イ
ト
を
楽
し
む
休
暇
」の
意
味
。

な
お
、「
ホ
テ
ル
宿
泊
を
楽
し
む
休
暇
」の
”S
t
a
y

　
c
a
t
i
o
n”

も
あ
る
。

※
2
：パ
ン・パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス（
P
P
I
H
）グ
ル
ー
プ
が
展
開
。日
本
産

農
林
水
産
物
や
食
品
が
中
心
商
材
。 

2
0
2
1
年
9
月
30
日
現
在

（
香
港
駐
在
員
事
務
所
　
長 

真
太
郎
） 

1
-

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

　
　感
染
拡
大
状
況

　
香
港
で
は
、2
0
2
0
年
11
月
下

旬
に
発
生
し
た「
第
4
波
」が
2
0
2

1
年
5
月
に
収
束
し
て
以
降
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
落
ち

着
い
て
い
ま
す
。2
0
2
1
年
9
月
末

時
点
に
お
い
て
、8
月
中
旬
か
ら
1
ヶ

月
以
上
も
、域
内
感
染
者
数（
海
外
か

ら
の
輸
入
感
染
者
数
を
除
く
）が
ゼ
ロ

を
記
録
し
て
い
ま
す
。但
し
、第
4
波

の
時
期
よ
り
多
少
緩
和
さ
れ
た
と
は

い
え
、香
港
政
府
は
徹
底
し
た
防
疫

措
置
を
継
続
し
て
い
る
状
況
で
す
。 

　
本
稿
で
は
、長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
変
化
し
た
日
本
に
関
す
る

事
象
を
香
港
か
ら
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。 

2
-

　日
本
旅
行

　
2
0
1
9
年
ま
で
、香
港
か
ら
の

出
境
者
数
は
、L
C
C
路
線
の
拡

大
も
あ
っ
て
右
肩
上
が
り
で
し
た
。

ま
た
、そ
の
高
ま
る
海
外
旅
行
ニ
ー
ズ

の
受
け
皿
と
し
て
、日
本
は
ダ
ン
ト
ツ

の
人
気
国
で
し
た
。2
0
1
9
年
の

香
港
か
ら
の
訪
日
旅
行
客
は
約

2
2
9
万
人
で
す
が
、香
港
人
口
の
約

7
5
2
万
人
と
比
較
す
る
と
、そ
の

人
気
度
合
い
が
分
か
る
か
と
思
い
ま

す
。香
港
市
民
に
と
っ
て
の
日
本
旅

行
は
、日
本
人
に
と
っ
て
の
ハ
ワ
イ
旅

行
の
よ
う
に
、海
外
旅
行
の
定
番
と

言
え
ま
し
た
。﹇
図
1
﹈

　
し
か
し
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
日
本

旅
行
が
制
限
さ
れ
、面
積
の
狭
い
土

地
に
留
ま
り
続
け
る
香
港
市
民
の
フ

ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
非
常
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。入
出
境
規
制
を
受
け
な
い

「
フ
ラ
イ
ケ
ー
シ
ョ
ン（F

lycation
※
1
）」﹇
図
2
﹈や「
無
寄
港
ク
ル
ー

ズ
旅
行
」で
は
、日
本
を
テ
ー
マ
と
し
た

企
画
も
人
気
を
評
し
て
お
り
、日
本

旅
行
の
雰
囲
気
を
味
わ
う
方
法
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

コロナ禍の香港における
“日本”の変化

Hong Kong Representative Office

香港駐在員報告

（香港駐在員事務所）

250

200

150

100

50

0

■図1　香港から主要国・地域への旅客数の推移（中国本土を除く） 

■図3　日本産農林水産物・食品の香港向け
　　　　上位輸出品目 

（出所：JNTO、中華民国統計資訊網） 日本 台湾 タイ 韓国 シンガポール

2015年から日本が人気第1位
（万人）

■図2　“Flycation”の日本企画

（出所：EGL HP） 

■図4　DON DON DONKI（銅鑼湾：名珠城店） 

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

229

2019年 2020年

①
真珠（天然・養殖） なまこ（調製）

285億円 154億円

②
なまこ（調製） アルコール飲料

187億円 100億円

③
たばこ たばこ

98億円 79億円

④
アルコール飲料 貝柱（調製）

63億円 58億円

⑤
菓子（米菓を除く） 牛肉

59億円 54億円

⑥
貝柱（調製） 清涼飲料水

59億円 51億円

⑦
清涼飲料水 菓子（米菓を除く）

56億円 50億円

⑧
牛肉 真珠（天然・養殖）

51億円 46億円

⑨
ホタテ貝（調製） 鶏卵

48億円 45億円

⑩
りんご ソース混合調味料

37億円 35億円

合計 2,037億円 2,060億円

（出所：農林水産省）
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染
拡
大
状
況

　
香
港
で
は
、2
0
2
0
年
11
月
下

旬
に
発
生
し
た「
第
4
波
」が
2
0
2

1
年
5
月
に
収
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落
ち

着
い
て
い
ま
す
。2
0
2
1
年
9
月
末

時
点
に
お
い
て
、8
月
中
旬
か
ら
1
ヶ

月
以
上
も
、域
内
感
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ョ
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味
わ
う
方
法
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一
つ
に
な
っ
て
い
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よ
う
で
す
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コロナ禍の香港における
“日本”の変化

Hong Kong Representative Office

香港駐在員報告

（香港駐在員事務所）
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■図1　香港から主要国・地域への旅客数の推移（中国本土を除く） 

■図3　日本産農林水産物・食品の香港向け
　　　　上位輸出品目 

（出所：JNTO、中華民国統計資訊網） 日本 台湾 タイ 韓国 シンガポール

2015年から日本が人気第1位
（万人）

■図2　“Flycation”の日本企画

（出所：EGL HP） 

■図4　DON DON DONKI（銅鑼湾：名珠城店） 

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

229

2019年 2020年

①
真珠（天然・養殖） なまこ（調製）

285億円 154億円

②
なまこ（調製） アルコール飲料

187億円 100億円

③
たばこ たばこ

98億円 79億円

④
アルコール飲料 貝柱（調製）

63億円 58億円

⑤
菓子（米菓を除く） 牛肉

59億円 54億円

⑥
貝柱（調製） 清涼飲料水

59億円 51億円

⑦
清涼飲料水 菓子（米菓を除く）

56億円 50億円

⑧
牛肉 真珠（天然・養殖）

51億円 46億円

⑨
ホタテ貝（調製） 鶏卵

48億円 45億円

⑩
りんご ソース混合調味料

37億円 35億円

合計 2,037億円 2,060億円

（出所：農林水産省）
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、
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。

通潤酒造・寛政蔵2

上益城郡山都町浜町５４
☎0967-72-1177

　山都町の米・水など地元産にこだわった
酒造メーカーです。特徴は、上品で優しい
味わいと、穏やかな吟醸香を生む「熊本酵
母」を使用していることです。熊本県最古と
言われる蔵をリノベーションした「おもてなし
の蔵」では、利き酒セット、ノンアルコールの
甘酒やスイーツなどが味わえます。また、事
前予約で、酒蔵見学もできます。

通潤山荘8

上益城郡山都町長原１９２-１　☎0967-72-1161

　九州山地を望む、自然豊かな環境の中にある宿。
筋肉痛や神経痛に良いと評判の天然温泉が人気
で、立ち寄り利用もできます。アルカリ性単純泉で肌
に優しく馴染む泉質です。併設のレ
ストラン「しゃくなげ」では、地元野菜
をふんだんに使った山里バイキング
（土・日の昼のみ）もあります。

有限会社丸重ミート1

上益城郡山都町浜町１１１-１
☎0967-72-0447

　創業以来62年、高品質・高鮮度の鮮
馬刺しや加工品を取り扱う精肉店です。
名物は、創業当初から変わらぬ味を代々
受け継いでいるフライドチキン。鹿児島産
ハーブ鶏を１０種類のスパイスで味付けし
たチキンは、ジューシーで
柔らかです。冷めても美味
しいと評判で、お土産にも
お勧めです。

おちかラーメン4
上益城郡山都町浜町５　☎0967-72-0121

　１９７０年創業の老舗熊本ラーメン店です。醤油だれと焦がしに
んにくの風味が調和した、本格派です。豚骨ゲンコツとバラをじっ
くり８時間煮込んだ
スープは、見た目の
コッテリ感に比べ
て驚くほどあっさり
しています。豚骨が
苦手な方でも飲み
干せるほどまろやか
な仕上がりです。

ウォーキング
マップ

山都町
熊本県

やまと文化の森（山都町観光文化交流館）5
　この施設は、山都町の観光文化の情報発
信拠点です。各種企画展示を開催するほか、
伝統文化を紹介するコーナーもあります。また
館外では、八朔祭を盛り上げる竹やシュロの
皮等、自然の材料を使用した大造り物を見る
ことができます。

道の駅 通潤橋6
　道の駅には物産館・レストラン・史料館が
あります。物産館「虹の通潤館」では、山都町
の特産品である矢部茶や、ゆず加工品、清
酒などを販売しています。レストランの名物
は、地元の素材を使った「通潤橋カレー」。ご
飯が通潤橋の形になっています。

通潤橋7

　長さ75.6ｍ、高さ20.2ｍという日本最
大級の石造りアーチ水路橋で、国指定
の重要文化財。１８５４年、四方を河川に
囲まれた白糸台地に農業用水を送るた
め建設されました。日本の石造りアーチ
橋のなかで唯一「放水」のできる橋です。

日本料理 紗陶3
上益城郡山都町浜町１７２-12
☎0967-72-4810

　県外からも訪れる人の多い、本格的な懐石料
理店です。地産地消をコンセプトに大阪の懐石
料理店で修行した店主が作る繊細な料理が楽し
めます。やすらぎ懐石コースは、前菜からデザート
まで、華やかでボリュームもあり、コストパフォーマ
ンスが高いと評判です。人気店のため、事前予約
がお勧めです。

熊本銀行
浜町支店

まる しげ

しゃ とう
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通潤酒造・寛政蔵2

上益城郡山都町浜町５４
☎0967-72-1177

　山都町の米・水など地元産にこだわった
酒造メーカーです。特徴は、上品で優しい
味わいと、穏やかな吟醸香を生む「熊本酵
母」を使用していることです。熊本県最古と
言われる蔵をリノベーションした「おもてなし
の蔵」では、利き酒セット、ノンアルコールの
甘酒やスイーツなどが味わえます。また、事
前予約で、酒蔵見学もできます。

通潤山荘8

上益城郡山都町長原１９２-１　☎0967-72-1161

　九州山地を望む、自然豊かな環境の中にある宿。
筋肉痛や神経痛に良いと評判の天然温泉が人気
で、立ち寄り利用もできます。アルカリ性単純泉で肌
に優しく馴染む泉質です。併設のレ
ストラン「しゃくなげ」では、地元野菜
をふんだんに使った山里バイキング
（土・日の昼のみ）もあります。

有限会社丸重ミート1

上益城郡山都町浜町１１１-１
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　創業以来62年、高品質・高鮮度の鮮
馬刺しや加工品を取り扱う精肉店です。
名物は、創業当初から変わらぬ味を代々
受け継いでいるフライドチキン。鹿児島産
ハーブ鶏を１０種類のスパイスで味付けし
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信拠点です。各種企画展示を開催するほか、
伝統文化を紹介するコーナーもあります。また
館外では、八朔祭を盛り上げる竹やシュロの
皮等、自然の材料を使用した大造り物を見る
ことができます。
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あります。物産館「虹の通潤館」では、山都町
の特産品である矢部茶や、ゆず加工品、清
酒などを販売しています。レストランの名物
は、地元の素材を使った「通潤橋カレー」。ご
飯が通潤橋の形になっています。
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大級の石造りアーチ水路橋で、国指定
の重要文化財。１８５４年、四方を河川に
囲まれた白糸台地に農業用水を送るた
め建設されました。日本の石造りアーチ
橋のなかで唯一「放水」のできる橋です。

日本料理 紗陶3
上益城郡山都町浜町１７２-12
☎0967-72-4810

　県外からも訪れる人の多い、本格的な懐石料
理店です。地産地消をコンセプトに大阪の懐石
料理店で修行した店主が作る繊細な料理が楽し
めます。やすらぎ懐石コースは、前菜からデザート
まで、華やかでボリュームもあり、コストパフォーマ
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1人分（200g）生徒たちの熱い思いが込められたカレー

　佐賀商業高校の生徒たちが企画・開発した、佐賀県産和牛が
ゴロッと入ったカレーです。地元の素材にこだわり、佐賀県産玉
ねぎのソテー、九州産のにんじんピューレなどを配合し風味豊か
で深みのある味に仕上げました。
　生徒たちが心を通わせながら、お互い切磋琢磨し、伝統を重
んじつつ新たな美しき歴史を築いていって欲しいという願いを
込め、創立110周年を記念し誕生しました。

佐賀県立
佐賀商業高等学校
佐賀市神野東
4丁目12-40

通販はこちら

博多阪急、ゆめタウン佐賀、ふるさとチョイス、
アマゾン、ヤフーショッピング ほか購入可能店舗

母校の逸品

FILE.12 極星カレー

佐賀商業創立110周年を
記念して誕生
きわみ  ほし

　「
黎
明
」。壮
麗
な
色
彩
の
朝
焼
け
の

光
の
中
に
包
ま
れ
た
時
に
、頭
に
浮
か

ぶ
そ
の
美
し
い
言
葉
は
、筆
者
の
好
き

な
言
葉
の
ひ
と
つ
で
、夜
明
と
い
う
意

味
の
ほ
か
無
か
ら
物
事
が
始
ま
り
ゆ

く
様
を
表
し
ま
す
。

　
四
半
世
紀
ほ
ど
前
に
、国
内
で
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
の
草
分
け
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
達
が
実
験
的
に
発
表
し
た
曲
が

あ
り
ま
し
た
。当
時
ラ
ジ
オ
な
ど
で
頻

繁
に
流
れ
て
い
た
そ
の
曲
は
、サ
ン
プ

リ
ン
グ
さ
れ
た
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
の
名

曲
の
印
象
的
な
ギ
タ
ー
リ
フ
が
や
た

ら
耳
に
残
る
曲
で
し
た
。

　
最
近
、玄
界
灘
に
浮
か
ぶ
離
島
の
振

興
に
絡
み
、弊
社
も
様
々
な
ご
相
談
を

受
け
ま
す
。離
島
で
は
、
夜
が
明
け
る

と
周
り
は
見
渡
す
限
り
の
水
平
線
。そ

こ
で
は
天
空
を
覆
い
尽
さ
ん
ば
か
り

の
圧
倒
的
な
色
彩
が
迫
る
朝
焼
け
を

目
に
す
る
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
火
山
の
大
噴
火
以
降
、

世
界
中
の
朝
焼
け
・
夕
焼
け
の
空
の

色
が
か
わ
っ
た
と
言
い
ま
す
が
、目
に

し
た
時「
黎
明
」と
い
う
言
葉
と
、そ
の

曲
の
フ
レ
ー
ズ
が
脳
裏
に
浮
か
ぶ
の

で
す
。そ
の
曲
は
一
時
期
巷
に
流
れ
て

い
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、ポ
ッ
プ
ソ
ン

グ
の
変
革
期
に
、
新
し
い
海
釣
り
の

ジ
ャ
ン
ル
が
始
ま
り
そ
う
な
予
感
を

胸
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
た
頃

と
重
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
頃
か
ら

朝
焼
け
の
空
の
色
は
変
わ
っ
て
き
て

い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
ふ
と
考
え
た
刹
那
、

水
面
で
何
か
が
跳
ね
る
音
を
聞
い
て

筆
者
は
ハ
ッ
と
我
に
帰
り
ま
す
。思
い

出
し
た
よ
う
に
、
小
魚
を
模
し
た
ミ

ノ
ー
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
ル
ア
ー(

疑

似
餌
）を
投
げ
る
と
あ
っ
さ
り
40
㎝
を

越
え
る
太
い
カ
マ
ス
が
釣
れ
て
く
れ

ま
し
た
。思
わ
ず
呟
き
ま
す
。「
太
か
！

面
白
か
！
」

　
極
彩
色
の
朝
焼
け
が
初
夏
の
白
々

し
た
日
差
し
に
変
わ
る
頃
、私
は
願
い

ま
す
。変
わ
る
べ
き
も
の
は
変
わ
り
、

移
り
行
く
も
の
は
移
り
行
く
。そ
れ
で

も
島
々
の
こ
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
や

さ
し
い
時
間
や
、こ
の
魚
た
ち
と
そ
れ

を
育
む
碧
く
輝
く
澄
ん
だ
海
は
い
つ

ま
で
も
ず
っ
と
変
わ
っ
て
欲
し
く
な

い
と
。そ
し
て
「
黎
明
」。そ
の
明
澄
な

語
感
は
、
艶
や
か
な
光
彩
の
情
景
と
、

新
し
く
生
み
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
素

晴
ら
し
い
な
に
か
を
、い
つ
も
予
感
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

①朝焼けの光彩に包まれる筆者 ②太かカマスをゲット ③空の色と同じ色のネンブツダイは釣れて少し残念（笑）

FFGビジネス
コンサルティングの

ちょっと
つりみち

［ 離島・黎明編 ］

1

2

3
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1人分（200g）生徒たちの熱い思いが込められたカレー

　佐賀商業高校の生徒たちが企画・開発した、佐賀県産和牛が
ゴロッと入ったカレーです。地元の素材にこだわり、佐賀県産玉
ねぎのソテー、九州産のにんじんピューレなどを配合し風味豊か
で深みのある味に仕上げました。
　生徒たちが心を通わせながら、お互い切磋琢磨し、伝統を重
んじつつ新たな美しき歴史を築いていって欲しいという願いを
込め、創立110周年を記念し誕生しました。

佐賀県立
佐賀商業高等学校
佐賀市神野東
4丁目12-40

通販はこちら

博多阪急、ゆめタウン佐賀、ふるさとチョイス、
アマゾン、ヤフーショッピング ほか購入可能店舗

母校の逸品

FILE.12 極星カレー

佐賀商業創立110周年を
記念して誕生
きわみ  ほし

　「
黎
明
」。壮
麗
な
色
彩
の
朝
焼
け
の

光
の
中
に
包
ま
れ
た
時
に
、頭
に
浮
か

ぶ
そ
の
美
し
い
言
葉
は
、筆
者
の
好
き

な
言
葉
の
ひ
と
つ
で
、夜
明
と
い
う
意

味
の
ほ
か
無
か
ら
物
事
が
始
ま
り
ゆ

く
様
を
表
し
ま
す
。

　
四
半
世
紀
ほ
ど
前
に
、国
内
で
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
の
草
分
け
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
達
が
実
験
的
に
発
表
し
た
曲
が

あ
り
ま
し
た
。当
時
ラ
ジ
オ
な
ど
で
頻

繁
に
流
れ
て
い
た
そ
の
曲
は
、サ
ン
プ

リ
ン
グ
さ
れ
た
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
の
名

曲
の
印
象
的
な
ギ
タ
ー
リ
フ
が
や
た

ら
耳
に
残
る
曲
で
し
た
。

　
最
近
、玄
界
灘
に
浮
か
ぶ
離
島
の
振

興
に
絡
み
、弊
社
も
様
々
な
ご
相
談
を

受
け
ま
す
。離
島
で
は
、
夜
が
明
け
る

と
周
り
は
見
渡
す
限
り
の
水
平
線
。そ

こ
で
は
天
空
を
覆
い
尽
さ
ん
ば
か
り

の
圧
倒
的
な
色
彩
が
迫
る
朝
焼
け
を

目
に
す
る
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
火
山
の
大
噴
火
以
降
、

世
界
中
の
朝
焼
け
・
夕
焼
け
の
空
の

色
が
か
わ
っ
た
と
言
い
ま
す
が
、目
に

し
た
時「
黎
明
」と
い
う
言
葉
と
、そ
の

曲
の
フ
レ
ー
ズ
が
脳
裏
に
浮
か
ぶ
の

で
す
。そ
の
曲
は
一
時
期
巷
に
流
れ
て

い
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、ポ
ッ
プ
ソ
ン

グ
の
変
革
期
に
、
新
し
い
海
釣
り
の

ジ
ャ
ン
ル
が
始
ま
り
そ
う
な
予
感
を

胸
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
た
頃

と
重
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
頃
か
ら

朝
焼
け
の
空
の
色
は
変
わ
っ
て
き
て

い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
ふ
と
考
え
た
刹
那
、

水
面
で
何
か
が
跳
ね
る
音
を
聞
い
て

筆
者
は
ハ
ッ
と
我
に
帰
り
ま
す
。思
い

出
し
た
よ
う
に
、
小
魚
を
模
し
た
ミ

ノ
ー
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
ル
ア
ー(

疑

似
餌
）を
投
げ
る
と
あ
っ
さ
り
40
㎝
を

越
え
る
太
い
カ
マ
ス
が
釣
れ
て
く
れ

ま
し
た
。思
わ
ず
呟
き
ま
す
。「
太
か
！

面
白
か
！
」

　
極
彩
色
の
朝
焼
け
が
初
夏
の
白
々

し
た
日
差
し
に
変
わ
る
頃
、私
は
願
い

ま
す
。変
わ
る
べ
き
も
の
は
変
わ
り
、

移
り
行
く
も
の
は
移
り
行
く
。そ
れ
で

も
島
々
の
こ
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
や

さ
し
い
時
間
や
、こ
の
魚
た
ち
と
そ
れ

を
育
む
碧
く
輝
く
澄
ん
だ
海
は
い
つ

ま
で
も
ず
っ
と
変
わ
っ
て
欲
し
く
な

い
と
。そ
し
て
「
黎
明
」。そ
の
明
澄
な

語
感
は
、
艶
や
か
な
光
彩
の
情
景
と
、

新
し
く
生
み
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
素

晴
ら
し
い
な
に
か
を
、い
つ
も
予
感
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

①朝焼けの光彩に包まれる筆者 ②太かカマスをゲット ③空の色と同じ色のネンブツダイは釣れて少し残念（笑）

FFGビジネス
コンサルティングの
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頑張るあなたを
応援するコーナーです

　
大
分
県
宇
佐
市
の
県
立
宇
佐
高
校
放
送

部
が
、放
送
部
の
甲
子
園
と
も
称
さ
れ
る
通

称
Ｎ
コ
ン
、「
第
68
回
N
H
K
杯
全
国
高
校

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会 

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュメ
ン

ト
部
門
」で
、全
国
2
7
0
作
品
の
中
か
ら

見
事
頂
点
に
輝
い
た
。

　
受
賞
作
は「Gong

for
U
SA

」（
約
7
分
）。

同
校
野
球
部
ユニ
ホ
ー
ム
の
U
S
A
表
記
に
米

国
大
使
館
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
き
た
と
い
う
都
市

伝
説
を
多
方
面
へ
の
取
材
を
通
じ
て
、検
証
し

て
い
く
意
欲
作
だ
。

　
部
長
の
岩
野
さ
ん
が
構
成
や
編
集
作
業

を
、森
さ
ん
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
担
当
し
た
。「
コロ

ナ
禍
で
電
話
取
材
が
中
心
に
な
り
ま
し
た
が
、

快
く
取
材
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
は

感
謝
の
気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
で
す
」

　
岩
野
さ
ん
と
森
さ
ん
は
同
級
生
で
、小
学

校
か
ら
の
親
友
。「
高
校
生
活
を
楽
し
み
た

い
」と
、放
送
部
に
揃
っ
て
入
部
し
た
。

　
「
放
送
部
の
活
動
は
火
水
金
の
放
課
後

19
時
ま
で
。学
校
行
事
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
や
放
送

コ
ン
テ
ス
ト
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。体
育
祭
で

は
ア
ナ
ウ
ン
ス
原
稿
も
書
き
ま
す
」

　
コロ
ナ
禍
に
よ
り
リ
モ
ー
ト
が
増
え
、機
材
の

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
配
信
等
、放
送
部
に
委
ね
ら

れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
た
。や
る
事
は
多
く
な
っ

た
が
、楽
し
く
活
動
し
て
い
る
。

　「
次
の
目
標
は
九
州
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

で
県
大
会
を
勝
ち
進
ん
で
、九
州
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
。会
場
が
長
崎
な
の
で
部
員
み
ん

な
で
ト
ルコ
ラ
イ
ス
を
食
べ
た
い
で
す
！
」

放
送
部
の
甲
子
園
「
Ｎ
コ
ン
」で
初
優
勝
！

九州の星

70

Star of Kyushu

放送部の部室にて
（左から部長の岩野大河さん、森久羅理さん）

IWANO TAIGA
岩野 大河
Age17　 高校2年生

MORI KURARI 
森  久羅理 
Age16　高校2年生

U
S
A（
＝
宇
佐
）に
ま
つ
わ
る
都
市
伝
説
を

宇
佐
高
校 

放
送
部
が
解
明
し
ま
す
！

▲表彰状と優勝カップを手に（左から森さん、
   岩野さん、放送部顧問の高橋智彦先生）

第68回NHK杯全国高校放送コンテスト全国大会
ラジオドキュメント部門優勝

ゴ
ン
グ

　
　

 

フ
ォ
ー 

ユ
ー
エ
ス
エ
ー

▲放送部員・小山美佑さん（3年生）も
   Ｎコン中心メンバーの一人

お    やま    み    ゆう

たか   はし   とも   ひこ

大分県立宇佐高等学校 
放送部 

優勝作品は 
YouTubeで 
聴けます
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頑張るあなたを
応援するコーナーです

　
大
分
県
宇
佐
市
の
県
立
宇
佐
高
校
放
送

部
が
、放
送
部
の
甲
子
園
と
も
称
さ
れ
る
通

称
Ｎ
コ
ン
、「
第
68
回
N
H
K
杯
全
国
高
校

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会 

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュメ
ン

ト
部
門
」で
、全
国
2
7
0
作
品
の
中
か
ら

見
事
頂
点
に
輝
い
た
。

　
受
賞
作
は「Gong

for
U
SA

」（
約
7
分
）。

同
校
野
球
部
ユニ
ホ
ー
ム
の
U
S
A
表
記
に
米

国
大
使
館
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
き
た
と
い
う
都
市

伝
説
を
多
方
面
へ
の
取
材
を
通
じ
て
、検
証
し

て
い
く
意
欲
作
だ
。

　
部
長
の
岩
野
さ
ん
が
構
成
や
編
集
作
業

を
、森
さ
ん
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
担
当
し
た
。「
コロ

ナ
禍
で
電
話
取
材
が
中
心
に
な
り
ま
し
た
が
、

快
く
取
材
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
は

感
謝
の
気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
で
す
」

　
岩
野
さ
ん
と
森
さ
ん
は
同
級
生
で
、小
学

校
か
ら
の
親
友
。「
高
校
生
活
を
楽
し
み
た

い
」と
、放
送
部
に
揃
っ
て
入
部
し
た
。

　
「
放
送
部
の
活
動
は
火
水
金
の
放
課
後

19
時
ま
で
。学
校
行
事
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
や
放
送

コ
ン
テ
ス
ト
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。体
育
祭
で

は
ア
ナ
ウ
ン
ス
原
稿
も
書
き
ま
す
」

　
コロ
ナ
禍
に
よ
り
リ
モ
ー
ト
が
増
え
、機
材
の

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
配
信
等
、放
送
部
に
委
ね
ら

れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
た
。や
る
事
は
多
く
な
っ

た
が
、楽
し
く
活
動
し
て
い
る
。

　「
次
の
目
標
は
九
州
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

で
県
大
会
を
勝
ち
進
ん
で
、九
州
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
。会
場
が
長
崎
な
の
で
部
員
み
ん

な
で
ト
ルコ
ラ
イ
ス
を
食
べ
た
い
で
す
！
」

放
送
部
の
甲
子
園
「
Ｎ
コ
ン
」で
初
優
勝
！

九州の星

70

Star of Kyushu

放送部の部室にて
（左から部長の岩野大河さん、森久羅理さん）

IWANO TAIGA
岩野 大河
Age17　 高校2年生

MORI KURARI 
森  久羅理 
Age16　高校2年生

U
S
A（
＝
宇
佐
）に
ま
つ
わ
る
都
市
伝
説
を

宇
佐
高
校 

放
送
部
が
解
明
し
ま
す
！

▲表彰状と優勝カップを手に（左から森さん、
   岩野さん、放送部顧問の高橋智彦先生）

第68回NHK杯全国高校放送コンテスト全国大会
ラジオドキュメント部門優勝

ゴ
ン
グ

　
　

 

フ
ォ
ー 

ユ
ー
エ
ス
エ
ー

▲放送部員・小山美佑さん（3年生）も
   Ｎコン中心メンバーの一人

お    やま    み    ゆう

たか   はし   とも   ひこ

大分県立宇佐高等学校 
放送部 

優勝作品は 
YouTubeで 
聴けます
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宮
城
県
の
北
西
部
に
位
置
し
山
形
県
と
の
県
境
に

接
す
る
加
美
町
は
、「
加
美
富
士
」と
し
て
知
ら
れ
る

薬
萊
山
の
麓
に
豊
か
な
自
然
と
美
し
い
田
園
地
帯
が

広
が
る
と
共
に
、国
内
有
数
の
音
響
効
果
を
誇
る

「
バ
ッ
ハ
ホ
ー
ル
」や
国
立
音
楽
院
宮
城
キ
ャ
ン
パ
ス
が

あ
り
、文
化
芸
術
も
息
づ
く
魅
力
溢
れ
る
町
で
あ
る
。 

   

今
、こ
の
加
美
町
に
お
い
て
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク

推
進
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
ど
こ
に
い
て
も
同
じ
仕
事
が
で
き
る
と
の
認

識
が
急
速
に
拡
大
す
る
中
、政
府
は
、地
方
へ
の
新
し

い
人
の
流
れ
を
創
出
し
、東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
の
是

正
や
、地
方
分
散
型
の
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、地
方
創
生
に
資
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
進

し
て
い
る
。2
0
2
0
年
度
末
に
は
、地
方
自
治
体
の

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
や
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
活

用
し
た
移
住
・
滞
在
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め

の「
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付
金
」が
創
設
さ
れ
、

加
美
町
の
事
業
を
含
む
全
国
1
3
8
の
事
業
が
選
定

さ
れ
た
。 

　
加
美
町
の
事
業
内
容
は
、空
き
家
を
活
用
し
た「
循

環
型
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」「
古
民
家
ア
ト
リ
エ 

（
滞

在
型
創
作
活
動
拠
点
）」の
整
備
と
、Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
で
あ

る「
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
図
鑑
」の
整
備
を
行
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
。 

　
こ
の
う
ち「
循
環
型
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」は
、

都
市
部
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
や
働
き
方
改
革
を
踏
ま

え
た
ロ
ー
カ
ル
シ
フ
ト
の
機
会
を
捉
え
よ
う
と
い
う
も

の
で
あ
り
、空
き
家
を
利
活
用
し
た
地
方
拠
点
の
整

備
を
目
指
し
て
い
る
。「
古
民
家
ア
ト
リ
エ
」は
、観
光

と
文
化
芸
術
が
融
合
し
た
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
創
出

や
、外
部
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
に
よ
る
地
域
資
源
を

活
用
し
た
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、伝
統
産
業
の
事

業
継
承
を
目
指
し
て
い
る
。「
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
図

鑑
」は
、施
設
の
規
模
・
設
備
、観
光
情
報
の
他
、地
方

創
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
情
報
を
掲
載
し
た
P
R

ツ
ー
ル
と
な
る
。 

　
加
美
町
が
実
施
す
る
事
業
の
流
れ
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

 

　
ま
ず
、2
0
2
0
年
度
に
は
、公
共
施
設
へ
の

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
整
備
や
観
光
施
設
の
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の

整
備
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
会
の
開
催
、ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
広
告
の
掲
載
な
ど
、加
美
町
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を

行
う
た
め
の
環
境
整
備
が
行
わ
れ
た
。 

　
次
に
、2
0
2
1
年
度
に
は
、空
き
家
の
適
正
な
管

理
･
利
活
用
や
、首
都
圏
か
ら
の
企
業
･
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
人
材
の
誘
致
、そ
し
て
創
業
･
新
規
事
業
の
支

援
･
促
進
な
ど
、事
業
遂
行
の
う
え
で
必
要
と
な
る

様
々
な
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
実
績
を
有

す
る
民
間
事
業
者
と
加
美
町
が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム（
共

通
の
目
的
に
向
か
っ
た
活
動
を
行
う
た
め
、複
数
の
個

人
や
企
業
な
ど
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
る
団
体
）を
形
成

し
た
。 

　
同
年
に
は
P
R
ツ
ー
ル
制
作
や
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
開
催
等
の
取
り
組
み
を
実
施
す
る
。循
環
型
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
古
民
家
ア
ト
リ
エ
の
改
修
・
整
備
の

他
、マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や
お
試
し
移
住
な
ど
も
計

画
さ
れ
て
い
る
。 

　
2
0
2
2
年
度
以
降
は
、企
業
誘
致
の
促
進
や
地

方
創
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
引
き
続
き
展
開
さ
れ

る
。そ
の
う
え
で
加
美
町
は
、2
0
2
4
年
度
末
ま
で

に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
利
用
契
約
企
業
数
や
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
利
用
者
数
、空
き
家
バ
ン
ク
マ
ッ
チ
ン
グ

数
な
ど
の
目
標
達
成
を
目
指
し
て
い
る
。 

 

　
さ
て
、事
業
の
核
と
な
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、

加
美
町
に
お
い
て
空
き
家
管
理
を
手
掛
け
る
リ
ロ
カ

リ
コ
ク
リ
株
式
会
社
、震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

石
巻
市
に
お
い
て
空
き
家
再
生
や
移
住
促
進
等
を
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File.13 全
国
の
地
方
銀
行
9
行
に
よ
る「
地
域
再
生
・
活
性
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
共
同
企
画
と
し
て
、各
地
の
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
ご
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
へ
の
取
り
組
み 

- 
空
き
家
を
活
用
し
た
暮
ら
し
と
働
き
方
の
ロ
ー
カ
ル
シ
フ
ト -

行
っ
て
き
た
株
式
会
社
巻
組
、徳
島
に
本
社
を
置
き
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
事
業
を
全
国
で
営
む
株
式

会
社
あ
わ
え
、今
回
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
定
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
地
方
創
生
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
株
式
会
社
七
十
七
銀
行
と
加
美
町
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
。コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
名
称
は「
ビ
ー
ハ
イ

ブ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」で
あ
る
。ち
な
み
に「
ビ
ー
ハ
イ

ブ
」と
は
蜂
の
巣
、に
ぎ
や
か
な
場
所
と
言
う
意
味
で

あ
る
。 

　
リ
ロ
カ
リ
コ
ク
リ
は
、小
野
田
地
区
の
空
き
家
を
利

活
用
し
循
環
型
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
場
と
し
て
整

備
す
る
。巻
組
は
、宮
崎
地
区
の
商
店
街
の
古
民
家
を

古
民
家
ア
ト
リ
エ
と
し
て
改
修
し
、若
手
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
ら
の
制
作
、宿
泊
の
場
と
し
て
整
備
す
る
。あ
わ
え

は
、首
都
圏
か
ら
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
へ
の
企
業
進

出
支
援
と
促
進
、地
方
創
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進

を
行
う
。七
十
七
銀
行
は
、企
業
進
出
支
援
等
に
よ
っ

て
事
業
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。以
上
が
各
社
の
具
体
的

な
役
割
で
あ
る
。 

　
と
こ
ろ
で
、加
美
町
が
作
成
し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「C
om
e  

in  KAM
I  W

o
rka

t
ion

」で
あ
る
。

昨
年
11
月
に
J
T
B
か
ら
加
美
町
振
興
公
社
の
社
長

に
転
じ
、こ
の
フ
レ
ー
ズ
の
考
案
者
で
も
あ
る
阿
部
昌
孝

社
長
は
、「
C
o
m
e 

i
n
」と
は「
お
入
り
な
さ
い
」と

い
う
意
味
で
あ
り
、今
ま
で
の「
来
て
く
れ
」一
辺
倒
で

あ
っ
た
自
治
体
の
観
光
誘
致
の
姿
勢
と
は
一
線
を
画

す
る
と
語
る
。ま
ち
の
外
か
ら
人
が
や
っ
て
来
る
だ
け

で
は
、ま
ち
づ
く
り
の
機
運
は
高
ま
ら
な
い
。ま
ち
に
来

た
人
と
地
元
の
交
流
が
生
ま
れ
、「
よ
そ
者
」の
視
点
に

触
れ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
地
元
の
人
が
ま
ち
の

魅
力
に
気
付
き
、ま
ち
に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、ま
ち

づ
く
り
に
自
発
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
。こ
の

流
れ
が
本
当
の
意
味
の
地
方
創
生
で
あ
り
、そ
れ
を
作

り
上
げ
る
手
段
の
一
つ
が
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
考

え
方
で
あ
る
。 

　
な
お
、加
美
町
振
興
公
社
の
社
長
室
の
壁
に
は
、

加
美
町
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
社
員
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
ア
イ
デ
ア
や
提
案
な
ど
を
記
し
た
ペ
ー
パ
ー
等
が

所
狭
し
と
貼
ら
れ
て
い
る
。阿
部
社
長
自
身
も
、社
員

が
本
来
持
っ
て
い
る
自
主
性
を
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
な

い「
よ
そ
者
」の
視
点
か
ら
刺
激
し
、会
社
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
最
中
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

　
加
美
町
の
猪
股
洋
文
町
長
は
、公
民
連
携
の
取
り

組
み
を「
こ
こ
ろ
ざ
し
の
連
鎖
」と
表
現
し
て
い
る
。

加
美
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
志
す
公
民
の
有
志
が
互
い

の
こ
こ
ろ
ざ
し
に
共
鳴
し
、そ
れ
が
加
美
町
全
体
に
広

が
り
、地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
が
、今
後
益
々
力
強

く
推
し
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
七
十
七
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

 

調
査
研
究
部
　
佐
藤 

渉
） 

今
回
は
七
十
七
銀
行
か
ら

宮
城
県
加
美
町
の

ビ
ー
ハ
イ
ブ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲薬莱山

や
く 

ら
い 

さ
ん

か   

み    

ま
ち

▲やくらい林泉館▲やくらいコテージ
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宮
城
県
の
北
西
部
に
位
置
し
山
形
県
と
の
県
境
に

接
す
る
加
美
町
は
、「
加
美
富
士
」と
し
て
知
ら
れ
る

薬
萊
山
の
麓
に
豊
か
な
自
然
と
美
し
い
田
園
地
帯
が

広
が
る
と
共
に
、国
内
有
数
の
音
響
効
果
を
誇
る

「
バ
ッ
ハ
ホ
ー
ル
」や
国
立
音
楽
院
宮
城
キ
ャ
ン
パ
ス
が

あ
り
、文
化
芸
術
も
息
づ
く
魅
力
溢
れ
る
町
で
あ
る
。 

   

今
、こ
の
加
美
町
に
お
い
て
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク

推
進
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
ど
こ
に
い
て
も
同
じ
仕
事
が
で
き
る
と
の
認

識
が
急
速
に
拡
大
す
る
中
、政
府
は
、地
方
へ
の
新
し

い
人
の
流
れ
を
創
出
し
、東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
の
是

正
や
、地
方
分
散
型
の
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、地
方
創
生
に
資
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
進

し
て
い
る
。2
0
2
0
年
度
末
に
は
、地
方
自
治
体
の

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
や
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
活

用
し
た
移
住
・
滞
在
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め

の「
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付
金
」が
創
設
さ
れ
、

加
美
町
の
事
業
を
含
む
全
国
1
3
8
の
事
業
が
選
定

さ
れ
た
。 

　
加
美
町
の
事
業
内
容
は
、空
き
家
を
活
用
し
た「
循

環
型
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」「
古
民
家
ア
ト
リ
エ 

（
滞

在
型
創
作
活
動
拠
点
）」の
整
備
と
、Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
で
あ

る「
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
図
鑑
」の
整
備
を
行
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
。 

　
こ
の
う
ち「
循
環
型
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」は
、

都
市
部
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
や
働
き
方
改
革
を
踏
ま

え
た
ロ
ー
カ
ル
シ
フ
ト
の
機
会
を
捉
え
よ
う
と
い
う
も

の
で
あ
り
、空
き
家
を
利
活
用
し
た
地
方
拠
点
の
整

備
を
目
指
し
て
い
る
。「
古
民
家
ア
ト
リ
エ
」は
、観
光

と
文
化
芸
術
が
融
合
し
た
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
創
出

や
、外
部
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
に
よ
る
地
域
資
源
を

活
用
し
た
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、伝
統
産
業
の
事

業
継
承
を
目
指
し
て
い
る
。「
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
図

鑑
」は
、施
設
の
規
模
・
設
備
、観
光
情
報
の
他
、地
方

創
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
情
報
を
掲
載
し
た
P
R

ツ
ー
ル
と
な
る
。 

　
加
美
町
が
実
施
す
る
事
業
の
流
れ
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

 

　
ま
ず
、2
0
2
0
年
度
に
は
、公
共
施
設
へ
の

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
整
備
や
観
光
施
設
の
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の

整
備
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
会
の
開
催
、ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
広
告
の
掲
載
な
ど
、加
美
町
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を

行
う
た
め
の
環
境
整
備
が
行
わ
れ
た
。 

　
次
に
、2
0
2
1
年
度
に
は
、空
き
家
の
適
正
な
管

理
･
利
活
用
や
、首
都
圏
か
ら
の
企
業
･
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
人
材
の
誘
致
、そ
し
て
創
業
･
新
規
事
業
の
支

援
･
促
進
な
ど
、事
業
遂
行
の
う
え
で
必
要
と
な
る

様
々
な
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
実
績
を
有

す
る
民
間
事
業
者
と
加
美
町
が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム（
共

通
の
目
的
に
向
か
っ
た
活
動
を
行
う
た
め
、複
数
の
個

人
や
企
業
な
ど
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
る
団
体
）を
形
成

し
た
。 

　
同
年
に
は
P
R
ツ
ー
ル
制
作
や
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
開
催
等
の
取
り
組
み
を
実
施
す
る
。循
環
型
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
古
民
家
ア
ト
リ
エ
の
改
修
・
整
備
の

他
、マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や
お
試
し
移
住
な
ど
も
計

画
さ
れ
て
い
る
。 

　
2
0
2
2
年
度
以
降
は
、企
業
誘
致
の
促
進
や
地

方
創
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
引
き
続
き
展
開
さ
れ

る
。そ
の
う
え
で
加
美
町
は
、2
0
2
4
年
度
末
ま
で

に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
利
用
契
約
企
業
数
や
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
利
用
者
数
、空
き
家
バ
ン
ク
マ
ッ
チ
ン
グ

数
な
ど
の
目
標
達
成
を
目
指
し
て
い
る
。 

 

　
さ
て
、事
業
の
核
と
な
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、

加
美
町
に
お
い
て
空
き
家
管
理
を
手
掛
け
る
リ
ロ
カ

リ
コ
ク
リ
株
式
会
社
、震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

石
巻
市
に
お
い
て
空
き
家
再
生
や
移
住
促
進
等
を

地銀9行
連携
レポート

File.13 全
国
の
地
方
銀
行
9
行
に
よ
る「
地
域
再
生
・
活
性
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
共
同
企
画
と
し
て
、各
地
の
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
ご
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
へ
の
取
り
組
み 

- 

空
き
家
を
活
用
し
た
暮
ら
し
と
働
き
方
の
ロ
ー
カ
ル
シ
フ
ト -

行
っ
て
き
た
株
式
会
社
巻
組
、徳
島
に
本
社
を
置
き
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
事
業
を
全
国
で
営
む
株
式

会
社
あ
わ
え
、今
回
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
定
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
地
方
創
生
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
株
式
会
社
七
十
七
銀
行
と
加
美
町
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
。コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
名
称
は「
ビ
ー
ハ
イ

ブ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」で
あ
る
。ち
な
み
に「
ビ
ー
ハ
イ

ブ
」と
は
蜂
の
巣
、に
ぎ
や
か
な
場
所
と
言
う
意
味
で

あ
る
。 

　
リ
ロ
カ
リ
コ
ク
リ
は
、小
野
田
地
区
の
空
き
家
を
利

活
用
し
循
環
型
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
場
と
し
て
整

備
す
る
。巻
組
は
、宮
崎
地
区
の
商
店
街
の
古
民
家
を

古
民
家
ア
ト
リ
エ
と
し
て
改
修
し
、若
手
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
ら
の
制
作
、宿
泊
の
場
と
し
て
整
備
す
る
。あ
わ
え

は
、首
都
圏
か
ら
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
へ
の
企
業
進

出
支
援
と
促
進
、地
方
創
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進

を
行
う
。七
十
七
銀
行
は
、企
業
進
出
支
援
等
に
よ
っ

て
事
業
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。以
上
が
各
社
の
具
体
的

な
役
割
で
あ
る
。 

　
と
こ
ろ
で
、加
美
町
が
作
成
し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「C
om
e  

in  KAM
I  W

o
rka

t
ion

」で
あ
る
。

昨
年
11
月
に
J
T
B
か
ら
加
美
町
振
興
公
社
の
社
長

に
転
じ
、こ
の
フ
レ
ー
ズ
の
考
案
者
で
も
あ
る
阿
部
昌
孝

社
長
は
、「
C
o
m
e 

i
n
」と
は「
お
入
り
な
さ
い
」と

い
う
意
味
で
あ
り
、今
ま
で
の「
来
て
く
れ
」一
辺
倒
で

あ
っ
た
自
治
体
の
観
光
誘
致
の
姿
勢
と
は
一
線
を
画

す
る
と
語
る
。ま
ち
の
外
か
ら
人
が
や
っ
て
来
る
だ
け

で
は
、ま
ち
づ
く
り
の
機
運
は
高
ま
ら
な
い
。ま
ち
に
来

た
人
と
地
元
の
交
流
が
生
ま
れ
、「
よ
そ
者
」の
視
点
に

触
れ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
地
元
の
人
が
ま
ち
の

魅
力
に
気
付
き
、ま
ち
に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、ま
ち

づ
く
り
に
自
発
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
。こ
の

流
れ
が
本
当
の
意
味
の
地
方
創
生
で
あ
り
、そ
れ
を
作

り
上
げ
る
手
段
の
一
つ
が
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
考

え
方
で
あ
る
。 

　
な
お
、加
美
町
振
興
公
社
の
社
長
室
の
壁
に
は
、

加
美
町
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
社
員
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
ア
イ
デ
ア
や
提
案
な
ど
を
記
し
た
ペ
ー
パ
ー
等
が

所
狭
し
と
貼
ら
れ
て
い
る
。阿
部
社
長
自
身
も
、社
員

が
本
来
持
っ
て
い
る
自
主
性
を
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
な

い「
よ
そ
者
」の
視
点
か
ら
刺
激
し
、会
社
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
最
中
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

　
加
美
町
の
猪
股
洋
文
町
長
は
、公
民
連
携
の
取
り

組
み
を「
こ
こ
ろ
ざ
し
の
連
鎖
」と
表
現
し
て
い
る
。

加
美
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
志
す
公
民
の
有
志
が
互
い

の
こ
こ
ろ
ざ
し
に
共
鳴
し
、そ
れ
が
加
美
町
全
体
に
広

が
り
、地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
が
、今
後
益
々
力
強

く
推
し
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
七
十
七
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

 

調
査
研
究
部
　
佐
藤 

渉
） 

今
回
は
七
十
七
銀
行
か
ら

宮
城
県
加
美
町
の

ビ
ー
ハ
イ
ブ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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ら
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ん
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ま
ち
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経営基盤・営業エリアが異なる地銀9行が、様々な情報・ネットワークを相互に活用することで、
地域経済の再生および活性化を図るために構築した広域連携です。

全国の地銀9行連携
「地域再生・活性化ネットワーク」について

県境・地域を超えて活躍する（今後検討される）お客さまのビジネスニーズ等に対して、全国の各エリアを
カバーする地域金融機関が連携・協力して対応していきます。

①複数の地方銀行による資金供給（シンジケートローン・協調融資等）
②他エリアの地方銀行のネットワーク情報を活用して、M&Aや事業承継における相手方情報をご提供
③ビジネスマッチング業務にかかる他エリアの地方銀行のお取引先等をご紹介

　
宮
城
県
の
北
西
部
に
位
置
し
山
形
県
と
の
県
境
に

接
す
る
加
美
町
は
、「
加
美
富
士
」と
し
て
知
ら
れ
る

薬
萊
山
の
麓
に
豊
か
な
自
然
と
美
し
い
田
園
地
帯
が

広
が
る
と
共
に
、国
内
有
数
の
音
響
効
果
を
誇
る

「
バ
ッ
ハ
ホ
ー
ル
」や
国
立
音
楽
院
宮
城
キ
ャ
ン
パ
ス
が

あ
り
、文
化
芸
術
も
息
づ
く
魅
力
溢
れ
る
町
で
あ
る
。 

   

今
、こ
の
加
美
町
に
お
い
て
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク

推
進
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
ど
こ
に
い
て
も
同
じ
仕
事
が
で
き
る
と
の
認

識
が
急
速
に
拡
大
す
る
中
、政
府
は
、地
方
へ
の
新
し

い
人
の
流
れ
を
創
出
し
、東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
の
是

正
や
、地
方
分
散
型
の
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、地
方
創
生
に
資
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
進

し
て
い
る
。2
0
2
0
年
度
末
に
は
、地
方
自
治
体
の

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
や
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
活

用
し
た
移
住
・
滞
在
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め

の「
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付
金
」が
創
設
さ
れ
、

加
美
町
の
事
業
を
含
む
全
国
1
3
8
の
事
業
が
選
定

さ
れ
た
。 

　
加
美
町
の
事
業
内
容
は
、空
き
家
を
活
用
し
た「
循

環
型
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」「
古
民
家
ア
ト
リ
エ 

（
滞

在
型
創
作
活
動
拠
点
）」の
整
備
と
、Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
で
あ

る「
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
図
鑑
」の
整
備
を
行
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
。 

　
こ
の
う
ち「
循
環
型
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」は
、

都
市
部
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
や
働
き
方
改
革
を
踏
ま

え
た
ロ
ー
カ
ル
シ
フ
ト
の
機
会
を
捉
え
よ
う
と
い
う
も

の
で
あ
り
、空
き
家
を
利
活
用
し
た
地
方
拠
点
の
整

備
を
目
指
し
て
い
る
。「
古
民
家
ア
ト
リ
エ
」は
、観
光

と
文
化
芸
術
が
融
合
し
た
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
創
出

や
、外
部
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
に
よ
る
地
域
資
源
を

活
用
し
た
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、伝
統
産
業
の
事

業
継
承
を
目
指
し
て
い
る
。「
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
図

鑑
」は
、施
設
の
規
模
・
設
備
、観
光
情
報
の
他
、地
方

創
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
情
報
を
掲
載
し
た
P
R

ツ
ー
ル
と
な
る
。 

　
加
美
町
が
実
施
す
る
事
業
の
流
れ
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

 

　
ま
ず
、2
0
2
0
年
度
に
は
、公
共
施
設
へ
の

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
整
備
や
観
光
施
設
の
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の

整
備
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
会
の
開
催
、ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
広
告
の
掲
載
な
ど
、加
美
町
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を

行
う
た
め
の
環
境
整
備
が
行
わ
れ
た
。 

　
次
に
、2
0
2
1
年
度
に
は
、空
き
家
の
適
正
な
管

理
･
利
活
用
や
、首
都
圏
か
ら
の
企
業
･
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
人
材
の
誘
致
、そ
し
て
創
業
･
新
規
事
業
の
支

援
･
促
進
な
ど
、事
業
遂
行
の
う
え
で
必
要
と
な
る

様
々
な
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
実
績
を
有

す
る
民
間
事
業
者
と
加
美
町
が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム（
共

通
の
目
的
に
向
か
っ
た
活
動
を
行
う
た
め
、複
数
の
個

人
や
企
業
な
ど
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
る
団
体
）を
形
成

し
た
。 

　
同
年
に
は
P
R
ツ
ー
ル
制
作
や
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
開
催
等
の
取
り
組
み
を
実
施
す
る
。循
環
型
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
古
民
家
ア
ト
リ
エ
の
改
修
・
整
備
の

他
、マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や
お
試
し
移
住
な
ど
も
計

画
さ
れ
て
い
る
。 

　
2
0
2
2
年
度
以
降
は
、企
業
誘
致
の
促
進
や
地

方
創
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
引
き
続
き
展
開
さ
れ

る
。そ
の
う
え
で
加
美
町
は
、2
0
2
4
年
度
末
ま
で

に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
利
用
契
約
企
業
数
や
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
利
用
者
数
、空
き
家
バ
ン
ク
マ
ッ
チ
ン
グ

数
な
ど
の
目
標
達
成
を
目
指
し
て
い
る
。 

 

　
さ
て
、事
業
の
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と
な
る
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ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、

加
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に
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て
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家
管
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を
手
掛
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リ
ロ
カ
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、震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
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て
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家
再
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組
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島
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本
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を
置
き
、

サ
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誘
致
事
業
を
全
国
で
営
む
株
式

会
社
あ
わ
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、今
回
の
コ
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ソ
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シ
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協
定
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
地
方
創
生
マ
ッ
チ
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ベ
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を
開
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し
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式
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社
七
十
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銀
行
と
加
美
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に
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成
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イ

ブ
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あ
る
。ち
な
み
に「
ビ
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ブ
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は
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の
巣
、に
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や
か
な
場
所
と
言
う
意
味
で

あ
る
。 

　
リ
ロ
カ
リ
コ
ク
リ
は
、小
野
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区
の
空
き
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利

活
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し
循
環
型
サ
テ
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ト
オ
フ
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ス
の
場
と
し
て
整

備
す
る
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組
は
、宮
崎
地
区
の
商
店
街
の
古
民
家
を
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民
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ア
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と
し
て
改
修
し
、若
手
ア
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テ
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ス

ト
ら
の
制
作
、宿
泊
の
場
と
し
て
整
備
す
る
。あ
わ
え

は
、首
都
圏
か
ら
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
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ス
へ
の
企
業
進

出
支
援
と
促
進
、地
方
創
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進

を
行
う
。七
十
七
銀
行
は
、企
業
進
出
支
援
等
に
よ
っ

て
事
業
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。以
上
が
各
社
の
具
体
的

な
役
割
で
あ
る
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と
こ
ろ
で
、加
美
町
が
作
成
し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「C
om
e  

in  KAM
I  W

o
rka

t
ion

」で
あ
る
。

昨
年
11
月
に
J
T
B
か
ら
加
美
町
振
興
公
社
の
社
長

に
転
じ
、こ
の
フ
レ
ー
ズ
の
考
案
者
で
も
あ
る
阿
部
昌
孝

社
長
は
、「
C
o
m
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i
n
」と
は「
お
入
り
な
さ
い
」と

い
う
意
味
で
あ
り
、今
ま
で
の「
来
て
く
れ
」一
辺
倒
で

あ
っ
た
自
治
体
の
観
光
誘
致
の
姿
勢
と
は
一
線
を
画

す
る
と
語
る
。ま
ち
の
外
か
ら
人
が
や
っ
て
来
る
だ
け

で
は
、ま
ち
づ
く
り
の
機
運
は
高
ま
ら
な
い
。ま
ち
に
来

た
人
と
地
元
の
交
流
が
生
ま
れ
、「
よ
そ
者
」の
視
点
に

触
れ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
地
元
の
人
が
ま
ち
の

魅
力
に
気
付
き
、ま
ち
に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、ま
ち

づ
く
り
に
自
発
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
。こ
の

流
れ
が
本
当
の
意
味
の
地
方
創
生
で
あ
り
、そ
れ
を
作

り
上
げ
る
手
段
の
一
つ
が
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
考

え
方
で
あ
る
。 

　
な
お
、加
美
町
振
興
公
社
の
社
長
室
の
壁
に
は
、

加
美
町
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
社
員
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
ア
イ
デ
ア
や
提
案
な
ど
を
記
し
た
ペ
ー
パ
ー
等
が

所
狭
し
と
貼
ら
れ
て
い
る
。阿
部
社
長
自
身
も
、社
員

が
本
来
持
っ
て
い
る
自
主
性
を
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
な

い「
よ
そ
者
」の
視
点
か
ら
刺
激
し
、会
社
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
最
中
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

　
加
美
町
の
猪
股
洋
文
町
長
は
、公
民
連
携
の
取
り

組
み
を「
こ
こ
ろ
ざ
し
の
連
鎖
」と
表
現
し
て
い
る
。

加
美
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
志
す
公
民
の
有
志
が
互
い

の
こ
こ
ろ
ざ
し
に
共
鳴
し
、そ
れ
が
加
美
町
全
体
に
広

が
り
、地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
が
、今
後
益
々
力
強

く
推
し
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
七
十
七
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
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経営基盤・営業エリアが異なる地銀9行が、様々な情報・ネットワークを相互に活用することで、
地域経済の再生および活性化を図るために構築した広域連携です。

全国の地銀9行連携
「地域再生・活性化ネットワーク」について

県境・地域を超えて活躍する（今後検討される）お客さまのビジネスニーズ等に対して、全国の各エリアを
カバーする地域金融機関が連携・協力して対応していきます。

①複数の地方銀行による資金供給（シンジケートローン・協調融資等）
②他エリアの地方銀行のネットワーク情報を活用して、M&Aや事業承継における相手方情報をご提供
③ビジネスマッチング業務にかかる他エリアの地方銀行のお取引先等をご紹介

　
宮
城
県
の
北
西
部
に
位
置
し
山
形
県
と
の
県
境
に

接
す
る
加
美
町
は
、「
加
美
富
士
」と
し
て
知
ら
れ
る

薬
萊
山
の
麓
に
豊
か
な
自
然
と
美
し
い
田
園
地
帯
が

広
が
る
と
共
に
、国
内
有
数
の
音
響
効
果
を
誇
る

「
バ
ッ
ハ
ホ
ー
ル
」や
国
立
音
楽
院
宮
城
キ
ャ
ン
パ
ス
が

あ
り
、文
化
芸
術
も
息
づ
く
魅
力
溢
れ
る
町
で
あ
る
。 

   

今
、こ
の
加
美
町
に
お
い
て
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク

推
進
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
ど
こ
に
い
て
も
同
じ
仕
事
が
で
き
る
と
の
認

識
が
急
速
に
拡
大
す
る
中
、政
府
は
、地
方
へ
の
新
し

い
人
の
流
れ
を
創
出
し
、東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
の
是

正
や
、地
方
分
散
型
の
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、地
方
創
生
に
資
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
進

し
て
い
る
。2
0
2
0
年
度
末
に
は
、地
方
自
治
体
の

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
や
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
活

用
し
た
移
住
・
滞
在
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め

の「
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付
金
」が
創
設
さ
れ
、

加
美
町
の
事
業
を
含
む
全
国
1
3
8
の
事
業
が
選
定

さ
れ
た
。 

　
加
美
町
の
事
業
内
容
は
、空
き
家
を
活
用
し
た「
循

環
型
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」「
古
民
家
ア
ト
リ
エ 

（
滞

在
型
創
作
活
動
拠
点
）」の
整
備
と
、Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
で
あ

る「
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
図
鑑
」の
整
備
を
行
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
。 

　
こ
の
う
ち「
循
環
型
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」は
、

都
市
部
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
や
働
き
方
改
革
を
踏
ま

え
た
ロ
ー
カ
ル
シ
フ
ト
の
機
会
を
捉
え
よ
う
と
い
う
も

の
で
あ
り
、空
き
家
を
利
活
用
し
た
地
方
拠
点
の
整

備
を
目
指
し
て
い
る
。「
古
民
家
ア
ト
リ
エ
」は
、観
光

と
文
化
芸
術
が
融
合
し
た
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
創
出

や
、外
部
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
に
よ
る
地
域
資
源
を

活
用
し
た
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、伝
統
産
業
の
事

業
継
承
を
目
指
し
て
い
る
。「
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
図

鑑
」は
、施
設
の
規
模
・
設
備
、観
光
情
報
の
他
、地
方

創
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
情
報
を
掲
載
し
た
P
R

ツ
ー
ル
と
な
る
。 

　
加
美
町
が
実
施
す
る
事
業
の
流
れ
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

 

　
ま
ず
、2
0
2
0
年
度
に
は
、公
共
施
設
へ
の

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
整
備
や
観
光
施
設
の
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の

整
備
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
会
の
開
催
、ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
広
告
の
掲
載
な
ど
、加
美
町
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を

行
う
た
め
の
環
境
整
備
が
行
わ
れ
た
。 

　
次
に
、2
0
2
1
年
度
に
は
、空
き
家
の
適
正
な
管

理
･
利
活
用
や
、首
都
圏
か
ら
の
企
業
･
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
人
材
の
誘
致
、そ
し
て
創
業
･
新
規
事
業
の
支

援
･
促
進
な
ど
、事
業
遂
行
の
う
え
で
必
要
と
な
る

様
々
な
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
実
績
を
有

す
る
民
間
事
業
者
と
加
美
町
が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム（
共

通
の
目
的
に
向
か
っ
た
活
動
を
行
う
た
め
、複
数
の
個

人
や
企
業
な
ど
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
る
団
体
）を
形
成

し
た
。 

　
同
年
に
は
P
R
ツ
ー
ル
制
作
や
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
開
催
等
の
取
り
組
み
を
実
施
す
る
。循
環
型
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
古
民
家
ア
ト
リ
エ
の
改
修
・
整
備
の

他
、マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や
お
試
し
移
住
な
ど
も
計

画
さ
れ
て
い
る
。 

　
2
0
2
2
年
度
以
降
は
、企
業
誘
致
の
促
進
や
地

方
創
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
引
き
続
き
展
開
さ
れ

る
。そ
の
う
え
で
加
美
町
は
、2
0
2
4
年
度
末
ま
で

に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
利
用
契
約
企
業
数
や
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
利
用
者
数
、空
き
家
バ
ン
ク
マ
ッ
チ
ン
グ

数
な
ど
の
目
標
達
成
を
目
指
し
て
い
る
。 

 

　
さ
て
、事
業
の
核
と
な
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、

加
美
町
に
お
い
て
空
き
家
管
理
を
手
掛
け
る
リ
ロ
カ

リ
コ
ク
リ
株
式
会
社
、震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

石
巻
市
に
お
い
て
空
き
家
再
生
や
移
住
促
進
等
を

行
っ
て
き
た
株
式
会
社
巻
組
、徳
島
に
本
社
を
置
き
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
事
業
を
全
国
で
営
む
株
式

会
社
あ
わ
え
、今
回
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
定
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
地
方
創
生
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
株
式
会
社
七
十
七
銀
行
と
加
美
町
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
。コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
名
称
は「
ビ
ー
ハ
イ

ブ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」で
あ
る
。ち
な
み
に「
ビ
ー
ハ
イ

ブ
」と
は
蜂
の
巣
、に
ぎ
や
か
な
場
所
と
言
う
意
味
で

あ
る
。 

　
リ
ロ
カ
リ
コ
ク
リ
は
、小
野
田
地
区
の
空
き
家
を
利

活
用
し
循
環
型
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
場
と
し
て
整

備
す
る
。巻
組
は
、宮
崎
地
区
の
商
店
街
の
古
民
家
を

古
民
家
ア
ト
リ
エ
と
し
て
改
修
し
、若
手
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
ら
の
制
作
、宿
泊
の
場
と
し
て
整
備
す
る
。あ
わ
え

は
、首
都
圏
か
ら
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
へ
の
企
業
進

出
支
援
と
促
進
、地
方
創
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進

を
行
う
。七
十
七
銀
行
は
、企
業
進
出
支
援
等
に
よ
っ

て
事
業
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。以
上
が
各
社
の
具
体
的

な
役
割
で
あ
る
。 

　
と
こ
ろ
で
、加
美
町
が
作
成
し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「C
om
e  

in  KAM
I  W

o
rka

t
ion

」で
あ
る
。

昨
年
11
月
に
J
T
B
か
ら
加
美
町
振
興
公
社
の
社
長

に
転
じ
、こ
の
フ
レ
ー
ズ
の
考
案
者
で
も
あ
る
阿
部
昌
孝

社
長
は
、「
C
o
m
e 

i
n
」と
は「
お
入
り
な
さ
い
」と

い
う
意
味
で
あ
り
、今
ま
で
の「
来
て
く
れ
」一
辺
倒
で

あ
っ
た
自
治
体
の
観
光
誘
致
の
姿
勢
と
は
一
線
を
画

す
る
と
語
る
。ま
ち
の
外
か
ら
人
が
や
っ
て
来
る
だ
け

で
は
、ま
ち
づ
く
り
の
機
運
は
高
ま
ら
な
い
。ま
ち
に
来

た
人
と
地
元
の
交
流
が
生
ま
れ
、「
よ
そ
者
」の
視
点
に

触
れ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
地
元
の
人
が
ま
ち
の

魅
力
に
気
付
き
、ま
ち
に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、ま
ち

づ
く
り
に
自
発
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
。こ
の

流
れ
が
本
当
の
意
味
の
地
方
創
生
で
あ
り
、そ
れ
を
作

り
上
げ
る
手
段
の
一
つ
が
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
考

え
方
で
あ
る
。 

　
な
お
、加
美
町
振
興
公
社
の
社
長
室
の
壁
に
は
、

加
美
町
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
社
員
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
ア
イ
デ
ア
や
提
案
な
ど
を
記
し
た
ペ
ー
パ
ー
等
が

所
狭
し
と
貼
ら
れ
て
い
る
。阿
部
社
長
自
身
も
、社
員

が
本
来
持
っ
て
い
る
自
主
性
を
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
な

い「
よ
そ
者
」の
視
点
か
ら
刺
激
し
、会
社
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
最
中
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

　
加
美
町
の
猪
股
洋
文
町
長
は
、公
民
連
携
の
取
り

組
み
を「
こ
こ
ろ
ざ
し
の
連
鎖
」と
表
現
し
て
い
る
。

加
美
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
志
す
公
民
の
有
志
が
互
い

の
こ
こ
ろ
ざ
し
に
共
鳴
し
、そ
れ
が
加
美
町
全
体
に
広

が
り
、地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
が
、今
後
益
々
力
強

く
推
し
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
七
十
七
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
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長崎だより 長崎だより

は
じ
め
に

　
長
崎
県
に
あ
る
東
彼
杵
町
は
、1
万
年

以
上
前
の
旧
石
器
時
代
か
ら
そ
の
歴
史

を
刻
み
、江
戸
時
代
に
は
大
村
藩
の
所
領

と
な
り
長
崎
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
賑

わ
っ
て
い
た
町
で
す
。中
で
も
彼
杵
宿
は
長

崎
街
道
と
平
戸
街
道
の
分
岐
点
に
あ
り
、

大
村
湾
で
最
も
栄
え
た
港
町
だ
っ
た
そ

う
で
す
。江
戸
時
代
初
期
に
九
州
で
初
め

て
鯨
組
を
創
っ
た
深
澤
義
太
夫
勝
清
が
、

彼
杵
港
に
目
を
付
け
鯨
肉
を
陸
揚
げ
し
た

こ
と
に
始
ま
り
、彼
杵
と
鯨
の
深
い
関
係

が
築
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。現
在
も
、月
に

1
回
鯨
肉
の
入
札
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、

鯨
の
食
文
化
は
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、お
茶
と
東
彼
杵
町
の
歴
史
も
深

く
、幕
末
の
長
崎
で
名
が
知
れ
た
女
性
貿

易
商
・
大
浦
慶
が
、イ
ギ
リ
ス
商
人
と
と
も

に
日
本
で
初
め
て
製
茶
を
輸
出
す
る
事
業

を
始
め
た
際
に
も『
そ
の
ぎ
茶
』が
輸
出

さ
れ
ま
し
た
。今
で
も
お
茶
の
栽
培
が
盛

ん
で
、長
崎
県
内
の
茶
園
面
積
の
約
60
％
、

約
4
5
0
ト
ン
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、

2
0
2
1
年
現
在
、全
国
茶
品
評
会
に
お

い
て
4
年
連
続
日
本
一
と
な
って
い
ま
す
。

Sorrisoriso

千
綿

第
三
瀬
戸
米
倉
庫
の
は
じ
ま
り

　
東
彼
杵
町
の
瀬
戸
郷
に
1
9
6
8
年

に
建
立
さ
れ
た
旧
千
綿
第
三
農
協
米

倉
庫
が
あ
り
ま
す
。取
り
壊
し
寸
前
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、2
0
1
5
年
12
月

『Sorrisoriso

（
ソ
リ
ッ
ソ
リ
ッ
ソ
）千
綿

第
三
瀬
戸
米
倉
庫
』と
し
て
新
た
に
息
を

吹
き
返
し
ま
し
た
。

　
2
0
1
7
年
か
ら
立
ち
上
げ
た
一
般

社
団
法
人
東
彼
杵
ひ
と
こ
と
も
の
公
社
で

は
、現
在
、店
舗
運
営
を
中
心
に
担
っ
て
く

れ
て
い
る
社
員
3
名
、理
事
16
名
で
運
営

し
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
主
な
活
動
と
し

て
、行
政
機
関
や
企
業
、団
体
等
と
協
力

体
制
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
ほ
か
、そ
の

ぎ
茶
の
魅
力
発
信
や
商
品
開
発
、さ
ら
に

は
地
域
住
民
と
連
携
し
た
地
域
・
文
化
づ

く
り
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。特
に
、地
域
交
流
拠
点『Sorriso 

riso

千
綿
第
三
瀬
戸
米
倉
庫
』を
中
心

に
、周
辺
の
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
店
舗
や
拠
点
づ
く
り
を
開
業
の
お
手

伝
い
を
通
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

現
在
は
昔
な
が
ら
の
老
舗
の
み
な
さ
ん
の

既
存
店
活
性
化
や
、中
小
企
業
の
業
務
改

善
や
U
I
タ
ー
ン
者
の
サ
ポ
ー
ト
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

起
業
・
創
業
支
援
の
仕
組
み

　
私
た
ち
は
拠
点
と
し
て
5
年
で
5
店

舗
を
開
業
す
る
サ
ポ
ー
ト
目
標
を
掲
げ
、

千
綿
地
区
を
中
心
に
派
生
さ
せ
る『
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
寄
せ
集
め
出

店
）』と
い
う
仕
組
み
を
つ
く
り
、千
綿
食

堂（
千
綿
駅
）や
海
月
食
堂
に
そ
の
仕
組

み
を
活
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

仕
組
み
活
用
の
情
報
を
聞
い
た
方
々
か
ら

東
彼
杵
町
へ
の
移
住
や
創
業
起
業
の
お
声

を
い
た
だ
き
、ち
わ
た
や
、LittleLeo

（
リ

ト
ル
レ
オ
）、さ
い
と
う
宿
場
な
ど
、な
つ
か

し
く
て
あ
た
ら
し
い
店
舗
の
み
な
さ
ん
が

「
5
年
で
20
店
舗
」と
い
う
私
ど
も
の
目
標

を
は
る
か
に
上
回
る
ペ
ー
ス
で
こ
の
千
綿

地
区
を
中
心
に
出
店
・
起
業
さ
れ
ま
し
た

（
お
店
と
の
関
わ
り
方
は
様
々
で
は
あ
り
ま

す
が
、20
店
舗
の
う
ち
15
店
舗
ほ
ど
は
活

動
を
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、現
在
は

自
然
派
生
的
に
店
舗
や
起
業
者
も
増
え

て
い
ま
す
）。現
在
は
商
工
会
連
合
会
、

商
工
会
議
所
、長
崎
県
の
経
営
支
援
課
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
専
門
家
と
し
て
活
動
し

た
り
、昔
か
ら
東
彼
杵
町
で
生
業
を
行
っ

て
き
た
方
々
へ
社
団
法
人
の
理
事
の
メ
ン

バ
ー
と
共
に
、企
画
・
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン・

商
品
開
発
を
通
し
事
業
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ

て
い
ま
す
。東
彼
杵
町
は
7,
8
0
0
人
ほ

ど
の
小
さ
な
町
で
す
が
、東
彼
杵
町
役
場

が
企
画
す
る
町
の
移
住
支
援
や
補
助
制

度
も
充
実
し
て
お
り
、I
タ
ー
ン
や
U
タ
ー

ン
の
移
住
者
も
増
え
、現
在
は
空
き
家
バ
ン

ク
へ
の
入
居
希
望
者
が
待
機
す
る
ほ
ど
で
、

県
内
で
も
注
目
の
町
と
な
って
い
ま
す
。

地
元へ
U
タ
ーン
し
て
起
業
し
た

の
ち
、プロジェク
ト
を
発
足

　
私
が
U
タ
ー
ン
し
た
き
っ
か
け
は
、

帰
省
す
る
た
び
に
感
じ
る
生
ま
れ
育
っ
た

町
の
過
疎
化
で
し
た
。町
か
ら
小
さ
な
商

店
が
消
え
て
い
く
の
を
目
の
当
た
り
に

し
、私
も
商
売
人
の
息
子
と
し
て
危
機
感

を
覚
え
ま
し
た
。

　
2
0
0
8
年
に
戻
っ
て
来
て
か
ら
は
、

地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
イ
ベ
ン
ト
を

精
力
的
に
開
催
し
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の

時
そ
の
場
は
い
い
の
で
す
が
、ど
う
し
て
も

一
過
性
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
疑
問

を
抱
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、持
続
性
あ
る

取
り
組
み
へ
と
方
向
転
換
す
る
た
め
に
、

活
動
拠
点
の
整
備
を
始
め
ま
し
た
。そ
ん

な
中
で
、2
0
1
3
年
に
J
A
旧
千
綿
支

所
の
米
倉
庫
が
取
り
壊
し
に
な
る
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
、町
内
に
残
る
貴
重
な
古

い
建
物
で
し
た
の
で
、１
年
を
か
け
て
全

力
で
交
渉
し
ま
し
た
。関
係
機
関
や
さ
ま

ざ
ま
な
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
、な
ん

と
か
建
物
の
存
続
が
決
ま
り
、プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
説
明
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね

た
後
、2
0
1
5
年
12
月
に『Sorrisoriso

千
綿
第
三
瀬
戸
米
倉
庫
』を
オ
ー
プ
ン
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

中
心
と
し
た
景
観
を
変
え
な
い
町
づ
く
り

の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
と
い
う
考
え
の

ちいさなまち、ちわたから
　
そ
の
他
に
も
サ
ポ
ー
ト
せ
ず
と
も『
千

綿
』『
東
彼
杵
』と
い
う
エ
リ
ア
に
魅
力
を
感

じ
、自
然
派
生
し
て
開
業
さ
れ
た
魅
力
的

な
方
々
も
次
々
と
開
業
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、私
た
ち
が
運
営
し
て
い
る『
く

じ
ら
の
髭
』サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://kujiranohige.com

活
動
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

　
東
彼
杵
町
で
は
今
、若
い
世
代
を
中
心

に
こ
の
町
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
い
う

方
が
増
え
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
拠
点
活

動
が
は
じ
ま
る
頃
に
結
成
さ
れ
、私
た
ち

も
影
響
を
受
け
な
が
ら
一
緒
に
育
っ
て

き
た
、町
内
の
お
茶
農
家
6
人
に
よ
る
ユ

ニ
ッ
ト『T

sunagu Sonogi T
ea 

Farm
ers

』も
そ
う
で
す
。東
彼
杵
町
の

お
茶
関
係
は
と
て
も
勢
い
が
あ
り
ま

す
。全
国
茶
品
評
会
で
は
、蒸
し
製
玉
緑

茶
の
部
で
2
0
1
7
年
か
ら
3
年
連
続
し

て
産
地
日
本
一
を
受
賞
し
ま
し
た
。ま
た
、

全
国
茶
品
評
会
個
人
の
部
の
最
高
賞
で

あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
と
、ほ
か
に
も

全
国
茶
生
産
青
年
茶
審
査
技
術
競
技

大
会
で
の
日
本
一
も
こ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

選
出
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
加
え
彼
ら
は

海
外
へ
出
向
き
積
極
的
に
お
茶
を
P
R

し
、オ
ラ
ン
ダ
の
有
名
な
展
示
・
即
売
会

『M
O
N
O
JA
PA
N

』に
も
出
店
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
町
内
の
50-

60
代
の
方
も
負
け
て
い
ま

せ
ん
。地
域
の
有
志
が
一
般
社
団
法
人
を

設
立
し
、自
分
た
ち
が
栽
培
し
た
美
味
し

い
お
米
を
売
り
出
す
た
め
、農
産
物
加
工

所『
木
場
の
む
す
び
』を
開
業
さ
れ
て
い
ま

す
。関
係
人
口
が
増
え
て
町
内
外
が
繋
が

る
仕
組
み
が
で
き
、新
た
な
事
業
へ
と
発
展

す
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。今
後
の
展

開
の
中
に
も
書
い
て
お
り
ま
す
が
、人
材
育

成
事
業
の
構
想
も
生
ま
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。こ
れ
ま
で
は
通
過
す
る
町
と
言
わ
れ
て

き
た
東
彼
杵
町
で
す
が
、町
に
参
入
を
考

え
る
企
業
が
出
て
き
た
こ
と
は
大
き
な
効

果
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

活
動
の
エピ
ソ
ー
ド

　「
地
域
づ
く
り
は
１
人
で
は
何
も
で
き
な

い
」。そ
う
痛
感
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り

ま
す
。2
0
1
7
年
７
月
に
発
生
し
た
九

州
北
部
豪
雨
で
、東
彼
杵
町
で
味
噌
の
製

造
・
販
売
を
す
る
大
渡
商
店
の
杷
木
支
店

が
倒
壊
し
ま
し
た
。も
と
も
と
苦
し
か
っ
た

経
営
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
緊
急
事
態
に
、

大
渡
商
店
の
３
代
目
か
ら
相
談
を
受
け
ま

し
た
。こ
の
状
況
を
S
N
S
等
で
拡
散
し

た
と
こ
ろ
、共
に
活
動
し
て
き
た
メ
ン

バ
ー
が
す
ぐ
に
反
応
し
、行
き
場
を
失
っ

た
4
ト
ン
の
味
噌
を
販
売
す
る
手
助
け

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。２
日
間
で
２
ト

ン（
1,
4
0
0
件
）分
の
発
注
が
あ
り
、な

ん
と
か
経
営
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。

　
同
じ
年
の
11
月
、大
渡
商
店
の
2
代
目

で
あ
る
父
君
が
病
で
逝
去
し
、彼
は
28
歳

に
し
て
後
継
者
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、

辛
い
思
い
を
経
験
し
な
が
ら
も
お
店
を
、

そ
し
て
自
分
自
身
を
立
て
直
す
こ
と
が
で

き
た
の
は
、メ
ン
バ
ー
の
温
か
い
サ
ポ
ー
ト

が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。地
域
の

力
が
こ
ん
な
に
も
大
き
い
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
感
じ
、少
し
ず
つ
築
き
上
げ
て
き

た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
こ
の
奇
跡
を
起
こ
し

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
時
代
、

人
口
減
少
は
否
め
ま
せ
ん
が
、1
人
1
人

が
支
え
合
う
こ
と
で
大
き
な
力
に
な
る
、

強
い
地
域
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
、地
方

で
暮
ら
す
価
値
と
し
て
提
唱
し
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
展
開

　
　
　地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出

　　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
育
む
に
あ
た
り
、単
に

特
産
品
や
観
光
地
の
開
発
だ
け
を
意
味
す

る
の
で
は
な
く
、今
あ
る
地
域
資
源
を
体

験
価
値
に
転
換
し
、「
買
い
た
い
」「
訪
れ
た

い
」「
交
流
し
た
い
」「
住
み
た
い
」と
思
わ

れ
る
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。地
域
や
自
治
体
が

一
方
的
に
人
を「
集
め
る
」の
で
は
な
く
、

地
域
への
愛
着
や
誇
り
を
も
つ
人
々
を
増
や

し
、有
機
的
に
人
が「
集
ま
る
」仕
組
み
づ

く
り
が
大
事
で
、「
モ
ノ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」で

は
な
く
、「
地
域
そ
の
も
の
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」

を
目
指
しSorrisoriso 

千
綿
第
三
瀬
戸

米
倉
庫
内
に
て
、新
た
に『
く
じ
ら
の
髭
』、

『C
H
A
N
O
KO
(

チ
ャ
ノ
コ)

』(

九
州
電
力

協
業
ブ
ラ
ン
ド)

の
ふ
た
つ
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
創
出
し
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り 

自
然

と
人
が「
集
ま
る
」「
集
ま
り
た
く
な
る
」 

動

き
を
さ
ら
に
活
発
化
さ
せ
よ
う
と
考
え
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。2
0
2
0
年
か
ら
は
じ

ま
っ
た
く
じ
ら
の
髭
に
つ
い
て
は
冒
頭
で
く

じ
ら
の
町
と
し
て
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、

先
人
が
町
を
潤
わ
す
た
め
に
く
じ
ら
の
捕

鯨
を
は
じ
め
た
こ
と
に
敬
意
を
払
い
、こ
の

町
を
潤
わ
す
き
っ
か
け
や
仕
組
み
を『
く
じ

ら
の
髭
』の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
通
し
て
お
伝

え
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。な
お

『
く
じ
ら
の
髭
』店
舗
で
は
東
彼
杵
町
出
身

の
私
の
同
級
生
が
店
長
を
担
っ
て
い
ま
す
。

訪
れ
た
お
客
様
に
そ
の
ぎ
茶
や
東
彼
杵
に

関
わ
る
モ
ノ
に
ふ
れ
て
実
際
に
体
感
す
る
こ

と
で
、東
彼
杵
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
って

い
た
だ
け
る
よ
う
、日
々
心
が
け
て
く
だ

さ
って
い
ま
す
。

　
　
　エ
リ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
育
成

　
今
後
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
育
成
を
実
施
し
、

東
彼
杵
町
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
イ
メ
ー

ジ
を
後
輩
た
ち
に
伝
え
て
い
き
な
が
ら
、い

つ
か
町
か
ら
出
た
と
し
て
も
ま
た
戻
って
き

た
い
、い
つ
で
も
戻
っ
て
こ
れ
る
と
思
え
る

町
、未
来
の
可
能
性
を
見
出
せ
る
町
に
す

る
こ
と
が
私
た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョン
で
す
。

　
私
は
U
タ
ー
ン
で
す
の
で
、自
分
の
体
験

を
広
く
伝
え
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。戻
って
き
て
私
が
気
づ
い
た
こ
と
は
、

自
営
業
者
が
少
な
い
こ
と
で
す
。町
の
こ
と

を
考
え
る
上
で
自
営
業
者
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。例
え
ば
、町
の
課
題
は
自
分
た
ち
の
経

営
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
影
響
す
る
た
め
、常
に

自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
て
考
え
る
よ
う
に

な
る
か
ら
で
す
。だ
か
ら
私
は
ま
ち
づ
く
り

の
カ
ギ
と
な
る
自
営
業
者
が
増
え
て
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
育
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、そ
こ
に

雇
用
も
生
ま
れ
、雇
用
主
と
な
っ
た
自
営

業
者
は
町
づ
く
り
活
動
な
ど
に
も
っ
と
参

加
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
最
近
は
他
地
域
で
も
ま
ち
づ
く
り
関
連

の
仕
事
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
増

え
て
き
ま
し
た
。東
彼
杵
町
も
そ
う
で
す

が
、U
タ
ー
ン
者
も
し
く
は
地
元
の
方
が
中

心
と
な
っ
た
活
動
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。私
は
、中
心
メ
ン
バ
ー
に
は
地
元
の
若

者
が
多
く
い
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。そ
う
い
う
町
に
は
絶
対
的
な
強
さ
が
あ

り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、町
に
魅
力
を
感
じ
て

移
住
し
て
く
れ
る
I
タ
ー
ン
者
は
重
要
な

存
在
で
す
。だ
か
ら
、ま
ず
は
彼
ら
の
活
躍

す
る
場
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
大
切
で
、

U
タ
ー
ン
者
も
し
く
は
地
元
の
方
に
は
彼

ら
に
興
味
を
持
って
も
ら
う
こ
と
。I
タ
ー

ン
者
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
町
を
気
づ
く

き
っ
か
け
と
な
り
、地
元
の
方
は
刺
激
を
受

け
て
、U
タ
ー
ン
者
も
自
然
と
戻
っ
て
く
る

は
ず
で
す
。現
在
、東
彼
杵
町
で
は
孫
タ
ー

ン
も
増
え
て
い
る
の
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

ほ
か
に
も
、千
綿
と
い
う
地
名
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
紐
解
き
、無
農
薬
綿
花
を
種
か
ら

育
て
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。活
動
の
中
心
は
店
舗
を
持
た
な
い

花
屋
と
し
て
活
動
す
る『
ミ
ド
リ
ブ
』と
い

う
３
人
の
子
育
て
マ
マ
た
ち
の
仲
間
で
す
。

女
性
が
イ
キ
イ
キ
し
て
い
る
町
は
と
て
も

魅
力
が
あ
り
ま
す
。今
後
の
展
開
が
楽
し

み
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
構
築

　
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
し
て

2
0
2
0
年
１
月
に『
く
じ
ら
の
髭
』の
店

舗
開
業
と
同
時
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立
ち

上
げ
、地
域
の「
み
せ
」「
ひ
と
」「
こ
と
」「
も

の
」を
発
信
す
る
仕
組
み
を
創
出
し
ま
し

た
。同
時
に
観
光
交
流
拠
点
及
び
地
域
商

材
を
販
売
す
る
店
舗『
く
じ
ら
の
髭
』の
運

営
を
開
始
し
、ネ
ッ
ト
上
と
リ
ア
ル
を
繋
ぐ

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。現
在
、ラ
イ

タ
ー
５
名
、カ
メ
ラ
マ
ン
５
名
、編
集
者
２

名
と
外
部
委
託
の
仕
組
み
で『
く
じ
ら
の

髭
編
集
部
』を
構
成
し
て
い
ま
す
。ラ
イ

タ
ー
の
う
ち
１
名
は
町
外
か
ら
嫁
い
で
き

た
女
性
で
す
。今
後
、こ
の
よ
う
な
女
性
の

活
躍
の
場
面
を
店
舗
で
の
開
業
に
関
わ
ら

ず
、自
宅
で
子
育
て
し
な
が
ら
営
み
を
創

出
で
き
る
仕
組
み
を
目
指
そ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。今
後
こ
の
仕
組
み
を
さ
ら
に
強

化
し
、長
崎
県
へ
の
移
住
の
切
り
口
と
し

て
の
可
能
性
を
見
出
し
た
い
と
考
え
て
い

る
と
と
も
に
、こ
の「
ひ
と
」を
中
心
に
着

目
し
た
取
り
組
み
を
強
化
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
昨
今
、地
域
間
の
つ
な
が
り
は
希
薄
化

し
て
お
り
暮
ら
し
方
に
変
化
が
起
き
て
い

ま
す
。 

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、く
じ
ら
の
髭

の
取
材
の
仕
組
み
と
し
て
当
社
団
法
人
の

社
名
に
も
あ
り
ま
す「
み
せ
」「
ひ
と
」「
こ

と
」「
も
の
」の
４
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
つ
く

り
ま
し
た
。 

こ
れ
は「
ひ
と
」の
ス
ト
ー
リ
ー

を
読
者
に
伝
え
る
狙
い
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
に
地
域
の
人
と
取
材
を
す
る
私

た
ち
の「
つ
な
が
る
仕
組
み
」を
つ
く
る
こ

と
も
大
き
な
目
的
で
す
。取
材
を
通
し
て
、

人
と
な
り
を
深
く
知
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。ま
た
、地
域
の
行
事
等
が
開
催
さ
れ

た
際
に
、こ
の
縁
を
き
っ
か
け
に
新
た
な

「
ひ
と
」の
つ
な
が
り
を
紡
ぎ
出
す
こ
と
も
、

紡
ぎ
直
す
こ
と
も
で
き
、更
な
る
活
動
を

生
み
出
す
こ
と
に
な
って
い
く
も
の
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、今
後
は
こ
の「
ひ

と
」に
着
目
す
る
仕
組
み
を
全
国
で
活
用

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
も
な
る
よ
う
に

と
考
え
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、私
た
ち
が

取
材
す
る
の
で
は
な
く
、そ
の
仕
組
み
を

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
各
地
域
の
み
な

さ
ん
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、各
地
域
で

取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
み
な
さ
ま
の
つ

な
が
り
を
作
り
出
す
こ
と
や
、そ
の
地
域

で
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
で
す
。

　
　
　デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
融
合

　
く
じ
ら
の
髭
サ
イ
ト
の
取
材
を
通
し
て
、

「
ひ
と
」と「
ひ
と
」と
の
つ
な
が
り
を
育
み

時
間
を
か
け
て
様
々
な
方
々
を
巻
き
込
ん

で
い
く
こ
と
で
、町
の
危
機
や
こ
れ
か
ら
の

課
題
解
決
に
向
き
合
え
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
の
お
店
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト

や
、地
域
で
の
事
業
を
作
っ
て
い
く
上
で

様
々
な
課
題
が
あ
る
中
で
、こ
れ
か
ら
の
時

代
は
今
以
上
に
な
お
一
層「
ひ
と
」と「
ひ

と
」が
向
き
合
う
時
間
を
大
切
に
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
現
在
進
め
て
い
る
こ
と
が
、地
域
の
既
存

店
活
性
化
や
中
小
企
業
の
み
な
さ
ま
の
業

務
改
善
で
す
。

　（
そ
の
３
）で
の
情
報
発
信
の
お
手
伝
い

だ
け
で
な
く
、I
T
導
入
に
よ
る
店
舗
運

営
で
の
会
計
業
務
、販
売
戦
略
の
シ
ス
テ
ム

導
入
や
、中
小
企
業
様
の
人
事・労
務
の
サ

ポ
ー
ト
業
務
も
長
崎
県
の
大
村
市
に
あ
る

『G
lobalB

』と
い
う
I
T
会
社
と
連
携
し

行
な
って
い
ま
す
。昨
今
は
地
域
団
体
か
ら

ふ
か
ざ
わ
ぎ
だ
ゆ
う
か
つ
き
よ

寄稿　森 一峻
もり　　 かずたか

く
ら
げ
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長崎だより 長崎だより

は
じ
め
に

　
長
崎
県
に
あ
る
東
彼
杵
町
は
、1
万
年

以
上
前
の
旧
石
器
時
代
か
ら
そ
の
歴
史

を
刻
み
、江
戸
時
代
に
は
大
村
藩
の
所
領

と
な
り
長
崎
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
賑

わ
っ
て
い
た
町
で
す
。中
で
も
彼
杵
宿
は
長

崎
街
道
と
平
戸
街
道
の
分
岐
点
に
あ
り
、

大
村
湾
で
最
も
栄
え
た
港
町
だ
っ
た
そ

う
で
す
。江
戸
時
代
初
期
に
九
州
で
初
め

て
鯨
組
を
創
っ
た
深
澤
義
太
夫
勝
清
が
、

彼
杵
港
に
目
を
付
け
鯨
肉
を
陸
揚
げ
し
た

こ
と
に
始
ま
り
、彼
杵
と
鯨
の
深
い
関
係

が
築
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。現
在
も
、月
に

1
回
鯨
肉
の
入
札
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、

鯨
の
食
文
化
は
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、お
茶
と
東
彼
杵
町
の
歴
史
も
深

く
、幕
末
の
長
崎
で
名
が
知
れ
た
女
性
貿

易
商
・
大
浦
慶
が
、イ
ギ
リ
ス
商
人
と
と
も

に
日
本
で
初
め
て
製
茶
を
輸
出
す
る
事
業

を
始
め
た
際
に
も『
そ
の
ぎ
茶
』が
輸
出

さ
れ
ま
し
た
。今
で
も
お
茶
の
栽
培
が
盛

ん
で
、長
崎
県
内
の
茶
園
面
積
の
約
60
％
、

約
4
5
0
ト
ン
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、

2
0
2
1
年
現
在
、全
国
茶
品
評
会
に
お

い
て
4
年
連
続
日
本
一
と
な
って
い
ま
す
。

Sorrisoriso

千
綿

第
三
瀬
戸
米
倉
庫
の
は
じ
ま
り

　
東
彼
杵
町
の
瀬
戸
郷
に
1
9
6
8
年

に
建
立
さ
れ
た
旧
千
綿
第
三
農
協
米

倉
庫
が
あ
り
ま
す
。取
り
壊
し
寸
前
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、2
0
1
5
年
12
月

『Sorrisoriso

（
ソ
リ
ッ
ソ
リ
ッ
ソ
）千
綿

第
三
瀬
戸
米
倉
庫
』と
し
て
新
た
に
息
を

吹
き
返
し
ま
し
た
。

　
2
0
1
7
年
か
ら
立
ち
上
げ
た
一
般

社
団
法
人
東
彼
杵
ひ
と
こ
と
も
の
公
社
で

は
、現
在
、店
舗
運
営
を
中
心
に
担
っ
て
く

れ
て
い
る
社
員
3
名
、理
事
16
名
で
運
営

し
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
主
な
活
動
と
し

て
、行
政
機
関
や
企
業
、団
体
等
と
協
力

体
制
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
ほ
か
、そ
の

ぎ
茶
の
魅
力
発
信
や
商
品
開
発
、さ
ら
に

は
地
域
住
民
と
連
携
し
た
地
域
・
文
化
づ

く
り
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。特
に
、地
域
交
流
拠
点『Sorriso 

riso

千
綿
第
三
瀬
戸
米
倉
庫
』を
中
心

に
、周
辺
の
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
店
舗
や
拠
点
づ
く
り
を
開
業
の
お
手

伝
い
を
通
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

現
在
は
昔
な
が
ら
の
老
舗
の
み
な
さ
ん
の

既
存
店
活
性
化
や
、中
小
企
業
の
業
務
改

善
や
U
I
タ
ー
ン
者
の
サ
ポ
ー
ト
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

起
業
・
創
業
支
援
の
仕
組
み

　
私
た
ち
は
拠
点
と
し
て
5
年
で
5
店

舗
を
開
業
す
る
サ
ポ
ー
ト
目
標
を
掲
げ
、

千
綿
地
区
を
中
心
に
派
生
さ
せ
る『
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
寄
せ
集
め
出

店
）』と
い
う
仕
組
み
を
つ
く
り
、千
綿
食

堂（
千
綿
駅
）や
海
月
食
堂
に
そ
の
仕
組

み
を
活
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

仕
組
み
活
用
の
情
報
を
聞
い
た
方
々
か
ら

東
彼
杵
町
へ
の
移
住
や
創
業
起
業
の
お
声

を
い
た
だ
き
、ち
わ
た
や
、LittleLeo

（
リ

ト
ル
レ
オ
）、さ
い
と
う
宿
場
な
ど
、な
つ
か

し
く
て
あ
た
ら
し
い
店
舗
の
み
な
さ
ん
が

「
5
年
で
20
店
舗
」と
い
う
私
ど
も
の
目
標

を
は
る
か
に
上
回
る
ペ
ー
ス
で
こ
の
千
綿

地
区
を
中
心
に
出
店
・
起
業
さ
れ
ま
し
た

（
お
店
と
の
関
わ
り
方
は
様
々
で
は
あ
り
ま

す
が
、20
店
舗
の
う
ち
15
店
舗
ほ
ど
は
活

動
を
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、現
在
は

自
然
派
生
的
に
店
舗
や
起
業
者
も
増
え

て
い
ま
す
）。現
在
は
商
工
会
連
合
会
、

商
工
会
議
所
、長
崎
県
の
経
営
支
援
課
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
専
門
家
と
し
て
活
動
し

た
り
、昔
か
ら
東
彼
杵
町
で
生
業
を
行
っ

て
き
た
方
々
へ
社
団
法
人
の
理
事
の
メ
ン

バ
ー
と
共
に
、企
画
・
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン・

商
品
開
発
を
通
し
事
業
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ

て
い
ま
す
。東
彼
杵
町
は
7,
8
0
0
人
ほ

ど
の
小
さ
な
町
で
す
が
、東
彼
杵
町
役
場

が
企
画
す
る
町
の
移
住
支
援
や
補
助
制

度
も
充
実
し
て
お
り
、I
タ
ー
ン
や
U
タ
ー

ン
の
移
住
者
も
増
え
、現
在
は
空
き
家
バ
ン

ク
へ
の
入
居
希
望
者
が
待
機
す
る
ほ
ど
で
、

県
内
で
も
注
目
の
町
と
な
って
い
ま
す
。

地
元へ
U
タ
ーン
し
て
起
業
し
た

の
ち
、プロジェク
ト
を
発
足

　
私
が
U
タ
ー
ン
し
た
き
っ
か
け
は
、

帰
省
す
る
た
び
に
感
じ
る
生
ま
れ
育
っ
た

町
の
過
疎
化
で
し
た
。町
か
ら
小
さ
な
商

店
が
消
え
て
い
く
の
を
目
の
当
た
り
に

し
、私
も
商
売
人
の
息
子
と
し
て
危
機
感

を
覚
え
ま
し
た
。

　
2
0
0
8
年
に
戻
っ
て
来
て
か
ら
は
、

地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
イ
ベ
ン
ト
を

精
力
的
に
開
催
し
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の

時
そ
の
場
は
い
い
の
で
す
が
、ど
う
し
て
も

一
過
性
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
疑
問

を
抱
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、持
続
性
あ
る

取
り
組
み
へ
と
方
向
転
換
す
る
た
め
に
、

活
動
拠
点
の
整
備
を
始
め
ま
し
た
。そ
ん

な
中
で
、2
0
1
3
年
に
J
A
旧
千
綿
支

所
の
米
倉
庫
が
取
り
壊
し
に
な
る
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
、町
内
に
残
る
貴
重
な
古

い
建
物
で
し
た
の
で
、１
年
を
か
け
て
全

力
で
交
渉
し
ま
し
た
。関
係
機
関
や
さ
ま

ざ
ま
な
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
、な
ん

と
か
建
物
の
存
続
が
決
ま
り
、プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
説
明
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね

た
後
、2
0
1
5
年
12
月
に『Sorrisoriso

千
綿
第
三
瀬
戸
米
倉
庫
』を
オ
ー
プ
ン
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

中
心
と
し
た
景
観
を
変
え
な
い
町
づ
く
り

の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
と
い
う
考
え
の

ちいさなまち、ちわたから
　
そ
の
他
に
も
サ
ポ
ー
ト
せ
ず
と
も『
千

綿
』『
東
彼
杵
』と
い
う
エ
リ
ア
に
魅
力
を
感

じ
、自
然
派
生
し
て
開
業
さ
れ
た
魅
力
的

な
方
々
も
次
々
と
開
業
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、私
た
ち
が
運
営
し
て
い
る『
く

じ
ら
の
髭
』サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://kujiranohige.com

活
動
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

　
東
彼
杵
町
で
は
今
、若
い
世
代
を
中
心

に
こ
の
町
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
い
う

方
が
増
え
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
拠
点
活

動
が
は
じ
ま
る
頃
に
結
成
さ
れ
、私
た
ち

も
影
響
を
受
け
な
が
ら
一
緒
に
育
っ
て

き
た
、町
内
の
お
茶
農
家
6
人
に
よ
る
ユ

ニ
ッ
ト『T

sunagu Sonogi T
ea 

Farm
ers

』も
そ
う
で
す
。東
彼
杵
町
の

お
茶
関
係
は
と
て
も
勢
い
が
あ
り
ま

す
。全
国
茶
品
評
会
で
は
、蒸
し
製
玉
緑

茶
の
部
で
2
0
1
7
年
か
ら
3
年
連
続
し

て
産
地
日
本
一
を
受
賞
し
ま
し
た
。ま
た
、

全
国
茶
品
評
会
個
人
の
部
の
最
高
賞
で

あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
と
、ほ
か
に
も

全
国
茶
生
産
青
年
茶
審
査
技
術
競
技

大
会
で
の
日
本
一
も
こ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

選
出
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
加
え
彼
ら
は

海
外
へ
出
向
き
積
極
的
に
お
茶
を
P
R

し
、オ
ラ
ン
ダ
の
有
名
な
展
示
・
即
売
会

『M
O
N
O
JA
PA
N

』に
も
出
店
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
町
内
の
50-

60
代
の
方
も
負
け
て
い
ま

せ
ん
。地
域
の
有
志
が
一
般
社
団
法
人
を

設
立
し
、自
分
た
ち
が
栽
培
し
た
美
味
し

い
お
米
を
売
り
出
す
た
め
、農
産
物
加
工

所『
木
場
の
む
す
び
』を
開
業
さ
れ
て
い
ま

す
。関
係
人
口
が
増
え
て
町
内
外
が
繋
が

る
仕
組
み
が
で
き
、新
た
な
事
業
へ
と
発
展

す
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。今
後
の
展

開
の
中
に
も
書
い
て
お
り
ま
す
が
、人
材
育

成
事
業
の
構
想
も
生
ま
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。こ
れ
ま
で
は
通
過
す
る
町
と
言
わ
れ
て

き
た
東
彼
杵
町
で
す
が
、町
に
参
入
を
考

え
る
企
業
が
出
て
き
た
こ
と
は
大
き
な
効

果
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

活
動
の
エピ
ソ
ー
ド

　「
地
域
づ
く
り
は
１
人
で
は
何
も
で
き
な

い
」。そ
う
痛
感
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り

ま
す
。2
0
1
7
年
７
月
に
発
生
し
た
九

州
北
部
豪
雨
で
、東
彼
杵
町
で
味
噌
の
製

造
・
販
売
を
す
る
大
渡
商
店
の
杷
木
支
店

が
倒
壊
し
ま
し
た
。も
と
も
と
苦
し
か
っ
た

経
営
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
緊
急
事
態
に
、

大
渡
商
店
の
３
代
目
か
ら
相
談
を
受
け
ま

し
た
。こ
の
状
況
を
S
N
S
等
で
拡
散
し

た
と
こ
ろ
、共
に
活
動
し
て
き
た
メ
ン

バ
ー
が
す
ぐ
に
反
応
し
、行
き
場
を
失
っ

た
4
ト
ン
の
味
噌
を
販
売
す
る
手
助
け

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。２
日
間
で
２
ト

ン（
1,
4
0
0
件
）分
の
発
注
が
あ
り
、な

ん
と
か
経
営
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。

　
同
じ
年
の
11
月
、大
渡
商
店
の
2
代
目

で
あ
る
父
君
が
病
で
逝
去
し
、彼
は
28
歳

に
し
て
後
継
者
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、

辛
い
思
い
を
経
験
し
な
が
ら
も
お
店
を
、

そ
し
て
自
分
自
身
を
立
て
直
す
こ
と
が
で

き
た
の
は
、メ
ン
バ
ー
の
温
か
い
サ
ポ
ー
ト

が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。地
域
の

力
が
こ
ん
な
に
も
大
き
い
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
感
じ
、少
し
ず
つ
築
き
上
げ
て
き

た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
こ
の
奇
跡
を
起
こ
し

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
時
代
、

人
口
減
少
は
否
め
ま
せ
ん
が
、1
人
1
人

が
支
え
合
う
こ
と
で
大
き
な
力
に
な
る
、

強
い
地
域
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
、地
方

で
暮
ら
す
価
値
と
し
て
提
唱
し
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
展
開

　
　
　地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出

　　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
育
む
に
あ
た
り
、単
に

特
産
品
や
観
光
地
の
開
発
だ
け
を
意
味
す

る
の
で
は
な
く
、今
あ
る
地
域
資
源
を
体

験
価
値
に
転
換
し
、「
買
い
た
い
」「
訪
れ
た

い
」「
交
流
し
た
い
」「
住
み
た
い
」と
思
わ

れ
る
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。地
域
や
自
治
体
が

一
方
的
に
人
を「
集
め
る
」の
で
は
な
く
、

地
域
への
愛
着
や
誇
り
を
も
つ
人
々
を
増
や

し
、有
機
的
に
人
が「
集
ま
る
」仕
組
み
づ

く
り
が
大
事
で
、「
モ
ノ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」で

は
な
く
、「
地
域
そ
の
も
の
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」

を
目
指
しSorrisoriso 

千
綿
第
三
瀬
戸

米
倉
庫
内
に
て
、新
た
に『
く
じ
ら
の
髭
』、

『C
H
A
N
O
KO
(

チ
ャ
ノ
コ)

』(

九
州
電
力

協
業
ブ
ラ
ン
ド)

の
ふ
た
つ
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
創
出
し
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り 

自
然

と
人
が「
集
ま
る
」「
集
ま
り
た
く
な
る
」 

動

き
を
さ
ら
に
活
発
化
さ
せ
よ
う
と
考
え
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。2
0
2
0
年
か
ら
は
じ

ま
っ
た
く
じ
ら
の
髭
に
つ
い
て
は
冒
頭
で
く

じ
ら
の
町
と
し
て
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、

先
人
が
町
を
潤
わ
す
た
め
に
く
じ
ら
の
捕

鯨
を
は
じ
め
た
こ
と
に
敬
意
を
払
い
、こ
の

町
を
潤
わ
す
き
っ
か
け
や
仕
組
み
を『
く
じ

ら
の
髭
』の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
通
し
て
お
伝

え
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。な
お

『
く
じ
ら
の
髭
』店
舗
で
は
東
彼
杵
町
出
身

の
私
の
同
級
生
が
店
長
を
担
っ
て
い
ま
す
。

訪
れ
た
お
客
様
に
そ
の
ぎ
茶
や
東
彼
杵
に

関
わ
る
モ
ノ
に
ふ
れ
て
実
際
に
体
感
す
る
こ

と
で
、東
彼
杵
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
って

い
た
だ
け
る
よ
う
、日
々
心
が
け
て
く
だ

さ
って
い
ま
す
。

　
　
　エ
リ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
育
成

　
今
後
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
育
成
を
実
施
し
、

東
彼
杵
町
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
イ
メ
ー

ジ
を
後
輩
た
ち
に
伝
え
て
い
き
な
が
ら
、い

つ
か
町
か
ら
出
た
と
し
て
も
ま
た
戻
って
き

た
い
、い
つ
で
も
戻
っ
て
こ
れ
る
と
思
え
る

町
、未
来
の
可
能
性
を
見
出
せ
る
町
に
す

る
こ
と
が
私
た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョン
で
す
。

　
私
は
U
タ
ー
ン
で
す
の
で
、自
分
の
体
験

を
広
く
伝
え
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。戻
って
き
て
私
が
気
づ
い
た
こ
と
は
、

自
営
業
者
が
少
な
い
こ
と
で
す
。町
の
こ
と

を
考
え
る
上
で
自
営
業
者
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。例
え
ば
、町
の
課
題
は
自
分
た
ち
の
経

営
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
影
響
す
る
た
め
、常
に

自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
て
考
え
る
よ
う
に

な
る
か
ら
で
す
。だ
か
ら
私
は
ま
ち
づ
く
り

の
カ
ギ
と
な
る
自
営
業
者
が
増
え
て
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
育
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、そ
こ
に

雇
用
も
生
ま
れ
、雇
用
主
と
な
っ
た
自
営

業
者
は
町
づ
く
り
活
動
な
ど
に
も
っ
と
参

加
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
最
近
は
他
地
域
で
も
ま
ち
づ
く
り
関
連

の
仕
事
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
増

え
て
き
ま
し
た
。東
彼
杵
町
も
そ
う
で
す

が
、U
タ
ー
ン
者
も
し
く
は
地
元
の
方
が
中

心
と
な
っ
た
活
動
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。私
は
、中
心
メ
ン
バ
ー
に
は
地
元
の
若

者
が
多
く
い
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。そ
う
い
う
町
に
は
絶
対
的
な
強
さ
が
あ

り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、町
に
魅
力
を
感
じ
て

移
住
し
て
く
れ
る
I
タ
ー
ン
者
は
重
要
な

存
在
で
す
。だ
か
ら
、ま
ず
は
彼
ら
の
活
躍

す
る
場
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
大
切
で
、

U
タ
ー
ン
者
も
し
く
は
地
元
の
方
に
は
彼

ら
に
興
味
を
持
って
も
ら
う
こ
と
。I
タ
ー

ン
者
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
町
を
気
づ
く

き
っ
か
け
と
な
り
、地
元
の
方
は
刺
激
を
受

け
て
、U
タ
ー
ン
者
も
自
然
と
戻
っ
て
く
る

は
ず
で
す
。現
在
、東
彼
杵
町
で
は
孫
タ
ー

ン
も
増
え
て
い
る
の
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

ほ
か
に
も
、千
綿
と
い
う
地
名
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
紐
解
き
、無
農
薬
綿
花
を
種
か
ら

育
て
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。活
動
の
中
心
は
店
舗
を
持
た
な
い

花
屋
と
し
て
活
動
す
る『
ミ
ド
リ
ブ
』と
い

う
３
人
の
子
育
て
マ
マ
た
ち
の
仲
間
で
す
。

女
性
が
イ
キ
イ
キ
し
て
い
る
町
は
と
て
も

魅
力
が
あ
り
ま
す
。今
後
の
展
開
が
楽
し

み
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
構
築

　
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
し
て

2
0
2
0
年
１
月
に『
く
じ
ら
の
髭
』の
店

舗
開
業
と
同
時
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立
ち

上
げ
、地
域
の「
み
せ
」「
ひ
と
」「
こ
と
」「
も

の
」を
発
信
す
る
仕
組
み
を
創
出
し
ま
し

た
。同
時
に
観
光
交
流
拠
点
及
び
地
域
商

材
を
販
売
す
る
店
舗『
く
じ
ら
の
髭
』の
運

営
を
開
始
し
、ネ
ッ
ト
上
と
リ
ア
ル
を
繋
ぐ

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。現
在
、ラ
イ

タ
ー
５
名
、カ
メ
ラ
マ
ン
５
名
、編
集
者
２

名
と
外
部
委
託
の
仕
組
み
で『
く
じ
ら
の

髭
編
集
部
』を
構
成
し
て
い
ま
す
。ラ
イ

タ
ー
の
う
ち
１
名
は
町
外
か
ら
嫁
い
で
き

た
女
性
で
す
。今
後
、こ
の
よ
う
な
女
性
の

活
躍
の
場
面
を
店
舗
で
の
開
業
に
関
わ
ら

ず
、自
宅
で
子
育
て
し
な
が
ら
営
み
を
創

出
で
き
る
仕
組
み
を
目
指
そ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。今
後
こ
の
仕
組
み
を
さ
ら
に
強

化
し
、長
崎
県
へ
の
移
住
の
切
り
口
と
し

て
の
可
能
性
を
見
出
し
た
い
と
考
え
て
い

る
と
と
も
に
、こ
の「
ひ
と
」を
中
心
に
着

目
し
た
取
り
組
み
を
強
化
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
昨
今
、地
域
間
の
つ
な
が
り
は
希
薄
化

し
て
お
り
暮
ら
し
方
に
変
化
が
起
き
て
い

ま
す
。 

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、く
じ
ら
の
髭

の
取
材
の
仕
組
み
と
し
て
当
社
団
法
人
の

社
名
に
も
あ
り
ま
す「
み
せ
」「
ひ
と
」「
こ

と
」「
も
の
」の
４
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
つ
く

り
ま
し
た
。 

こ
れ
は「
ひ
と
」の
ス
ト
ー
リ
ー

を
読
者
に
伝
え
る
狙
い
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
に
地
域
の
人
と
取
材
を
す
る
私

た
ち
の「
つ
な
が
る
仕
組
み
」を
つ
く
る
こ

と
も
大
き
な
目
的
で
す
。取
材
を
通
し
て
、

人
と
な
り
を
深
く
知
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。ま
た
、地
域
の
行
事
等
が
開
催
さ
れ

た
際
に
、こ
の
縁
を
き
っ
か
け
に
新
た
な

「
ひ
と
」の
つ
な
が
り
を
紡
ぎ
出
す
こ
と
も
、

紡
ぎ
直
す
こ
と
も
で
き
、更
な
る
活
動
を

生
み
出
す
こ
と
に
な
って
い
く
も
の
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、今
後
は
こ
の「
ひ

と
」に
着
目
す
る
仕
組
み
を
全
国
で
活
用

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
も
な
る
よ
う
に

と
考
え
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、私
た
ち
が

取
材
す
る
の
で
は
な
く
、そ
の
仕
組
み
を

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
各
地
域
の
み
な

さ
ん
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、各
地
域
で

取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
み
な
さ
ま
の
つ

な
が
り
を
作
り
出
す
こ
と
や
、そ
の
地
域

で
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
で
す
。

　
　
　デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
融
合

　
く
じ
ら
の
髭
サ
イ
ト
の
取
材
を
通
し
て
、

「
ひ
と
」と「
ひ
と
」と
の
つ
な
が
り
を
育
み

時
間
を
か
け
て
様
々
な
方
々
を
巻
き
込
ん

で
い
く
こ
と
で
、町
の
危
機
や
こ
れ
か
ら
の

課
題
解
決
に
向
き
合
え
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
の
お
店
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト

や
、地
域
で
の
事
業
を
作
っ
て
い
く
上
で

様
々
な
課
題
が
あ
る
中
で
、こ
れ
か
ら
の
時

代
は
今
以
上
に
な
お
一
層「
ひ
と
」と「
ひ

と
」が
向
き
合
う
時
間
を
大
切
に
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
現
在
進
め
て
い
る
こ
と
が
、地
域
の
既
存

店
活
性
化
や
中
小
企
業
の
み
な
さ
ま
の
業

務
改
善
で
す
。

　（
そ
の
３
）で
の
情
報
発
信
の
お
手
伝
い

だ
け
で
な
く
、I
T
導
入
に
よ
る
店
舗
運

営
で
の
会
計
業
務
、販
売
戦
略
の
シ
ス
テ
ム

導
入
や
、中
小
企
業
様
の
人
事・労
務
の
サ

ポ
ー
ト
業
務
も
長
崎
県
の
大
村
市
に
あ
る

『G
lobalB

』と
い
う
I
T
会
社
と
連
携
し

行
な
って
い
ま
す
。昨
今
は
地
域
団
体
か
ら

ふ
か
ざ
わ
ぎ
だ
ゆ
う
か
つ
き
よ

寄稿　森 一峻
もり　　 かずたか

く
ら
げ
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長崎だより 長崎だより

も
と
、『Sorrisoriso

千
綿
第
三
瀬
戸

米
倉
庫
』を
拠
点
に
、周
辺
の
空
き
家
を

調
査
し
な
が
ら
エ
リ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
拓

を
行
い
、移
住
を
促
し
た
自
営
業
者
の
誘

致
及
び
開
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　
町
に
交
流
拠
点
が
で
き
、周
辺
に
小
さ

な
商
い（
小
商
い
）が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、

地
域
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
継
続
型
の

イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。私
た
ち
の
目

指
す〝
一
流
の
田
舎
〞の
実
現
に
向
け
て
、

ま
ず
は
千
綿
エ
リ
ア
か
ら
。こ
こ
数
年
、

交
流
人
口
・
関
係
人
口
は
確
実
に
拡
大

し
、特
に
千
綿
エ
リ
ア
は
大
き
な
賑
わ
い

を
み
せ
て
い
ま
す
。

地
元
に
恩
返
し
を
し
た
い

　
昔
、千
綿
の
浜
は
漁
師
さ
ん
た
ち
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。朝
早
く
に
漁
へ
出
た
漁

師
さ
ん
た
ち
は
昼
頃
に
浜
へ
戻
り
、仲
間
と

ワ
イ
ワ
イ
お
酒
を
飲
ん
で
い
る
と
い
う
風

景
が
日
常
茶
飯
事
で
し
た
。私
が
8
歳
の

頃
の
出
来
事
で
す
。浜
で
ご
み
を
燃
や
し
て

い
た
私
は
間
違
え
て
ス
プ
レ
ー
缶
を
火
の

中
へ
投
げ
込
ん
で
し
ま
い
、そ
れ
が
爆
発
し

た
衝
撃
で
大
や
け
ど
を
負
い
ま
し
た
。た
ま

た
ま
近
く
に
い
た
漁
師
さ
ん
が
す
ぐ
に
駆

け
付
け
て
私
を
海
へ
と
連
れ
て
行
き
、水
を

か
け
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
な
ん
と
か

一
命
を
と
り
と
め
ま
し
た
。も
し
そ
の
時
近

く
に
誰
も
い
な
か
っ
た
ら
、今
の
私
は
い
ま

せ
ん
。偶
然
そ
こ
に
漁
師
さ
ん
が
い
た
か
ら

こ
そ
命
を
救
わ
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
大
き
な
経
験
が
基
と
な
り
、私
は

「
地
元
に
関
わ
る
方
々
へ
恩
返
し
を
し
た

い
」と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
思
い
を
原
動
力
と
し
て
、移
住
や
新

規
創
業
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
方
々
へ
寄
り

添
い
、仲
間
と
共
に
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と

で
、私
た
ち
と
関
わ
っ
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん

の
支
え
と
な
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
き
た

次
第
で
す
。

サ
ポ
ー
ト
や
仕
組
み

　
2
0
1
3
年
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
と
し
て
倉
庫
の
片
付
け・
清
掃
、説
明

会
を
一
緒
に
活
動
し
た
仲
間
で
2
0
1
5

年『Sorrisoriso

千
綿
第
三
瀬
戸
米
倉

庫
』を
は
じ
め
ま
し
た
。オ
ー
プ
ン
時
に
は

そ
の
仲
間
が
経
営
す
るG

o
n
u
ts 

antique supply

（
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
家

具
・
古
着
）、Tsubam

ecoff
ee

（
ス

タ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー
）、tateto

（
革
卸
・
革

製
品
販
売
）の
3
店
の
仲
間
の
お
店
が

Sorrisoriso

内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
周
辺

に
5
年
で
5
店
舗
ほ

ど
が
で
き
た
ら
と
構

想
を
話
し
て
お
り
ま

し
た
が
、そ
の
予
想
を

上
回
る
店
舗
が
5
年

で
開
業
さ
れ
、僅
か

な
が
ら
そ
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ご
一
緒
に
活
動

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
そ
の
他
に
も
サ
ポ
ー
ト
せ
ず
と
も『
千

綿
』『
東
彼
杵
』と
い
う
エ
リ
ア
に
魅
力
を
感

じ
、自
然
派
生
し
て
開
業
さ
れ
た
魅
力
的

な
方
々
も
次
々
と
開
業
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、私
た
ち
が
運
営
し
て
い
る『
く

じ
ら
の
髭
』サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://kujiranohige.com

活
動
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

　
東
彼
杵
町
で
は
今
、若
い
世
代
を
中
心

に
こ
の
町
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
い
う

方
が
増
え
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
拠
点
活

動
が
は
じ
ま
る
頃
に
結
成
さ
れ
、私
た
ち

も
影
響
を
受
け
な
が
ら
一
緒
に
育
っ
て

き
た
、町
内
の
お
茶
農
家
6
人
に
よ
る
ユ

ニ
ッ
ト『T

sunagu Sonogi T
ea 

Farm
ers

』も
そ
う
で
す
。東
彼
杵
町
の

お
茶
関
係
は
と
て
も
勢
い
が
あ
り
ま

す
。全
国
茶
品
評
会
で
は
、蒸
し
製
玉
緑

茶
の
部
で
2
0
1
7
年
か
ら
3
年
連
続
し

て
産
地
日
本
一
を
受
賞
し
ま
し
た
。ま
た
、

全
国
茶
品
評
会
個
人
の
部
の
最
高
賞
で

あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
と
、ほ
か
に
も

全
国
茶
生
産
青
年
茶
審
査
技
術
競
技

大
会
で
の
日
本
一
も
こ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

選
出
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
加
え
彼
ら
は

海
外
へ
出
向
き
積
極
的
に
お
茶
を
P
R

し
、オ
ラ
ン
ダ
の
有
名
な
展
示
・
即
売
会

『M
O
N
O
JA
PA
N

』に
も
出
店
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
町
内
の
50-

60
代
の
方
も
負
け
て
い
ま

せ
ん
。地
域
の
有
志
が
一
般
社
団
法
人
を

設
立
し
、自
分
た
ち
が
栽
培
し
た
美
味
し

い
お
米
を
売
り
出
す
た
め
、農
産
物
加
工

所『
木
場
の
む
す
び
』を
開
業
さ
れ
て
い
ま

す
。関
係
人
口
が
増
え
て
町
内
外
が
繋
が

る
仕
組
み
が
で
き
、新
た
な
事
業
へ
と
発
展

す
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。今
後
の
展

開
の
中
に
も
書
い
て
お
り
ま
す
が
、人
材
育

成
事
業
の
構
想
も
生
ま
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。こ
れ
ま
で
は
通
過
す
る
町
と
言
わ
れ
て

き
た
東
彼
杵
町
で
す
が
、町
に
参
入
を
考

え
る
企
業
が
出
て
き
た
こ
と
は
大
き
な
効

果
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

活
動
の
エピ
ソ
ー
ド

　「
地
域
づ
く
り
は
１
人
で
は
何
も
で
き
な

い
」。そ
う
痛
感
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り

ま
す
。2
0
1
7
年
７
月
に
発
生
し
た
九

州
北
部
豪
雨
で
、東
彼
杵
町
で
味
噌
の
製

造
・
販
売
を
す
る
大
渡
商
店
の
杷
木
支
店

が
倒
壊
し
ま
し
た
。も
と
も
と
苦
し
か
っ
た

経
営
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
緊
急
事
態
に
、

大
渡
商
店
の
３
代
目
か
ら
相
談
を
受
け
ま

し
た
。こ
の
状
況
を
S
N
S
等
で
拡
散
し

た
と
こ
ろ
、共
に
活
動
し
て
き
た
メ
ン

バ
ー
が
す
ぐ
に
反
応
し
、行
き
場
を
失
っ

た
4
ト
ン
の
味
噌
を
販
売
す
る
手
助
け

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。２
日
間
で
２
ト

ン（
1,
4
0
0
件
）分
の
発
注
が
あ
り
、な

ん
と
か
経
営
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。

　
同
じ
年
の
11
月
、大
渡
商
店
の
2
代
目

で
あ
る
父
君
が
病
で
逝
去
し
、彼
は
28
歳

に
し
て
後
継
者
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、

辛
い
思
い
を
経
験
し
な
が
ら
も
お
店
を
、

そ
し
て
自
分
自
身
を
立
て
直
す
こ
と
が
で

き
た
の
は
、メ
ン
バ
ー
の
温
か
い
サ
ポ
ー
ト

が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。地
域
の

力
が
こ
ん
な
に
も
大
き
い
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
感
じ
、少
し
ず
つ
築
き
上
げ
て
き

た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
こ
の
奇
跡
を
起
こ
し

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
時
代
、

人
口
減
少
は
否
め
ま
せ
ん
が
、1
人
1
人

が
支
え
合
う
こ
と
で
大
き
な
力
に
な
る
、

強
い
地
域
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
、地
方

で
暮
ら
す
価
値
と
し
て
提
唱
し
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
展
開

　
　
　地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出

　　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
育
む
に
あ
た
り
、単
に

特
産
品
や
観
光
地
の
開
発
だ
け
を
意
味
す

る
の
で
は
な
く
、今
あ
る
地
域
資
源
を
体

験
価
値
に
転
換
し
、「
買
い
た
い
」「
訪
れ
た

い
」「
交
流
し
た
い
」「
住
み
た
い
」と
思
わ

れ
る
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。地
域
や
自
治
体
が

一
方
的
に
人
を「
集
め
る
」の
で
は
な
く
、

地
域
への
愛
着
や
誇
り
を
も
つ
人
々
を
増
や

し
、有
機
的
に
人
が「
集
ま
る
」仕
組
み
づ

く
り
が
大
事
で
、「
モ
ノ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」で

は
な
く
、「
地
域
そ
の
も
の
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」

を
目
指
しSorrisoriso 

千
綿
第
三
瀬
戸

米
倉
庫
内
に
て
、新
た
に『
く
じ
ら
の
髭
』、

『C
H
A
N
O
KO
(

チ
ャ
ノ
コ)

』(

九
州
電
力

協
業
ブ
ラ
ン
ド)

の
ふ
た
つ
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
創
出
し
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り 

自
然

と
人
が「
集
ま
る
」「
集
ま
り
た
く
な
る
」 

動

き
を
さ
ら
に
活
発
化
さ
せ
よ
う
と
考
え
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。2
0
2
0
年
か
ら
は
じ

ま
っ
た
く
じ
ら
の
髭
に
つ
い
て
は
冒
頭
で
く

じ
ら
の
町
と
し
て
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、

先
人
が
町
を
潤
わ
す
た
め
に
く
じ
ら
の
捕

鯨
を
は
じ
め
た
こ
と
に
敬
意
を
払
い
、こ
の

町
を
潤
わ
す
き
っ
か
け
や
仕
組
み
を『
く
じ

ら
の
髭
』の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
通
し
て
お
伝

え
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。な
お

『
く
じ
ら
の
髭
』店
舗
で
は
東
彼
杵
町
出
身

の
私
の
同
級
生
が
店
長
を
担
っ
て
い
ま
す
。

訪
れ
た
お
客
様
に
そ
の
ぎ
茶
や
東
彼
杵
に

関
わ
る
モ
ノ
に
ふ
れ
て
実
際
に
体
感
す
る
こ

と
で
、東
彼
杵
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
って

い
た
だ
け
る
よ
う
、日
々
心
が
け
て
く
だ

さ
って
い
ま
す
。

　
　
　エ
リ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
育
成

　
今
後
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
育
成
を
実
施
し
、

東
彼
杵
町
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
イ
メ
ー

ジ
を
後
輩
た
ち
に
伝
え
て
い
き
な
が
ら
、い

つ
か
町
か
ら
出
た
と
し
て
も
ま
た
戻
って
き

た
い
、い
つ
で
も
戻
っ
て
こ
れ
る
と
思
え
る

町
、未
来
の
可
能
性
を
見
出
せ
る
町
に
す

る
こ
と
が
私
た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョン
で
す
。

　
私
は
U
タ
ー
ン
で
す
の
で
、自
分
の
体
験

を
広
く
伝
え
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。戻
って
き
て
私
が
気
づ
い
た
こ
と
は
、

自
営
業
者
が
少
な
い
こ
と
で
す
。町
の
こ
と

を
考
え
る
上
で
自
営
業
者
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。例
え
ば
、町
の
課
題
は
自
分
た
ち
の
経

営
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
影
響
す
る
た
め
、常
に

自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
て
考
え
る
よ
う
に

な
る
か
ら
で
す
。だ
か
ら
私
は
ま
ち
づ
く
り

の
カ
ギ
と
な
る
自
営
業
者
が
増
え
て
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
育
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、そ
こ
に

雇
用
も
生
ま
れ
、雇
用
主
と
な
っ
た
自
営

業
者
は
町
づ
く
り
活
動
な
ど
に
も
っ
と
参

加
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
最
近
は
他
地
域
で
も
ま
ち
づ
く
り
関
連

の
仕
事
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
増

え
て
き
ま
し
た
。東
彼
杵
町
も
そ
う
で
す

が
、U
タ
ー
ン
者
も
し
く
は
地
元
の
方
が
中

心
と
な
っ
た
活
動
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。私
は
、中
心
メ
ン
バ
ー
に
は
地
元
の
若

者
が
多
く
い
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。そ
う
い
う
町
に
は
絶
対
的
な
強
さ
が
あ

り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、町
に
魅
力
を
感
じ
て

移
住
し
て
く
れ
る
I
タ
ー
ン
者
は
重
要
な

存
在
で
す
。だ
か
ら
、ま
ず
は
彼
ら
の
活
躍

す
る
場
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
大
切
で
、

U
タ
ー
ン
者
も
し
く
は
地
元
の
方
に
は
彼

ら
に
興
味
を
持
って
も
ら
う
こ
と
。I
タ
ー

ン
者
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
町
を
気
づ
く

き
っ
か
け
と
な
り
、地
元
の
方
は
刺
激
を
受

け
て
、U
タ
ー
ン
者
も
自
然
と
戻
っ
て
く
る

は
ず
で
す
。現
在
、東
彼
杵
町
で
は
孫
タ
ー

ン
も
増
え
て
い
る
の
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

ほ
か
に
も
、千
綿
と
い
う
地
名
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
紐
解
き
、無
農
薬
綿
花
を
種
か
ら

育
て
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。活
動
の
中
心
は
店
舗
を
持
た
な
い

花
屋
と
し
て
活
動
す
る『
ミ
ド
リ
ブ
』と
い

う
３
人
の
子
育
て
マ
マ
た
ち
の
仲
間
で
す
。

女
性
が
イ
キ
イ
キ
し
て
い
る
町
は
と
て
も

魅
力
が
あ
り
ま
す
。今
後
の
展
開
が
楽
し

み
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
構
築

　
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
し
て

2
0
2
0
年
１
月
に『
く
じ
ら
の
髭
』の
店

舗
開
業
と
同
時
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立
ち

上
げ
、地
域
の「
み
せ
」「
ひ
と
」「
こ
と
」「
も

の
」を
発
信
す
る
仕
組
み
を
創
出
し
ま
し

た
。同
時
に
観
光
交
流
拠
点
及
び
地
域
商

材
を
販
売
す
る
店
舗『
く
じ
ら
の
髭
』の
運

営
を
開
始
し
、ネ
ッ
ト
上
と
リ
ア
ル
を
繋
ぐ

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。現
在
、ラ
イ

タ
ー
５
名
、カ
メ
ラ
マ
ン
５
名
、編
集
者
２

名
と
外
部
委
託
の
仕
組
み
で『
く
じ
ら
の

髭
編
集
部
』を
構
成
し
て
い
ま
す
。ラ
イ

タ
ー
の
う
ち
１
名
は
町
外
か
ら
嫁
い
で
き

た
女
性
で
す
。今
後
、こ
の
よ
う
な
女
性
の

活
躍
の
場
面
を
店
舗
で
の
開
業
に
関
わ
ら

ず
、自
宅
で
子
育
て
し
な
が
ら
営
み
を
創

出
で
き
る
仕
組
み
を
目
指
そ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。今
後
こ
の
仕
組
み
を
さ
ら
に
強

化
し
、長
崎
県
へ
の
移
住
の
切
り
口
と
し

て
の
可
能
性
を
見
出
し
た
い
と
考
え
て
い

る
と
と
も
に
、こ
の「
ひ
と
」を
中
心
に
着

目
し
た
取
り
組
み
を
強
化
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
昨
今
、地
域
間
の
つ
な
が
り
は
希
薄
化

し
て
お
り
暮
ら
し
方
に
変
化
が
起
き
て
い

ま
す
。 

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、く
じ
ら
の
髭

の
取
材
の
仕
組
み
と
し
て
当
社
団
法
人
の

社
名
に
も
あ
り
ま
す「
み
せ
」「
ひ
と
」「
こ

と
」「
も
の
」の
４
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
つ
く

り
ま
し
た
。 

こ
れ
は「
ひ
と
」の
ス
ト
ー
リ
ー

を
読
者
に
伝
え
る
狙
い
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
に
地
域
の
人
と
取
材
を
す
る
私

た
ち
の「
つ
な
が
る
仕
組
み
」を
つ
く
る
こ

と
も
大
き
な
目
的
で
す
。取
材
を
通
し
て
、

人
と
な
り
を
深
く
知
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。ま
た
、地
域
の
行
事
等
が
開
催
さ
れ

た
際
に
、こ
の
縁
を
き
っ
か
け
に
新
た
な

「
ひ
と
」の
つ
な
が
り
を
紡
ぎ
出
す
こ
と
も
、

紡
ぎ
直
す
こ
と
も
で
き
、更
な
る
活
動
を

生
み
出
す
こ
と
に
な
って
い
く
も
の
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、今
後
は
こ
の「
ひ

と
」に
着
目
す
る
仕
組
み
を
全
国
で
活
用

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
も
な
る
よ
う
に

と
考
え
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、私
た
ち
が

取
材
す
る
の
で
は
な
く
、そ
の
仕
組
み
を

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
各
地
域
の
み
な

さ
ん
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、各
地
域
で

取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
み
な
さ
ま
の
つ

な
が
り
を
作
り
出
す
こ
と
や
、そ
の
地
域

で
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
で
す
。

　
　
　デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
融
合

　
く
じ
ら
の
髭
サ
イ
ト
の
取
材
を
通
し
て
、

「
ひ
と
」と「
ひ
と
」と
の
つ
な
が
り
を
育
み

時
間
を
か
け
て
様
々
な
方
々
を
巻
き
込
ん

で
い
く
こ
と
で
、町
の
危
機
や
こ
れ
か
ら
の

課
題
解
決
に
向
き
合
え
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
の
お
店
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト

や
、地
域
で
の
事
業
を
作
っ
て
い
く
上
で

様
々
な
課
題
が
あ
る
中
で
、こ
れ
か
ら
の
時

代
は
今
以
上
に
な
お
一
層「
ひ
と
」と「
ひ

と
」が
向
き
合
う
時
間
を
大
切
に
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
現
在
進
め
て
い
る
こ
と
が
、地
域
の
既
存

店
活
性
化
や
中
小
企
業
の
み
な
さ
ま
の
業

務
改
善
で
す
。

　（
そ
の
３
）で
の
情
報
発
信
の
お
手
伝
い

だ
け
で
な
く
、I
T
導
入
に
よ
る
店
舗
運

営
で
の
会
計
業
務
、販
売
戦
略
の
シ
ス
テ
ム

導
入
や
、中
小
企
業
様
の
人
事・労
務
の
サ

ポ
ー
ト
業
務
も
長
崎
県
の
大
村
市
に
あ
る

『G
lobalB

』と
い
う
I
T
会
社
と
連
携
し

行
な
って
い
ま
す
。昨
今
は
地
域
団
体
か
ら

米倉庫の利活用構想を地域の皆さんにお伝えするため、2014年に数回繰り返して行っていた
説明会の様子

近所のおじちゃんとの写真

千綿食堂 （千綿駅）
スパイスカレー専門店

＊2016年5月から半年間、佐世保市出身の
湯下龍之介さんが『Sorrisoriso千綿第三瀬
戸米倉庫』でスパイスカレー専門店をテスト
出店（パッチワークプロジェクト出店）。ここ
で好評を得て、町が所有するJR千綿駅舎の
活用事業者へ公募。2016年12月に『千綿食
堂』を開業。

1ちわたや
自家製酵母パン

＊東日本大震災と熊本地震を経験した夫妻が移
住相談で『Sorrisoriso千綿第三瀬戸米倉庫』を
訪問。店舗向きの空き家をはじめ、長崎県の起
業家補助金制度などを紹介した。また、なるべく
お金をかけないDIYによる改修や情報発信をサ
ポートし、熊本地震発生から丸1年となる2017
年4月14日に『ちわたや』を開業。（現在は、コロ
ナウイルス感染防止のため、ネットショップのみ
で営業中）

2海月食堂
オーガニックレストラン

＊移住者の女性2人が『Sorrisoriso千綿第
三瀬戸米倉庫』や『道の駅 彼杵の荘』にて
オーガニックスイーツなどを試験的に販売
（パッチワークプロジェクト出店）。2017年
8月に素麺工場をリノベーションした実店舗
をオープン。SNSなどでの情報発信や町民と
のつなぎ役を行なった。

3

Little Leo
カジュアルフレンチレストラン

＊引っ越し、店舗改装を周辺の方々に呼びか
けサポートを実施。フランスリヨンにて10年
の経験を積み、地元佐世保市にてご両親が
経営するフレンチレストランを継承したオー
ナーシェフとリュート奏者のご夫妻が営むフ
レンチレストランが『Sorrisoriso千綿第三
瀬戸米倉庫』裏手に2019年3月に開業。

4Forthees

＊6人のお茶の生産農家が立ち上げた
『Tsunagu Sonogi Tea Farmers』からはじ
まり、活動当初はSorrisorisoも活用いただき
ながら、そのぎ茶のPRを実施。2019年3月に
メンバーの6人うちの4人が『株式会社
Forthees』を設立され、長崎県初の碾茶工場
を建立、そのぎ抹茶を提供できるようになった。

5髪処 くぼた 美容室

＊東京有楽町の移住サポートセンターへ講
師として派遣された際、移住相談のご縁をい
ただいた久保田さん。千綿にご祖父様がい
らっしゃるとのことで孫ターンとして東彼杵
町へ家族で移住。2019年5月開業。

6

tatara 洋創作料理店

＊東彼杵町出身のUターン者の開業となる
洋創作料理店が2019年7月オープン。元洋
食店舗だった場所をリノベーションし開業。
店舗開業時の情報発信等を実施。

7きょうりゅうと宇宙
雑貨店

＊東彼杵町出身のUターン者の開業となる
雑貨店舗が2019年7月オープン。寄稿させ
てもらっている森一峻の家業である森酒店
の酒屋倉庫だった建物をリノベーションし開
業。店舗開業時の情報発信等を実施。

8さいとう宿場

＊地域おこし協力隊として活動しておられ、活動終
了後から開業までの1年間を『さいとう酒場』とし
て『Sorrisoriso千綿第三瀬戸米倉庫』にて実施。
またスパイスカレー研究部などコミュニティーを
生み出す仕掛けを開催していただき、開業前の繋
がりを作り込める環境で引越しや片付け等々を
サポートした。その後2019年8月、千綿駅すぐの
元恵比寿旅館跡地をリノベーションし開業。
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長崎だより 長崎だより

も
と
、『Sorrisoriso

千
綿
第
三
瀬
戸

米
倉
庫
』を
拠
点
に
、周
辺
の
空
き
家
を

調
査
し
な
が
ら
エ
リ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
拓

を
行
い
、移
住
を
促
し
た
自
営
業
者
の
誘

致
及
び
開
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　
町
に
交
流
拠
点
が
で
き
、周
辺
に
小
さ

な
商
い（
小
商
い
）が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、

地
域
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
継
続
型
の

イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。私
た
ち
の
目

指
す〝
一
流
の
田
舎
〞の
実
現
に
向
け
て
、

ま
ず
は
千
綿
エ
リ
ア
か
ら
。こ
こ
数
年
、

交
流
人
口
・
関
係
人
口
は
確
実
に
拡
大

し
、特
に
千
綿
エ
リ
ア
は
大
き
な
賑
わ
い

を
み
せ
て
い
ま
す
。

地
元
に
恩
返
し
を
し
た
い

　
昔
、千
綿
の
浜
は
漁
師
さ
ん
た
ち
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。朝
早
く
に
漁
へ
出
た
漁

師
さ
ん
た
ち
は
昼
頃
に
浜
へ
戻
り
、仲
間
と

ワ
イ
ワ
イ
お
酒
を
飲
ん
で
い
る
と
い
う
風

景
が
日
常
茶
飯
事
で
し
た
。私
が
8
歳
の

頃
の
出
来
事
で
す
。浜
で
ご
み
を
燃
や
し
て

い
た
私
は
間
違
え
て
ス
プ
レ
ー
缶
を
火
の

中
へ
投
げ
込
ん
で
し
ま
い
、そ
れ
が
爆
発
し

た
衝
撃
で
大
や
け
ど
を
負
い
ま
し
た
。た
ま

た
ま
近
く
に
い
た
漁
師
さ
ん
が
す
ぐ
に
駆

け
付
け
て
私
を
海
へ
と
連
れ
て
行
き
、水
を

か
け
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
な
ん
と
か

一
命
を
と
り
と
め
ま
し
た
。も
し
そ
の
時
近

く
に
誰
も
い
な
か
っ
た
ら
、今
の
私
は
い
ま

せ
ん
。偶
然
そ
こ
に
漁
師
さ
ん
が
い
た
か
ら

こ
そ
命
を
救
わ
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
大
き
な
経
験
が
基
と
な
り
、私
は

「
地
元
に
関
わ
る
方
々
へ
恩
返
し
を
し
た

い
」と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
思
い
を
原
動
力
と
し
て
、移
住
や
新

規
創
業
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
方
々
へ
寄
り

添
い
、仲
間
と
共
に
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と

で
、私
た
ち
と
関
わ
っ
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん

の
支
え
と
な
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
き
た

次
第
で
す
。

サ
ポ
ー
ト
や
仕
組
み

　
2
0
1
3
年
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
と
し
て
倉
庫
の
片
付
け・
清
掃
、説
明

会
を
一
緒
に
活
動
し
た
仲
間
で
2
0
1
5

年『Sorrisoriso

千
綿
第
三
瀬
戸
米
倉

庫
』を
は
じ
め
ま
し
た
。オ
ー
プ
ン
時
に
は

そ
の
仲
間
が
経
営
す
るG

o
n
u
ts 

antique supply

（
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
家

具
・
古
着
）、Tsubam

ecoff
ee

（
ス

タ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー
）、tateto

（
革
卸
・
革

製
品
販
売
）の
3
店
の
仲
間
の
お
店
が

Sorrisoriso

内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
周
辺

に
5
年
で
5
店
舗
ほ

ど
が
で
き
た
ら
と
構

想
を
話
し
て
お
り
ま

し
た
が
、そ
の
予
想
を

上
回
る
店
舗
が
5
年

で
開
業
さ
れ
、僅
か

な
が
ら
そ
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ご
一
緒
に
活
動

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
そ
の
他
に
も
サ
ポ
ー
ト
せ
ず
と
も『
千

綿
』『
東
彼
杵
』と
い
う
エ
リ
ア
に
魅
力
を
感

じ
、自
然
派
生
し
て
開
業
さ
れ
た
魅
力
的

な
方
々
も
次
々
と
開
業
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、私
た
ち
が
運
営
し
て
い
る『
く

じ
ら
の
髭
』サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://kujiranohige.com

活
動
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

　
東
彼
杵
町
で
は
今
、若
い
世
代
を
中
心

に
こ
の
町
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
い
う

方
が
増
え
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
拠
点
活

動
が
は
じ
ま
る
頃
に
結
成
さ
れ
、私
た
ち

も
影
響
を
受
け
な
が
ら
一
緒
に
育
っ
て

き
た
、町
内
の
お
茶
農
家
6
人
に
よ
る
ユ

ニ
ッ
ト『T

sunagu Sonogi T
ea 

Farm
ers

』も
そ
う
で
す
。東
彼
杵
町
の

お
茶
関
係
は
と
て
も
勢
い
が
あ
り
ま

す
。全
国
茶
品
評
会
で
は
、蒸
し
製
玉
緑

茶
の
部
で
2
0
1
7
年
か
ら
3
年
連
続
し

て
産
地
日
本
一
を
受
賞
し
ま
し
た
。ま
た
、

全
国
茶
品
評
会
個
人
の
部
の
最
高
賞
で

あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
と
、ほ
か
に
も

全
国
茶
生
産
青
年
茶
審
査
技
術
競
技

大
会
で
の
日
本
一
も
こ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

選
出
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
加
え
彼
ら
は

海
外
へ
出
向
き
積
極
的
に
お
茶
を
P
R

し
、オ
ラ
ン
ダ
の
有
名
な
展
示
・
即
売
会

『M
O
N
O
JA
PA
N

』に
も
出
店
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
町
内
の
50-

60
代
の
方
も
負
け
て
い
ま

せ
ん
。地
域
の
有
志
が
一
般
社
団
法
人
を

設
立
し
、自
分
た
ち
が
栽
培
し
た
美
味
し

い
お
米
を
売
り
出
す
た
め
、農
産
物
加
工

所『
木
場
の
む
す
び
』を
開
業
さ
れ
て
い
ま

す
。関
係
人
口
が
増
え
て
町
内
外
が
繋
が

る
仕
組
み
が
で
き
、新
た
な
事
業
へ
と
発
展

す
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。今
後
の
展

開
の
中
に
も
書
い
て
お
り
ま
す
が
、人
材
育

成
事
業
の
構
想
も
生
ま
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。こ
れ
ま
で
は
通
過
す
る
町
と
言
わ
れ
て

き
た
東
彼
杵
町
で
す
が
、町
に
参
入
を
考

え
る
企
業
が
出
て
き
た
こ
と
は
大
き
な
効

果
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

活
動
の
エピ
ソ
ー
ド

　「
地
域
づ
く
り
は
１
人
で
は
何
も
で
き
な

い
」。そ
う
痛
感
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り

ま
す
。2
0
1
7
年
７
月
に
発
生
し
た
九

州
北
部
豪
雨
で
、東
彼
杵
町
で
味
噌
の
製

造
・
販
売
を
す
る
大
渡
商
店
の
杷
木
支
店

が
倒
壊
し
ま
し
た
。も
と
も
と
苦
し
か
っ
た

経
営
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
緊
急
事
態
に
、

大
渡
商
店
の
３
代
目
か
ら
相
談
を
受
け
ま

し
た
。こ
の
状
況
を
S
N
S
等
で
拡
散
し

た
と
こ
ろ
、共
に
活
動
し
て
き
た
メ
ン

バ
ー
が
す
ぐ
に
反
応
し
、行
き
場
を
失
っ

た
4
ト
ン
の
味
噌
を
販
売
す
る
手
助
け

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。２
日
間
で
２
ト

ン（
1,
4
0
0
件
）分
の
発
注
が
あ
り
、な

ん
と
か
経
営
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。

　
同
じ
年
の
11
月
、大
渡
商
店
の
2
代
目

で
あ
る
父
君
が
病
で
逝
去
し
、彼
は
28
歳

に
し
て
後
継
者
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、

辛
い
思
い
を
経
験
し
な
が
ら
も
お
店
を
、

そ
し
て
自
分
自
身
を
立
て
直
す
こ
と
が
で

き
た
の
は
、メ
ン
バ
ー
の
温
か
い
サ
ポ
ー
ト

が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。地
域
の

力
が
こ
ん
な
に
も
大
き
い
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
感
じ
、少
し
ず
つ
築
き
上
げ
て
き

た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
こ
の
奇
跡
を
起
こ
し

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
時
代
、

人
口
減
少
は
否
め
ま
せ
ん
が
、1
人
1
人

が
支
え
合
う
こ
と
で
大
き
な
力
に
な
る
、

強
い
地
域
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
、地
方

で
暮
ら
す
価
値
と
し
て
提
唱
し
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
展
開

　
　
　地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出

　　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
育
む
に
あ
た
り
、単
に

特
産
品
や
観
光
地
の
開
発
だ
け
を
意
味
す

る
の
で
は
な
く
、今
あ
る
地
域
資
源
を
体

験
価
値
に
転
換
し
、「
買
い
た
い
」「
訪
れ
た

い
」「
交
流
し
た
い
」「
住
み
た
い
」と
思
わ

れ
る
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。地
域
や
自
治
体
が

一
方
的
に
人
を「
集
め
る
」の
で
は
な
く
、

地
域
への
愛
着
や
誇
り
を
も
つ
人
々
を
増
や

し
、有
機
的
に
人
が「
集
ま
る
」仕
組
み
づ

く
り
が
大
事
で
、「
モ
ノ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」で

は
な
く
、「
地
域
そ
の
も
の
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」

を
目
指
しSorrisoriso 

千
綿
第
三
瀬
戸

米
倉
庫
内
に
て
、新
た
に『
く
じ
ら
の
髭
』、

『C
H
A
N
O
KO
(

チ
ャ
ノ
コ)

』(

九
州
電
力

協
業
ブ
ラ
ン
ド)

の
ふ
た
つ
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
創
出
し
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り 

自
然

と
人
が「
集
ま
る
」「
集
ま
り
た
く
な
る
」 

動

き
を
さ
ら
に
活
発
化
さ
せ
よ
う
と
考
え
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。2
0
2
0
年
か
ら
は
じ

ま
っ
た
く
じ
ら
の
髭
に
つ
い
て
は
冒
頭
で
く

じ
ら
の
町
と
し
て
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、

先
人
が
町
を
潤
わ
す
た
め
に
く
じ
ら
の
捕

鯨
を
は
じ
め
た
こ
と
に
敬
意
を
払
い
、こ
の

町
を
潤
わ
す
き
っ
か
け
や
仕
組
み
を『
く
じ

ら
の
髭
』の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
通
し
て
お
伝

え
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。な
お

『
く
じ
ら
の
髭
』店
舗
で
は
東
彼
杵
町
出
身

の
私
の
同
級
生
が
店
長
を
担
っ
て
い
ま
す
。

訪
れ
た
お
客
様
に
そ
の
ぎ
茶
や
東
彼
杵
に

関
わ
る
モ
ノ
に
ふ
れ
て
実
際
に
体
感
す
る
こ

と
で
、東
彼
杵
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
って

い
た
だ
け
る
よ
う
、日
々
心
が
け
て
く
だ

さ
って
い
ま
す
。

　
　
　エ
リ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
育
成

　
今
後
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
育
成
を
実
施
し
、

東
彼
杵
町
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
イ
メ
ー

ジ
を
後
輩
た
ち
に
伝
え
て
い
き
な
が
ら
、い

つ
か
町
か
ら
出
た
と
し
て
も
ま
た
戻
って
き

た
い
、い
つ
で
も
戻
っ
て
こ
れ
る
と
思
え
る

町
、未
来
の
可
能
性
を
見
出
せ
る
町
に
す

る
こ
と
が
私
た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョン
で
す
。

　
私
は
U
タ
ー
ン
で
す
の
で
、自
分
の
体
験

を
広
く
伝
え
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。戻
って
き
て
私
が
気
づ
い
た
こ
と
は
、

自
営
業
者
が
少
な
い
こ
と
で
す
。町
の
こ
と

を
考
え
る
上
で
自
営
業
者
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。例
え
ば
、町
の
課
題
は
自
分
た
ち
の
経

営
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
影
響
す
る
た
め
、常
に

自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
て
考
え
る
よ
う
に

な
る
か
ら
で
す
。だ
か
ら
私
は
ま
ち
づ
く
り

の
カ
ギ
と
な
る
自
営
業
者
が
増
え
て
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
育
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、そ
こ
に

雇
用
も
生
ま
れ
、雇
用
主
と
な
っ
た
自
営

業
者
は
町
づ
く
り
活
動
な
ど
に
も
っ
と
参

加
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
最
近
は
他
地
域
で
も
ま
ち
づ
く
り
関
連

の
仕
事
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
増

え
て
き
ま
し
た
。東
彼
杵
町
も
そ
う
で
す

が
、U
タ
ー
ン
者
も
し
く
は
地
元
の
方
が
中

心
と
な
っ
た
活
動
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。私
は
、中
心
メ
ン
バ
ー
に
は
地
元
の
若

者
が
多
く
い
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。そ
う
い
う
町
に
は
絶
対
的
な
強
さ
が
あ

り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、町
に
魅
力
を
感
じ
て

移
住
し
て
く
れ
る
I
タ
ー
ン
者
は
重
要
な

存
在
で
す
。だ
か
ら
、ま
ず
は
彼
ら
の
活
躍

す
る
場
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
大
切
で
、

U
タ
ー
ン
者
も
し
く
は
地
元
の
方
に
は
彼

ら
に
興
味
を
持
って
も
ら
う
こ
と
。I
タ
ー

ン
者
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
町
を
気
づ
く

き
っ
か
け
と
な
り
、地
元
の
方
は
刺
激
を
受

け
て
、U
タ
ー
ン
者
も
自
然
と
戻
っ
て
く
る

は
ず
で
す
。現
在
、東
彼
杵
町
で
は
孫
タ
ー

ン
も
増
え
て
い
る
の
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

ほ
か
に
も
、千
綿
と
い
う
地
名
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
紐
解
き
、無
農
薬
綿
花
を
種
か
ら

育
て
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。活
動
の
中
心
は
店
舗
を
持
た
な
い

花
屋
と
し
て
活
動
す
る『
ミ
ド
リ
ブ
』と
い

う
３
人
の
子
育
て
マ
マ
た
ち
の
仲
間
で
す
。

女
性
が
イ
キ
イ
キ
し
て
い
る
町
は
と
て
も

魅
力
が
あ
り
ま
す
。今
後
の
展
開
が
楽
し

み
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
構
築

　
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
し
て

2
0
2
0
年
１
月
に『
く
じ
ら
の
髭
』の
店

舗
開
業
と
同
時
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立
ち

上
げ
、地
域
の「
み
せ
」「
ひ
と
」「
こ
と
」「
も

の
」を
発
信
す
る
仕
組
み
を
創
出
し
ま
し

た
。同
時
に
観
光
交
流
拠
点
及
び
地
域
商

材
を
販
売
す
る
店
舗『
く
じ
ら
の
髭
』の
運

営
を
開
始
し
、ネ
ッ
ト
上
と
リ
ア
ル
を
繋
ぐ

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。現
在
、ラ
イ

タ
ー
５
名
、カ
メ
ラ
マ
ン
５
名
、編
集
者
２

名
と
外
部
委
託
の
仕
組
み
で『
く
じ
ら
の

髭
編
集
部
』を
構
成
し
て
い
ま
す
。ラ
イ

タ
ー
の
う
ち
１
名
は
町
外
か
ら
嫁
い
で
き

た
女
性
で
す
。今
後
、こ
の
よ
う
な
女
性
の

活
躍
の
場
面
を
店
舗
で
の
開
業
に
関
わ
ら

ず
、自
宅
で
子
育
て
し
な
が
ら
営
み
を
創

出
で
き
る
仕
組
み
を
目
指
そ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。今
後
こ
の
仕
組
み
を
さ
ら
に
強

化
し
、長
崎
県
へ
の
移
住
の
切
り
口
と
し

て
の
可
能
性
を
見
出
し
た
い
と
考
え
て
い

る
と
と
も
に
、こ
の「
ひ
と
」を
中
心
に
着

目
し
た
取
り
組
み
を
強
化
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
昨
今
、地
域
間
の
つ
な
が
り
は
希
薄
化

し
て
お
り
暮
ら
し
方
に
変
化
が
起
き
て
い

ま
す
。 

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、く
じ
ら
の
髭

の
取
材
の
仕
組
み
と
し
て
当
社
団
法
人
の

社
名
に
も
あ
り
ま
す「
み
せ
」「
ひ
と
」「
こ

と
」「
も
の
」の
４
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
つ
く

り
ま
し
た
。 

こ
れ
は「
ひ
と
」の
ス
ト
ー
リ
ー

を
読
者
に
伝
え
る
狙
い
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
に
地
域
の
人
と
取
材
を
す
る
私

た
ち
の「
つ
な
が
る
仕
組
み
」を
つ
く
る
こ

と
も
大
き
な
目
的
で
す
。取
材
を
通
し
て
、

人
と
な
り
を
深
く
知
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。ま
た
、地
域
の
行
事
等
が
開
催
さ
れ

た
際
に
、こ
の
縁
を
き
っ
か
け
に
新
た
な

「
ひ
と
」の
つ
な
が
り
を
紡
ぎ
出
す
こ
と
も
、

紡
ぎ
直
す
こ
と
も
で
き
、更
な
る
活
動
を

生
み
出
す
こ
と
に
な
って
い
く
も
の
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、今
後
は
こ
の「
ひ

と
」に
着
目
す
る
仕
組
み
を
全
国
で
活
用

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
も
な
る
よ
う
に

と
考
え
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、私
た
ち
が

取
材
す
る
の
で
は
な
く
、そ
の
仕
組
み
を

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
各
地
域
の
み
な

さ
ん
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、各
地
域
で

取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
み
な
さ
ま
の
つ

な
が
り
を
作
り
出
す
こ
と
や
、そ
の
地
域

で
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
で
す
。

　
　
　デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
融
合

　
く
じ
ら
の
髭
サ
イ
ト
の
取
材
を
通
し
て
、

「
ひ
と
」と「
ひ
と
」と
の
つ
な
が
り
を
育
み

時
間
を
か
け
て
様
々
な
方
々
を
巻
き
込
ん

で
い
く
こ
と
で
、町
の
危
機
や
こ
れ
か
ら
の

課
題
解
決
に
向
き
合
え
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
の
お
店
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト

や
、地
域
で
の
事
業
を
作
っ
て
い
く
上
で

様
々
な
課
題
が
あ
る
中
で
、こ
れ
か
ら
の
時

代
は
今
以
上
に
な
お
一
層「
ひ
と
」と「
ひ

と
」が
向
き
合
う
時
間
を
大
切
に
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
現
在
進
め
て
い
る
こ
と
が
、地
域
の
既
存

店
活
性
化
や
中
小
企
業
の
み
な
さ
ま
の
業

務
改
善
で
す
。

　（
そ
の
３
）で
の
情
報
発
信
の
お
手
伝
い

だ
け
で
な
く
、I
T
導
入
に
よ
る
店
舗
運

営
で
の
会
計
業
務
、販
売
戦
略
の
シ
ス
テ
ム

導
入
や
、中
小
企
業
様
の
人
事・労
務
の
サ

ポ
ー
ト
業
務
も
長
崎
県
の
大
村
市
に
あ
る

『G
lobalB

』と
い
う
I
T
会
社
と
連
携
し

行
な
って
い
ま
す
。昨
今
は
地
域
団
体
か
ら

米倉庫の利活用構想を地域の皆さんにお伝えするため、2014年に数回繰り返して行っていた
説明会の様子

近所のおじちゃんとの写真

千綿食堂 （千綿駅）
スパイスカレー専門店

＊2016年5月から半年間、佐世保市出身の
湯下龍之介さんが『Sorrisoriso千綿第三瀬
戸米倉庫』でスパイスカレー専門店をテスト
出店（パッチワークプロジェクト出店）。ここ
で好評を得て、町が所有するJR千綿駅舎の
活用事業者へ公募。2016年12月に『千綿食
堂』を開業。

1ちわたや
自家製酵母パン

＊東日本大震災と熊本地震を経験した夫妻が移
住相談で『Sorrisoriso千綿第三瀬戸米倉庫』を
訪問。店舗向きの空き家をはじめ、長崎県の起
業家補助金制度などを紹介した。また、なるべく
お金をかけないDIYによる改修や情報発信をサ
ポートし、熊本地震発生から丸1年となる2017
年4月14日に『ちわたや』を開業。（現在は、コロ
ナウイルス感染防止のため、ネットショップのみ
で営業中）

2海月食堂
オーガニックレストラン

＊移住者の女性2人が『Sorrisoriso千綿第
三瀬戸米倉庫』や『道の駅 彼杵の荘』にて
オーガニックスイーツなどを試験的に販売
（パッチワークプロジェクト出店）。2017年
8月に素麺工場をリノベーションした実店舗
をオープン。SNSなどでの情報発信や町民と
のつなぎ役を行なった。

3

Little Leo
カジュアルフレンチレストラン

＊引っ越し、店舗改装を周辺の方々に呼びか
けサポートを実施。フランスリヨンにて10年
の経験を積み、地元佐世保市にてご両親が
経営するフレンチレストランを継承したオー
ナーシェフとリュート奏者のご夫妻が営むフ
レンチレストランが『Sorrisoriso千綿第三
瀬戸米倉庫』裏手に2019年3月に開業。

4Forthees

＊6人のお茶の生産農家が立ち上げた
『Tsunagu Sonogi Tea Farmers』からはじ
まり、活動当初はSorrisorisoも活用いただき
ながら、そのぎ茶のPRを実施。2019年3月に
メンバーの6人うちの4人が『株式会社
Forthees』を設立され、長崎県初の碾茶工場
を建立、そのぎ抹茶を提供できるようになった。

5髪処 くぼた 美容室

＊東京有楽町の移住サポートセンターへ講
師として派遣された際、移住相談のご縁をい
ただいた久保田さん。千綿にご祖父様がい
らっしゃるとのことで孫ターンとして東彼杵
町へ家族で移住。2019年5月開業。

6

tatara 洋創作料理店

＊東彼杵町出身のUターン者の開業となる
洋創作料理店が2019年7月オープン。元洋
食店舗だった場所をリノベーションし開業。
店舗開業時の情報発信等を実施。

7きょうりゅうと宇宙
雑貨店

＊東彼杵町出身のUターン者の開業となる
雑貨店舗が2019年7月オープン。寄稿させ
てもらっている森一峻の家業である森酒店
の酒屋倉庫だった建物をリノベーションし開
業。店舗開業時の情報発信等を実施。

8さいとう宿場

＊地域おこし協力隊として活動しておられ、活動終
了後から開業までの1年間を『さいとう酒場』とし
て『Sorrisoriso千綿第三瀬戸米倉庫』にて実施。
またスパイスカレー研究部などコミュニティーを
生み出す仕掛けを開催していただき、開業前の繋
がりを作り込める環境で引越しや片付け等々を
サポートした。その後2019年8月、千綿駅すぐの
元恵比寿旅館跡地をリノベーションし開業。

9

51 FFG MONTHLY SURVEY Vol.141



長崎だより長崎だより

　
そ
の
他
に
も
サ
ポ
ー
ト
せ
ず
と
も『
千

綿
』『
東
彼
杵
』と
い
う
エ
リ
ア
に
魅
力
を
感

じ
、自
然
派
生
し
て
開
業
さ
れ
た
魅
力
的

な
方
々
も
次
々
と
開
業
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、私
た
ち
が
運
営
し
て
い
る『
く

じ
ら
の
髭
』サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://kujiranohige.com

活
動
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

　
東
彼
杵
町
で
は
今
、若
い
世
代
を
中
心

に
こ
の
町
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
い
う

方
が
増
え
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
拠
点
活

動
が
は
じ
ま
る
頃
に
結
成
さ
れ
、私
た
ち

も
影
響
を
受
け
な
が
ら
一
緒
に
育
っ
て

き
た
、町
内
の
お
茶
農
家
6
人
に
よ
る
ユ

ニ
ッ
ト『T

sunagu Sonogi T
ea 

Farm
ers

』も
そ
う
で
す
。東
彼
杵
町
の

お
茶
関
係
は
と
て
も
勢
い
が
あ
り
ま

す
。全
国
茶
品
評
会
で
は
、蒸
し
製
玉
緑

茶
の
部
で
2
0
1
7
年
か
ら
3
年
連
続
し

て
産
地
日
本
一
を
受
賞
し
ま
し
た
。ま
た
、

全
国
茶
品
評
会
個
人
の
部
の
最
高
賞
で

あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
と
、ほ
か
に
も

全
国
茶
生
産
青
年
茶
審
査
技
術
競
技

大
会
で
の
日
本
一
も
こ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

選
出
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
加
え
彼
ら
は

海
外
へ
出
向
き
積
極
的
に
お
茶
を
P
R

し
、オ
ラ
ン
ダ
の
有
名
な
展
示
・
即
売
会

『M
O
N
O
JA
PA
N

』に
も
出
店
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
町
内
の
50-

60
代
の
方
も
負
け
て
い
ま

せ
ん
。地
域
の
有
志
が
一
般
社
団
法
人
を

設
立
し
、自
分
た
ち
が
栽
培
し
た
美
味
し

い
お
米
を
売
り
出
す
た
め
、農
産
物
加
工

所『
木
場
の
む
す
び
』を
開
業
さ
れ
て
い
ま

す
。関
係
人
口
が
増
え
て
町
内
外
が
繋
が

る
仕
組
み
が
で
き
、新
た
な
事
業
へ
と
発
展

す
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。今
後
の
展

開
の
中
に
も
書
い
て
お
り
ま
す
が
、人
材
育

成
事
業
の
構
想
も
生
ま
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。こ
れ
ま
で
は
通
過
す
る
町
と
言
わ
れ
て

き
た
東
彼
杵
町
で
す
が
、町
に
参
入
を
考

え
る
企
業
が
出
て
き
た
こ
と
は
大
き
な
効

果
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

活
動
の
エピ
ソ
ー
ド

　「
地
域
づ
く
り
は
１
人
で
は
何
も
で
き
な

い
」。そ
う
痛
感
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り

ま
す
。2
0
1
7
年
７
月
に
発
生
し
た
九

州
北
部
豪
雨
で
、東
彼
杵
町
で
味
噌
の
製

造
・
販
売
を
す
る
大
渡
商
店
の
杷
木
支
店

が
倒
壊
し
ま
し
た
。も
と
も
と
苦
し
か
っ
た

経
営
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
緊
急
事
態
に
、

大
渡
商
店
の
３
代
目
か
ら
相
談
を
受
け
ま

し
た
。こ
の
状
況
を
S
N
S
等
で
拡
散
し

た
と
こ
ろ
、共
に
活
動
し
て
き
た
メ
ン

バ
ー
が
す
ぐ
に
反
応
し
、行
き
場
を
失
っ

た
4
ト
ン
の
味
噌
を
販
売
す
る
手
助
け

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。２
日
間
で
２
ト

ン（
1,
4
0
0
件
）分
の
発
注
が
あ
り
、な

ん
と
か
経
営
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。

　
同
じ
年
の
11
月
、大
渡
商
店
の
2
代
目

で
あ
る
父
君
が
病
で
逝
去
し
、彼
は
28
歳

に
し
て
後
継
者
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、

辛
い
思
い
を
経
験
し
な
が
ら
も
お
店
を
、

そ
し
て
自
分
自
身
を
立
て
直
す
こ
と
が
で

き
た
の
は
、メ
ン
バ
ー
の
温
か
い
サ
ポ
ー
ト

が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。地
域
の

力
が
こ
ん
な
に
も
大
き
い
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
感
じ
、少
し
ず
つ
築
き
上
げ
て
き

た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
こ
の
奇
跡
を
起
こ
し

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
時
代
、

人
口
減
少
は
否
め
ま
せ
ん
が
、1
人
1
人

が
支
え
合
う
こ
と
で
大
き
な
力
に
な
る
、

強
い
地
域
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
、地
方

で
暮
ら
す
価
値
と
し
て
提
唱
し
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
展
開

　
　
　地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出

　　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
育
む
に
あ
た
り
、単
に

特
産
品
や
観
光
地
の
開
発
だ
け
を
意
味
す

る
の
で
は
な
く
、今
あ
る
地
域
資
源
を
体

験
価
値
に
転
換
し
、「
買
い
た
い
」「
訪
れ
た

い
」「
交
流
し
た
い
」「
住
み
た
い
」と
思
わ

れ
る
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。地
域
や
自
治
体
が

一
方
的
に
人
を「
集
め
る
」の
で
は
な
く
、

地
域
への
愛
着
や
誇
り
を
も
つ
人
々
を
増
や

し
、有
機
的
に
人
が「
集
ま
る
」仕
組
み
づ

く
り
が
大
事
で
、「
モ
ノ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」で

は
な
く
、「
地
域
そ
の
も
の
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」

を
目
指
しSorrisoriso 

千
綿
第
三
瀬
戸

米
倉
庫
内
に
て
、新
た
に『
く
じ
ら
の
髭
』、

『C
H
A
N
O
KO
(

チ
ャ
ノ
コ)

』(

九
州
電
力

協
業
ブ
ラ
ン
ド)

の
ふ
た
つ
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
創
出
し
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り 

自
然

と
人
が「
集
ま
る
」「
集
ま
り
た
く
な
る
」 

動

き
を
さ
ら
に
活
発
化
さ
せ
よ
う
と
考
え
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。2
0
2
0
年
か
ら
は
じ

ま
っ
た
く
じ
ら
の
髭
に
つ
い
て
は
冒
頭
で
く

じ
ら
の
町
と
し
て
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、

先
人
が
町
を
潤
わ
す
た
め
に
く
じ
ら
の
捕

鯨
を
は
じ
め
た
こ
と
に
敬
意
を
払
い
、こ
の

町
を
潤
わ
す
き
っ
か
け
や
仕
組
み
を『
く
じ

ら
の
髭
』の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
通
し
て
お
伝

え
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。な
お

『
く
じ
ら
の
髭
』店
舗
で
は
東
彼
杵
町
出
身

の
私
の
同
級
生
が
店
長
を
担
っ
て
い
ま
す
。

訪
れ
た
お
客
様
に
そ
の
ぎ
茶
や
東
彼
杵
に

関
わ
る
モ
ノ
に
ふ
れ
て
実
際
に
体
感
す
る
こ

と
で
、東
彼
杵
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
って

い
た
だ
け
る
よ
う
、日
々
心
が
け
て
く
だ

さ
って
い
ま
す
。

　
　
　エ
リ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
育
成

　
今
後
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
育
成
を
実
施
し
、

東
彼
杵
町
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
イ
メ
ー

ジ
を
後
輩
た
ち
に
伝
え
て
い
き
な
が
ら
、い

つ
か
町
か
ら
出
た
と
し
て
も
ま
た
戻
って
き

た
い
、い
つ
で
も
戻
っ
て
こ
れ
る
と
思
え
る

町
、未
来
の
可
能
性
を
見
出
せ
る
町
に
す

る
こ
と
が
私
た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョン
で
す
。

　
私
は
U
タ
ー
ン
で
す
の
で
、自
分
の
体
験

を
広
く
伝
え
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。戻
って
き
て
私
が
気
づ
い
た
こ
と
は
、

自
営
業
者
が
少
な
い
こ
と
で
す
。町
の
こ
と

を
考
え
る
上
で
自
営
業
者
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。例
え
ば
、町
の
課
題
は
自
分
た
ち
の
経

営
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
影
響
す
る
た
め
、常
に

自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
て
考
え
る
よ
う
に

な
る
か
ら
で
す
。だ
か
ら
私
は
ま
ち
づ
く
り

の
カ
ギ
と
な
る
自
営
業
者
が
増
え
て
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
育
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、そ
こ
に

雇
用
も
生
ま
れ
、雇
用
主
と
な
っ
た
自
営

業
者
は
町
づ
く
り
活
動
な
ど
に
も
っ
と
参

加
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
最
近
は
他
地
域
で
も
ま
ち
づ
く
り
関
連

の
仕
事
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
増

え
て
き
ま
し
た
。東
彼
杵
町
も
そ
う
で
す

が
、U
タ
ー
ン
者
も
し
く
は
地
元
の
方
が
中

心
と
な
っ
た
活
動
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。私
は
、中
心
メ
ン
バ
ー
に
は
地
元
の
若

者
が
多
く
い
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。そ
う
い
う
町
に
は
絶
対
的
な
強
さ
が
あ

り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、町
に
魅
力
を
感
じ
て

移
住
し
て
く
れ
る
I
タ
ー
ン
者
は
重
要
な

存
在
で
す
。だ
か
ら
、ま
ず
は
彼
ら
の
活
躍

す
る
場
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
大
切
で
、

U
タ
ー
ン
者
も
し
く
は
地
元
の
方
に
は
彼

ら
に
興
味
を
持
って
も
ら
う
こ
と
。I
タ
ー

ン
者
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
町
を
気
づ
く

き
っ
か
け
と
な
り
、地
元
の
方
は
刺
激
を
受

け
て
、U
タ
ー
ン
者
も
自
然
と
戻
っ
て
く
る

は
ず
で
す
。現
在
、東
彼
杵
町
で
は
孫
タ
ー

ン
も
増
え
て
い
る
の
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

ほ
か
に
も
、千
綿
と
い
う
地
名
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
紐
解
き
、無
農
薬
綿
花
を
種
か
ら

育
て
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。活
動
の
中
心
は
店
舗
を
持
た
な
い

花
屋
と
し
て
活
動
す
る『
ミ
ド
リ
ブ
』と
い

う
３
人
の
子
育
て
マ
マ
た
ち
の
仲
間
で
す
。

女
性
が
イ
キ
イ
キ
し
て
い
る
町
は
と
て
も

魅
力
が
あ
り
ま
す
。今
後
の
展
開
が
楽
し

み
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
構
築

　
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
し
て

2
0
2
0
年
１
月
に『
く
じ
ら
の
髭
』の
店

舗
開
業
と
同
時
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立
ち

上
げ
、地
域
の「
み
せ
」「
ひ
と
」「
こ
と
」「
も

の
」を
発
信
す
る
仕
組
み
を
創
出
し
ま
し

た
。同
時
に
観
光
交
流
拠
点
及
び
地
域
商

材
を
販
売
す
る
店
舗『
く
じ
ら
の
髭
』の
運

営
を
開
始
し
、ネ
ッ
ト
上
と
リ
ア
ル
を
繋
ぐ

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。現
在
、ラ
イ

タ
ー
５
名
、カ
メ
ラ
マ
ン
５
名
、編
集
者
２

名
と
外
部
委
託
の
仕
組
み
で『
く
じ
ら
の

髭
編
集
部
』を
構
成
し
て
い
ま
す
。ラ
イ

タ
ー
の
う
ち
１
名
は
町
外
か
ら
嫁
い
で
き

た
女
性
で
す
。今
後
、こ
の
よ
う
な
女
性
の

活
躍
の
場
面
を
店
舗
で
の
開
業
に
関
わ
ら

ず
、自
宅
で
子
育
て
し
な
が
ら
営
み
を
創

出
で
き
る
仕
組
み
を
目
指
そ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。今
後
こ
の
仕
組
み
を
さ
ら
に
強

化
し
、長
崎
県
へ
の
移
住
の
切
り
口
と
し

て
の
可
能
性
を
見
出
し
た
い
と
考
え
て
い

る
と
と
も
に
、こ
の「
ひ
と
」を
中
心
に
着

目
し
た
取
り
組
み
を
強
化
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
昨
今
、地
域
間
の
つ
な
が
り
は
希
薄
化

し
て
お
り
暮
ら
し
方
に
変
化
が
起
き
て
い

ま
す
。 

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、く
じ
ら
の
髭

の
取
材
の
仕
組
み
と
し
て
当
社
団
法
人
の

社
名
に
も
あ
り
ま
す「
み
せ
」「
ひ
と
」「
こ

と
」「
も
の
」の
４
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
つ
く

り
ま
し
た
。 

こ
れ
は「
ひ
と
」の
ス
ト
ー
リ
ー

を
読
者
に
伝
え
る
狙
い
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
に
地
域
の
人
と
取
材
を
す
る
私

た
ち
の「
つ
な
が
る
仕
組
み
」を
つ
く
る
こ

と
も
大
き
な
目
的
で
す
。取
材
を
通
し
て
、

人
と
な
り
を
深
く
知
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。ま
た
、地
域
の
行
事
等
が
開
催
さ
れ

た
際
に
、こ
の
縁
を
き
っ
か
け
に
新
た
な

「
ひ
と
」の
つ
な
が
り
を
紡
ぎ
出
す
こ
と
も
、

紡
ぎ
直
す
こ
と
も
で
き
、更
な
る
活
動
を

生
み
出
す
こ
と
に
な
って
い
く
も
の
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、今
後
は
こ
の「
ひ

と
」に
着
目
す
る
仕
組
み
を
全
国
で
活
用

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
も
な
る
よ
う
に

と
考
え
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、私
た
ち
が

取
材
す
る
の
で
は
な
く
、そ
の
仕
組
み
を

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
各
地
域
の
み
な

さ
ん
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、各
地
域
で

取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
み
な
さ
ま
の
つ

な
が
り
を
作
り
出
す
こ
と
や
、そ
の
地
域

で
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
で
す
。

　
　
　デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
融
合

　
く
じ
ら
の
髭
サ
イ
ト
の
取
材
を
通
し
て
、

「
ひ
と
」と「
ひ
と
」と
の
つ
な
が
り
を
育
み

時
間
を
か
け
て
様
々
な
方
々
を
巻
き
込
ん

で
い
く
こ
と
で
、町
の
危
機
や
こ
れ
か
ら
の

課
題
解
決
に
向
き
合
え
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
の
お
店
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト

や
、地
域
で
の
事
業
を
作
っ
て
い
く
上
で

様
々
な
課
題
が
あ
る
中
で
、こ
れ
か
ら
の
時

代
は
今
以
上
に
な
お
一
層「
ひ
と
」と「
ひ

と
」が
向
き
合
う
時
間
を
大
切
に
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
現
在
進
め
て
い
る
こ
と
が
、地
域
の
既
存

店
活
性
化
や
中
小
企
業
の
み
な
さ
ま
の
業

務
改
善
で
す
。

　（
そ
の
３
）で
の
情
報
発
信
の
お
手
伝
い

だ
け
で
な
く
、I
T
導
入
に
よ
る
店
舗
運

営
で
の
会
計
業
務
、販
売
戦
略
の
シ
ス
テ
ム

導
入
や
、中
小
企
業
様
の
人
事・労
務
の
サ

ポ
ー
ト
業
務
も
長
崎
県
の
大
村
市
に
あ
る

『G
lobalB

』と
い
う
I
T
会
社
と
連
携
し

行
な
って
い
ま
す
。昨
今
は
地
域
団
体
か
ら

その
1
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長崎だより長崎だより

　
そ
の
他
に
も
サ
ポ
ー
ト
せ
ず
と
も『
千

綿
』『
東
彼
杵
』と
い
う
エ
リ
ア
に
魅
力
を
感

じ
、自
然
派
生
し
て
開
業
さ
れ
た
魅
力
的

な
方
々
も
次
々
と
開
業
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、私
た
ち
が
運
営
し
て
い
る『
く

じ
ら
の
髭
』サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://kujiranohige.com

活
動
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

　
東
彼
杵
町
で
は
今
、若
い
世
代
を
中
心

に
こ
の
町
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
い
う

方
が
増
え
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
拠
点
活

動
が
は
じ
ま
る
頃
に
結
成
さ
れ
、私
た
ち

も
影
響
を
受
け
な
が
ら
一
緒
に
育
っ
て

き
た
、町
内
の
お
茶
農
家
6
人
に
よ
る
ユ

ニ
ッ
ト『T

sunagu Sonogi T
ea 

Farm
ers

』も
そ
う
で
す
。東
彼
杵
町
の

お
茶
関
係
は
と
て
も
勢
い
が
あ
り
ま

す
。全
国
茶
品
評
会
で
は
、蒸
し
製
玉
緑

茶
の
部
で
2
0
1
7
年
か
ら
3
年
連
続
し

て
産
地
日
本
一
を
受
賞
し
ま
し
た
。ま
た
、

全
国
茶
品
評
会
個
人
の
部
の
最
高
賞
で

あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
と
、ほ
か
に
も

全
国
茶
生
産
青
年
茶
審
査
技
術
競
技

大
会
で
の
日
本
一
も
こ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

選
出
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
加
え
彼
ら
は

海
外
へ
出
向
き
積
極
的
に
お
茶
を
P
R

し
、オ
ラ
ン
ダ
の
有
名
な
展
示
・
即
売
会

『M
O
N
O
JA
PA
N

』に
も
出
店
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
町
内
の
50-

60
代
の
方
も
負
け
て
い
ま

せ
ん
。地
域
の
有
志
が
一
般
社
団
法
人
を

設
立
し
、自
分
た
ち
が
栽
培
し
た
美
味
し

い
お
米
を
売
り
出
す
た
め
、農
産
物
加
工

所『
木
場
の
む
す
び
』を
開
業
さ
れ
て
い
ま

す
。関
係
人
口
が
増
え
て
町
内
外
が
繋
が

る
仕
組
み
が
で
き
、新
た
な
事
業
へ
と
発
展

す
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。今
後
の
展

開
の
中
に
も
書
い
て
お
り
ま
す
が
、人
材
育

成
事
業
の
構
想
も
生
ま
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。こ
れ
ま
で
は
通
過
す
る
町
と
言
わ
れ
て

き
た
東
彼
杵
町
で
す
が
、町
に
参
入
を
考

え
る
企
業
が
出
て
き
た
こ
と
は
大
き
な
効

果
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

活
動
の
エピ
ソ
ー
ド

　「
地
域
づ
く
り
は
１
人
で
は
何
も
で
き
な

い
」。そ
う
痛
感
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り

ま
す
。2
0
1
7
年
７
月
に
発
生
し
た
九

州
北
部
豪
雨
で
、東
彼
杵
町
で
味
噌
の
製

造
・
販
売
を
す
る
大
渡
商
店
の
杷
木
支
店

が
倒
壊
し
ま
し
た
。も
と
も
と
苦
し
か
っ
た

経
営
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
緊
急
事
態
に
、

大
渡
商
店
の
３
代
目
か
ら
相
談
を
受
け
ま

し
た
。こ
の
状
況
を
S
N
S
等
で
拡
散
し

た
と
こ
ろ
、共
に
活
動
し
て
き
た
メ
ン

バ
ー
が
す
ぐ
に
反
応
し
、行
き
場
を
失
っ

た
4
ト
ン
の
味
噌
を
販
売
す
る
手
助
け

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。２
日
間
で
２
ト

ン（
1,
4
0
0
件
）分
の
発
注
が
あ
り
、な

ん
と
か
経
営
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。

　
同
じ
年
の
11
月
、大
渡
商
店
の
2
代
目

で
あ
る
父
君
が
病
で
逝
去
し
、彼
は
28
歳

に
し
て
後
継
者
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、

辛
い
思
い
を
経
験
し
な
が
ら
も
お
店
を
、

そ
し
て
自
分
自
身
を
立
て
直
す
こ
と
が
で

き
た
の
は
、メ
ン
バ
ー
の
温
か
い
サ
ポ
ー
ト

が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。地
域
の

力
が
こ
ん
な
に
も
大
き
い
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
感
じ
、少
し
ず
つ
築
き
上
げ
て
き

た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
こ
の
奇
跡
を
起
こ
し

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
時
代
、

人
口
減
少
は
否
め
ま
せ
ん
が
、1
人
1
人

が
支
え
合
う
こ
と
で
大
き
な
力
に
な
る
、

強
い
地
域
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
、地
方

で
暮
ら
す
価
値
と
し
て
提
唱
し
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
展
開

　
　
　地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出

　　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
育
む
に
あ
た
り
、単
に

特
産
品
や
観
光
地
の
開
発
だ
け
を
意
味
す

る
の
で
は
な
く
、今
あ
る
地
域
資
源
を
体

験
価
値
に
転
換
し
、「
買
い
た
い
」「
訪
れ
た

い
」「
交
流
し
た
い
」「
住
み
た
い
」と
思
わ

れ
る
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。地
域
や
自
治
体
が

一
方
的
に
人
を「
集
め
る
」の
で
は
な
く
、

地
域
への
愛
着
や
誇
り
を
も
つ
人
々
を
増
や

し
、有
機
的
に
人
が「
集
ま
る
」仕
組
み
づ

く
り
が
大
事
で
、「
モ
ノ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」で

は
な
く
、「
地
域
そ
の
も
の
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」

を
目
指
しSorrisoriso 

千
綿
第
三
瀬
戸

米
倉
庫
内
に
て
、新
た
に『
く
じ
ら
の
髭
』、

『C
H
A
N
O
KO
(

チ
ャ
ノ
コ)

』(

九
州
電
力

協
業
ブ
ラ
ン
ド)

の
ふ
た
つ
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
創
出
し
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り 

自
然

と
人
が「
集
ま
る
」「
集
ま
り
た
く
な
る
」 

動

き
を
さ
ら
に
活
発
化
さ
せ
よ
う
と
考
え
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。2
0
2
0
年
か
ら
は
じ

ま
っ
た
く
じ
ら
の
髭
に
つ
い
て
は
冒
頭
で
く

じ
ら
の
町
と
し
て
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、

先
人
が
町
を
潤
わ
す
た
め
に
く
じ
ら
の
捕

鯨
を
は
じ
め
た
こ
と
に
敬
意
を
払
い
、こ
の

町
を
潤
わ
す
き
っ
か
け
や
仕
組
み
を『
く
じ

ら
の
髭
』の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
通
し
て
お
伝

え
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。な
お

『
く
じ
ら
の
髭
』店
舗
で
は
東
彼
杵
町
出
身

の
私
の
同
級
生
が
店
長
を
担
っ
て
い
ま
す
。

訪
れ
た
お
客
様
に
そ
の
ぎ
茶
や
東
彼
杵
に

関
わ
る
モ
ノ
に
ふ
れ
て
実
際
に
体
感
す
る
こ

と
で
、東
彼
杵
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
って

い
た
だ
け
る
よ
う
、日
々
心
が
け
て
く
だ

さ
って
い
ま
す
。

　
　
　エ
リ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
育
成

　
今
後
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
育
成
を
実
施
し
、

東
彼
杵
町
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
イ
メ
ー

ジ
を
後
輩
た
ち
に
伝
え
て
い
き
な
が
ら
、い

つ
か
町
か
ら
出
た
と
し
て
も
ま
た
戻
って
き

た
い
、い
つ
で
も
戻
っ
て
こ
れ
る
と
思
え
る

町
、未
来
の
可
能
性
を
見
出
せ
る
町
に
す

る
こ
と
が
私
た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョン
で
す
。

　
私
は
U
タ
ー
ン
で
す
の
で
、自
分
の
体
験

を
広
く
伝
え
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。戻
って
き
て
私
が
気
づ
い
た
こ
と
は
、

自
営
業
者
が
少
な
い
こ
と
で
す
。町
の
こ
と

を
考
え
る
上
で
自
営
業
者
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。例
え
ば
、町
の
課
題
は
自
分
た
ち
の
経

営
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
影
響
す
る
た
め
、常
に

自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
て
考
え
る
よ
う
に

な
る
か
ら
で
す
。だ
か
ら
私
は
ま
ち
づ
く
り

の
カ
ギ
と
な
る
自
営
業
者
が
増
え
て
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
育
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、そ
こ
に

雇
用
も
生
ま
れ
、雇
用
主
と
な
っ
た
自
営

業
者
は
町
づ
く
り
活
動
な
ど
に
も
っ
と
参

加
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
最
近
は
他
地
域
で
も
ま
ち
づ
く
り
関
連

の
仕
事
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
増

え
て
き
ま
し
た
。東
彼
杵
町
も
そ
う
で
す

が
、U
タ
ー
ン
者
も
し
く
は
地
元
の
方
が
中

心
と
な
っ
た
活
動
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。私
は
、中
心
メ
ン
バ
ー
に
は
地
元
の
若

者
が
多
く
い
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。そ
う
い
う
町
に
は
絶
対
的
な
強
さ
が
あ

り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、町
に
魅
力
を
感
じ
て

移
住
し
て
く
れ
る
I
タ
ー
ン
者
は
重
要
な

存
在
で
す
。だ
か
ら
、ま
ず
は
彼
ら
の
活
躍

す
る
場
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
大
切
で
、

U
タ
ー
ン
者
も
し
く
は
地
元
の
方
に
は
彼

ら
に
興
味
を
持
って
も
ら
う
こ
と
。I
タ
ー

ン
者
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
町
を
気
づ
く

き
っ
か
け
と
な
り
、地
元
の
方
は
刺
激
を
受

け
て
、U
タ
ー
ン
者
も
自
然
と
戻
っ
て
く
る

は
ず
で
す
。現
在
、東
彼
杵
町
で
は
孫
タ
ー

ン
も
増
え
て
い
る
の
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

ほ
か
に
も
、千
綿
と
い
う
地
名
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
紐
解
き
、無
農
薬
綿
花
を
種
か
ら

育
て
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。活
動
の
中
心
は
店
舗
を
持
た
な
い

花
屋
と
し
て
活
動
す
る『
ミ
ド
リ
ブ
』と
い

う
３
人
の
子
育
て
マ
マ
た
ち
の
仲
間
で
す
。

女
性
が
イ
キ
イ
キ
し
て
い
る
町
は
と
て
も

魅
力
が
あ
り
ま
す
。今
後
の
展
開
が
楽
し

み
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
構
築

　
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
し
て

2
0
2
0
年
１
月
に『
く
じ
ら
の
髭
』の
店

舗
開
業
と
同
時
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立
ち

上
げ
、地
域
の「
み
せ
」「
ひ
と
」「
こ
と
」「
も

の
」を
発
信
す
る
仕
組
み
を
創
出
し
ま
し

た
。同
時
に
観
光
交
流
拠
点
及
び
地
域
商

材
を
販
売
す
る
店
舗『
く
じ
ら
の
髭
』の
運

営
を
開
始
し
、ネ
ッ
ト
上
と
リ
ア
ル
を
繋
ぐ

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。現
在
、ラ
イ

タ
ー
５
名
、カ
メ
ラ
マ
ン
５
名
、編
集
者
２

名
と
外
部
委
託
の
仕
組
み
で『
く
じ
ら
の

髭
編
集
部
』を
構
成
し
て
い
ま
す
。ラ
イ

タ
ー
の
う
ち
１
名
は
町
外
か
ら
嫁
い
で
き

た
女
性
で
す
。今
後
、こ
の
よ
う
な
女
性
の

活
躍
の
場
面
を
店
舗
で
の
開
業
に
関
わ
ら

ず
、自
宅
で
子
育
て
し
な
が
ら
営
み
を
創

出
で
き
る
仕
組
み
を
目
指
そ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。今
後
こ
の
仕
組
み
を
さ
ら
に
強

化
し
、長
崎
県
へ
の
移
住
の
切
り
口
と
し

て
の
可
能
性
を
見
出
し
た
い
と
考
え
て
い

る
と
と
も
に
、こ
の「
ひ
と
」を
中
心
に
着

目
し
た
取
り
組
み
を
強
化
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
昨
今
、地
域
間
の
つ
な
が
り
は
希
薄
化

し
て
お
り
暮
ら
し
方
に
変
化
が
起
き
て
い

ま
す
。 

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、く
じ
ら
の
髭

の
取
材
の
仕
組
み
と
し
て
当
社
団
法
人
の

社
名
に
も
あ
り
ま
す「
み
せ
」「
ひ
と
」「
こ

と
」「
も
の
」の
４
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
つ
く

り
ま
し
た
。 

こ
れ
は「
ひ
と
」の
ス
ト
ー
リ
ー

を
読
者
に
伝
え
る
狙
い
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
に
地
域
の
人
と
取
材
を
す
る
私

た
ち
の「
つ
な
が
る
仕
組
み
」を
つ
く
る
こ

と
も
大
き
な
目
的
で
す
。取
材
を
通
し
て
、

人
と
な
り
を
深
く
知
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。ま
た
、地
域
の
行
事
等
が
開
催
さ
れ

た
際
に
、こ
の
縁
を
き
っ
か
け
に
新
た
な

「
ひ
と
」の
つ
な
が
り
を
紡
ぎ
出
す
こ
と
も
、

紡
ぎ
直
す
こ
と
も
で
き
、更
な
る
活
動
を

生
み
出
す
こ
と
に
な
って
い
く
も
の
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、今
後
は
こ
の「
ひ

と
」に
着
目
す
る
仕
組
み
を
全
国
で
活
用

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
も
な
る
よ
う
に

と
考
え
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、私
た
ち
が

取
材
す
る
の
で
は
な
く
、そ
の
仕
組
み
を

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
各
地
域
の
み
な

さ
ん
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、各
地
域
で

取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
み
な
さ
ま
の
つ

な
が
り
を
作
り
出
す
こ
と
や
、そ
の
地
域

で
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
で
す
。

　
　
　デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
融
合

　
く
じ
ら
の
髭
サ
イ
ト
の
取
材
を
通
し
て
、

「
ひ
と
」と「
ひ
と
」と
の
つ
な
が
り
を
育
み

時
間
を
か
け
て
様
々
な
方
々
を
巻
き
込
ん

で
い
く
こ
と
で
、町
の
危
機
や
こ
れ
か
ら
の

課
題
解
決
に
向
き
合
え
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
の
お
店
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト

や
、地
域
で
の
事
業
を
作
っ
て
い
く
上
で

様
々
な
課
題
が
あ
る
中
で
、こ
れ
か
ら
の
時

代
は
今
以
上
に
な
お
一
層「
ひ
と
」と「
ひ

と
」が
向
き
合
う
時
間
を
大
切
に
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
現
在
進
め
て
い
る
こ
と
が
、地
域
の
既
存

店
活
性
化
や
中
小
企
業
の
み
な
さ
ま
の
業

務
改
善
で
す
。

　（
そ
の
３
）で
の
情
報
発
信
の
お
手
伝
い

だ
け
で
な
く
、I
T
導
入
に
よ
る
店
舗
運

営
で
の
会
計
業
務
、販
売
戦
略
の
シ
ス
テ
ム

導
入
や
、中
小
企
業
様
の
人
事・労
務
の
サ

ポ
ー
ト
業
務
も
長
崎
県
の
大
村
市
に
あ
る

『G
lobalB

』と
い
う
I
T
会
社
と
連
携
し

行
な
って
い
ま
す
。昨
今
は
地
域
団
体
か
ら

その
1
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長崎だより 長崎だより

　
そ
の
他
に
も
サ
ポ
ー
ト
せ
ず
と
も『
千

綿
』『
東
彼
杵
』と
い
う
エ
リ
ア
に
魅
力
を
感

じ
、自
然
派
生
し
て
開
業
さ
れ
た
魅
力
的

な
方
々
も
次
々
と
開
業
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、私
た
ち
が
運
営
し
て
い
る『
く

じ
ら
の
髭
』サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://kujiranohige.com

活
動
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

　
東
彼
杵
町
で
は
今
、若
い
世
代
を
中
心

に
こ
の
町
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
い
う

方
が
増
え
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
拠
点
活

動
が
は
じ
ま
る
頃
に
結
成
さ
れ
、私
た
ち

も
影
響
を
受
け
な
が
ら
一
緒
に
育
っ
て

き
た
、町
内
の
お
茶
農
家
6
人
に
よ
る
ユ

ニ
ッ
ト『T

sunagu Sonogi T
ea 

Farm
ers

』も
そ
う
で
す
。東
彼
杵
町
の

お
茶
関
係
は
と
て
も
勢
い
が
あ
り
ま

す
。全
国
茶
品
評
会
で
は
、蒸
し
製
玉
緑

茶
の
部
で
2
0
1
7
年
か
ら
3
年
連
続
し

て
産
地
日
本
一
を
受
賞
し
ま
し
た
。ま
た
、

全
国
茶
品
評
会
個
人
の
部
の
最
高
賞
で

あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
と
、ほ
か
に
も

全
国
茶
生
産
青
年
茶
審
査
技
術
競
技

大
会
で
の
日
本
一
も
こ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

選
出
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
加
え
彼
ら
は

海
外
へ
出
向
き
積
極
的
に
お
茶
を
P
R

し
、オ
ラ
ン
ダ
の
有
名
な
展
示
・
即
売
会

『M
O
N
O
JA
PA
N

』に
も
出
店
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
町
内
の
50-

60
代
の
方
も
負
け
て
い
ま

せ
ん
。地
域
の
有
志
が
一
般
社
団
法
人
を

設
立
し
、自
分
た
ち
が
栽
培
し
た
美
味
し

い
お
米
を
売
り
出
す
た
め
、農
産
物
加
工

所『
木
場
の
む
す
び
』を
開
業
さ
れ
て
い
ま

す
。関
係
人
口
が
増
え
て
町
内
外
が
繋
が

る
仕
組
み
が
で
き
、新
た
な
事
業
へ
と
発
展

す
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。今
後
の
展

開
の
中
に
も
書
い
て
お
り
ま
す
が
、人
材
育

成
事
業
の
構
想
も
生
ま
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。こ
れ
ま
で
は
通
過
す
る
町
と
言
わ
れ
て

き
た
東
彼
杵
町
で
す
が
、町
に
参
入
を
考

え
る
企
業
が
出
て
き
た
こ
と
は
大
き
な
効

果
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

活
動
の
エピ
ソ
ー
ド

　「
地
域
づ
く
り
は
１
人
で
は
何
も
で
き
な

い
」。そ
う
痛
感
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り

ま
す
。2
0
1
7
年
７
月
に
発
生
し
た
九

州
北
部
豪
雨
で
、東
彼
杵
町
で
味
噌
の
製

造
・
販
売
を
す
る
大
渡
商
店
の
杷
木
支
店

が
倒
壊
し
ま
し
た
。も
と
も
と
苦
し
か
っ
た

経
営
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
緊
急
事
態
に
、

大
渡
商
店
の
３
代
目
か
ら
相
談
を
受
け
ま

し
た
。こ
の
状
況
を
S
N
S
等
で
拡
散
し

た
と
こ
ろ
、共
に
活
動
し
て
き
た
メ
ン

バ
ー
が
す
ぐ
に
反
応
し
、行
き
場
を
失
っ

た
4
ト
ン
の
味
噌
を
販
売
す
る
手
助
け

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。２
日
間
で
２
ト

ン（
1,
4
0
0
件
）分
の
発
注
が
あ
り
、な

ん
と
か
経
営
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。

　
同
じ
年
の
11
月
、大
渡
商
店
の
2
代
目

で
あ
る
父
君
が
病
で
逝
去
し
、彼
は
28
歳

に
し
て
後
継
者
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、

辛
い
思
い
を
経
験
し
な
が
ら
も
お
店
を
、

そ
し
て
自
分
自
身
を
立
て
直
す
こ
と
が
で

き
た
の
は
、メ
ン
バ
ー
の
温
か
い
サ
ポ
ー
ト

が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。地
域
の

力
が
こ
ん
な
に
も
大
き
い
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
感
じ
、少
し
ず
つ
築
き
上
げ
て
き

た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
こ
の
奇
跡
を
起
こ
し

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
時
代
、

人
口
減
少
は
否
め
ま
せ
ん
が
、1
人
1
人

が
支
え
合
う
こ
と
で
大
き
な
力
に
な
る
、

強
い
地
域
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
、地
方

で
暮
ら
す
価
値
と
し
て
提
唱
し
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
展
開

　
　
　地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出

　　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
育
む
に
あ
た
り
、単
に

特
産
品
や
観
光
地
の
開
発
だ
け
を
意
味
す

る
の
で
は
な
く
、今
あ
る
地
域
資
源
を
体

験
価
値
に
転
換
し
、「
買
い
た
い
」「
訪
れ
た

い
」「
交
流
し
た
い
」「
住
み
た
い
」と
思
わ

れ
る
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。地
域
や
自
治
体
が

一
方
的
に
人
を「
集
め
る
」の
で
は
な
く
、

地
域
への
愛
着
や
誇
り
を
も
つ
人
々
を
増
や

し
、有
機
的
に
人
が「
集
ま
る
」仕
組
み
づ

く
り
が
大
事
で
、「
モ
ノ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」で

は
な
く
、「
地
域
そ
の
も
の
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」

を
目
指
しSorrisoriso 

千
綿
第
三
瀬
戸

米
倉
庫
内
に
て
、新
た
に『
く
じ
ら
の
髭
』、

『C
H
A
N
O
KO
(

チ
ャ
ノ
コ)

』(

九
州
電
力

協
業
ブ
ラ
ン
ド)

の
ふ
た
つ
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
創
出
し
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り 

自
然

と
人
が「
集
ま
る
」「
集
ま
り
た
く
な
る
」 

動

き
を
さ
ら
に
活
発
化
さ
せ
よ
う
と
考
え
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。2
0
2
0
年
か
ら
は
じ

ま
っ
た
く
じ
ら
の
髭
に
つ
い
て
は
冒
頭
で
く

じ
ら
の
町
と
し
て
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、

先
人
が
町
を
潤
わ
す
た
め
に
く
じ
ら
の
捕

鯨
を
は
じ
め
た
こ
と
に
敬
意
を
払
い
、こ
の

町
を
潤
わ
す
き
っ
か
け
や
仕
組
み
を『
く
じ

ら
の
髭
』の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
通
し
て
お
伝

え
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。な
お

『
く
じ
ら
の
髭
』店
舗
で
は
東
彼
杵
町
出
身

の
私
の
同
級
生
が
店
長
を
担
っ
て
い
ま
す
。

訪
れ
た
お
客
様
に
そ
の
ぎ
茶
や
東
彼
杵
に

関
わ
る
モ
ノ
に
ふ
れ
て
実
際
に
体
感
す
る
こ

と
で
、東
彼
杵
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
って

い
た
だ
け
る
よ
う
、日
々
心
が
け
て
く
だ

さ
って
い
ま
す
。

　
　
　エ
リ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
育
成

　
今
後
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
育
成
を
実
施
し
、

東
彼
杵
町
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
イ
メ
ー

ジ
を
後
輩
た
ち
に
伝
え
て
い
き
な
が
ら
、い

つ
か
町
か
ら
出
た
と
し
て
も
ま
た
戻
って
き

た
い
、い
つ
で
も
戻
っ
て
こ
れ
る
と
思
え
る

町
、未
来
の
可
能
性
を
見
出
せ
る
町
に
す

る
こ
と
が
私
た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョン
で
す
。

　
私
は
U
タ
ー
ン
で
す
の
で
、自
分
の
体
験

を
広
く
伝
え
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。戻
って
き
て
私
が
気
づ
い
た
こ
と
は
、

自
営
業
者
が
少
な
い
こ
と
で
す
。町
の
こ
と

を
考
え
る
上
で
自
営
業
者
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。例
え
ば
、町
の
課
題
は
自
分
た
ち
の
経

営
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
影
響
す
る
た
め
、常
に

自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
て
考
え
る
よ
う
に

な
る
か
ら
で
す
。だ
か
ら
私
は
ま
ち
づ
く
り

の
カ
ギ
と
な
る
自
営
業
者
が
増
え
て
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
育
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、そ
こ
に

雇
用
も
生
ま
れ
、雇
用
主
と
な
っ
た
自
営

業
者
は
町
づ
く
り
活
動
な
ど
に
も
っ
と
参

加
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
最
近
は
他
地
域
で
も
ま
ち
づ
く
り
関
連

の
仕
事
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
増

え
て
き
ま
し
た
。東
彼
杵
町
も
そ
う
で
す

が
、U
タ
ー
ン
者
も
し
く
は
地
元
の
方
が
中

心
と
な
っ
た
活
動
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。私
は
、中
心
メ
ン
バ
ー
に
は
地
元
の
若

者
が
多
く
い
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。そ
う
い
う
町
に
は
絶
対
的
な
強
さ
が
あ

り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、町
に
魅
力
を
感
じ
て

移
住
し
て
く
れ
る
I
タ
ー
ン
者
は
重
要
な

存
在
で
す
。だ
か
ら
、ま
ず
は
彼
ら
の
活
躍

す
る
場
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
大
切
で
、

U
タ
ー
ン
者
も
し
く
は
地
元
の
方
に
は
彼

ら
に
興
味
を
持
って
も
ら
う
こ
と
。I
タ
ー

ン
者
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
町
を
気
づ
く

き
っ
か
け
と
な
り
、地
元
の
方
は
刺
激
を
受

け
て
、U
タ
ー
ン
者
も
自
然
と
戻
っ
て
く
る

は
ず
で
す
。現
在
、東
彼
杵
町
で
は
孫
タ
ー

ン
も
増
え
て
い
る
の
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

ほ
か
に
も
、千
綿
と
い
う
地
名
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
紐
解
き
、無
農
薬
綿
花
を
種
か
ら

育
て
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。活
動
の
中
心
は
店
舗
を
持
た
な
い

花
屋
と
し
て
活
動
す
る『
ミ
ド
リ
ブ
』と
い

う
３
人
の
子
育
て
マ
マ
た
ち
の
仲
間
で
す
。

女
性
が
イ
キ
イ
キ
し
て
い
る
町
は
と
て
も

魅
力
が
あ
り
ま
す
。今
後
の
展
開
が
楽
し

み
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
構
築

　
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
し
て

2
0
2
0
年
１
月
に『
く
じ
ら
の
髭
』の
店

舗
開
業
と
同
時
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立
ち

上
げ
、地
域
の「
み
せ
」「
ひ
と
」「
こ
と
」「
も

の
」を
発
信
す
る
仕
組
み
を
創
出
し
ま
し

た
。同
時
に
観
光
交
流
拠
点
及
び
地
域
商

材
を
販
売
す
る
店
舗『
く
じ
ら
の
髭
』の
運

営
を
開
始
し
、ネ
ッ
ト
上
と
リ
ア
ル
を
繋
ぐ

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。現
在
、ラ
イ

タ
ー
５
名
、カ
メ
ラ
マ
ン
５
名
、編
集
者
２

名
と
外
部
委
託
の
仕
組
み
で『
く
じ
ら
の

髭
編
集
部
』を
構
成
し
て
い
ま
す
。ラ
イ

タ
ー
の
う
ち
１
名
は
町
外
か
ら
嫁
い
で
き

た
女
性
で
す
。今
後
、こ
の
よ
う
な
女
性
の

活
躍
の
場
面
を
店
舗
で
の
開
業
に
関
わ
ら

ず
、自
宅
で
子
育
て
し
な
が
ら
営
み
を
創

出
で
き
る
仕
組
み
を
目
指
そ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。今
後
こ
の
仕
組
み
を
さ
ら
に
強

化
し
、長
崎
県
へ
の
移
住
の
切
り
口
と
し

て
の
可
能
性
を
見
出
し
た
い
と
考
え
て
い

る
と
と
も
に
、こ
の「
ひ
と
」を
中
心
に
着

目
し
た
取
り
組
み
を
強
化
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
昨
今
、地
域
間
の
つ
な
が
り
は
希
薄
化

し
て
お
り
暮
ら
し
方
に
変
化
が
起
き
て
い

ま
す
。 

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、く
じ
ら
の
髭

の
取
材
の
仕
組
み
と
し
て
当
社
団
法
人
の

社
名
に
も
あ
り
ま
す「
み
せ
」「
ひ
と
」「
こ

と
」「
も
の
」の
４
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
つ
く

り
ま
し
た
。 

こ
れ
は「
ひ
と
」の
ス
ト
ー
リ
ー

を
読
者
に
伝
え
る
狙
い
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
に
地
域
の
人
と
取
材
を
す
る
私

た
ち
の「
つ
な
が
る
仕
組
み
」を
つ
く
る
こ

と
も
大
き
な
目
的
で
す
。取
材
を
通
し
て
、

人
と
な
り
を
深
く
知
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。ま
た
、地
域
の
行
事
等
が
開
催
さ
れ

た
際
に
、こ
の
縁
を
き
っ
か
け
に
新
た
な

「
ひ
と
」の
つ
な
が
り
を
紡
ぎ
出
す
こ
と
も
、

紡
ぎ
直
す
こ
と
も
で
き
、更
な
る
活
動
を

生
み
出
す
こ
と
に
な
って
い
く
も
の
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、今
後
は
こ
の「
ひ

と
」に
着
目
す
る
仕
組
み
を
全
国
で
活
用

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
も
な
る
よ
う
に

と
考
え
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、私
た
ち
が

取
材
す
る
の
で
は
な
く
、そ
の
仕
組
み
を

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
各
地
域
の
み
な

さ
ん
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、各
地
域
で

取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
み
な
さ
ま
の
つ

な
が
り
を
作
り
出
す
こ
と
や
、そ
の
地
域

で
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
で
す
。

　
　
　デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
融
合

　
く
じ
ら
の
髭
サ
イ
ト
の
取
材
を
通
し
て
、

「
ひ
と
」と「
ひ
と
」と
の
つ
な
が
り
を
育
み

時
間
を
か
け
て
様
々
な
方
々
を
巻
き
込
ん

で
い
く
こ
と
で
、町
の
危
機
や
こ
れ
か
ら
の

課
題
解
決
に
向
き
合
え
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
の
お
店
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト

や
、地
域
で
の
事
業
を
作
っ
て
い
く
上
で

様
々
な
課
題
が
あ
る
中
で
、こ
れ
か
ら
の
時

代
は
今
以
上
に
な
お
一
層「
ひ
と
」と「
ひ

と
」が
向
き
合
う
時
間
を
大
切
に
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
現
在
進
め
て
い
る
こ
と
が
、地
域
の
既
存

店
活
性
化
や
中
小
企
業
の
み
な
さ
ま
の
業

務
改
善
で
す
。

　（
そ
の
３
）で
の
情
報
発
信
の
お
手
伝
い

だ
け
で
な
く
、I
T
導
入
に
よ
る
店
舗
運

営
で
の
会
計
業
務
、販
売
戦
略
の
シ
ス
テ
ム

導
入
や
、中
小
企
業
様
の
人
事・労
務
の
サ

ポ
ー
ト
業
務
も
長
崎
県
の
大
村
市
に
あ
る

『G
lobalB

』と
い
う
I
T
会
社
と
連
携
し

行
な
って
い
ま
す
。昨
今
は
地
域
団
体
か
ら

その
2

その
3

その
4
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長崎だより 長崎だより

　
そ
の
他
に
も
サ
ポ
ー
ト
せ
ず
と
も『
千

綿
』『
東
彼
杵
』と
い
う
エ
リ
ア
に
魅
力
を
感

じ
、自
然
派
生
し
て
開
業
さ
れ
た
魅
力
的

な
方
々
も
次
々
と
開
業
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、私
た
ち
が
運
営
し
て
い
る『
く

じ
ら
の
髭
』サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://kujiranohige.com

活
動
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

　
東
彼
杵
町
で
は
今
、若
い
世
代
を
中
心

に
こ
の
町
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
い
う

方
が
増
え
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
拠
点
活

動
が
は
じ
ま
る
頃
に
結
成
さ
れ
、私
た
ち

も
影
響
を
受
け
な
が
ら
一
緒
に
育
っ
て

き
た
、町
内
の
お
茶
農
家
6
人
に
よ
る
ユ

ニ
ッ
ト『T

sunagu Sonogi T
ea 

Farm
ers

』も
そ
う
で
す
。東
彼
杵
町
の

お
茶
関
係
は
と
て
も
勢
い
が
あ
り
ま

す
。全
国
茶
品
評
会
で
は
、蒸
し
製
玉
緑

茶
の
部
で
2
0
1
7
年
か
ら
3
年
連
続
し

て
産
地
日
本
一
を
受
賞
し
ま
し
た
。ま
た
、

全
国
茶
品
評
会
個
人
の
部
の
最
高
賞
で

あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
と
、ほ
か
に
も

全
国
茶
生
産
青
年
茶
審
査
技
術
競
技

大
会
で
の
日
本
一
も
こ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

選
出
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
加
え
彼
ら
は

海
外
へ
出
向
き
積
極
的
に
お
茶
を
P
R

し
、オ
ラ
ン
ダ
の
有
名
な
展
示
・
即
売
会

『M
O
N
O
JA
PA
N

』に
も
出
店
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
町
内
の
50-

60
代
の
方
も
負
け
て
い
ま

せ
ん
。地
域
の
有
志
が
一
般
社
団
法
人
を

設
立
し
、自
分
た
ち
が
栽
培
し
た
美
味
し

い
お
米
を
売
り
出
す
た
め
、農
産
物
加
工

所『
木
場
の
む
す
び
』を
開
業
さ
れ
て
い
ま

す
。関
係
人
口
が
増
え
て
町
内
外
が
繋
が

る
仕
組
み
が
で
き
、新
た
な
事
業
へ
と
発
展

す
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。今
後
の
展

開
の
中
に
も
書
い
て
お
り
ま
す
が
、人
材
育

成
事
業
の
構
想
も
生
ま
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。こ
れ
ま
で
は
通
過
す
る
町
と
言
わ
れ
て

き
た
東
彼
杵
町
で
す
が
、町
に
参
入
を
考

え
る
企
業
が
出
て
き
た
こ
と
は
大
き
な
効

果
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

活
動
の
エピ
ソ
ー
ド

　「
地
域
づ
く
り
は
１
人
で
は
何
も
で
き
な

い
」。そ
う
痛
感
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り

ま
す
。2
0
1
7
年
７
月
に
発
生
し
た
九

州
北
部
豪
雨
で
、東
彼
杵
町
で
味
噌
の
製

造
・
販
売
を
す
る
大
渡
商
店
の
杷
木
支
店

が
倒
壊
し
ま
し
た
。も
と
も
と
苦
し
か
っ
た

経
営
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
緊
急
事
態
に
、

大
渡
商
店
の
３
代
目
か
ら
相
談
を
受
け
ま

し
た
。こ
の
状
況
を
S
N
S
等
で
拡
散
し

た
と
こ
ろ
、共
に
活
動
し
て
き
た
メ
ン

バ
ー
が
す
ぐ
に
反
応
し
、行
き
場
を
失
っ

た
4
ト
ン
の
味
噌
を
販
売
す
る
手
助
け

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。２
日
間
で
２
ト

ン（
1,
4
0
0
件
）分
の
発
注
が
あ
り
、な

ん
と
か
経
営
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。

　
同
じ
年
の
11
月
、大
渡
商
店
の
2
代
目

で
あ
る
父
君
が
病
で
逝
去
し
、彼
は
28
歳

に
し
て
後
継
者
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、

辛
い
思
い
を
経
験
し
な
が
ら
も
お
店
を
、

そ
し
て
自
分
自
身
を
立
て
直
す
こ
と
が
で

き
た
の
は
、メ
ン
バ
ー
の
温
か
い
サ
ポ
ー
ト

が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。地
域
の

力
が
こ
ん
な
に
も
大
き
い
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
感
じ
、少
し
ず
つ
築
き
上
げ
て
き

た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
こ
の
奇
跡
を
起
こ
し

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
時
代
、

人
口
減
少
は
否
め
ま
せ
ん
が
、1
人
1
人

が
支
え
合
う
こ
と
で
大
き
な
力
に
な
る
、

強
い
地
域
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
、地
方

で
暮
ら
す
価
値
と
し
て
提
唱
し
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
展
開

　
　
　地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出

　　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
育
む
に
あ
た
り
、単
に

特
産
品
や
観
光
地
の
開
発
だ
け
を
意
味
す

る
の
で
は
な
く
、今
あ
る
地
域
資
源
を
体

験
価
値
に
転
換
し
、「
買
い
た
い
」「
訪
れ
た

い
」「
交
流
し
た
い
」「
住
み
た
い
」と
思
わ

れ
る
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。地
域
や
自
治
体
が

一
方
的
に
人
を「
集
め
る
」の
で
は
な
く
、

地
域
への
愛
着
や
誇
り
を
も
つ
人
々
を
増
や

し
、有
機
的
に
人
が「
集
ま
る
」仕
組
み
づ

く
り
が
大
事
で
、「
モ
ノ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」で

は
な
く
、「
地
域
そ
の
も
の
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」

を
目
指
しSorrisoriso 

千
綿
第
三
瀬
戸

米
倉
庫
内
に
て
、新
た
に『
く
じ
ら
の
髭
』、

『C
H
A
N
O
KO
(

チ
ャ
ノ
コ)

』(

九
州
電
力

協
業
ブ
ラ
ン
ド)

の
ふ
た
つ
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
創
出
し
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り 

自
然

と
人
が「
集
ま
る
」「
集
ま
り
た
く
な
る
」 

動

き
を
さ
ら
に
活
発
化
さ
せ
よ
う
と
考
え
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。2
0
2
0
年
か
ら
は
じ

ま
っ
た
く
じ
ら
の
髭
に
つ
い
て
は
冒
頭
で
く

じ
ら
の
町
と
し
て
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、

先
人
が
町
を
潤
わ
す
た
め
に
く
じ
ら
の
捕

鯨
を
は
じ
め
た
こ
と
に
敬
意
を
払
い
、こ
の

町
を
潤
わ
す
き
っ
か
け
や
仕
組
み
を『
く
じ

ら
の
髭
』の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
通
し
て
お
伝

え
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。な
お

『
く
じ
ら
の
髭
』店
舗
で
は
東
彼
杵
町
出
身

の
私
の
同
級
生
が
店
長
を
担
っ
て
い
ま
す
。

訪
れ
た
お
客
様
に
そ
の
ぎ
茶
や
東
彼
杵
に

関
わ
る
モ
ノ
に
ふ
れ
て
実
際
に
体
感
す
る
こ

と
で
、東
彼
杵
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
って

い
た
だ
け
る
よ
う
、日
々
心
が
け
て
く
だ

さ
って
い
ま
す
。

　
　
　エ
リ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
育
成

　
今
後
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
育
成
を
実
施
し
、

東
彼
杵
町
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
イ
メ
ー

ジ
を
後
輩
た
ち
に
伝
え
て
い
き
な
が
ら
、い

つ
か
町
か
ら
出
た
と
し
て
も
ま
た
戻
って
き

た
い
、い
つ
で
も
戻
っ
て
こ
れ
る
と
思
え
る

町
、未
来
の
可
能
性
を
見
出
せ
る
町
に
す

る
こ
と
が
私
た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョン
で
す
。

　
私
は
U
タ
ー
ン
で
す
の
で
、自
分
の
体
験

を
広
く
伝
え
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。戻
って
き
て
私
が
気
づ
い
た
こ
と
は
、

自
営
業
者
が
少
な
い
こ
と
で
す
。町
の
こ
と

を
考
え
る
上
で
自
営
業
者
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。例
え
ば
、町
の
課
題
は
自
分
た
ち
の
経

営
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
影
響
す
る
た
め
、常
に

自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
て
考
え
る
よ
う
に

な
る
か
ら
で
す
。だ
か
ら
私
は
ま
ち
づ
く
り

の
カ
ギ
と
な
る
自
営
業
者
が
増
え
て
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
育
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、そ
こ
に

雇
用
も
生
ま
れ
、雇
用
主
と
な
っ
た
自
営

業
者
は
町
づ
く
り
活
動
な
ど
に
も
っ
と
参

加
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
最
近
は
他
地
域
で
も
ま
ち
づ
く
り
関
連

の
仕
事
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
増

え
て
き
ま
し
た
。東
彼
杵
町
も
そ
う
で
す

が
、U
タ
ー
ン
者
も
し
く
は
地
元
の
方
が
中

心
と
な
っ
た
活
動
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。私
は
、中
心
メ
ン
バ
ー
に
は
地
元
の
若

者
が
多
く
い
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。そ
う
い
う
町
に
は
絶
対
的
な
強
さ
が
あ

り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、町
に
魅
力
を
感
じ
て

移
住
し
て
く
れ
る
I
タ
ー
ン
者
は
重
要
な

存
在
で
す
。だ
か
ら
、ま
ず
は
彼
ら
の
活
躍

す
る
場
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
大
切
で
、

U
タ
ー
ン
者
も
し
く
は
地
元
の
方
に
は
彼

ら
に
興
味
を
持
って
も
ら
う
こ
と
。I
タ
ー

ン
者
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
町
を
気
づ
く

き
っ
か
け
と
な
り
、地
元
の
方
は
刺
激
を
受

け
て
、U
タ
ー
ン
者
も
自
然
と
戻
っ
て
く
る

は
ず
で
す
。現
在
、東
彼
杵
町
で
は
孫
タ
ー

ン
も
増
え
て
い
る
の
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

ほ
か
に
も
、千
綿
と
い
う
地
名
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
紐
解
き
、無
農
薬
綿
花
を
種
か
ら

育
て
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。活
動
の
中
心
は
店
舗
を
持
た
な
い

花
屋
と
し
て
活
動
す
る『
ミ
ド
リ
ブ
』と
い

う
３
人
の
子
育
て
マ
マ
た
ち
の
仲
間
で
す
。

女
性
が
イ
キ
イ
キ
し
て
い
る
町
は
と
て
も

魅
力
が
あ
り
ま
す
。今
後
の
展
開
が
楽
し

み
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
構
築

　
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
し
て

2
0
2
0
年
１
月
に『
く
じ
ら
の
髭
』の
店

舗
開
業
と
同
時
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立
ち

上
げ
、地
域
の「
み
せ
」「
ひ
と
」「
こ
と
」「
も

の
」を
発
信
す
る
仕
組
み
を
創
出
し
ま
し

た
。同
時
に
観
光
交
流
拠
点
及
び
地
域
商

材
を
販
売
す
る
店
舗『
く
じ
ら
の
髭
』の
運

営
を
開
始
し
、ネ
ッ
ト
上
と
リ
ア
ル
を
繋
ぐ

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。現
在
、ラ
イ

タ
ー
５
名
、カ
メ
ラ
マ
ン
５
名
、編
集
者
２

名
と
外
部
委
託
の
仕
組
み
で『
く
じ
ら
の

髭
編
集
部
』を
構
成
し
て
い
ま
す
。ラ
イ

タ
ー
の
う
ち
１
名
は
町
外
か
ら
嫁
い
で
き

た
女
性
で
す
。今
後
、こ
の
よ
う
な
女
性
の

活
躍
の
場
面
を
店
舗
で
の
開
業
に
関
わ
ら

ず
、自
宅
で
子
育
て
し
な
が
ら
営
み
を
創

出
で
き
る
仕
組
み
を
目
指
そ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。今
後
こ
の
仕
組
み
を
さ
ら
に
強

化
し
、長
崎
県
へ
の
移
住
の
切
り
口
と
し

て
の
可
能
性
を
見
出
し
た
い
と
考
え
て
い

る
と
と
も
に
、こ
の「
ひ
と
」を
中
心
に
着

目
し
た
取
り
組
み
を
強
化
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
昨
今
、地
域
間
の
つ
な
が
り
は
希
薄
化

し
て
お
り
暮
ら
し
方
に
変
化
が
起
き
て
い

ま
す
。 

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、く
じ
ら
の
髭

の
取
材
の
仕
組
み
と
し
て
当
社
団
法
人
の

社
名
に
も
あ
り
ま
す「
み
せ
」「
ひ
と
」「
こ

と
」「
も
の
」の
４
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
つ
く

り
ま
し
た
。 
こ
れ
は「
ひ
と
」の
ス
ト
ー
リ
ー

を
読
者
に
伝
え
る
狙
い
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
に
地
域
の
人
と
取
材
を
す
る
私

た
ち
の「
つ
な
が
る
仕
組
み
」を
つ
く
る
こ

と
も
大
き
な
目
的
で
す
。取
材
を
通
し
て
、

人
と
な
り
を
深
く
知
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。ま
た
、地
域
の
行
事
等
が
開
催
さ
れ

た
際
に
、こ
の
縁
を
き
っ
か
け
に
新
た
な

「
ひ
と
」の
つ
な
が
り
を
紡
ぎ
出
す
こ
と
も
、

紡
ぎ
直
す
こ
と
も
で
き
、更
な
る
活
動
を

生
み
出
す
こ
と
に
な
って
い
く
も
の
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、今
後
は
こ
の「
ひ

と
」に
着
目
す
る
仕
組
み
を
全
国
で
活
用

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
も
な
る
よ
う
に

と
考
え
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、私
た
ち
が

取
材
す
る
の
で
は
な
く
、そ
の
仕
組
み
を

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
各
地
域
の
み
な

さ
ん
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、各
地
域
で

取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
み
な
さ
ま
の
つ

な
が
り
を
作
り
出
す
こ
と
や
、そ
の
地
域

で
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
で
す
。

　
　
　デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
融
合

　
く
じ
ら
の
髭
サ
イ
ト
の
取
材
を
通
し
て
、

「
ひ
と
」と「
ひ
と
」と
の
つ
な
が
り
を
育
み

時
間
を
か
け
て
様
々
な
方
々
を
巻
き
込
ん

で
い
く
こ
と
で
、町
の
危
機
や
こ
れ
か
ら
の

課
題
解
決
に
向
き
合
え
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
の
お
店
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト

や
、地
域
で
の
事
業
を
作
っ
て
い
く
上
で

様
々
な
課
題
が
あ
る
中
で
、こ
れ
か
ら
の
時

代
は
今
以
上
に
な
お
一
層「
ひ
と
」と「
ひ

と
」が
向
き
合
う
時
間
を
大
切
に
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
現
在
進
め
て
い
る
こ
と
が
、地
域
の
既
存

店
活
性
化
や
中
小
企
業
の
み
な
さ
ま
の
業

務
改
善
で
す
。

　（
そ
の
３
）で
の
情
報
発
信
の
お
手
伝
い

だ
け
で
な
く
、I
T
導
入
に
よ
る
店
舗
運

営
で
の
会
計
業
務
、販
売
戦
略
の
シ
ス
テ
ム

導
入
や
、中
小
企
業
様
の
人
事・労
務
の
サ

ポ
ー
ト
業
務
も
長
崎
県
の
大
村
市
に
あ
る

『G
lobalB

』と
い
う
I
T
会
社
と
連
携
し

行
な
って
い
ま
す
。昨
今
は
地
域
団
体
か
ら

その
2

その
3

その
4
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長崎だより 長崎だより

　
そ
の
他
に
も
サ
ポ
ー
ト
せ
ず
と
も『
千

綿
』『
東
彼
杵
』と
い
う
エ
リ
ア
に
魅
力
を
感

じ
、自
然
派
生
し
て
開
業
さ
れ
た
魅
力
的

な
方
々
も
次
々
と
開
業
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、私
た
ち
が
運
営
し
て
い
る『
く

じ
ら
の
髭
』サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://kujiranohige.com

活
動
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

　
東
彼
杵
町
で
は
今
、若
い
世
代
を
中
心

に
こ
の
町
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
い
う

方
が
増
え
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
拠
点
活

動
が
は
じ
ま
る
頃
に
結
成
さ
れ
、私
た
ち

も
影
響
を
受
け
な
が
ら
一
緒
に
育
っ
て

き
た
、町
内
の
お
茶
農
家
6
人
に
よ
る
ユ

ニ
ッ
ト『T

sunagu Sonogi T
ea 

Farm
ers

』も
そ
う
で
す
。東
彼
杵
町
の

お
茶
関
係
は
と
て
も
勢
い
が
あ
り
ま

す
。全
国
茶
品
評
会
で
は
、蒸
し
製
玉
緑

茶
の
部
で
2
0
1
7
年
か
ら
3
年
連
続
し

て
産
地
日
本
一
を
受
賞
し
ま
し
た
。ま
た
、

全
国
茶
品
評
会
個
人
の
部
の
最
高
賞
で

あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
と
、ほ
か
に
も

全
国
茶
生
産
青
年
茶
審
査
技
術
競
技

大
会
で
の
日
本
一
も
こ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

選
出
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
加
え
彼
ら
は

海
外
へ
出
向
き
積
極
的
に
お
茶
を
P
R

し
、オ
ラ
ン
ダ
の
有
名
な
展
示
・
即
売
会

『M
O
N
O
JA
PA
N

』に
も
出
店
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
町
内
の
50-

60
代
の
方
も
負
け
て
い
ま

せ
ん
。地
域
の
有
志
が
一
般
社
団
法
人
を

設
立
し
、自
分
た
ち
が
栽
培
し
た
美
味
し

い
お
米
を
売
り
出
す
た
め
、農
産
物
加
工

所『
木
場
の
む
す
び
』を
開
業
さ
れ
て
い
ま

す
。関
係
人
口
が
増
え
て
町
内
外
が
繋
が

る
仕
組
み
が
で
き
、新
た
な
事
業
へ
と
発
展

す
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。今
後
の
展

開
の
中
に
も
書
い
て
お
り
ま
す
が
、人
材
育

成
事
業
の
構
想
も
生
ま
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。こ
れ
ま
で
は
通
過
す
る
町
と
言
わ
れ
て

き
た
東
彼
杵
町
で
す
が
、町
に
参
入
を
考

え
る
企
業
が
出
て
き
た
こ
と
は
大
き
な
効

果
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

活
動
の
エピ
ソ
ー
ド

　「
地
域
づ
く
り
は
１
人
で
は
何
も
で
き
な

い
」。そ
う
痛
感
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り

ま
す
。2
0
1
7
年
７
月
に
発
生
し
た
九

州
北
部
豪
雨
で
、東
彼
杵
町
で
味
噌
の
製

造
・
販
売
を
す
る
大
渡
商
店
の
杷
木
支
店

が
倒
壊
し
ま
し
た
。も
と
も
と
苦
し
か
っ
た

経
営
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
緊
急
事
態
に
、

大
渡
商
店
の
３
代
目
か
ら
相
談
を
受
け
ま

し
た
。こ
の
状
況
を
S
N
S
等
で
拡
散
し

た
と
こ
ろ
、共
に
活
動
し
て
き
た
メ
ン

バ
ー
が
す
ぐ
に
反
応
し
、行
き
場
を
失
っ

た
4
ト
ン
の
味
噌
を
販
売
す
る
手
助
け

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。２
日
間
で
２
ト

ン（
1,
4
0
0
件
）分
の
発
注
が
あ
り
、な

ん
と
か
経
営
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。

　
同
じ
年
の
11
月
、大
渡
商
店
の
2
代
目

で
あ
る
父
君
が
病
で
逝
去
し
、彼
は
28
歳

に
し
て
後
継
者
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、

辛
い
思
い
を
経
験
し
な
が
ら
も
お
店
を
、

そ
し
て
自
分
自
身
を
立
て
直
す
こ
と
が
で

き
た
の
は
、メ
ン
バ
ー
の
温
か
い
サ
ポ
ー
ト

が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。地
域
の

力
が
こ
ん
な
に
も
大
き
い
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
感
じ
、少
し
ず
つ
築
き
上
げ
て
き

た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
こ
の
奇
跡
を
起
こ
し

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
時
代
、

人
口
減
少
は
否
め
ま
せ
ん
が
、1
人
1
人

が
支
え
合
う
こ
と
で
大
き
な
力
に
な
る
、

強
い
地
域
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
、地
方

で
暮
ら
す
価
値
と
し
て
提
唱
し
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
展
開

　
　
　地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出

　　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
育
む
に
あ
た
り
、単
に

特
産
品
や
観
光
地
の
開
発
だ
け
を
意
味
す

る
の
で
は
な
く
、今
あ
る
地
域
資
源
を
体

験
価
値
に
転
換
し
、「
買
い
た
い
」「
訪
れ
た

い
」「
交
流
し
た
い
」「
住
み
た
い
」と
思
わ

れ
る
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。地
域
や
自
治
体
が

一
方
的
に
人
を「
集
め
る
」の
で
は
な
く
、

地
域
への
愛
着
や
誇
り
を
も
つ
人
々
を
増
や

し
、有
機
的
に
人
が「
集
ま
る
」仕
組
み
づ

く
り
が
大
事
で
、「
モ
ノ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」で

は
な
く
、「
地
域
そ
の
も
の
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」

を
目
指
しSorrisoriso 

千
綿
第
三
瀬
戸

米
倉
庫
内
に
て
、新
た
に『
く
じ
ら
の
髭
』、

『C
H
A
N
O
KO
(

チ
ャ
ノ
コ)

』(

九
州
電
力

協
業
ブ
ラ
ン
ド)

の
ふ
た
つ
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
創
出
し
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り 

自
然

と
人
が「
集
ま
る
」「
集
ま
り
た
く
な
る
」 

動

き
を
さ
ら
に
活
発
化
さ
せ
よ
う
と
考
え
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。2
0
2
0
年
か
ら
は
じ

ま
っ
た
く
じ
ら
の
髭
に
つ
い
て
は
冒
頭
で
く

じ
ら
の
町
と
し
て
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、

先
人
が
町
を
潤
わ
す
た
め
に
く
じ
ら
の
捕

鯨
を
は
じ
め
た
こ
と
に
敬
意
を
払
い
、こ
の

町
を
潤
わ
す
き
っ
か
け
や
仕
組
み
を『
く
じ

ら
の
髭
』の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
通
し
て
お
伝

え
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。な
お

『
く
じ
ら
の
髭
』店
舗
で
は
東
彼
杵
町
出
身

の
私
の
同
級
生
が
店
長
を
担
っ
て
い
ま
す
。

訪
れ
た
お
客
様
に
そ
の
ぎ
茶
や
東
彼
杵
に

関
わ
る
モ
ノ
に
ふ
れ
て
実
際
に
体
感
す
る
こ

と
で
、東
彼
杵
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
って

い
た
だ
け
る
よ
う
、日
々
心
が
け
て
く
だ

さ
って
い
ま
す
。

　
　
　エ
リ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
育
成

　
今
後
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
育
成
を
実
施
し
、

東
彼
杵
町
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
イ
メ
ー

ジ
を
後
輩
た
ち
に
伝
え
て
い
き
な
が
ら
、い

つ
か
町
か
ら
出
た
と
し
て
も
ま
た
戻
って
き

た
い
、い
つ
で
も
戻
っ
て
こ
れ
る
と
思
え
る

町
、未
来
の
可
能
性
を
見
出
せ
る
町
に
す

る
こ
と
が
私
た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョン
で
す
。

　
私
は
U
タ
ー
ン
で
す
の
で
、自
分
の
体
験

を
広
く
伝
え
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。戻
って
き
て
私
が
気
づ
い
た
こ
と
は
、

自
営
業
者
が
少
な
い
こ
と
で
す
。町
の
こ
と

を
考
え
る
上
で
自
営
業
者
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。例
え
ば
、町
の
課
題
は
自
分
た
ち
の
経

営
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
影
響
す
る
た
め
、常
に

自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
て
考
え
る
よ
う
に

な
る
か
ら
で
す
。だ
か
ら
私
は
ま
ち
づ
く
り

の
カ
ギ
と
な
る
自
営
業
者
が
増
え
て
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
育
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、そ
こ
に

雇
用
も
生
ま
れ
、雇
用
主
と
な
っ
た
自
営

業
者
は
町
づ
く
り
活
動
な
ど
に
も
っ
と
参

加
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
最
近
は
他
地
域
で
も
ま
ち
づ
く
り
関
連

の
仕
事
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
増

え
て
き
ま
し
た
。東
彼
杵
町
も
そ
う
で
す

が
、U
タ
ー
ン
者
も
し
く
は
地
元
の
方
が
中

心
と
な
っ
た
活
動
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。私
は
、中
心
メ
ン
バ
ー
に
は
地
元
の
若

者
が
多
く
い
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。そ
う
い
う
町
に
は
絶
対
的
な
強
さ
が
あ

り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、町
に
魅
力
を
感
じ
て

移
住
し
て
く
れ
る
I
タ
ー
ン
者
は
重
要
な

存
在
で
す
。だ
か
ら
、ま
ず
は
彼
ら
の
活
躍

す
る
場
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
大
切
で
、

U
タ
ー
ン
者
も
し
く
は
地
元
の
方
に
は
彼

ら
に
興
味
を
持
って
も
ら
う
こ
と
。I
タ
ー

ン
者
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
町
を
気
づ
く

き
っ
か
け
と
な
り
、地
元
の
方
は
刺
激
を
受

け
て
、U
タ
ー
ン
者
も
自
然
と
戻
っ
て
く
る

は
ず
で
す
。現
在
、東
彼
杵
町
で
は
孫
タ
ー

ン
も
増
え
て
い
る
の
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

ほ
か
に
も
、千
綿
と
い
う
地
名
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
紐
解
き
、無
農
薬
綿
花
を
種
か
ら

育
て
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。活
動
の
中
心
は
店
舗
を
持
た
な
い

花
屋
と
し
て
活
動
す
る『
ミ
ド
リ
ブ
』と
い

う
３
人
の
子
育
て
マ
マ
た
ち
の
仲
間
で
す
。

女
性
が
イ
キ
イ
キ
し
て
い
る
町
は
と
て
も

魅
力
が
あ
り
ま
す
。今
後
の
展
開
が
楽
し

み
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
構
築

　
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
し
て

2
0
2
0
年
１
月
に『
く
じ
ら
の
髭
』の
店

舗
開
業
と
同
時
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立
ち

上
げ
、地
域
の「
み
せ
」「
ひ
と
」「
こ
と
」「
も

の
」を
発
信
す
る
仕
組
み
を
創
出
し
ま
し

た
。同
時
に
観
光
交
流
拠
点
及
び
地
域
商

材
を
販
売
す
る
店
舗『
く
じ
ら
の
髭
』の
運

営
を
開
始
し
、ネ
ッ
ト
上
と
リ
ア
ル
を
繋
ぐ

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。現
在
、ラ
イ

タ
ー
５
名
、カ
メ
ラ
マ
ン
５
名
、編
集
者
２

名
と
外
部
委
託
の
仕
組
み
で『
く
じ
ら
の

髭
編
集
部
』を
構
成
し
て
い
ま
す
。ラ
イ

タ
ー
の
う
ち
１
名
は
町
外
か
ら
嫁
い
で
き

た
女
性
で
す
。今
後
、こ
の
よ
う
な
女
性
の

活
躍
の
場
面
を
店
舗
で
の
開
業
に
関
わ
ら

ず
、自
宅
で
子
育
て
し
な
が
ら
営
み
を
創

出
で
き
る
仕
組
み
を
目
指
そ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。今
後
こ
の
仕
組
み
を
さ
ら
に
強

化
し
、長
崎
県
へ
の
移
住
の
切
り
口
と
し

て
の
可
能
性
を
見
出
し
た
い
と
考
え
て
い

る
と
と
も
に
、こ
の「
ひ
と
」を
中
心
に
着

目
し
た
取
り
組
み
を
強
化
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
昨
今
、地
域
間
の
つ
な
が
り
は
希
薄
化

し
て
お
り
暮
ら
し
方
に
変
化
が
起
き
て
い

ま
す
。 

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、く
じ
ら
の
髭

の
取
材
の
仕
組
み
と
し
て
当
社
団
法
人
の

社
名
に
も
あ
り
ま
す「
み
せ
」「
ひ
と
」「
こ

と
」「
も
の
」の
４
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
つ
く

り
ま
し
た
。 

こ
れ
は「
ひ
と
」の
ス
ト
ー
リ
ー

を
読
者
に
伝
え
る
狙
い
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
に
地
域
の
人
と
取
材
を
す
る
私

た
ち
の「
つ
な
が
る
仕
組
み
」を
つ
く
る
こ

と
も
大
き
な
目
的
で
す
。取
材
を
通
し
て
、

人
と
な
り
を
深
く
知
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。ま
た
、地
域
の
行
事
等
が
開
催
さ
れ

た
際
に
、こ
の
縁
を
き
っ
か
け
に
新
た
な

「
ひ
と
」の
つ
な
が
り
を
紡
ぎ
出
す
こ
と
も
、

紡
ぎ
直
す
こ
と
も
で
き
、更
な
る
活
動
を

生
み
出
す
こ
と
に
な
って
い
く
も
の
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、今
後
は
こ
の「
ひ

と
」に
着
目
す
る
仕
組
み
を
全
国
で
活
用

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
も
な
る
よ
う
に

と
考
え
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、私
た
ち
が

取
材
す
る
の
で
は
な
く
、そ
の
仕
組
み
を

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
各
地
域
の
み
な

さ
ん
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、各
地
域
で

取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
み
な
さ
ま
の
つ

な
が
り
を
作
り
出
す
こ
と
や
、そ
の
地
域

で
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
で
す
。

　
　
　デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
融
合

　
く
じ
ら
の
髭
サ
イ
ト
の
取
材
を
通
し
て
、

「
ひ
と
」と「
ひ
と
」と
の
つ
な
が
り
を
育
み

時
間
を
か
け
て
様
々
な
方
々
を
巻
き
込
ん

で
い
く
こ
と
で
、町
の
危
機
や
こ
れ
か
ら
の

課
題
解
決
に
向
き
合
え
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
の
お
店
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト

や
、地
域
で
の
事
業
を
作
っ
て
い
く
上
で

様
々
な
課
題
が
あ
る
中
で
、こ
れ
か
ら
の
時

代
は
今
以
上
に
な
お
一
層「
ひ
と
」と「
ひ

と
」が
向
き
合
う
時
間
を
大
切
に
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
現
在
進
め
て
い
る
こ
と
が
、地
域
の
既
存

店
活
性
化
や
中
小
企
業
の
み
な
さ
ま
の
業

務
改
善
で
す
。

　（
そ
の
３
）で
の
情
報
発
信
の
お
手
伝
い

だ
け
で
な
く
、I
T
導
入
に
よ
る
店
舗
運

営
で
の
会
計
業
務
、販
売
戦
略
の
シ
ス
テ
ム

導
入
や
、中
小
企
業
様
の
人
事・労
務
の
サ

ポ
ー
ト
業
務
も
長
崎
県
の
大
村
市
に
あ
る

『G
lobalB

』と
い
う
I
T
会
社
と
連
携
し

行
な
って
い
ま
す
。昨
今
は
地
域
団
体
か
ら

の
相
談
も
多
く
、I
T
で
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、私
は
今
後
人
口
減

少
は
否
め
ず
、８
年
ほ
ど
前
に
N
A
S
A

が
発
表
し
た
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
ー(

※)

が

起
こ
り
え
る
時
代
と
な
って
い
く
も
の
だ
と

考
え
て
い
ま
し
た
。そ
の
点
で
、人
が
た
だ

単
な
る
労
働
や
作
業
で
は
な
く
、「
ひ
と
」と

向
き
合
い
、価
値
を
生
み
出
す「
こ
と
」を

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
、も
っ
と「
ひ

と
」と「
ひ
と
」が
向
き
合
え
る
環
境
や
時

間
を
捻
出
す
る
こ
と
を
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
って
い
ま
す
。

(

※)

汎
用
人
工
知
能(en:artificial 

general intelligence, A
G
I)

あ
る
い

は「
強
い
人
工
知
能
」や
人
間
の
知
能
増

幅
が
可
能
と
な
っ
た
と
き
に
起
こ
る
と
さ

れ
て
い
る
出
来
事
で
あ
り
、ひ
と
た
び
自

律
的
に
作
動
す
る
優
れ
た
機
械
的
知
性
が

創
造
さ
れ
る
と
、再
帰
的
に
機
械
的
知
性

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が
繰
り
返
さ
れ
、人

間
の
想
像
力
が
お
よ
ば
な
い
ほ
ど
に
優
秀

な
知
性（
ス
ー
パ
ー
イ
ン
テ
リ
ジ
ェン
ス
）が

誕
生
す
る
と
い
う
仮
説

　
　
　新
た
な
観
光
拠
点
を
整
備

　
2
0
2
0
年
12
月
、九
州
電
力
株
式
会

社
と
協
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
、電
力
会
社

と
地
域
団
体
の
協
業
と
い
う
初
の
地
域
事

業
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト『
九
電
に
ぎ
わ
い
創

業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、九
州
電
力
の
お
力
添
え
を
い
た

だ
きSorrisoriso

と
道
の
駅『
彼
杵
の
荘
』

の
活
用
調
査
を
2
0
1
9
年
〜
2
0
2
0

年
に
実
施
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、観
光
と

し
て
の
使
わ
れ
方
と
日
常
で
の
使
わ
れ
方

の
乖
離
が
大
き
か
っ
た
た
め
、観
光
と
地

域
住
民
を
つ
な
ぐ
場
所
と
し
て
計
画
中
で

す
。2
0
2
1
年
3
月
か
ら
は
先
行
し
て
、

C
H
A
N
O
K
O

ブ
ラ
ン
ド
を
用
い
た

『C
H
A
N
O
KO

の
く
じ
ら
焼
』を
始
動
し

て
い
ま
す
。

　
そ
のC

H
A
N
O
K
O

号
で
働
く
新
し
い

仲
間
も
移
住
し
て
も
ら
っ
た
メ
ン
バ
ー
で

す
。彼
ら
を
は
じ
め
当
社
団
法
人
の
理
事

や
社
員
の
メ
ン
バ
ー
や
、九
州
電
力
の
み
な

さ
ん
と
共
に
、来
年
新
た
な
拠
点
と
な
る

構
想
を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。内
容
と
し
て

は
、「
東
彼
杵
で
の
暮
ら
し
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
お
店
を
作
る
こ
と
」を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、生
活
環
境
に
近
い
お
店
に
滞
在
し
て

も
ら
っ
た
り
、コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
や
カ
フ
ェ

を
併
設
さ
せ
た
り
と
、地
域
住
民
の
方
も

観
光
客
も
立
ち
寄
り
や
す
く
、地
域
の
背

景
が
組
み
込
ま
れ
た
も
の
と
な
り
ま
す
。こ

の
施
設
は
現
在
建
設
工
事
に
入
っ
て
お

り
、2
0
2
2
年
初
頭
に
完
成
予
定
で

す
。観
光
か
ら
関
係
人
口
へ
、そ
し
て
関
係

人
口
か
ら
定
住
人
口
へ
と
自
然
な
流
れ
で

混
ざ
り
合
う
カ
タ
チ
を
模
索
し
て
い
き
ま

す
。ま
た
、観
光
の
視
点
か
ら
は
、く
じ
ら
の

髭
の
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
記
事
を
も

と
に
施
設
内
に
メ
デ
ィ
ア
ウ
ォ
ー
ル
を
設

け
、Q
R
コ
ー
ド
を
案
内
展
示
パ
ネ
ル
に
組

み
込
ん
で
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
を
組
み
合

わ
せ
た
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
提
案
を
考

え
て
い
ま
す
。よ
り「
ひ
と
」を
テ
ー
マ
に
し

た
民
間
が
運
営
す
る
観
光
拠
点
と
し
て
、

地
域
住
民
と
観
光
客
が「
ま
ざ
る
」仕
組

み
や「
つ
な
が
る
」仕
組
み
を
創
出
し
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
完
結
せ
ず
、リ
ア
ル
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
ど
う
繋
げ
て
い
く
か
。

そ
う
い
っ
た
点
で
人
の
繋
が
り
を
育
ん
で

い
け
る
場
作
り
を
改
め
て
ま
た
こ
の
地
で

取
り
組
み
、地
方
で
の
事
例
を
研
究
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、東
彼
杵
町
で
は
大
村
湾
を
囲

む
市
町
村
で
連
携
し
、町
や
県
で
地
域
事

業
を
起
業
す
る
方
や
法
人
化
を
考
え
る

方
、新
規
就
農
者
な
ど
の
人
材
育
成
を
目

的
と
し
た
構
想
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
考
え
方
は
、先
陣
を
き
っ
て
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
隣
町
、波
佐
見
町
の

先
輩
方
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
て
き
た
こ
と

ば
か
り
で
す
。そ
の
中
で
も
特
に「
価
値
づ

く
り
」と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ

き
、東
彼
杵
町
で
も
実
践
し
て
き
ま
し

た
。そ
の
点
を
踏
ま
え
、私
た
ち
も
地
域

発
展
と
農
工
商
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

一
緒
に
学
び
な
が
ら
、人
財
育
成
に
も
取

り
組
み
、田
舎
で
暮
ら
す
価
値
を
改
め
て

見
つ
め
直
す
機
会
と
し
、コ
ン
セ
プ
ト
で

あ
る
〝
一
流
の
田
舎
〞を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

記
事
添
削
：
樋
口 
英
里
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長崎だより 長崎だより

　
そ
の
他
に
も
サ
ポ
ー
ト
せ
ず
と
も『
千

綿
』『
東
彼
杵
』と
い
う
エ
リ
ア
に
魅
力
を
感

じ
、自
然
派
生
し
て
開
業
さ
れ
た
魅
力
的

な
方
々
も
次
々
と
開
業
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、私
た
ち
が
運
営
し
て
い
る『
く

じ
ら
の
髭
』サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://kujiranohige.com

活
動
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

　
東
彼
杵
町
で
は
今
、若
い
世
代
を
中
心

に
こ
の
町
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
い
う

方
が
増
え
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
拠
点
活

動
が
は
じ
ま
る
頃
に
結
成
さ
れ
、私
た
ち

も
影
響
を
受
け
な
が
ら
一
緒
に
育
っ
て

き
た
、町
内
の
お
茶
農
家
6
人
に
よ
る
ユ

ニ
ッ
ト『T

sunagu Sonogi T
ea 

Farm
ers

』も
そ
う
で
す
。東
彼
杵
町
の

お
茶
関
係
は
と
て
も
勢
い
が
あ
り
ま

す
。全
国
茶
品
評
会
で
は
、蒸
し
製
玉
緑

茶
の
部
で
2
0
1
7
年
か
ら
3
年
連
続
し

て
産
地
日
本
一
を
受
賞
し
ま
し
た
。ま
た
、

全
国
茶
品
評
会
個
人
の
部
の
最
高
賞
で

あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
と
、ほ
か
に
も

全
国
茶
生
産
青
年
茶
審
査
技
術
競
技

大
会
で
の
日
本
一
も
こ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

選
出
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
加
え
彼
ら
は

海
外
へ
出
向
き
積
極
的
に
お
茶
を
P
R

し
、オ
ラ
ン
ダ
の
有
名
な
展
示
・
即
売
会

『M
O
N
O
JA
PA
N

』に
も
出
店
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
町
内
の
50-

60
代
の
方
も
負
け
て
い
ま

せ
ん
。地
域
の
有
志
が
一
般
社
団
法
人
を

設
立
し
、自
分
た
ち
が
栽
培
し
た
美
味
し

い
お
米
を
売
り
出
す
た
め
、農
産
物
加
工

所『
木
場
の
む
す
び
』を
開
業
さ
れ
て
い
ま

す
。関
係
人
口
が
増
え
て
町
内
外
が
繋
が

る
仕
組
み
が
で
き
、新
た
な
事
業
へ
と
発
展

す
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。今
後
の
展

開
の
中
に
も
書
い
て
お
り
ま
す
が
、人
材
育

成
事
業
の
構
想
も
生
ま
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。こ
れ
ま
で
は
通
過
す
る
町
と
言
わ
れ
て

き
た
東
彼
杵
町
で
す
が
、町
に
参
入
を
考

え
る
企
業
が
出
て
き
た
こ
と
は
大
き
な
効

果
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

活
動
の
エピ
ソ
ー
ド

　「
地
域
づ
く
り
は
１
人
で
は
何
も
で
き
な

い
」。そ
う
痛
感
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り

ま
す
。2
0
1
7
年
７
月
に
発
生
し
た
九

州
北
部
豪
雨
で
、東
彼
杵
町
で
味
噌
の
製

造
・
販
売
を
す
る
大
渡
商
店
の
杷
木
支
店

が
倒
壊
し
ま
し
た
。も
と
も
と
苦
し
か
っ
た

経
営
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
緊
急
事
態
に
、

大
渡
商
店
の
３
代
目
か
ら
相
談
を
受
け
ま

し
た
。こ
の
状
況
を
S
N
S
等
で
拡
散
し

た
と
こ
ろ
、共
に
活
動
し
て
き
た
メ
ン

バ
ー
が
す
ぐ
に
反
応
し
、行
き
場
を
失
っ

た
4
ト
ン
の
味
噌
を
販
売
す
る
手
助
け

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。２
日
間
で
２
ト

ン（
1,
4
0
0
件
）分
の
発
注
が
あ
り
、な

ん
と
か
経
営
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。

　
同
じ
年
の
11
月
、大
渡
商
店
の
2
代
目

で
あ
る
父
君
が
病
で
逝
去
し
、彼
は
28
歳

に
し
て
後
継
者
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、

辛
い
思
い
を
経
験
し
な
が
ら
も
お
店
を
、

そ
し
て
自
分
自
身
を
立
て
直
す
こ
と
が
で

き
た
の
は
、メ
ン
バ
ー
の
温
か
い
サ
ポ
ー
ト

が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。地
域
の

力
が
こ
ん
な
に
も
大
き
い
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
感
じ
、少
し
ず
つ
築
き
上
げ
て
き

た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
こ
の
奇
跡
を
起
こ
し

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
時
代
、

人
口
減
少
は
否
め
ま
せ
ん
が
、1
人
1
人

が
支
え
合
う
こ
と
で
大
き
な
力
に
な
る
、

強
い
地
域
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
、地
方

で
暮
ら
す
価
値
と
し
て
提
唱
し
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
展
開

　
　
　地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出

　　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
育
む
に
あ
た
り
、単
に

特
産
品
や
観
光
地
の
開
発
だ
け
を
意
味
す

る
の
で
は
な
く
、今
あ
る
地
域
資
源
を
体

験
価
値
に
転
換
し
、「
買
い
た
い
」「
訪
れ
た

い
」「
交
流
し
た
い
」「
住
み
た
い
」と
思
わ

れ
る
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。地
域
や
自
治
体
が

一
方
的
に
人
を「
集
め
る
」の
で
は
な
く
、

地
域
への
愛
着
や
誇
り
を
も
つ
人
々
を
増
や

し
、有
機
的
に
人
が「
集
ま
る
」仕
組
み
づ

く
り
が
大
事
で
、「
モ
ノ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」で

は
な
く
、「
地
域
そ
の
も
の
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」

を
目
指
しSorrisoriso 

千
綿
第
三
瀬
戸

米
倉
庫
内
に
て
、新
た
に『
く
じ
ら
の
髭
』、

『C
H
A
N
O
KO
(

チ
ャ
ノ
コ)

』(

九
州
電
力

協
業
ブ
ラ
ン
ド)

の
ふ
た
つ
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
創
出
し
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り 

自
然

と
人
が「
集
ま
る
」「
集
ま
り
た
く
な
る
」 

動

き
を
さ
ら
に
活
発
化
さ
せ
よ
う
と
考
え
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。2
0
2
0
年
か
ら
は
じ

ま
っ
た
く
じ
ら
の
髭
に
つ
い
て
は
冒
頭
で
く

じ
ら
の
町
と
し
て
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、

先
人
が
町
を
潤
わ
す
た
め
に
く
じ
ら
の
捕

鯨
を
は
じ
め
た
こ
と
に
敬
意
を
払
い
、こ
の

町
を
潤
わ
す
き
っ
か
け
や
仕
組
み
を『
く
じ

ら
の
髭
』の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
通
し
て
お
伝

え
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。な
お

『
く
じ
ら
の
髭
』店
舗
で
は
東
彼
杵
町
出
身

の
私
の
同
級
生
が
店
長
を
担
っ
て
い
ま
す
。

訪
れ
た
お
客
様
に
そ
の
ぎ
茶
や
東
彼
杵
に

関
わ
る
モ
ノ
に
ふ
れ
て
実
際
に
体
感
す
る
こ

と
で
、東
彼
杵
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
って

い
た
だ
け
る
よ
う
、日
々
心
が
け
て
く
だ

さ
って
い
ま
す
。

　
　
　エ
リ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
育
成

　
今
後
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
育
成
を
実
施
し
、

東
彼
杵
町
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
イ
メ
ー

ジ
を
後
輩
た
ち
に
伝
え
て
い
き
な
が
ら
、い

つ
か
町
か
ら
出
た
と
し
て
も
ま
た
戻
って
き

た
い
、い
つ
で
も
戻
っ
て
こ
れ
る
と
思
え
る

町
、未
来
の
可
能
性
を
見
出
せ
る
町
に
す

る
こ
と
が
私
た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョン
で
す
。

　
私
は
U
タ
ー
ン
で
す
の
で
、自
分
の
体
験

を
広
く
伝
え
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。戻
って
き
て
私
が
気
づ
い
た
こ
と
は
、

自
営
業
者
が
少
な
い
こ
と
で
す
。町
の
こ
と

を
考
え
る
上
で
自
営
業
者
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。例
え
ば
、町
の
課
題
は
自
分
た
ち
の
経

営
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
影
響
す
る
た
め
、常
に

自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
て
考
え
る
よ
う
に

な
る
か
ら
で
す
。だ
か
ら
私
は
ま
ち
づ
く
り

の
カ
ギ
と
な
る
自
営
業
者
が
増
え
て
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
育
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、そ
こ
に

雇
用
も
生
ま
れ
、雇
用
主
と
な
っ
た
自
営

業
者
は
町
づ
く
り
活
動
な
ど
に
も
っ
と
参

加
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
最
近
は
他
地
域
で
も
ま
ち
づ
く
り
関
連

の
仕
事
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
増

え
て
き
ま
し
た
。東
彼
杵
町
も
そ
う
で
す

が
、U
タ
ー
ン
者
も
し
く
は
地
元
の
方
が
中

心
と
な
っ
た
活
動
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。私
は
、中
心
メ
ン
バ
ー
に
は
地
元
の
若

者
が
多
く
い
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。そ
う
い
う
町
に
は
絶
対
的
な
強
さ
が
あ

り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、町
に
魅
力
を
感
じ
て

移
住
し
て
く
れ
る
I
タ
ー
ン
者
は
重
要
な

存
在
で
す
。だ
か
ら
、ま
ず
は
彼
ら
の
活
躍

す
る
場
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
大
切
で
、

U
タ
ー
ン
者
も
し
く
は
地
元
の
方
に
は
彼

ら
に
興
味
を
持
って
も
ら
う
こ
と
。I
タ
ー

ン
者
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
町
を
気
づ
く

き
っ
か
け
と
な
り
、地
元
の
方
は
刺
激
を
受

け
て
、U
タ
ー
ン
者
も
自
然
と
戻
っ
て
く
る

は
ず
で
す
。現
在
、東
彼
杵
町
で
は
孫
タ
ー

ン
も
増
え
て
い
る
の
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

ほ
か
に
も
、千
綿
と
い
う
地
名
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
紐
解
き
、無
農
薬
綿
花
を
種
か
ら

育
て
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。活
動
の
中
心
は
店
舗
を
持
た
な
い

花
屋
と
し
て
活
動
す
る『
ミ
ド
リ
ブ
』と
い

う
３
人
の
子
育
て
マ
マ
た
ち
の
仲
間
で
す
。

女
性
が
イ
キ
イ
キ
し
て
い
る
町
は
と
て
も

魅
力
が
あ
り
ま
す
。今
後
の
展
開
が
楽
し

み
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
構
築

　
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
し
て

2
0
2
0
年
１
月
に『
く
じ
ら
の
髭
』の
店

舗
開
業
と
同
時
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立
ち

上
げ
、地
域
の「
み
せ
」「
ひ
と
」「
こ
と
」「
も

の
」を
発
信
す
る
仕
組
み
を
創
出
し
ま
し

た
。同
時
に
観
光
交
流
拠
点
及
び
地
域
商

材
を
販
売
す
る
店
舗『
く
じ
ら
の
髭
』の
運

営
を
開
始
し
、ネ
ッ
ト
上
と
リ
ア
ル
を
繋
ぐ

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。現
在
、ラ
イ

タ
ー
５
名
、カ
メ
ラ
マ
ン
５
名
、編
集
者
２

名
と
外
部
委
託
の
仕
組
み
で『
く
じ
ら
の

髭
編
集
部
』を
構
成
し
て
い
ま
す
。ラ
イ

タ
ー
の
う
ち
１
名
は
町
外
か
ら
嫁
い
で
き

た
女
性
で
す
。今
後
、こ
の
よ
う
な
女
性
の

活
躍
の
場
面
を
店
舗
で
の
開
業
に
関
わ
ら

ず
、自
宅
で
子
育
て
し
な
が
ら
営
み
を
創

出
で
き
る
仕
組
み
を
目
指
そ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。今
後
こ
の
仕
組
み
を
さ
ら
に
強

化
し
、長
崎
県
へ
の
移
住
の
切
り
口
と
し

て
の
可
能
性
を
見
出
し
た
い
と
考
え
て
い

る
と
と
も
に
、こ
の「
ひ
と
」を
中
心
に
着

目
し
た
取
り
組
み
を
強
化
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
昨
今
、地
域
間
の
つ
な
が
り
は
希
薄
化

し
て
お
り
暮
ら
し
方
に
変
化
が
起
き
て
い

ま
す
。 

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、く
じ
ら
の
髭

の
取
材
の
仕
組
み
と
し
て
当
社
団
法
人
の

社
名
に
も
あ
り
ま
す「
み
せ
」「
ひ
と
」「
こ

と
」「
も
の
」の
４
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
つ
く

り
ま
し
た
。 

こ
れ
は「
ひ
と
」の
ス
ト
ー
リ
ー

を
読
者
に
伝
え
る
狙
い
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
に
地
域
の
人
と
取
材
を
す
る
私

た
ち
の「
つ
な
が
る
仕
組
み
」を
つ
く
る
こ

と
も
大
き
な
目
的
で
す
。取
材
を
通
し
て
、

人
と
な
り
を
深
く
知
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。ま
た
、地
域
の
行
事
等
が
開
催
さ
れ

た
際
に
、こ
の
縁
を
き
っ
か
け
に
新
た
な

「
ひ
と
」の
つ
な
が
り
を
紡
ぎ
出
す
こ
と
も
、

紡
ぎ
直
す
こ
と
も
で
き
、更
な
る
活
動
を

生
み
出
す
こ
と
に
な
って
い
く
も
の
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、今
後
は
こ
の「
ひ

と
」に
着
目
す
る
仕
組
み
を
全
国
で
活
用

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
も
な
る
よ
う
に

と
考
え
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、私
た
ち
が

取
材
す
る
の
で
は
な
く
、そ
の
仕
組
み
を

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
各
地
域
の
み
な

さ
ん
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、各
地
域
で

取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
み
な
さ
ま
の
つ

な
が
り
を
作
り
出
す
こ
と
や
、そ
の
地
域

で
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
で
す
。

　
　
　デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
融
合

　
く
じ
ら
の
髭
サ
イ
ト
の
取
材
を
通
し
て
、

「
ひ
と
」と「
ひ
と
」と
の
つ
な
が
り
を
育
み

時
間
を
か
け
て
様
々
な
方
々
を
巻
き
込
ん

で
い
く
こ
と
で
、町
の
危
機
や
こ
れ
か
ら
の

課
題
解
決
に
向
き
合
え
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
の
お
店
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト

や
、地
域
で
の
事
業
を
作
っ
て
い
く
上
で

様
々
な
課
題
が
あ
る
中
で
、こ
れ
か
ら
の
時

代
は
今
以
上
に
な
お
一
層「
ひ
と
」と「
ひ

と
」が
向
き
合
う
時
間
を
大
切
に
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
現
在
進
め
て
い
る
こ
と
が
、地
域
の
既
存

店
活
性
化
や
中
小
企
業
の
み
な
さ
ま
の
業

務
改
善
で
す
。

　（
そ
の
３
）で
の
情
報
発
信
の
お
手
伝
い

だ
け
で
な
く
、I
T
導
入
に
よ
る
店
舗
運

営
で
の
会
計
業
務
、販
売
戦
略
の
シ
ス
テ
ム

導
入
や
、中
小
企
業
様
の
人
事・労
務
の
サ

ポ
ー
ト
業
務
も
長
崎
県
の
大
村
市
に
あ
る

『G
lobalB

』と
い
う
I
T
会
社
と
連
携
し

行
な
って
い
ま
す
。昨
今
は
地
域
団
体
か
ら

の
相
談
も
多
く
、I
T
で
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、私
は
今
後
人
口
減

少
は
否
め
ず
、８
年
ほ
ど
前
に
N
A
S
A

が
発
表
し
た
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
ー(

※)

が

起
こ
り
え
る
時
代
と
な
って
い
く
も
の
だ
と

考
え
て
い
ま
し
た
。そ
の
点
で
、人
が
た
だ

単
な
る
労
働
や
作
業
で
は
な
く
、「
ひ
と
」と

向
き
合
い
、価
値
を
生
み
出
す「
こ
と
」を

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
、も
っ
と「
ひ

と
」と「
ひ
と
」が
向
き
合
え
る
環
境
や
時

間
を
捻
出
す
る
こ
と
を
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
って
い
ま
す
。

(

※)

汎
用
人
工
知
能(en:artificial 

general intelligence, A
G
I)

あ
る
い

は「
強
い
人
工
知
能
」や
人
間
の
知
能
増

幅
が
可
能
と
な
っ
た
と
き
に
起
こ
る
と
さ

れ
て
い
る
出
来
事
で
あ
り
、ひ
と
た
び
自

律
的
に
作
動
す
る
優
れ
た
機
械
的
知
性
が

創
造
さ
れ
る
と
、再
帰
的
に
機
械
的
知
性

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が
繰
り
返
さ
れ
、人

間
の
想
像
力
が
お
よ
ば
な
い
ほ
ど
に
優
秀

な
知
性（
ス
ー
パ
ー
イ
ン
テ
リ
ジ
ェン
ス
）が

誕
生
す
る
と
い
う
仮
説

　
　
　新
た
な
観
光
拠
点
を
整
備

　
2
0
2
0
年
12
月
、九
州
電
力
株
式
会

社
と
協
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
、電
力
会
社

と
地
域
団
体
の
協
業
と
い
う
初
の
地
域
事

業
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト『
九
電
に
ぎ
わ
い
創

業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、九
州
電
力
の
お
力
添
え
を
い
た

だ
きSorrisoriso

と
道
の
駅『
彼
杵
の
荘
』

の
活
用
調
査
を
2
0
1
9
年
〜
2
0
2
0

年
に
実
施
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、観
光
と

し
て
の
使
わ
れ
方
と
日
常
で
の
使
わ
れ
方

の
乖
離
が
大
き
か
っ
た
た
め
、観
光
と
地

域
住
民
を
つ
な
ぐ
場
所
と
し
て
計
画
中
で

す
。2
0
2
1
年
3
月
か
ら
は
先
行
し
て
、

C
H
A
N
O
K
O

ブ
ラ
ン
ド
を
用
い
た

『C
H
A
N
O
KO

の
く
じ
ら
焼
』を
始
動
し

て
い
ま
す
。

　
そ
のC

H
A
N
O
K
O

号
で
働
く
新
し
い

仲
間
も
移
住
し
て
も
ら
っ
た
メ
ン
バ
ー
で

す
。彼
ら
を
は
じ
め
当
社
団
法
人
の
理
事

や
社
員
の
メ
ン
バ
ー
や
、九
州
電
力
の
み
な

さ
ん
と
共
に
、来
年
新
た
な
拠
点
と
な
る

構
想
を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。内
容
と
し
て

は
、「
東
彼
杵
で
の
暮
ら
し
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
お
店
を
作
る
こ
と
」を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、生
活
環
境
に
近
い
お
店
に
滞
在
し
て

も
ら
っ
た
り
、コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
や
カ
フ
ェ

を
併
設
さ
せ
た
り
と
、地
域
住
民
の
方
も

観
光
客
も
立
ち
寄
り
や
す
く
、地
域
の
背

景
が
組
み
込
ま
れ
た
も
の
と
な
り
ま
す
。こ

の
施
設
は
現
在
建
設
工
事
に
入
っ
て
お

り
、2
0
2
2
年
初
頭
に
完
成
予
定
で

す
。観
光
か
ら
関
係
人
口
へ
、そ
し
て
関
係

人
口
か
ら
定
住
人
口
へ
と
自
然
な
流
れ
で

混
ざ
り
合
う
カ
タ
チ
を
模
索
し
て
い
き
ま

す
。ま
た
、観
光
の
視
点
か
ら
は
、く
じ
ら
の

髭
の
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
記
事
を
も

と
に
施
設
内
に
メ
デ
ィ
ア
ウ
ォ
ー
ル
を
設

け
、Q
R
コ
ー
ド
を
案
内
展
示
パ
ネ
ル
に
組

み
込
ん
で
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
を
組
み
合

わ
せ
た
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
提
案
を
考

え
て
い
ま
す
。よ
り「
ひ
と
」を
テ
ー
マ
に
し

た
民
間
が
運
営
す
る
観
光
拠
点
と
し
て
、

地
域
住
民
と
観
光
客
が「
ま
ざ
る
」仕
組

み
や「
つ
な
が
る
」仕
組
み
を
創
出
し
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
完
結
せ
ず
、リ
ア
ル
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
ど
う
繋
げ
て
い
く
か
。

そ
う
い
っ
た
点
で
人
の
繋
が
り
を
育
ん
で

い
け
る
場
作
り
を
改
め
て
ま
た
こ
の
地
で

取
り
組
み
、地
方
で
の
事
例
を
研
究
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、東
彼
杵
町
で
は
大
村
湾
を
囲

む
市
町
村
で
連
携
し
、町
や
県
で
地
域
事

業
を
起
業
す
る
方
や
法
人
化
を
考
え
る

方
、新
規
就
農
者
な
ど
の
人
材
育
成
を
目

的
と
し
た
構
想
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
考
え
方
は
、先
陣
を
き
っ
て
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
隣
町
、波
佐
見
町
の

先
輩
方
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
て
き
た
こ
と

ば
か
り
で
す
。そ
の
中
で
も
特
に「
価
値
づ

く
り
」と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ

き
、東
彼
杵
町
で
も
実
践
し
て
き
ま
し

た
。そ
の
点
を
踏
ま
え
、私
た
ち
も
地
域

発
展
と
農
工
商
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

一
緒
に
学
び
な
が
ら
、人
財
育
成
に
も
取

り
組
み
、田
舎
で
暮
ら
す
価
値
を
改
め
て

見
つ
め
直
す
機
会
と
し
、コ
ン
セ
プ
ト
で

あ
る
〝
一
流
の
田
舎
〞を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

記
事
添
削
：
樋
口 

英
里

 

その
5

長崎県東彼杵町千綿宿の酒屋に生まれる
コンビニエンスストアフランチャイズの東京本社へ入社
地元へUターンし、個人事業主として起業
 ㈱森商店設立・代表取締役就任　また、『Sorrisoriso千綿
第三瀬戸米倉庫』のプロジェクトリーダーとしてプロジェクトを
立ち上げる
一般社団法人 東彼杵ひとこともの公社設立・代表理事就任
一般社団法人 東彼杵ひとこともの公社にて、地方新聞４６
紙と共同通信が開催する第11回地域再生大賞にて、地域
の未来賞兼九州沖縄ブロック賞受賞
全国・九州商工会青年部連合会「ひとづくり部門」にて全国・
九州同時に顕彰受賞

1984年
2003年
2008年
2015年

2017年
2020年

 
2021年

寄稿者 ： 森 一峻
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発
行
／
㈱
FFG

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
　
福
岡
市
中
央
区
天
神
2丁
目
13番

1号
　
TEL 092（

723）2244　
制
作・印

刷
／
久
野
印
刷
㈱

狩
野 

探
雪
／
三
幅
対
／
制
作
年
不
詳

２
０
２
１
年

秋

季

恒

例

企

画

十
八
親
和
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

鑑
賞
無
料

　
十
八
親
和
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、11
月

６
日
よ
り
秋
季
恒
例
企
画「
曝
涼
展
〜
掛
軸

の
世
界
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
当
館
で
は
、２
０
１
６
年
度
よ
り
年
に
一
度
、

曝
涼
展
と
題
し
て
主
に
掛
軸
の
虫
干
し
を
兼

ね
た
一
般
公
開
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。本
年
も

季
節
展
示
室
と
絵
画
展
示
室
１
を
中
心
に
、

安
土
桃
山
時
代
の
書
簡
、江
戸
初
期
の
狩
野

派
の
山
水
画
、黄
檗
宗
の
禅
書
や
京
都
四
条

派
の
花
鳥
画
な
ど
、掛
軸
45
幅
を
公
開
い
た

し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、近
代
洋
画
、日
本
画
、陶
磁
器
、

ロ
シ
ア
イ
コ
ン
な
ど
約
１
４
０
点
の
常
設
展

示
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※
会
期
中
に
一
部
、掛
け
替
え
を
行
い
ま
す

狩
野
探
雪（
か
の
う
・
た
ん
せ
つ
）：
１
６
５
５
〜
１
７

１
４
。江
戸
時
代
中
期
の
狩
野
派
の
画
家
。狩
野
永
徳

の
再
来
と
も
称
さ
れ
た
狩
野
探
幽
の
次
男
。画
法
を
父

に
学
び
、あ
っ
さ
り
し
た
上
品
な
画
風
は
探
幽
の
画
風

を
忠
実
に
引
継
い
だ
と
評
さ
れ
る
。本
作
は
、中
幅
に
寿

老
人
、そ
の
左
右
に
山
水
を
配
し
て
い
る
。

掛
軸
の
世
界

長
崎
県
佐
世
保
市
島
瀬
町
４
|

24 

十
八
親
和
銀
行
島
瀬
ビ
ル
１
Ｆ

電
話 

０
９
５
６
|

２
３
|

４
８
５
６

西
肥
バ
ス
島
瀬
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
３
分

J
Ｒ
佐
世
保
駅
か
ら
徒
歩
約
20
分

【
開
館
時
間
】午
前
1０
時
〜
午
後
４
時（
入
館
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

【
休 

館 

日
】日・月・祝
日
、年
末
年
始（
12
月
31
日
〜
１
月
３
日
）

　
　
　
　
　
　
※
土
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
館

夏
や
秋
の
天
気
の
よ
い
乾
燥
し
た
日

に
行
う
衣
類
、書
籍
、掛
軸
な
ど
の

虫
干
し
の
こ
と
で
、寺
社
な
ど
で
の

取
り
組
み
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ばくりょう
曝  涼 11

月
６
日（
土
）〜

12
月
４
日（
土
）




